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Ⅰ．第１章 知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業の概要 

第１節 当事業の目的及び本報告書について 

１－１－１．目的 

知的財産を豊富に創造し、これを保護・活用することにより、わが国の経済と文化の持続的な発展を

目指す「知的財産立国」の実現には、質の高い知的財産を生み出す仕組みを整え、知的財産を適切に保

護し、社会全体で活用する環境整備が重要である。特に、知的創造サイクルを支える人材の育成・確保

は急務であり、学校教育を通じた幼少期からの知的財産マインドの涵養、大学等の高等教育機関におけ

る知的財産に明るい人材の育成、中小・ベンチャー企業での知的財産制度に対する理解と関心の増進な

ど、国民全体への知的財産制度に対する意識の醸成と知識の向上を図るための環境整備が重要である。 

 

 さらに、国民の知的財産意識を向上させるためには、学校教育機関において知財マインドをもった人

材の育成を推進することが重要であるが、「知的財産推進計画」との関連で述べれば、これまで≪ 知的

財産推進計画第１期(２００３ ～ ２００５年度)、第２期(２００６ ～２００８年度)≫ の基本方針と

しては、主に権利保護に注力された。その中で、第２期の最終年にあたる平成２０（２００８）年度計

画では、知的財産推進計画２００８の第５章４ .「国民の知的財産意識を向上させる」において、（１）

「学校における知的財産教育を推進する」こと、（２）「地域における知的財産教育を推進する」こと、

（３）知的財産の創造、保護、活用の体験教育を充実する」ことが述べられ、同じく、第５ 章５.（６）

「専門高校における知的財産教育を推進する」においては、「工業高校や農業高校などにおける知財教

育に関するこれまでの取組事例を活用するとともに､そのような取組の普及と定着を促すため、地域との

連携や学校間の連携を取り入れた教育実践プログラムの開発を支援し、専門高校における知財教育を推

進する」ことが述べられ、それぞれ活発に推進されてきた。 

平成２１（２００９） 年度からの≪ 知的財産計画第３期≫ の基本方針は、知的財産をいかに経済的

価値の創出に結びつけるかを重視することとされ、知財教育を推進する中で知財マインドをもった人材

を育成することに関しては、第３期初年度の知的財産推進計画２００９のⅡ-１-（３）-② において、 

『地域における知的財産教育を推進する』（ P .7）ことが謳われている。 

（ http://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/090624/2009keikaku.pdf 参照） 

また、２０１０年の知的財産推進計画では、今後の我が国の産業の国際競争力強化のための中枢に位

置づけ、新成長戦略と連動し、科学技術政策、情報通信技術政策と一体化してスピード感を持って推進

することとして、知財人材育成においても「専門学校や大学と産業界等との連携による、コンテンツ分

野等の人材育成に関する枠組みモデルの構築」「専門学校や大学と産業界等の連携によるプログラム開

発の拡大」「質の高い教育プログラムによるコンテンツ分野等の高度・中堅人材の重点的な養成及び専

門学校や大学と産業界等の連携による教育プログラムの改善・更新」などが改善目標として掲げられて

いる。   

２０１１年度の推進計画においては、東日本大震災への対応を含め、①国際標準化のステージアップ

戦略、②知財イノベーション競争戦略、③最先端デジタル・ネットワーク戦略、④クールジャパン戦略

の４つを重点戦略として強力に推進するものとして、「知的財産戦略を支える人財の育成・確保」も挙
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げられている。 

２０１２年度以降も、推進計画においては知財人材の育成は引き続き大きなテーマとなっている。 

 

平成２１（２００９）年３月に公示された新しい高等学校学習指導要領において、「工業技術基礎」

の科目では「知的財産権についても扱うこと」、「商品開発」の科目においては「商標権、意匠権及び

著作権の意義と概要を扱うこと」、「知的財産権を取得する方法を扱うこと」、科目「農業情報処理」

の「情報とモラル」では「個人のプライバシーや著作権など知的財産の保護について扱うこと」が記載

される等、多くの教科・科目に知的財産関連の指導が取り入れられ、平成26（２０１２）年度入学生よ

り全面実施されている。今後、高等学校における知的財産教育を通した知財マインドをもった人材の育

成の取組みは、一層促進されると考えられる。 

 

 このような流れに先立ち、本事業の前身の事業は、平成１２（２０００）年度に「産業財産権標準テ

キストの有効活用に関する実験協力校事業」として開始された。平成１２年度には工業高等学校を対象

に事業が実施され、その後、高等専門学校（平成１３（２００１）年度から実施）、商業高等学校（平

成１４（２００２）年度から実施）、農業高等学校（平成１５（２００３）年度から実施）においても

順次実施された。その後、平成２０（２００８）年度より全国の高等学校（専門学科）及び高等専門学

校における知財マインドを持った人材の育成の一層の充実を図るため、これまでの事業名称を「産業財

産権標準テキストを活用した知的財産教育推進協力校事業」として実施してきた。 
 この平成１２（２０００）年度から平成２２（２０１０）年度にかけて実施された「産業財産権標準

テキスト」の活用を軸とする事業は、事業実施期間中に多くの成果・実践例を生み出し、我が国におけ

る高等学校（専門学科）及び高等専門学校における知財人材の育成（知財教育）の発展に大きな役割を

果たしてきた。 
 
そして、平成２３（２０１１）年度からは、産業界からの人材育成に関する要望や、政府の人材育成

政策に応えるため、近い将来企業等で活躍することが見込まれる「明日の産業人材」を育成する「知的

財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業」を新たに展開している。 
本事業においては、知的財産権制度に関する理解を深めてもらうことに加えて、制度に関する理解を

深める過程において生徒・学生が創作した発明・意匠・商標についてのアイディアを地域の専門家（弁

理士等）とのコンサルテーションや地元企業等との連携等により知的財産としていく過程の体験や、模

擬的な出願書類の作成、試作品の作成、地元企業等との連携を通じた商品の開発等、知的財産権の取得

に向けて必要となる活動の体験などの実践の場を通じて知的創造力や実践力・活用力を育む取り組みを

行うことを支援している。 
平成２６年度より、知的財産に関する創造力・実践力・活用力に関する実践的な能力を養成する取組

の導入と知的財産権制度に関する基本的な知識の習得を目指す取組の計画を策定し、その実践を通じて

組織的な取組として定着を図っていくことを目的とした「導入・定着型」と、知的財産に関する創造力・

実践力・開発力開発事業において知的財産学習の組織的な推進体制ができ、すでに知的財産学習が定着

し、新たな特徴ある取組にチャレンジする学校を最大 3 年間支援することを目的とした「展開型」の 2
つに分けて募集を行った。応募校の採択については、外部有識者等からなる「知的財産に関する創造力・
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実践力・活用力開発事業選定・評価委員会」において申請書に記載された取組について審査を行い、「導

入・定着型」として 92 校、「展開型」として 8 校（工業：2 校、商業：2 校、農業：2 校、水産：1 校、

高専：1 校）が採択された。「展開型」は、「知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業選定・評

価委員会」へ毎年の取組報告を行う。取組について委員会からの評価を受けた後、その評価内容を次年

度以降の取組に反映させつつ、新たな取組にチャレンジしていくこととなる。  
 



 

４ 
 

１－１－２ ．本報告書の内容 

知財マインドを持った人材の育成とその取組の普及や定着を図るために、参加校における生徒又は学

生が知的財産に関する知識の習得や知的創造力及び実践力・活用力を育む過程を調査分析するとともに、

取組を通しての地域や関係機関からの支援や連携の状況の具体的な事例を収集して調査分析した。 

各学校の実践活動は、1 年間にわたる取組であり、この調査は、(１) 参加校からの年間指導報告書 及

び(２) 年次報告会時における教員・教官に対するアンケート結果等を元に作成している。 

 

１－１－３ ．参加学校数の推移 

本事業と、前身の「産業財産権標準テキストの有効活用に関する実験協力校事業」（H19年度以前）及

び「産業財産権標準テキストを活用した知的財産教育推進協力校事業」（H20～22年度）も含めた参加校

数(延べ数)は、下記の表およびグラフのとおりである。 

 

表１－１－１ 参加校数の推移（平成22年度以前は前身の事業） 

実施年度 
H13 

以前 

H14 

2002 

H15  

2003 

H16  

2004 

H17 

2005 

H18 

2006 

H19 

2007 

H20 

2008 

H21 

2009 

H22 

2010 

H23 

2011 

H24 

2012 

H25 

2013 

H26 

2014 

合計 

（延べ数） 

工業高等 
学校 

66 64 57 54 54 44 39 23 ２５ 34 39 48 53 48 648 

商業高等 
学校 

--- 7 17 23 21 31 23 10 10 13 11 21 28 19 234 

農業高等 
学校 

--- --- 7 17 22 18 13 9 6 12 10 13 13 10 150 

水産高等 
学校 

--- --- --- --- --- --- --- --- --- 2 3 5 5 7 22 

高等学校 
合計 

66 71 81 94 97 93 75 42 41 61 63 87 99 84 1054 

高等専門 
学校 

5 16 15 15 14 13 15 17 15 19 14 13 14 16 201 

全合計 71 87 96 109 111 106 90 59 56 80 77 100 113 100 1255 
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図１－１－１ 参加校数の推移（H22 以前は前身の事業） 

今年度の本事業参加校の分布を以下に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－１－２ 参加校の分布
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第２節 平成２６年度参加校の活動概要 

 

参加校（１００校）の取組内容は以下のとおり。 

（ １ ） 予め「年間指導計画書」および「学期指導計画書」を策定し、同計画に基づき、下記項目（ ２ ） 

のような活動を行なった。 

（ ２ ）知財マインドを持ち、創造力・実践力・活用力の育成に重点を置いた取り組みの内容は、各参

加校においてそれぞれ策定したが、指導内容の例として次の項目が挙げられる。 

ａ ） 産業財産権標準テキストを用いた指導活動 

ｂ ） 課題解決の体験（ 創作活動・課題研究・商品開発） 

ｃ ） 外部講師を招聘して知的財産に関する講演会・セミナーを開催 

ｄ ） 研究活動による創作内容に関する知的財産情報の活用、権利化への試み等、知的財産権 

手続に関するプロセスの体験 

ｅ ） 知的財産の尊重、過去の科学の発展史の学習 

ｆ ） 各地域において、地元企業・諸団体・他校と連携して、取り組みの支援を受け、また、 

知的財産を普及する活動 

（ ３ ）参加校相互の連絡・情報交換の場として、さらには成果発表の場として、中間報告会および年

次報告会を行なった。 

 

１－２－１ ．年間活動概要 

平成26年度の活動の概要は以下の通りである。 

表１－２－１ 平成26年度の活動の概要 

事業活動 
４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

１０ 

月 

１１ 

月 

１２ 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

1 採択決定書授与式・事業説明会開催 ●  
                    

2 指導計画書（年間・学期）の提出 
  

●  
                  

3 支出計画書（年間）の提出 
  

●  
                  

4 
地域別研究協議会開催 

（経済産業局管轄地域ごとに全国 8 箇所で開催）       
● ● 

              

5 
中間報告用プレゼン資料・討論会資

料の提出         
● 

              

6 中間報告会開催 
        

● ● 
            

7 
成果展示・発表会開催（さんフェア宮

城２０１４内）       
 ●  

   

8 （次年度参加校の公募） 
            

● ●  
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事業活動 
４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

１０ 

月 

１１ 

月 

１２ 

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

9 
年間指導報告書・プレゼン資料・報告

書要約書・アンケート提出                 
●  

    

10 年次報告会開催 
                  

● ● 
  

11 活動終了 
                      

● 

 

 
１－２－２．採択決定書授与式・事業説明会 

知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業の開始にあたり、学校種別を問わずに、参加校全

１００ 校を対象とし、今年度事業における採択書を授与すると共に本事業に関する説明会を開催した。 

事業説明会(進行１)では、学校長および担当教員(教官)に対する特許庁 総務部企画調査課 知的財

産活用企画調整官 河合 弘明氏、文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程調査官 持田 雄一氏

の挨拶が行われた。その後、独立行政法人工業所有権情報・研修館 人材育成部長 中野 裕二氏によ

る本事業の説明が行われたのち、前福岡県立小倉工業高等学校校長 篭原裕明氏による基調講演「開発推

進校事業の成果と開発推進校事業の展望」がなされた。 

その後の分科会（進行２）では、新規採択校、定着型採択校、学校長等管理職に分かれての講話等が

行われ、続く分科会（進行３）では、校種別に分かれ、昨年度に開発推進校事業に参加された教員によ

り、実践的な開発推進校事業の取り組み活動の発表がなされた。分科会(進行３)終了後は、展開型採択

校のみを対象とした説明会（進行４）として取組方法等についての説明がなされた。 

 



 

８ 
 

 



 

９ 
 

【実施風景】  

 

                    

特許庁挨拶 

       

学校長（管理職）が対象の講話 

 

  
新規参加校が対象の講話             平成26年度参加校からの実践事例報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１０ 
 

１－２－３．地域別研究協議会 
本年度は、『知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業 地域別研究会』というタイトルで広

く募集をしたことで、合計２８４名/８０校（前年度：２２５名/１０３校）と多数の参加者が集まった。

本事業への参加校のみならず、参加されていない学校からの参加や、指導を受けている生徒も多数参加

するなど参加層も広くなった。 
 なお、開催場所・日程は下記の通りである。 
【九州】 ７月２３日(水)福岡県立小倉工業高等学校（北九州市小倉北区白萩町 6 番 1 号） 
【中国】 ７月２４日(木）津山工業高等専門学校（津山市沼 624-1） 
【四国】 7 月２５日(金) 八幡浜工業高等学校 （八幡浜市古町２丁目３番１号） 
【中部】 ７月２８日(月) 岐阜県立岐阜商業高等学校（岐阜市則武新屋敷 1816-6）  
【近畿】 ７月３１日(木）大阪府立枚岡樟風高等学校 (東大阪市鷹殿町 18 番地 1 号)） 
【北海道】８月 １日(金）ホテルライフォート札幌 （札幌市中央区南 10 条西 1 丁目 

中島公園前） 
【東北】８月 ４日（月）山形県立上山明新館高等学校 （上山市仙石 650 番地） 
【関東】８月 ６日（水）群馬県立前橋工業高等学校 （前橋市石関町 137 番地 1）） 

講師は、上記の総合編指導マニュアルを執筆・編集した知的財産教育のパイオニアといえる教員で

ある。 
開催場所は、基本的には、各経済産業局（８経産局）ごとに本年度の開発推進校に参加した学校を 
1 校選抜し、開催場所とした。（北海道については札幌市内の公共施設での開催となった。） 
研究協議会の内容は、知的財産教育先進校からの講師による総合編指導マニュアルの 

活用方法の説明、およびその説明に対する質問、最後に無記名式のアンケートを実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2-3 地域別研究協議会開催地 



 

１１ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域別研究協議会(九州)         地域別研究協議会(中部) 
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１－２－４．中間報告会 
実践活動の半ばにあたる平成２６年８月下旬に、下記に示すように、各々中間報告会を開催した。 

これまでの知的財産教育取組み状況の実績発表を行い、１日目午後後半および２日目は討論会として、

事務局より予め提案した下記の共通討論テーマについて教員・教官全員による討論を行なった。（共通討

論テーマ ：『知的財産教育推進の工夫と今後の展望について』） 
学校や生徒の反応、取組み、特許出願への展開などで悩みを持っている学校もあり、こうした討論によ

って、互いに他校の活動状況を理解し、意見交換を行うことは大変有益で、その後の活動の進め方に大

いに役立ったものと考えられる。 
 
会場(全校種共通) 
ラーニングスクエア新橋(東京都港区新橋 4-21-3 新橋東急ビル 4F･5F･6F)  
日時: 
Ⅰ．工業 
１日目：平成２６年８月２１日（木） １３：００～１８：００ 
２日目：平成２６年８月２２日（金）  ９：００～１２：００ 
Ⅱ．農業・水産 
1 日目：平成２６年８月２５日（月） １３：００～１８：００ 
2 日目：平成２６年８月２６日（火）  ９：００～１２：００ 
Ⅲ．商業 
1 日目：平成２６年８月２８日（木） １３：００～１８：００ 
2 日目：平成２６年８月２９日（金）   ９：００～１２：００ 
Ⅳ．高専 
1 日目：平成２６年９月 １日（月） １３：００～１８：００ 
2 日目：平成２６年９月 ２日（火）  ９：００～１２：００ 
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中間報告会(工業)         中間報告会(農業・水産) 
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１-２-５．成果展示・発表会 

平成２６年１１月８日・９日に、本事業における取組の一環として、生徒に自らの取組の成果を説明・

発表する経験を積んでもらうこと、及び、本事業の取組の周知を図ることを目的に、「第２４回全国産業

教育フェア宮城大会（さんフェア宮城 201４）」において、本事業参加校によるこれまでの取組の成果を

発表する「成果展示・発表会」を開催しました。本年度は、事業参加校のうち１９校の生徒・教員が成

果展示・発表会に参加した。 

 

開催概要 

・期日：平成２６年１１月８日（土）～９日（日） 

・会場：第２４回全国産業教育フェア宮城大会内,名取市文化会館 

    展示会 ２階中ホール ホワイエ、発表会 ３階小ホール 

・主催：独立行政法人 工業所有権情報・研修館、後援：東北経済産業局、特許庁 

＜展示会＞ １１/８（土）１０：００～１６：００、１１/９（日）  ９：３０～１４：３０ 

＜発表会＞ １１/９（日） ９：００～１４：３０ 

 

展示会 ８日（土）～９日（日） 

２階中ホール ホワイエにおいて、参加校による本事業に因んだ製品・商品・試作品等や、これらの内

容・技術や作成するまでの背景や工夫した点等の説明などを掲載した資料（パネル、ポスター等）を展

示し、生徒達は、積極的に来場者に話しかけ、自身の取組のセールスポイントを説明しました。 

 

発表会 ９日（日） 

３階小ホールにおいて、展示品の中から発表内容を予め選択し、その製品・商品・試作品等について、

これらを作成するまでの背景や工夫した点、セールスポイント等について、参加校の生徒による成果発

表（プレゼンテーション）を実施した。発表会では、地元宮城県の企業・団体・マスコミ及び特許庁有

識者の方々の参加をうけ、大変有意義なコメント、御質問等をいただきながら、創造力、実践力、活用

力の観点で審査していただいた。展示会、発表会とも大勢の方にお越しいただき、盛会のうちに終了し

た。 

 

 

パンフレット 

発表会 展示会 



 

１５ 
 

［参加校と展示・発表内容］ 

①北海道滝川工業高等学校【優秀創造力賞】 

圧電素子を利用した振動発電によるトランポリン発電の実演と太陽光発電を利用した車いすの紹介 

②宮城県石巻工業高等学校 

平成２２年度からの事業実施成果の展示及び３年前から取り組んでいるスマートフォンアプリ開発

について 

③山形県立村山産業高等学校【優秀実践力賞】 

平成 26 年 4 月に開校した村山産業高校のイメージ・キャラクター「ま・ろ～ずちゃん」の創作及び

今後の展開について 

④兵庫県立姫路工業高等学校 

「アイデアを形に！姫工の取組み」と題して、「電動スケートボード」「二足歩行ロボット」製作を

通じた取組「“ものづくり”のための“ひとづくり”」について 

⑤愛媛県立新居浜工業高等学校【優秀活用力賞】 

「地場産業の染料で汚れた川の色を無色にしたい」という動機で先輩が始めた研究成果を活かし、

新たな染料の脱色技術を開発した取組について 

⑥福岡県立福岡工業高等学校【来場者特別賞】 

電子工学科課題研究の一環である「LED バーサライタ製作」「インドアプレーン大会への挑戦」への

取組について 

⑦群馬県立前橋商業高等学校 

「カラオケ本舗まねきねこ前橋エキータ店の業績アップ・プロジェクト」と題して、高校生ならで

はの地域社会の貢献に向けた取組について 

⑧福井県立福井商業高等学校 

福井の知名度ＵＰを目指した取組の紹介や山梨県立甲府工業高校との連携成果物｢ACE くんペンダ

ント」について 

⑨甲府市立甲府商業高等学校 

特産品を用いた商品｢甲府まんじゅう」｢甲府かるた｣に続く、新商品開発に向けた取組について 

⑩富士市立高等学校 

地元富士市で昔から生産されている橙を用いた地元特産品を開発しようと健康に気を使う女子高校

生が考えた「押忍 本気（マジ）ッ酢！」について 

⑪岐阜県立岐阜商業高等学校 

地域企業と連携して開発した新商品｢オランジュラスク」、｢金華山カレー（仮称）」 及びみそせんべ

いの新商品開発に向けた取組について 

⑫愛知県立南陽高等学校 

意匠権を活用した問題解決学習、ノート、タオル及びクリアファイルのオリジナルブランド作り・

商品開発から様々な発想法を学んだ成果について 

⑬宮城県農業高等学校 

韓国との国際交流による被災地域の再生と仙台白菜を活かしたお弁当。さんフェア宮城に採用され

た「みやぎまるごと正宗弁当」について 



 

１６ 
 

⑭山形県立上山明新館高等学校【優秀活用力賞】 

上山明新館高校ブランドの商品開発。地域資源植物「食用ほおずき」「桑」「サクランボ」の普及拡

大を目指した活動について 

⑮岐阜県立大垣養老高等学校【優秀実践力賞】 

地域特産品をプロデュースする模擬企業「大養 Bicom」を設立し、地域への情報発信と開発した特

産品の普及を目指した活動について 

⑯大阪府立農芸高等学校 

「ブドウの天然赤色色素の生成技術開発とその利用」と題して、アントシアニンを利用した商品開

発を目指した活動の成果について 

⑰鹿児島県立市来農芸高等学校 

「地域に眠る宝を掘り起こせ！夢は地域の活性化！「養母スイカ」復活へのロード」と題した研究

活動の内容について 

⑱青森県立八戸水産高等学校 

水産食品科が実習船で捕獲した水産物を利用し、加工品の作業実習を行い、知財教育の教材として

活用している取組について 

⑲宮城県水産高等学校【優秀創造力賞】 

多くの実験を行う過程から得られた知識の「ものづくりへの応用」を目指した実験の一端について 

                                （発表順） 
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１８ 
 

１-２-６．年次報告会 

 

平成２７年１月下旬から２月上旬に、年次報告会を次のとおり開催し、各校は実践結果について報告

した。 

年次報告会においては各校から「年間指導報告書」に基づいて、指導実績、ものづくりや商品開発・

商品販売の過程における産業財産権教育の指導内容、活動全体を総括しての成果、産業財産が身近で大

切なものとして理解が深められたこと、創造する楽しさ、能力の育成が図られたこと等が、パワーポイ

ントなどを活用して報告された。 

 

会場（全校種共通） 

ラーニングスクエア新橋（東京都港区新橋4-21-3 新橋東急ビル5F･6F） 

 

日時: 

Ⅰ．工業高等学校 

日時：平成２７年１月１９日（月） １１：００～１７：００ 

Ⅱ．農業・水産高等学校 

日時：平成２７年１月２３日（金） １１：００～１７：００ 

Ⅲ．商業高等学校 

日時：平成２７年１月２７日（火） １１：００～１７：００ 

Ⅳ．高等専門学校 

日時：平成２７年２月 ２日（月） １１：００～１７：００ 
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年次報告会(農業・水産)            年次報告会(高専) 
 



 

２０ 
 

第３節 参加校の指導対象・取組内容 

 

表１－３－１ に、参加校（工業高等学校４８校、商業高等学校１９校、農業・水産高等学校 

１７校、高等専門学校１６校 合計１００校）の指導対象・取組内容（取組の目的・目標の要約）を記す。 

 

表１－３－１各校の指導対象・取組内容 

工業高等学校  

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

展工０１ 

 

 

 

 

長崎県立 

長崎工業 

高等学校 

 

 

 

１～３年  工業技術基礎・各学科実

習 

長崎県高等学校知財教育推進

委員会を設置してセミナーや研

修会による知財教育のスキル

アップをはかる。 

ＩＰＤＬ特許電子図書館の検索

技術の習得。 

特許・意匠権の出願により権利

化を目指す。 

展工０２ 

 

 

 

 

大分県立 

大分工業 

高等学校 

 

 

 

１年 全 講演会／講義形式 「ものづくり」を通じて，特許等

申請も可能な「実践的知財マイ

ンド」を備えた産業人の育成 

機械科 工業技術基礎／実習 

３年 機械科 課題研究／実習 

全 全 発明工夫展 

(パテントコンテスト) 

芸術（美術）／授業 

部活動（未来ロボット工

学研究部） 

工０１ 

 

 

 

 

 

 

北海道 

滝川工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

３年 電気科 電気機器／座学・実習 「ものづくり」と「知的財産」の結

びつきを意識して考えさせ、社

会で必要な創造力を身につけ

る。 

知的財産に関する興味・関心を

高めて、モラルやマインドを育

成する。 

昨年度の成果をもとにして、知

的財産権の理解をさらに深め

る。 

課題研究／実習 

工業技術基礎／実習 

工０２ 

 

岩手県立 

盛岡工業 

高等学校 

３年 全科 学年会 特別支援学校と連携した課題

解決への知的財産教育活用 ２年 電気科 電力技術 

１年 全科 工業技術基礎 

工０３ 

 

 

宮城県 

石巻工業 

高等学校 

 

１年 電気情報科 工業技術基礎 「ものづくり」を通した知的財産

の理解と創造性の育成 

地域連携のアイデアで地域を

幸せにする。 

２年 電気情報科 電気実習 

３年 電気情報科 電気実習・課題研究 

全 部活動（電気部） 部活動 



 

２１ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

工０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形県立 

村山産業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～３年 全学科 特別活動／座学・実習 工業高校から産業高校への移

行に伴い、これまでの校内委員

会等がすべて再編されるため、

産業財産権の推進を平成８年

から行っている本校がイニシア

チブを取り、産業高校でも生徒

が知的財産に関する教育を受

けるようにする。生徒が、環境

に配慮し社会に役立つものづく

りを通した知的財産権の理解と

その重要性について学び、特

許・商標・意匠のいずれかの産

業財産権の取得を目指す。 

目標 

平成２６年度、東根工業高校か

ら村山産業高校への移行の伴

い、これまで培った知的財産教

育の礎を産業高校でも定着さ

せる取り組みをする。 

学校のマスコットキャラクター等

を提案し、商標登録を意識しな

がら、知的財産教育を行う 

全校生徒を対象にしたもの作り

アイディアコンテストを新高校で

も実施できるように組織を立ち

上げる。 

アイディアコンテストを実施し、

創造力を養い、アイディアを形

にする指導を行う。また、発想

や工夫が知的財産であることを

認識させる。パテントコンテスト

やデザインパテントコンテストへ

の応募をする。 

工業科 LHR／座学 

３年 工業科 課題研究／座学・実習 

電子システム科 ゲーム工学／座学 

工０５ 

 

 

 

 

茨城県立 

勝田工業 

高等学校 

２年 総合工学科 ホームルーム／学年集

会 

目的：平成２３,２４年度の２年間

にわたる導入段階を経て、知財

学習の定着と教科への導入を

検討する。 

目標：２年生を対象に知財基礎

学習の導入を試み、その後の

３年 総合工学科 課題研究／班別学習 



 

２２ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

茨城県立 

勝田工業 

高等学校(続き) 

発展学習への足がかりにする

とともに、知財学習を教科に取

り入れる検討を行う。また３年

科目「課題研究」の中で知財各

種ｺﾝﾃｽﾄや知財技能検定応募

者養成を図る。 

 

工０６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬県立 

前橋工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 機械科 情報技術基礎 「ものづくり」をとおした知的財

産権教育～地元企業との連携

～ 

地元企業との連携をとおし、知

財の基礎知識、弁理士の招

聘、IPDL 検索、発想法学習を

実践し、ものづくりに必要なアイ

デアを形にする力の育成を行

う。「ものづくり」では知財に配

慮した内容で、種々の工作機

械や３Ｄプリンタを活用しアイデ

アを形にする力の育成を行う。 

２年 機械科 課題研究 

３年 機械科 情報技術基礎 

 

工０７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県立 

向の岡工業 

高等学校 

（定時制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 総合学科 ものづくりの基礎 ものづくりを通して、知的財産

の知識を身につけその活用を

図る。 

社会と情報 

２年 総合学科 総合的な学習の時間 

３年 総合学科 総合的な学習の時間 

２,３,４年 総合学科 （選択）電子ロボットの基

礎 

３,４年 総合学科 （選択）実習 

（選択）課題研究 

２,３,４年 総合学科 （選択）工業デザイン 

全学年 総合学科 学校行事（学習成果発表

会） 

部活動（ロボット研究部） 

部活動（陸上競技部） 

工０８ 

 

 

 

 

 

 

石川県立 

金沢北陵 

高等学校 

 

 

 

２年 総合学科 産業と社会／工業選択

者 

知的財産制度の概要・意義・重

要性についての理解を促進し、

コンテストや大会への参加を目

的とした生徒の創意工夫する

態度を引き出す課題解決型創

造性育成プログラムを開発す

る。 

３年 総合学科 テーマ研究／工業選択

者 

コンピュー

タ部 

総合学科 部活動 



 

２３ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

工０９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立 

工業高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 機械システム科 生産システム技術 機械システム科第１学年に対し 

て、知的財産教育の基礎を 

理解させる。 

機械システム科第２学年に対し 

て、知的財産教育の基礎を 

定着させる。 

機械システム科第３学年に対し 

て、知的財産教育の理解を深 

める。 

デザイン科や本校の他の５学

科に対しても知的財産教育へ

の取組を普及する。 

知的財産教育の指導員を増や

す。 

３年 機械システム 課題研究 

 

工１０ 

 

 

 

 

石川県立 

小松工業 

高等学校 

 

１年 機械科 工業技術基礎 知的財産教育を活用したもの

づくり実践を通しての、創造性

の育成。 

教員向け校内研修会を実施

し、知財教育の浸透をはかる。 

３年 機械ｼｽﾃﾑ科 課題研究 

電子情報科 課題研究 

 ものづくり技術 

（学校設定科目） 

 

工１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

山梨県立 

峡南高等学校 

 

 

 

 

 

 

１年 工業科 工業技術基礎／学年（講

演） 

目的：工業科生徒に対する知

的財産教育の導入を行う。 

１学科の専門学習に向けて、幅

広い知識を身につけさせる。 

目標：将来の職業人としての意

識付けのために、知的財産へ

の関心や知識を深める。 

作品作りを体験させ、アイデア

の創出を行う。 

情報技術基礎／クラス

（座学） 

２年 クラフト科 クラフト実習／クラス（実

習） 

全学科 企業実習／クラス（実習） 

３年 土木科 土木施工／クラス（座学） 

１～３年 全学科 学校行事／全校（講演） 

 

工１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

松本工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

１年 機械科、電気科 

電子工業科 

ＬＨＲ／講演会 知的財産権の基礎学習から、

自ら設定した課題に沿った独創

的なアイデアの創出、アイデア

に新規性があるのか否かの調

査、アイデアを形にしていく過

程の学習により発想力や創造

力を身に付けさせる。また、コン

テストへの参加・応募により興

味や関心を高め、自ら発想し具

３年 機械科 課題研究／講義 

課題研究／調査研究 



 

２４ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

松本工業 

高等学校(続き) 

 

 

 

現化する力を身に付けさせると

ともに、地域企業の協力を得な

がらものづくりへ応用できる実

践的な能力を身に付ける。さら

に、校内における知的財産権

教育が継続的に行えるような体

制の構築を図る。 

 

工１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

岩村田 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

１年 機械システム科 産業基礎／全体学習 ３年生の課題研究を見据えな 

がら、１年から３年までの段階 

的・継続的な取り組みを行うこ 

とで、生徒の意識・知的好奇心 

を喚起する知財教育を目指す。 

１年の産業基礎、２年の環境地

域基礎の学校設定科目で知的

財産をしっかり取り入れ、学校

として継続して取り組む体制を

組む。 

電気情報科 産業基礎／全体学習 

２年 機械システム科 環境地域基礎／全体学

習 

電気情報科 環境地域基礎／全体学

習 

３年 機械科 課題研究／グループ 

電子機械科 課題研究／グループ 

電気科 課題研究／グループ 

１～３年 総合工学班 旋盤作業／グループ 

電気自動車／グループ 

 

工１４ 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

岡谷工業 

高等学校 

 

 

 

 

１年 機械科 工業技術基礎 知財教育を学校全体に拡充定

着化、校内アイデアコンテスト

の参加者増加、大学との連携

深める。 

 

 

 

 

機械工作 

１，２年 機械科 講義 

「知的財産権セミナー」 
環境化学科 

電子機械科 

電気科 

情報技術科 

３年 機械科 課題研究･実習･製図 

 

工１５ 

 

 

 

長野県 

駒ヶ根工業 

高等学校 

３年 機械･電気･情報 産業財産権の基礎 

ものづくり技術 

課題研究 

「いいモノつくって特許取得!」 

～ Think & Challenge ～  2nd 

STAGE 

 

工１６ 

 

 

 

 

岐阜県立 

岐阜工業 

高等学校 

 

 

３年 設備システム科 課題研究 知的財産権に関する基本的な

法制度の理解と、技術開発過

程における他社への同権利の

侵害の有無について判定でき

る能力を養う。 

デザイン工学科  
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

工１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立 

大垣工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 全学科 工業技術基礎／授業 Ｈ２４年度に発足した知財委員

会を中心に、学校全体での知

財教育への取り組みを強化す

る。 

ものづくりを通して知的財産権

を学び、知財マインドを育成す

る。 

パテントコンテストへの参加や、

模擬出願の指導を通して生徒

の知財マインドを育成する。 

高いレベルの教育環境を見る

ことで、知財学習として必要な

さらなる学習環境の整備を目指

す。 

２年 全学科 各科実習／実習 

３年 全学科 課題研究／実習 

全 各生産系部活動 部活動／課外活動 

 

工１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立 

高山工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 電子機械科 工業技術基礎／座学 昨年に引き続き創造力育成に

力を入れ、ものづくりを通じてア

イディアを知的財産へ具体化す

る力を育成する。本年は昨年以

上に知的財産教育を拡大し、

学科レベルから工業科レベル、

学校レベルでの取り組みへと発

展させる。また、優れたアイディ

アを産業に発展させることを視

野に入れ、アイディア作品を商

品として開発・販売する手順の

研究も行う。 

電気科 工業技術基礎／座学 

全学科 LHR／座学 

２年 機械 実習／実習 

電子機械科 実習／実習 

３年 電子機械科 課題研究／実習 

部活動 全学科 生産系部活動／特別活

動 

全校生

徒・職員 
全学科生徒、職

員 

全校／講演会・研修会 

 

工１９ 

 

 

 

 

静岡県立 

浜松工業 

高等学校 

 

全学年 全学科 校内アイディアコンテスト 校内アイディアコンテストの実

施［全校生徒対象］ 

知的財産を意識した企業研究

の実施［全学科１年生対象］ 

発明協会との連携授業の実施

［ｼｽﾃﾑ化学科１年生］ 

１年 全学科 企業研究（学校設定科

目）／座学・課外活動 

ｼｽﾃﾑ化学科 工業技術基礎／座学･実

習 

 

工２０ 

 

 

 

 

静岡県立 

吉原工業 

高等学校 

 

３年 機械科 課題研究 知的財産権に対する理解を深

め、創造力と実践力の向上を

図る。 

 

 

 

電子機械科 課題研究 

電気科 課題研究 

１年 システム化学科 工業技術基礎 

数理工学科 工業技術基礎 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

工２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県立 

科学技術 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 物質工学 工業技術基礎／授業 ａ．専門家（弁理士や企業知財

部ＯＢ、特許アドバイザ）のアド

バイスにより、アイディアの創出

からそのアイディアを知的財産

として獲得していく過程を、学年

段階を追って、生徒に体験させ

る機会を提供する。この活動

は、教育課程の中に知財教育

を定着させ、位置付けを確かな

ものとすることを目指して実施

する。 

（物質工学科１年、工業技術基

礎） 

問題解決手法『ブレーンストー

ミング法』を活用して，「身近な

不便を解決する」手段の検討方

法を体験する。 

ベンチャーの現場を訪問し、実

際に知的財産を生かしたもの

づくりを知る。 

（物質工学科２年、知的財産概

要） 

学校設定科目「知的財産概要」

（通年，１単位）では、標準テキ

ストにより知的財産の概要を把

握するとともに、①知的財産が

産業・会社の中でどのような役

割を果たしているかを理解する

こと 

産業活動における知的財産の

重要性が体感できること 

を目標に企業知財ＯＢ他のリレ

ー講座を実施する。 

（物質工学科２年、実習） 

『身近なグッズで発明の工夫を

理解し、クレームを書こう！』を

テーマに、発明の内容を理解

し、その発明をどのように文書

として表現することが可能かと

いう観点から、特許電子図書館

（ＩＰＤＬ）による先行文献調査、

特許請求項の作成を体験す

る。 

（ロボット工学科３年、課題研

究） 

「ものづくり」を通して、創出した

アイディアを権利化・活用してい

く過程を学習する。 

（全校） 

校内パテントコンテストを通し

て、知的財産への意識を高め、

優れた創作を奨励する。 

選考作品は、全国のコンテスト

へ応募する。 

 

（教職員） 

指導者層を厚くし、持続的な取

２年 物質工学 知的財産概要／授業 

実習／授業 

３年 ロボット工学 課題研究／授業 

１年､２年､

３年 

全学科 パテントコンテスト／参加 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

静岡県立 

科学技術 

高等学校(続き) 

り組みができるようにするため

に教員の研修機会を増やす。 

知財教育を推進する教員ネット

ワークを広げるため、他校の 

推進者との交流を図る。 

工２２ 

 

 

愛知県立 

岡崎工業 

高等学校 

 

３年 

 

機械デザイン科 

 

工業デザイン／座学 

産業財産権について理解を深

める・発想力を豊かにする。 

 

 

工２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立 

西脇工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 情報･繊維科 工業基礎／授業・講演 ものづくりの学習を通して知的

財産制度に関する基礎知識の

理解を向上させ、実践的な能力

の育成を図る。 

生徒自身の知的好奇心をより 

強く喚起し自らの気づきをさら 

に深化させる。 

地域の企業と連携して、知的財 

産の講演を開催し、企業での特 

許権の活用方法を紹介し、知 

財学習の必要性を認識させ、 

意欲関心を持たせる。 

ブレインストーミング法や KJ 法 

などのアイデア創出手法を学 

習し、実践、活用を行い、生徒 

の創造力を引き出す。 

アイデアの企画書を作成し、権 

利化・活用を目的とした知的財 

産としていく過程を経験する。 

各種コンテストの参加を通して 

より実践的な力や活用力の育 

成を図る。 

２年 情報･繊維科 実習／授業・実習 

３年 情報･繊維科 課題研究／授業・実習 

全 情報･繊維科 プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 ／ 

授業・演習 

 

工２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立 

姫路工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 電子機械科 課題研究／実習 ・知的財産教育を活かした「ひ

とづくり」 

生徒自らが考えて創意工夫し、 

失敗の中から成功へのヒントを 

見い出し、実践できる素養を身 

につけさせたい。知的財産教育 

では、生徒のアイデア抽出や 

「気づき」を促すことができる。 

また、校外での活動を通して視 

野を広げ、積極的かつ主体的 

に活動できる生徒を育てたい。 

知的財産教育を土台とした「も 

のづくり」 

知的財産教育は権利や創造性

を問うだけのものではなく、生 

徒の能力を引き出すためのツ 

ールと考える。上記の「ひとづく 

り」をベース(土台)とした「もの 

３年 デザイン科・機械科 課題研究／実習 

１～３年 電子機械研究同好会 部活動 

１年 全学科 情報技術基礎／座学 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立 

姫路工業 

高等学校(続き) 

 

 

づくり」の実践に取り組みたい。 

具体的には、二足歩行ロボット

や機構の設計や製作、人々の

生活に役立つデザインの構築

を主題として、専門的な「ものづ

くり」の実践力・活用力を高めた

い。 

工２５ 

 

山口県立 

徳山商工 

高等学校 

１年 商業科/工業科 総合/学年全体 アイデアを具体化するために必

要な行動力を身につける知財 

教育 

２年 電子情報技術科 部活動/少人数編成 

３年 課題研究/少人数編成 

 

工２６ 

 

 

 

山口県立 

小野田工業 

高等学校 

１年 全科（機械・情報・

化学） 

工業技術基礎／授業 「ものづくり」を通した知的財産

権の理解と創造性の育成 

３年 全科（機械・情報・

化学） 

課題研究／実習 

全 メカトロ部 放課後・夏休み 

工２７ 

 

徳島県立 

つるぎ高等学校 

全 全学科 各科専門科目／授業 知的財産権教育の定着とパテ

ントコンテストの入賞 課題研究・部活動／授

業・製作 

工２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県立 

徳 島 科学 技 術

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

３年 情報通信コース 課題研究 「考案したアイデアをもとに実物

を製作し，ものづくりを通じて知

的財産を学ぶ」をテーマに，ア

イデアを実際に IPDL 検索・仮

設計・試作・検証・書類化し，ア

イデアを特許または意匠登録

するための実践力を養う。ま

た，地域，企業及び行政機関と

連携して，アイデアを具体的に

知的財産に発展させるための

知識・技能・実務を学ぶ。 

２年 総合デザインコー

ス 

課題研究，実習，デザイ

ン技術 

 

工２９ 

 

 

 

 

 

 

香川県立 

坂出工業 

高等学校 

 

 

 

１年 全科 工業技術基礎（一斉） ・知的財産に関わる基礎知識

の定着を図る。 

・工業技術基礎や課題研究の

授業で創造的なものづくりを行

い、発想力を身につける。ま

た、大学との連携を視野にい

れ、高度な知識や技術を活用し

３年 全科 課題研究（班） 

全 全科 ホームルーム（ 講演会

等） 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

  た取り組みを行う。 

 

工３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県立 

志度高等学校 

 

 

 

 

 

 

１、２、３年 電子機械科 工業技術基礎、課題研

究 

技能検定「構造物鉄工」２級や

JIS 溶接技能試験、溶接コンク

ール、パテントコンテスト、ロボ

ット競技会等への取り組みを通

して、学校生活で役に立つアイ

デア作品の発明、工夫、試作、

改善を生徒自らできるようし、

知的財産に関する創造力・実

践力・活用力を深める。 

 

 

電子機械・情報科

学科 

ロボット研究部 

工３１ 

 

 

 

愛媛県立 

新居浜工業 

高等学校 

 

１年 全学科 工業技術基礎 講演･課

題提出 

「工業技術基礎（実教出版）」を

活用し、知的財産への理解を

深め、知的財産に関する講演

を聞いたり、校内アイデアコン

テストに参加したりすることで実

践力を身につける。 

２年 全学科 講演･課題提出 

３年 全学科 課題研究 講演･課題提

出 

工３２ 

 

 

 

 

 

 

愛媛県立 

八幡浜工業 

高等学校 

 

 

 

 

１年 全  科 工業技術基礎／グルー

プ活動 

ものづくりを通して知的財産を

学び、豊かな創造力を養う。ま

た、「知的財産権標準テキスト」

の活用、講演会等により、興

味・関心を持たせる。 

知財講演会（工業探究）

／グループ活動 

２年 全  科 知財講演会（課題探究）

／グループ活動 

３年 全  科 知財講演会（課題探究）

／グループ活動 

電気技術 課題研究／グループ活

動 

工３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立 

戸畑工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

１年 全科 工業技術基礎／班毎一

斉 

「ものづくり」を通した知的財産

権の理解と創造性の育成 

LHR／一斉 

特別授業／一斉 

デュアルシステム／個別 

工場見学（企業見学） 

２年 全科 実習／班毎一斉 

特別授業／一斉 

デュアルシステム／個別 

工場見学（企業見学） 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

  

 

 

３年 全科 課題研究／班毎一斉 

工場見学（企業見学） 

 

工３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立 

香椎工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 機械科 工業技術基礎／班別 「知的財産学習の定着と指導

教員の養成及び課題研究への

取り組みを目指して」近い将来

パテントコンテスト等へ応募で

きるように、知財教育の充実と

発展を進めるために、工業技術

基礎での発展を進めるために、

工業技術基礎での発想訓練の

充実、ＢＳ・ＫＪ法の活用、ＩＰＤＬ

検 索 の 活 用 ・ 発 明 に 繋 げ る

日々の生活での気づきが出来

る様にする。これらの取り組み

を校内職員研修会等で実施で

きるように準備を進める。 

１年生での工業技術基礎で培

った学習内容を２年生で実施す

る校内アイデアコンテストや３

年生で実施する「課題研究」や

作品製作部での「ものづくり」

「ロボット作り」に反映できるよう

にする。 

香椎商店街でのアンテナショッ

プを開き、生徒実習作品の展

示や即売会などからもものづく

りの楽しさや新しい作品のヒン

ト等をもらえる様に準儀を進め

る。 

電子機械科 工業技術基礎／班別 

３年 機械科 課題研究 

２年 全学科 文化祭／一斉作業 

全学年 部活動 作品製作部 

工３５ 

 

 

 

 

 

 

福岡県立 

福岡工業 

高等学校 

 

 

 

１年 全学科 講演会 各学科毎にものづくりを通した

知的財産教育を行う 

平成２６年度達成目的・目標「も

のづくりと知的財産の関係の理

解と制度の理解」 

電子工学科 工業技術基礎 

環境化学科 

染織デザイン科 

３年 全学科 講演会 

課題研究／ものづくり 

１･２･３年 全学科 校内アイデアコンテスト 



 

３１ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

工３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立 

小倉工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 全科 工業技術基礎／授業 「ものづくり」をするにあたって、

一年生を対象に標準テキスト総

合編を活用し、産業財産の理

解を深め、創造力や表現力を

養うとともに知的財産に関する

実践力を育成する。そのため

に、工業技術基礎では、発想法

も体感させるなど、生徒が自ら

創意・工夫できる下地をつくると

ともに、外部講師を招いて知的

財産の基礎的知識を講義す

る。また、課題研究やものづくり

部等の活動において、様々な

工夫をさせ、それらの工夫が知

的財産であることを実感させ

る。また、生徒に特許への関心

を持たせ、実際の特許出願を

目指す。 

 

３年 電子科 課題研究／授業 

ものづくり部／部活動 

工３７ 

 

 

福岡県立 

浮羽工業 

高等学校 

１年 全学科 工業技術基礎 知的財産教育を通して知的財

産の重要性を理解させる。 ３年 電気科 課題研究 

全学年 電気・材料技術科 ロボット研究部 

 

工３８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県立 

三池工業 

高等学校 

 

 

 

 

１年 全科 特別授業 ものづくりを通した知的財産教

育の実践・発展 

  

情報電子科 工業技術基礎／実習 

工業化学科 

土木科 情報技術基礎／実習 

２年 全科 特別授業 

３年 電子機械科 課題研究／実習 

電気科 

土木科 

１～３ 工作部 工作部／部活動 

 

工３９ 

 

 

 

 

佐賀県立 

有田工業 

高等学校 

 

１年 セラミック科 工業技術基礎 全科において知的財産教育を

取り入れた、知的財産の基礎

的な理解と知財マインドの 

形成。 

２，３年 デザイン科 製図、プロダクトデザイ

ン、課題研究 

３年 機械科 課題研究 

全学年 電気科 機器、工業技術基礎 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

工４０ 

 

 

宮崎県立 

延岡工業 

高等学校 

２・３年 電気電子科 実習／一斉授業・講演会 津波避難誘導灯を特許化する

ために知財権制度の基礎学習

と権利化・活用を見越したプラ

ンの策定を行う 

３年 電気電子科 課題研究／グループ 

工４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

加治木工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

１年 建 築 科 工業技術基礎／一斉授

業 

生徒の知的財産権制度に関す

る基礎知識を向上させ、知的創

造的を育成するとともに、実践

的な能力の習得にも力を入れ

る。 

土 木 科 

電 子 科 

工業化学科 工業技術基礎／班別学

習 電 気 科 

機 械 科 

２年 電 子 科 物理基礎／一斉授業 

３年 機 械 科 課題研究／グループ学

習 

全 機 械 部 部活動／機械部 

 

工４２ 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

隼人工業 

高等学校 

 

 

 

 

１年 インテリア科 工業技術基礎 基本的知財マインドの定着と創

造性の育成 ２年 インテリア科 実習 

３年 インテリア科 実習・課題研究 

全学年 インテリア科  

電子機械科 

情報技術科 

１～３年 インテリア科 部活動（ものづくり部） 

電子機械科 

工４３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

川内商工 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

１年 工業科 工業基礎 座学 目的 「ものづくり」を通した知 

的財産教育の普及 

目標 工業高校において「もの 

づくり」は必要不可欠である。

「ものづくり」を実践する中で，

自ら考えてアイデアを出し，工

夫をしながら知的財産に必要な

知識と技能を習得させ，将来的

に知的財産の利用を図る能力

を育てる。 

３年 インテリア科 課題研究 実習 

メカトロ部 部活動 

エネルギー工作

研究部 

工４４ 

 

 

 

鹿児島県立 

鹿児島工業 

高等学校 

 

１年 Ⅰ類・Ⅱ類 工業技術基礎（授業） 昨年度から取り組んでいる知

財教育への取り組みを継続し

てできるよう，指導体制や指導

教員の育成を推進する。工業

３年 情報技術系 課題研究（授業） 

部活動（パソコン部） 

部活動（メカトロ部） 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

鹿児島工業 

高等学校(続き) 

 

 

 

 

部活動（機械部） 技術基礎での授業や知的財産

講演会の実施による生徒の関

心や知識の習得を目指す。ま

た，課題研究や部活動では，生

徒自らの気づきを掘り起こして

知的好奇心をより強く喚起する

知財教育を目指す。 

工４５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

鹿屋工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 全学科 工業技術基礎／講義・実

習 

平成２５年度のパテントコンテ 

ストにおいて，本校から２件の 

特許出願支援対象者に選ばれ 

た。出願まで終えている段階で 

はあるが，一連の経験を生か 

し，今年度もパテントコンテスト 

への応募を目指す。自らアイデ 

アを創出し，創意工夫してもの 

づくりをすることで，新しいもの 

が生まれることを実体験する。 

創意工夫することが，知的財産 

となることを学び，豊かな発想 

とそれを生かしていく力を育て 

る。ものづくりを通して，発想を

形にする創造力を養うととも

に，ものづくりにおいて，知的財

産権が必要不可欠であること

を，ロボット製作を通して認識さ

せる。 

３年 機械科 課題研究／実習 

１～３年 メカトロ部 課外活動 

 

工４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県立 

宮古工業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

１年 電気情報科 工業技術基礎 興味・関心が持てる知的学習

の展開・ものづくりを通した創造

力・実践力の育成 

【工業技術基礎】知的財産につ

いて興味・関心を持ってもらう。

課題解決方法を経験する。 

【課題研究】「観て・気づき・考え

させる」をテーマとした。ロボット

やマイコンカーの制御部分など

で試行錯誤させた。地域の課

題解決に取り組み工業高校生

３年 電気情報科 課題研究 

電子情報技術 

１～３年 電気情報科 ものづくり部 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県立 

宮古工業 

高等学校(続き) 

 

 

 

 

らしい解決策を提案し、アプリ

の作成を行った。 

【電子情報技術】知的財産に理

解を深めさせるために IPDL の

利用や書類作成を行った。 

【部活動】各種コンテストの課題

を通して課題を発見し、解決す

る実践力に力を入れた。 

展商０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立 

岐阜商業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 情報処理科 情報処理／講義 

展開型を採択している学校等 

の連携・交流会の実施、共同ア

イデア創出授業の実施（教師、

ＬＯＢ部生徒、流通ビジネス科３

年・情報処理科１～３年・国際コ

ミュニケーション科３年） 

各種アイデア発想法の研究と 

実践（教師、ＬＯＢ部生徒） 

企業との協働によるスマホアプ

リ開発・企業における知的財産

マネジメントの調査（教師、情報

処理科２、３年） 

韓国の商業高校との商品・ソフ

トウェア開発（教師、ＬＯＢ部生

徒） 

２年 情報処理科 ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報／実習 

３年 流通ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 課題研究／実習 

情報処理科 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

科 

総合実践／実習 

展商０２ 

 

 

指宿市立 

指宿商業 

高等学校 

１年 商業科 ビジネス基礎 
地域社会と連携する体系的・系

統的ビジネス教育の実践によ

る知的財産権の教育 

 

２年 商業科 課題研究 

３年 商業科 総合実践 

課題研究 

 

商０１ 

 

 

 

 

 

群馬県立 

前橋商業 

高等学校 

 

 

３年 ビジネス総合科 起業実践／授業 知識基盤社会が到来し、知的 

財産に関するより高度で正確な 

理解が求められる社会になって 

きた中で、時代のニーズに呼応 

できる人材の育成を目的とす 

る。 

システム情報科 課題研究／授業（選択

者） 

 

商０２ 

 

 

 

 

神奈川県立 

商工高等学校 

 

 

２年 商業科 マーケティング 商品企画や、商品開発をとおし 

て、産業財産権について生徒 

に理解させ、産業財産権の取 

得方法を学習させる。 

３年 商業科 課題研究（農業） 

情報処理科 

国際経済科 

１～３年 総合ビジネス科 部活動（商業部） 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

総合技術科・商業

科 

部活動（商工部） 

商０３ 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立 

大聖寺実業 

高等学校 

 

 

 

 

 

１年 電子機械科 見学・講演会 「商品開発」を通して、知的財産

権についての知識、理解を深

めることにより、生徒の創造性

の育成に努める。 

（情報ビジネス科） 

知的財産を踏まえつつ、ものづ

くりや商品開発等の場を通じて

創造性や実践的な能力を身に

付ける。（電子機械科） 

工業技術基礎・情報技術

基礎 

２年 情報ビジネス科 商品開発・マーケティン

グ 

３年 情報ビジネス科 課題研究 ／講義・実習 

 

商０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県立 

福井商業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

１年 商業科・国際経済

科・会計科・情報

処理科・流通経済

科 

ビジネス基礎／座学・講

演 

知的財産権に関して、地元企 

業や各種団体が課題にどう取 

組んでいるかを講演等から学 

ぶ。企業訪問やフィールドワー 

クを通して、助言指導を受けな 

がら課題解決策を探っていく。 

生徒自らの気づきを掘り起こし 

て、知的好奇心をより強く喚起 

する知財教育を目指す。 

２年 商業科 ビジネス経済／座学・講

演 

情報処理科 ビジネス情報／実習・講

演 

３年 全学科から選択

履修 

課題研究／座学・講演・

実習 

コンピュータ部 実習・講演 

商０５ 

 

 

 

 

甲府市立 

甲府商業 

高等学校 

 

 

３年 商業科 商品開発（学校設定科

目）／授業 

商業高校における知財教育の 

継続と在り方について 

課題研究（知的財産権学

習）／授業 

全 商業科 

情報処理科 

マーケティング部 

商０６ 

 

富士市立 

高等学校 

１年 全学科 探究 / 授業 知的財産の系統立てた学び 

全学年 ビジネス探究 マーケ・ビジ基礎 / 授

業 

 

商０７ 

 

 

 

 

 

愛知県立 

知立高等学校 

 

 

 

１年 商業・情報処理科 ビジネス基礎 デザインパテントコンテストを通

じて、創造力・プレゼンテーショ

ン能力を育成する。 

２年 商業・情報処理科 マーケティング（選択科

目） 

３年 普通科 キャリアデザインⅢ（選択

講座） 

商業・情報処理科 総合的な学習 



 

３６ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

商０８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県立 

南陽高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 総合学科 総合的な学習の時間／

授業 

平成２４年度に部活動で実施

し、商品の企画力の育成、地域

連携活動の充実および知財教

育の先駆けとなった。平成２５

年度には総合的な学習の時間

で実施し、問題解決能力の育

成を行った。これまでの取組を

単年度で終わらせることなく、

定着を図りたいと考えている。

また、これまでの経験を生か

し、平成２７年度に実施される

「商品開発」の授業に先駆け

て、商業科目での知財教育の

導入を実施したいと考えてい

る。 

【総合的な学習の時間】 

・問題解決能力の育成（キャリ

ア教育） 

・知財教育定着に向けた授業

内容の発展 

・２年生生徒全員の意匠権の知

識理解 

・知財教育を実践する教員の育

成（普通科） 

【商品と流通】 

・商品開発と知財教育の関連

性を理解させる 

・次年度より開講される、科目

「商品開発」の実践へ向けた授

業内容の構築 

・専門性の高い、知財教育を実

践する教員の育成（商業科） 

・座学だけでなく、実践的な商

品開発授業の考案 

【Nanyo Company 部】 

 ・知的財産権と地域連携活動

の関係性の定着 

３年 総合学科 商品と流通／授業 

１～３年 総合学科 Nanyo Company 部／部

活 



 

３７ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

商０９ 

 

 

愛知県立 

東海商業 

高等学校 

３年 総合ビジネス科 

情報科 

課題研究 課題研究の授業に知財学習を

導入し、知財を意識した研究活

動を実施し、生徒への定着をは

かる。 

 

商１０ 

 

 

 

兵庫県立 

神戸商業 

高等学校 

１年 商業科・会計科・

情報科 

ビジネス基礎 知的財産に関する知識の定着

および、知的財産権の活用方

法の習得 ２年 商業科 商品開発／選択 

３年 商業科 課題研究 

 

商１１ 

 

 

 

 

島根県立 

出雲商業 

高等学校 

 

１年 商業科 ビジネス基礎／必修 ふるさとデザイン学習を通した

創造力・実践力・活用力の育成

について 

２年 商業科 マーケティング／選択科

目 

３年 商業科・情報処理

科 

課題研究（商業美術班）

／選択者 

 

商１２ 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県立 

津山商業 

高等学校 

 

 

３年 地域ビジネス科 ベンチャービジネス/講

演・商品開発 

地域をデザインする ―地域と

連携した知的財産権の理解と

創造性の造成― 全 学 科 文書デザイン/講演・作

品制作 

全 全 学 科 校内ポスターデザインコ

ンテスト 

商業クラブ/講演・知的財

産の管理 

 

商１３ 

 

 

 

 

瓊浦高等学校 

 

 

 

３年 情報ビジネス科 総合実践／通常授業 

課題研究 

商品開発等の創造的・実践的

な活動を通して知的財産に関

する基礎的な理解と知財マイン

ド（創造の意欲や創作を大切に

するマインド）を醸成する。 

商１４ 

 

 

 

 

鹿児島県立 

串良商業 

高等学校 

 

 

１年 情処・総ビ ビジネス基礎 教科商業と知的財産教育に関

する知識を学び，平成２５年度

に取り組んだ商品開発やキャラ

クターデザイン考案の経験，地

域社会・地元企業と連携した取

り組みを引き継いで，特に商品

開発やマーケティングの理解を

深める。 

２年 情処・総ビ マーケティング 

３年 情処・総ビ 課題研究（選択） 

全校生徒 情処・総ビ 全体での説明 

商１５ 

 

 

出水市立 

出水商業 

高等学校 

１年 商業科 マーケティング／知的財

産権の基礎 

知的財産権に関する学習と発

想法・創作法の修得 

３年 商業科 課題研究 



 

３８ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出水市立 

出水商業 

高等学校(続き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

／「調査研究」「作品制

作」 

３年 

全 

情報処理科 課題研究 

／「調査研究」「作品制

作」 

調査研究同好会／調査

研究・地域貢献活動 

商業科 

全 

全学年 

情報処理科 調査研究同好会／調査

研究・地域貢献活動 

ビジネス基礎･課題研究 

起業実践･マーケティン

グ 

商業科 

商１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

明桜館高等 

学校 

 

 

 

 

 

３年 ビジネス情報科 課題研究 ／ 商品開発 

楽天ＩＴ学校への参加 

文化祭でのチャレンジシ

ョップ運営おもてなし実習 

知的財産権の理解と知識を段

階的に深めさせることを目的と

する。その手段として，地元に

ある魅力的な素材やネットワー

クを活用し，鹿児島県や本校が

所在する地域のイメージアップ

活動を実践するとともに高校生

の視点から創造・活用・発信で

きる能力の育成を図る。 

商１７ 

 

 

 

 

 

霧島市立 

国分中央 

高等学校 

 

 

 

全校生徒 ビジネス情報科 

園芸工学科 

スポーツ健康科 

生活文化科 

校内知的財産合同ＬＨＲ

等 

目的：知的財産教育を通して地

域を活性化する。 

目標：産業財産テキストを活用

する中で，必要な知的財産権を

理解し，学校・学科の特徴を活

かした人材を育成する。また，

地域との連携も視野に入れた

商品開発を行う。 

全校生徒 ビジネス情報科 

園芸工学科 

スポーツ健康科 

生活文化科 

校内知的財産合同ＬＨＲ

等 

 

展農０１ 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立 

大垣養老 

高等学校 

 

 

 

 

１,２,３年 

１,２,３年 

１年 

食品科学科 食品流通・総合実習・課

題研究※中心は３年「食

流・課研」４０名 

知的財産学習と専門学習を融

合した研究活動の展開 

―地域・企業等と連携した知的

財産学習のシステム作りと校内

外指導体制の充実― 

生産科学科 

環境園芸科 

総合実習・課題研究 

総合学科 マーケティング・商品開

発・ 

課題研究・商業クラブ 



 

３９ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

  

 

※中心は商業科の３系

列選択生 

展農０２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立 

農芸高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 ハイテク農芸科 農業と環境 【本校知財学習の目標】 

本校の知財学習のテーマは

「大阪だからできること、大阪し

かできないこと」について、生徒

と模索しながら、都市部におけ

る農業高校生がこれから学ぶ

べき「農業の６次産業化」にも

対応できる教材として、知財学

習を位置付けたい。 

【展開型としての３年計画の目

的】 

１）知財学習効果の広がり：学

校設定科目「園芸流通」の定着

を目指す。 

２）学校力向上：知財学習を通

じた外部連携の実践 

３）やる気向上：「より専門的に

タイプ」学習における生徒の専

門性の深化と情報発信 

４）６次産業化：農産物に付加

価値をつける手法をマスター

し、都市における農業関連産業

人を育成する。 

２年 

２年 

３年 

ハイテク農芸科 

ハイテク農芸科 

ハイテク農芸科 

園芸流通 

課題研究 

総合実習 

３年 

１,２,３年 

３年 

１,２,３年 

ハイテク農芸科 

ハイテク農芸科 

ハイテク農芸科 

ハイテク農芸科 

課題研究 

グリーンライフ 

総合実習 

１年 食品化学科 クラブ活動(農業クラブ) 

 

農０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県 

農業高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 

１年 

２年 

食品化学科 「食品製造」 食品化学科「県産米粉を有効

活用した食品開発とブランド作

りを目指して」 

～米粉食品の開発と地域への

普及を目指した知的財産権の

学習展開～ 

生活科「伝統野菜の有機栽培

と新しい食品開発を目指して」 

～新しい食品ブランドの開発と

食育指導と知的財産権の学習

～ 

 

生活科 「総合実習」 

２年 

３年 

２年 

３年 

食品化学科 「食品製造」 

生活科 「総合実習」 

３年 

１年 

３年 

１年 

食品化学科 

食品化学科 

生活科 

「食品製造」 

「課題研究」 

食料生産科 「総合実習」 



 

４０ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

農０２ 

 

山形県立 

上山明新館 

高等学校 

 

２年 食料生産科 植物バイオテクノロジー

一斉 

地域資源植物｢食用ホオズキ｣･

｢ベニバナ｣･｢夏秋イチゴ｣の栽

培と商品開発を通じて 

知的財産権を学ぶ 

２年 

２年 

２,３年 

食料生産科 

食料生産科 

食料生産科 

施設園芸  コース 

農業クラブ専門分会 

２,３年 

１,２,３年 

２,３年 

１,２,３年 

食料生産科 

食料生産科 

食料生産科 

食料生産科 

｢食用ホオズキ研究班｣ 

｢ベニバナ研究班｣ 

｢夏秋イチゴ研究班｣ 

１年 農業科（くくり） 総合実習 一斉 

 

農０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

北佐久農業 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 農業科（くくり） 産業基礎 ／学年一斉・

HR 別 

（目的）本校では平成２３年度よ

り、地元商店街と連携して空き

店舗を高校生チャレンジショッ

プとして活用し、学校の農産物

及び加工品の販売を行い、農

業の６次産業化に関する学習

に実践的に取り組んでいる。農

業分野での知的財産権の活用

を基礎から学び、地域連携とシ

ョップ運営に専門高校生の知的

創造力を生かし、地域産業の

活性化を目指す目的で知的財

産教育に取り組む。 

（目標）１学年の農業科・工業科

共通の学校設定科目「産業基

礎」（２単位）の学習内容に、知

的財産の内容を取り入れ（１４

時間展開／７０時間）、知的財

産の概要と意義、さらにその活

用方法をまなんでいる。平成２

６年度から２年次の農業科・工

業科共通の学校設定科目「環

境地域基礎」（２単位）が導入さ

れ、２年次においても知財学習

に取り組み、地域資源の活用

法や特許となる発明に関して具

体的に考え提案ができるような

２年 農業科（栽培ｼｽﾃ

ﾑ科・生物ｻｲｴﾝｽ

科・食品ｻｰﾋﾞｽ科 

環境地域基礎／HR 別 

３年 農業科（栽培ｼｽﾃ

ﾑ科・生物ｻｲｴﾝｽ

科・食品ｻｰﾋﾞｽ

科） 

課題研究  ／コース別 



 

４１ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

北佐久農業 

高等学校(続き) 

 

授業を計画・実践する（８時間

展開／７０時間）。３学年におい

ては農産加工品のブランド化や

商標登録、店舗販売に至るま

での一連の過程と手続きを学

ぶことで、地域への知財マイン

ドの普及に努めることを目標と

している。 

（変更点）知財教育が系統的に

実践できるように１年次の「産

業基礎」、２年次の「環境地域

基礎」における知財教材の開発

に組織的に取り組み、内容の

充実が図れるようにした。また、

３年次の「課題研究」において、

試作段階の試行錯誤が積極的

に行えるように、各学科に商品

開発費としての原材料費をより

多く確保した。 

指導教員の養成と指導体制の

構築、指導の継続性を意識し

て、中間報告会、年次報告会に

複数で参加し研修する計画に

変更した。 

 

農０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立 

岐阜農林 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年 流通科学科 食品流通、果樹 １．知的マインドの継続指導に

よる浸透（食品科学科２学年４

０名）、及び教職員・全校生徒

知財学習(全校集会) 

２．商標登録した「いけだ茶っプ

リン」を実例に用いた知財権学

習（食品科学科２学年４０名） 

３．宮城県水産高等学校・佐賀

県立有田工業高等学校との異

校種知財連携事業（食品科学

科３学年８名）。  

４．産官学連携による地元食材

を活かした新商品開発（食品科

２年 食品科学科 食品製造・課題研究 

※中心は２年生「課題研

究」 

食品製造・課題研究 

※中心は２年生「課題研

究」 

SS 課題研究 

３年 

３年 

全校生徒 

食品科学科 

流通科学科 全校集会 

全校生徒 

職員 

 

７学科 

 

 

全校集会 

LHR 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県立 

岐阜農林 

高等学校(続き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校生徒 

職員 

 

７学科 

 

 

LHR 

 

 

学科３学年８名） 

５．岐阜農林高校ブランドの立

ち上げに向けた取組（流通科学

科３年流通専攻生１３名） 

６．富有柿の無核化から岐阜農

林ブランドの確立（流通科学科

３年果樹専攻生１４名） 

７．学科毎の知的財産教育の

定着（流通科学科１・２年生８０

名） 

８．全校生徒の知的財産教育

の定着（全校生徒８３３名） 

９．職員の知的財産教育に対

する資質向上（職員８３名） 

３年 農と自然系列 職員研修 

農０５ 

 

 

大阪府立 

枚岡樟風 

高等学校 

３年 

３年 

３年 

農と自然系列 

農と自然系列 

農業・園芸科学 

グリーンライフ 里山保全および食品に関連し

た商品開発を通じて地域を活

性化させる 

探究×２講座（野菜・オオ

ムラサキ） 

 

農０６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県立 

島原農業 

高等学校 

 

 

 

 

 

３年 

全学年 

３年 

全学年 

農業・園芸科学 

全学科 

農業・園芸科学 

全学科 

科目「ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ」/授

業・実習 

創造的・実践的な研究活動（プ

ロジェクト活動）と、農業科目に

おける知的財産に関する学習

内容を強化し、知的財産に関す

る基礎的な理解と知財マインド

を醸成する。 

①知財教育の取り組みの深化

と継続 

②校内でのさらなる普及と他校

への知財教育の波及 

科目「課題研究」/授業・

実習 

全学年 

２年 

全学年 

２年 

全学科 

農業機械科 

全学科 

農業機械科 

食品加工部・畜産部 

ｺﾝﾃｽﾄ・ｾﾐﾅｰ/学校行事 

農０７ 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

鹿屋農業 

高等学校 

 

 

 

 

 

２年 

３年 

２年 

３年 

生物工学科 課題研究 

課題研究 

食品製造 

・柔軟な発想で，ものつくりに取

り組みことで，新たなアイデア

の創世。 

・ものつくりにはパテントが発生

することを理解する。 

 

生物工学科 

３年 

１年 

３年 

１年 

畜産動物学科，

生活科 

食品製造，果樹 

農業科 食品製造，果樹 

緑地工学科 造園技術 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

農０８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

市来農芸 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 全学科 寮学習時間／全体 「地域農業を活性化する人材の

育成」を指導目標とし，知的財

産の基礎を定着させるために

学年毎に段階的に発展していく

体制づくりを目指した。また，プ

レゼン能力とその後の課題解

決意欲の向上を目指してこれま

での成果を発表する体験を追

加した。科目「課題研究」・「総

合実習」・農業クラブの活動の

なかで，地域活性化に繋がる

素材を探索し研究・開発を通し

て，知的財産を身近に感じさせ

るように取り組んだ。 

２年 農業経営科 農業経営／クラス 

３年 全学科 課題研究／専攻 

１・２・３年 全学科 総合実習／クラス別及び

全体 

展水０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県 

水産高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 海洋総合科 水産海洋基礎 １ 専門科目を知財教育ツール

として有効に活用し、水産高校

らしい知的財産学習の展開！ 

２ 地域と連携し、水産業や地

域の課題を取り上げ、生徒の

発想力の定着を図り、創造力、

実践力で解決策を探る！ 

３ 知財を学んだ生徒を地域に

輩出し、地域産業活性化で復

興加速！！！ 

２年 情報科学科 情報技術実習 

３年 

３年 

２・３年 

情報科学科 情報技術実習 

全校 課題研究 

２・３年 

全 

２・３年 

全 

食品科学科 食品総合実習 

栽培漁業類型 栽培総合実習 

全 

１年 

全 

１年 

増殖研究部 全校 

全校 

行事 

情報無線研究部 

調理研究部 

全校 食品製造・ﾏﾘﾝﾀｲﾑ／座

学 

 

水０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県立 

八戸水産 

高等学校 

 

 

 

 

 

２年 水産食品科 食品製造・ﾏﾘﾝﾀｲﾑ／座

学 

・１学年は標準テキスト総合編

を活用し、知的財産権の理解を

深めるとともに、創造力の育成

を図る。 

・２学年は身近にある知的財産

を調査し、その知的財産の詳細

についてＩＰＤＬを活用して調べ

ることができるようにする。 

・３学年では、実践学習を通し

２年 水産食品科 情報技術／実習 

３年 水産食品科 総合実習・課題研究／実

習 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

青森県立 

八戸水産 

高等学校(続き) 

て問題解決能力を高めるととも

に、どのように社会でその成果

が認められるかを産業財産権

の観点から理解する。 

 

水０２ 

 

 

 

 

 

 

秋田県立 

男鹿海洋 

高等学校 

 

 

 

１年 海洋・食品科学 水産海洋基礎/講義 過去の取り組みを踏まえ、低学

年による授業を実施する。水産

科以外の普通科生徒に対して

の知財教育を実施する。生徒

の課題発見から発想力を引出

し、地域産業で生きる力を身に

着けさせる。 

２年 

２年 

３年 

普通 水産流通/講義・演習 

食品科学 水産流通・総合実習/講

義・演習 

１年 海洋環境・海洋科

学 

課題研究・総合実習/制

作・研究 

水０３ 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県立 

宇和島水産 

高等学校 

 

 

 

 

 

１年 水産食品科 水産海洋基礎 新製品の開発を通して知的財

産を学ぶ～知的財産教育の定

着を目指して～ 

海洋情報技術／座学 

２年 水産食品科 食品製造 

３年 

３年 

水産食品

研究部 

水産食品科 課題研究 

 

 

課題研究 

 

 

 

水産増殖科 

海洋技術科 

水産増殖研究部  

水産増殖研究部  

 

水０４ 

福岡県立 

水産高等学校 

 

 

２年 アクアライフ科 課題研究／実習形式 水産業と知的財産との関わりを

学習することで、地元企業・市

場・漁協との連携の中に知財を

活用する創造力や実践力を生

徒に養わせ、新たな角度で水

産業の一端を担えることができ

る人材育成をおこなう 

３年 アクアライフ科 課題研究／実習形式 

水０５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県立 

津久見 

高等学校 

海洋科学校 

 

 

 

 

 

 

１年 

１年 

２年 

海洋 

海洋 

海洋 

海洋情報技術／実習 ６次産業化に対応できる職業

人として必要な知的財産に関

する学習（知的財産に関する創

造力、実践力、活用力開発の

導入） 

【１年生】 

知財権を含む身近な権利につ

いて学び、上級生とともにマリ

ンスクール等へ参加し、その体

験を通じて、創造力を育成する 

水産海洋基礎／実習 

２年 

３年 

２年 

３年 

海洋 

海洋 

海洋 

海洋 

課題研究／実習 

総合実習／実習 

水産流通／座学 

３年 

１年 

３年 

海洋 

全学科 

海洋 

課題研究／実習 

総合実習／実習 

水産流通／座学 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

大分県立 

津久見 

高等学校 

海洋科学校 

(続き) 

１年 全学科 【２，３年生】 

実習製品の商標登録に向けた

取組を通じて、知財権に関する

興味・関心を高め、実践力、活

用力を養う 

水０６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県立 

鹿児島水産 

高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 海洋科栽培工学

コース 

 

水産海洋基礎 １年生（全学科（海洋科・食品工

学科・情報通信科））は，この取

組を全学科で行うための第１段

階として，これまでの経緯も含

めて知的財産権の基本につい

て学習する。 

栽培工学コース２，３年生は，

平成２５年度に続き，チョウザメ

をはじめとする魚類を継続飼育

する技術を確立し，その過程に

おける製作物やアイデアに対し

て発生する産業財産権，すな

わち特許権や実用新案，意匠

権，商標権について理解と学習

を深めることを目的とする。 

２年 海洋科栽培工学

コース 

総合実習，ダイビング 

３年 海洋科栽培工学

コース 

総合実習，ダイビング，

課題研究 

展専０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 

１年 

２年 

全学科 

全学科 

機械工学科 

校内パテコン応募用紙配

布 

地域産業の抱える課題に、学

生達がアイデアで挑戦し、解決

に向け取組み、そのアイデアを

明細書にすることや学会発表

等を通じて、取組みを発信する

ことで、地域産業を理解し、未

来に向けた価値創造の産業人

材育成を目指す。主な取り組み

として、下記、工業・商業・農業

との知的活動を通じて、地域に

根差した人材育成を行う。 

１.地域の課題を把握し、校内パ

テントコンテスト課題部門、自由

部門実施する。 

地域企業（みえサイエンスネット

ワーク連携企業）との連携 

地域企業の課題解決に向けた

情報処理Ⅰ／演習 

電気電子工学科 機械工学序論／講義 

電気電子工学科 電気電子工学概論／講

義 

電子情報工学科 電子情報工学序論／講

義 

２年 

３年 

２年 

３年 

機械工学科 機械工作実習／演習 

電気電子工学科 電気回路／講義 

３年 

４年 

３年 

４年 

全学科 特別活動／講演 

機械工学科 メカトロニクス／講義 

電気電子工学科 電気電子工学実験／演

習 

４年 全学科 法学Ⅱ／講義 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿工業 

高 等 専門 学 校

(続き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年 

４年 

５年 

機械工学科、材

料工学科 

創造工学／演習 取り組み  

２.地域の特色である自動車関

連産業と連携し、鈴鹿サーキッ

トを知財キャンパスとした取り

組み 

地域自治体・鈴鹿サーキットと

の連携 

中学生エネワングランプリに挑

戦の知財的アプローチからの

支援 

３.白子駅前商店街活性化（地

域のニーズ）に向けた学生カフ

ェの取り組み 

三重県・白子駅前商店街との

連携 

カフェロボットやアイデア商品等

の開発販売の支援 

４.地域農業協同組合と鳥獣害

対策の取り組み 

鈴鹿農協（JA 鈴鹿）との連携 

課題の確認と対策品の支援 

「創造」アイデアの創生として、 

地域企業・地域自治体との連

携により課題を整理する。 

校内パテントコンテストに課題

部門を設置する。 

創造法として TRIZ を導入する。 

高専間ネットワークによる情報

交換の実施 

「保護」 

パテントコンテスト、エネワン

GP、駅前カフェ、鳥獣害等での

アイデアの明細書の作成指導 

*明細書の作成は、技術課題を

自ら見出して、それを技術手段

により解決するという、論理力

を要する。さらに、この過程で、

電気電子工学科 電磁気学／講義 

専攻科１ 電気電子工学科 電力システム工学／講

義 

専攻科１ 

専攻科１ 

専攻科２ 

全専攻 先端技術特論／演習 

電子機械工学専

攻 

制御機器工学／講義 

専攻科２

年 

１年 

 

専攻科２

年 

１年 

全専攻 生産設計工学／講義 

電子機械工学専

攻 

センサ工学／講義 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

鈴鹿工業 

高 等 専門 学 校

(続き) 

 

 

技術手段を従来技術と差別化

するということも必要となる。つ

まり、発明を明細書に記載する

過程で、上記のような思考パタ

ーンを身につけることができ

る。これは、単に特許を取得し

て独占排他権を得ることに加え

て、教育という観点で極めて重

要な意義を有する。 

「活用」 

学生取得特許の活用の推進 

発明活動を活用しつつ、学会活

動等に繋げ、エンジニアとして

のモチベーション向上を図る。 

エネワン GP、駅前カフェ、鳥獣

害等でのアイデアの活用を図

る。 

 

専０１ 

 

 

 

 

 

 

 

旭川工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

２年 全学科 現代社会／座学 急速にグローバル化が進展し

ている国際社会において、即戦

力となるエンジニアに、知財の

重要性について理解させる。 

授業を通して、本質的に、知財

がグローバルなものであること

を理解させる。 

２年 全学科 地理／座学・ビデオ視聴

等 

４,５年 

４,５年 

部活動 

選択 

選択 

発明研究会 

産業財産権論/課題研

究・演習・実習 

法学／課題研究・演習・

実習 

４年 電気情報工学科  

専０２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 電気情報工学科 創成実験／授業 ①学生が企画立案し、各種の

方式検証や実験・製作を通し

て、創造性を高めることを目的

とした電気情報工学科第４学年

の「創成実験」（２単位：通年科

目）において、PBL に基づいた

教育と並行して、テキストを基

にした講義、討論を行なう。ま

た、パテントマップ等を用いた

技術動向の理解、特許検索を

通じて、知的財産思考の育成を

図る。 

５年 全４学科 （ 機 械

工学科，電気情

報工学科，物質

工学科，建設環

境工学科） 

知的財産権／授業（選択

科目） 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸工業 

高 等 専門 学 校

(続き) 

 

 

 

 

 

②第５学年の選択科目「知的財

産権」（１単位：後期開講）で

は、標準テキストを用い、基礎

的事項（知的財産権とその必要

性、特許上の発明の要件等）、

検索実習に加え、卒業研究等

の内容について簡易的な明細

書作成体験を通じて、体系的な

知的財産思考の育成を図る。 

 

専０３ 

 

 

 

 

 

 

 

茨城工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

専 攻 科 １

年 

産業技術システ

ムデザイン専攻 

知的財産論特論／座学 専攻科生が日常行っている研

究活動の中から発明要素を見

いだし、特許明細書を作成させ

る。 

作成した明細書の中から、特許

性、実用性が高いものの育成、

弁理士による添削を行い、出願

に結びつける。 

 

専０４ 

 

 

群馬工業 

高等専門学校 

４年 機械工学科 設計製図 技術者が備えるべき技能や人

間力を習得するための総合的

学習経験と創造的思考力教育 

５年 機械工学科 知的財産権概論 

 

専０５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富 山 高等 専 門

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 

１年 

１年 

機械システ ム工

学科 

物理学／実験・実習・講

義 

物理学／実験・実習・講

義 

技術者倫理入門／講義・

グループワーク・演習 

低学年への取組みでは、従来

通り、知財マインドの育成を重

視した実験や講義等を実施す

ることで、知的財産権の意義や

技術者にとって知財知識の必

要性について理解させることを

目指す。 

高学年（4、5 年生）への取組み

では、就職活動に知財知識を

活かす目的で平成 25 年度に実

施した IPDL 講習会を継続的に

開催することで、学内での定着

化を図るとともに，イノベーショ

ンをテーマとしたチーム学習を

他採択校と実施を試みる。 

電気制御システ

ム工学科 

１年 

４年 

１年 

４年 

械械システ ム工

学科 

技術者倫理入門／講義・

グループワーク・演習 

機械システム工学実験

Ⅱ 

技術者倫理入門／講義・

グループワーク・演習 

機械システム工学実験

Ⅱ 

電気制御システ

ム工学科 

物質化学工学科 

電子情報工学科 

専攻科１,

２年生 

機械システ ム工

学科 

技術者倫理・企業倫理／

講義 

専攻科１, 制御情報システ 技術者倫理・企業倫理／
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富 山 高等 専 門

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 

専攻科１,

２年生 

専 攻 科 １

年生 

ム工学専攻 講義 

技術者倫理・企業倫理／

講義 

MOT 入門／講義・実習 

国 際 ビ ジ ネ ス 学

専攻 

海事システ ム工

学専攻 

５ 年 生 専

攻 科 １ , ２

年生 

エコデザイン工学

専攻 

課外活動 

（研究ノートセミナー） 

５ 年 生 専

攻 科 １ , ２

年生 

全学科，全専攻 課外活動 

（研究ノートセミナー） 

５ 年 生 専

攻 科 ２ 年

生 

５ 年 生 専

攻 科 ２ 年

生 

２年 

機械システ ム工

学科 

課外活動 

（ご当地特許の検索） 

エコデザイン工学

専攻 

 

 

専０６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

３年 電気電子工学科 (１)電気電子工学実験Ⅰ 従来、電気電子工学科中心に

行ってきた知的財産教育を他

学科に広げ、全学的な取組み

にする。また、指導者の層を厚

くして持続的な取組みができる

体制を構築する。知的財産を創

造・活用する能力を学生に実践

的に身につけさせる取組みを

段階的、系統的に行うことを指

導目的とする。 

３年 電気電子工学科 (２)電気回路Ⅱ 

４年 電気電子工学科 (３)電力システムⅠ 

５年 電気電子工学科 (４)技術者基礎 

２年 専攻科生産シス

テム 

(５)電子機器工学 

１,５年 全学 (６)知的財産講習会 

 

専０７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

４年 

４年 

５年 

機械工学科 

機械工学科 

電子制御工学科 

創造工学実習／授業（講

義・実習） 

指導目的： 

・従来の取組を継続し、「産業

財産権標準テキスト」を活用し、

IPDL による調査を行い、技術

者として必要な 

産業財産権に関する知識を身

に付けさせる。 

・基礎的な知財の知識を学習し

た上で、アイデア創出・課題解

設計工学／授業（講義） 

４年 電気情報工学科 創造性開発工学／授業

（講義・課題研究） 



 

５０ 
 

No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野工業 

高 等 専門 学 校

(続き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決能力を育成し、ものづくりや

特許明細書執筆を 

通してそれらを確実に実践して

いく。 

・パテントコンテストへの応募を

通して、権利化のプロセスを体

験する。 

・知財教育に関する学内学科

間の連携、学校間の連携、地

域企業との連携を模索し、知財

教育のさらなる展開について検

討する。 

指導目標： 

・本取組の対象学生に対して、

「産業財産権標準テキスト」によ

る知財 の基 礎知 識の 講義、

IPDL による調査の実習を行

い、技術者として必要な産業財

産権に関する基礎知識を身に

付けさせる。（機械工学科 4 年

創造工学実習、電制制御工学

科 5 年創造性開発工学） 

・ロボット開発および卒業研究

を通して、アイデア創出・課題

解決能力を育成し、ものづくり

や特許明細書執筆を実践す

る。（機械工学科 4 年創造工学

実習、電制制御工学科 5 年創

造性開発工学）。 

・身近なアイデアを権利化する

プロセスを学習するため、INPIT

他主催のパテントコンテストへ

応募する。 

・知財教育に関する、学内の学

科間連携会議等を開催し、知

財教育の展開を図ると共に、外

部との連携について 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

 も検討する。 

専０８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 電気情報工学科 工学基礎研究／グルー

プ PBL 

本校の電気情報工学科で推進

している学生個人およびグルー

プ の PBL （ Project Based 

Learning）型のものづくり授業

で、知的財産権と知的財産情

報の検索方法について学習し、

これを積極的に活用した創作

的な作品の製作を目指す。特

に、作品発表を行う際、活用し

た知的財産情報を挙げ、製作

作品との差異を明確にした発

表を行う。さらに、製作作品を

弁理士に評価して頂き、知的財

産的に重要な点を明確にする

と共にものづくり技術の改善を

目指す。 

５年 

５年 

５年 

電気情報工学科 

電気情報工学科 

知能機械工学科・

電気情報工学科・

物質工学科・環境

工学科 

電気電子工学実験／グ

ループ PBL 

情報工学実験／グルー

プ PBL 

専０９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年～３年 知能機械工学科・

電気情報工学科・

物質工学科・環境

工学科 

知能機械工学科・

電気情報工学科・

物質工学科・環境

工学科 

 

知的財産権の授業 平成２５年度の取り組みの柱で

ある本科５年生対象の知的財

産権の授業(選択科目)をベー

スに、平成２６年度も知的財産

権教育の活動の中核として、知

財の基礎力を学生に習得させ

る。 

その基礎知識をベースに知的

財産のアイデアの創出へと導

く。 

創出アイデアを形にする：試作

品を作成する。 

知財に力を入れている企業を

訪問し現地調査研究を行う。関

連商品の市場調査を行う。（学

生とともに） 

知財コンテスト(パテント・デザイ

ン)いずれかまたは両方のコン

テストに応募をすることを目標

の一つとする。 

１年～３年 総合美術同好会 部活

動 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

専１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津山工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 電気電子工学科 電子工学/電磁気学 I /

授業 

第 3 学年：発明の基礎と社会的

ルールについての理解、アイデ

アの具体化、実験教室の指導

および創造 

第 4 学年：授業を通しての知財

教育とアイデアコンテストへの

応募 

第 5 学年：外部講師による講

義、実験教室の指導および創

造 

専攻科 1 年：発明の提案と具体

化（特許明細書の書き方に関

する指導） 

４年 機械工学科 設計製作課題演習/授業 

５年 電子制御工学科 経営と知財/授業 

システム工学/授業 

専攻科１

年 

電子・情報システ

ム 

機械・制御システ

ム 

選択必修科目/授業 

専１１ 

 

 

 

呉工業 

高等専門学校 

 

 

１年 電気情報工学科 

電気情報工学科 

電子システム工

学科・情報工学

科・通信ネットワ

ーク工学科 

電気情報工学実験/講義

形式 

電気情報工学実験/講義

形式 

創造実験・実習/講義・演

習 

高専本科 5 年間を通じた知財

教育 ３年 

４年 

５年 

 

専１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香 川 高等 専 門

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 電子システ ム工

学科 

基礎工学実験・実習/講

義・演習 

知財を創出する技術者の育成

を目標とする。本事業参加にお

ける取組目的は、学生に知財

の基礎を教育し、発明活動を積

極的に支援する香川高専独自

の教育システムを維持・発展さ

せていくことである。 

２年 電子システム工

学科 

基礎工学実験・実習/講

義・演習 

３年 電子システム工

学科 

キャリア教育/講演 

４年 

４年 

５年 

電子システム工

学科・情報工学

科・通信ネットワ

ーク工学科 

特別講義/講義(選択) 

（講演会は１月末開催予

定） 

電子システム工

学科 

セミナ 

専攻科１,

２年 

電子システム工

学科 

卒業研究 

専攻科１,

２年 

 

 

専攻科１,２年 知的財産権/講義（選択） 
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No. 学校名 学年 学科 科目/形態 取組内容（目的・目標要約） 

専１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新居浜工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 生物応用化学 無機化学１ 技術者としての知的財産権に

関する理解を深め、身近なテー

マを題材して明細書作成能力

を養い、知的財産管理技能検

定（２、３級）受験、パテントコン

テスト、デザインパテントコンテ

スト、キャンパスベンチャーへチ

ャレンジし、知的財産マインドを

育てると共に知的財産権制度

の理解を促進することを目的と

する。 

５年 

５年 

専攻科 

１,２年 

機械,電気情報,電

子制御，生物応

用化学,材料工学

科 

経営工学／講義 

生物応用化学 

生物応用化学 

生物応用化学(応

用化学コース) 

有機工業化学／講義 

食品化学／講義 

生物応用化学専

攻 

有機機能化学／講義 

専攻科 生物応用化学専

攻 

先端化学産業概論 

 

専１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州工業 

高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科 全専攻 専攻科特論Ⅴ 知的財産の基礎、企業活動に

おける特許戦略の重要性につ

いて実例を通して学ぶ。また、

IPDL を使った特許調査を実践

する。知的財産学習の基礎とし

て、発明から特許という流れに

ついて学習する。身近に発明

があること、将来関わる仕事に

も発明・特許が関係しているこ

とについて認識し、知的財産法

の基礎を学習する。 

２年 全学科 日本文化論 

４・５年 全学科 法学 

専１５ 

 

 

 

久留米工業 

高等専門学校 

 

 

５年 生物応用化学科 産業財産権入門／講義・

演習 

日常生活での工夫や研究内容

から発明を発掘し、先行特許の

検索と特許明細書の作成実習

を通じて、発明の展開・把握す

る。 

専攻科１

年 

全 学 科 産業財産権入門／講義・

演習 
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第２章 参加校の活動内容とその結果 

第１節 活動の概要 

２－１－１．初参加校と参加経験校の学校数 

 

平成２６（２０１４）年度の初参加校と参加経験校の学校数を表２－１－１に示す。 

平成２３年度から開始された当事業についてみると、初参加校は合計１１校で全体（１００校）の 

１１％である。一方、平成２３年度から４年連続で参加する学校は４３校で４３％を占めており、 

知的財産学習を継続的に実施し、発展させている学校が多いことがわかる。 

 

表２－１－１ 平成２６年度参加校の参加回数 （単位：校） 

  

 

合計 

参加校 

H23～H26 知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業 

参加経験 

H26 

初参加校 

（通算 1 回） 

H23～H25 の 

いずれか及び

H26 参加 

（通算２） 

H23～H25 の 

うち 2 回及び

H26 参加 

（通算 3） 

H23～26 

連続参加 

（通算４回） 

工業高等学校 48 4 11 13 20 

商業高等学校 19 3 4 7 5 

農業高等学校 10 0 0 2 8 

水産高等学校 7 2 0 2 3 

高等専門学校 16 2 2 5 7 

合計 100 11 17 29 43 

（比率） -  11%  17%  29%  43% 

 （比率は、いずれも全校数（100校）に対する比率である。） 
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２－１－２．指導対象について 

 

今年度の参加校における指導対象は、前述の１章 表１－３－１のとおりである。対象は多岐に亘っ

ているが、このことは、知的財産学習は、様々な機会を通して知財マインドの育成や創造性豊かで実践

力・活用力のある人材の育成を行なうことができることを物語っている。 

学校種別ごとに指導対象をまとめると、表２－１－２のとおりである。学校種別ごとに傾向をみると

高等学校においては、全学年に亘って広く指導している。高等専門学校では、本科１年から専攻科２年

まで各学年に亘って指導しているが、特に本科の４年・５年で指導している学校が多い。 

 

表２－１－２ 学校種別ごとにみた指導対象 

学校種別 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 
専攻科 

1 年 

専攻科 

2 年 

課外活動

等 

工業高等学校 

（48 校） 
42 校 34 校 44 校 

1 校 
（定時制課程） 

－ － － 18 校 

商業高等学校 

（19 校） 
14 校 14 校 18 校 ―― － － － 5 校 

農業高等学校 

（10 校） 
8 校 9 校 10 校 － － － － 1 校 

水産高等学校 

（7 校） 
6 校 7 校 7 校 - － － － － 

高等専門学校 

（16 校） 
5 校 4 校 4 校 8 校 9 校 6 校 3 校 2 校 
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 第２節 参加校における活動内容とその成果 

 

２－２－１．指導法とその成果 

 

採用された指導法と採用数を表２－２－１に、またその成果についてのアンケート結果を図２－２－

１に示す。表中の赤の網掛けは全体で５０％以上採用されている指導法、水色の網掛けは全体で３０％

以下の採用の指導法である。 

表２－２－１ 採用された指導法と採用数（Ｈ２６ アンケートより）（単位：校） 

 項目 
工業 

（48 校） 

商業 

（19 校） 

農業 

（10 校） 

水産 

（7 校） 

高専 

（16 校） 

合計 

（100 校） 

1）座学・授業 
40 19 10 7 16 92 

83% 100% 100% 100% 100% 92% 

2）外部講師による講演会・セミナー 
41 17 7 5 14 84 

85% 89% 70% 71% 88% 84% 

3）討論会（グループディスカッション、ディベ

ート） 

23 14 9 7 10 63 

48% 74% 90% 100% 63% 63% 

4）身近な話題、ニュース報道・新聞記事等に

よる興味付け 

29 11 10 7 14 71 

60% 58% 100% 100% 94% 71% 

5）アイディア創出（KJ 法、ブレインストーミン

グ、TRIZ 等） 

39 17 10 7 14 87 

81% 89% 100% 100% 88% 87% 

6）生徒主体の活動・課題解決学習（PBL） 
35 15 10 7 12 79 

73% 79% 100% 100% 75% 79% 

7）企業・機関・税関等への訪問学習 
17 14 3 4 5 43 

35% 74% 30% 57% 31% 43% 

8）販売実習 
4 17 10 7 3 41 

8% 89% 100% 100% 19% 41% 

9）創造製作実習・ものづくり体験（主として特

許関連） 

32 9 8 6 10 65 

67% 47% 80% 86% 63% 65% 

10）オリジナル商品・ブランド開発実習（主とし

て商標・意匠関連） 

13 17 9 6 5 50 

27% 89% 90% 86% 31% 50% 

11）地域の企業・団体・自治体との連携活動 
18 15 9 6 5 53 

38% 79% 90% 86% 31% 53% 

12）校内における他学科との連携 
24 8 7 5 9 53 

50% 42% 70% 71% 56% 53% 

13）他校との連携 
13 7 6 5 6 37 

27% 37% 60% 71% 38% 37% 
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 項目 
工業 

（48 校） 

商業 

（19 校） 

農業 

（10 校） 

水産 

（7 校） 

高専 

（16 校） 

合計 

（100 校） 

14）実際の特許・商標・意匠等の出願 
8 6 3 4 6 27 

17% 32% 30% 57% 38% 27% 

15）模擬出願体験 
8 7 3 4 10 38 

17% 37% 30% 57% 63% 38% 

16）IPDL の利用・検索実習 
38 16 8 5 14 81 

79% 84% 80% 71% 88% 81% 

17）特許分析（パテントマップ作成等） 
4 6 1 4 8 23 

8% 32% 10% 57% 50% 23% 

18）生徒／学生の評価 
25 12 8 7 11 63 

52% 63% 80% 100% 69% 63% 

19）試験・小テスト 
9 12 7 5 14 47 

19% 63% 70% 71% 88% 47% 

20）レポート提出 
19 12 7 5 14 57 

40% 63% 70% 71% 88% 57% 

21）起業化教育（アントレプレナーシップ、マ

ーケティング企画等） 

5 10 4 5 5 29 

10% 53% 40% 71% 31% 29% 

22）生徒による他生徒、児童への指導体験 
15 10 5 4 7 41 

31% 53% 50% 57% 44% 41% 

23）発表会・広報誌（知財新聞や知財メール

等）の編集・発行 

16 13 5 5 4 43 

33% 68% 50% 71% 25% 43% 

24）外部のコンテスト・競技会等への参加 
36 14 7 6 10 73 

75% 74% 70% 86% 63% 73% 

25）学内の発明等コンテストの実施 
24 6 6 5 6 47 

50% 32% 60% 72% 38% 47% 

26）法令・ルール遵守（コンプライアンス）教育 
14 10 5 6 9 44 

29% 53% 50% 86% 56% 44% 

27）知的財産（権）に関する検定の受験 
8 6 1 3 6 24 

17% 32% 10% 43% 38% 24% 

（注）表中の赤の網掛けは全体で５０％以上採用されている指導法、水色の網掛けは全体で３０％以下

の採用の指導法。 
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図２－２－１ 採用された指導法の成果（Ｈ２６ アンケートより）（単位：校） 

（注 1）グラフ中のｎは回答数を示す。 

（注２）小数点第二位で四捨五入しているため、指導方法の各項目の合計は１００．０％にならない場

合がある。 
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アンケート結果によれば、よく採用されている方法（全体の５０％以上）には、2）外部講師による講

演会・セミナー、4）身近な話題、ニュース報道・新聞記事等による興味付け、5）アイディア創出、6）

生徒主体の活動・課題解決学習（PBL）、9）創造製作実習・ものづくり体験、11）地域の企業・団体・

自治体との連携活動、16）IPDLの利用・検索実習、24）外部のコンテスト・競技会等への参加 等があり、

興味付けから、制度学習や実践的な取組にいたるまで、様々な活動が広くおこなわれている。 

このうち、いくつかの取組について、その取組の傾向と具体的な取組内容を述べる。 

 

2）外部講師による講演会・セミナー 

 外部講師による講演会・セミナーも広く行われており、指導効果の評価も高い。 

 その内容、講師は、例えば、以下があげられる。 

 ・各地の発明協会、日本弁理士会等を通じて知財アドバイザーや弁理士等を招聘し、制度の概要から

発明・創作の出し方、IPDLの活用法、出願書類の書き方等についての講演の実施。 

 ・企業の方からの企業における知的財産と商品開発の観点からの講演の実施。 

 ・先進的な知的財産学習を実践している他の学校(大学等)の教員・教授等を講師とした、生徒・学生・

教職員向けの講演の実施。 

 

 

7）企業・機関・税関等への訪問学習 

 企業・機関・税関等への訪問学習は、工業高等学校、商業高等学校、農業高等学校で多く実施されて

おり、指導効果の評価も高い。 

 その内容、訪問先としては、例えば、以下があげられる。 

 ・地元企業を訪問し、開発・研究の現場の見学や知的財産に関する話を聞く。 

 ・地元の研究センター等を訪問し、研究の現場の見学や知的財産に関する話を聞く。 

 ・税関に訪問し、検査の現場を見学し、模倣品対策の話を聞く。 

 ・大学の知財学部や研究所へ訪問し、知的財産に関する話を聞く。 

 

8）販売実習 

年間報告時に、商業高等学校及び農業・水産高等学校で多く実施され、指導効果の評価も高い。一方、

工業高等学校や高等専門学校ではほとんど採用されていない。このことは、農業高等学校や商業高等学

校での実習の結果、生産・加工された品を学校の文化祭等のイベントや発表会等で販売する学習形態が

定着し、知財の学習と連動した取り組みとなっていることがうかがえる。 

 

9）創造製作実習・ものづくり体験（主として特許関連） 

特に工業高等学校と高等専門学校での取組に対し、水産・農業の各高等学校においては、前述の2校種

よりも高い値を示している。これはものづくり等の体験学習が浸透してきたことがうかがえる。 
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10）オリジナル商品・ブランド開発実習（主として商標・意匠関連） 

商業高等学校、農業高等学校、水産高等学校において多く実施されていることが分かる。また、企業

や地域との連携がより活発化していったことによりブランド開発実習や従来から制作されていた製品の

改良をした結果、製品化や商標登録などの成果が出ている学校が増えてきたことが見受けられる。 

 

11）地域の企業・団体・自治体との連携活動 

 商業高等学校・農業高等学校・水産高等学校において多く行われている。オリジナル商品・ブランド

開発を地域の企業・団体・自治体等と連携して行い、地域発の商品・サービス等の展開に繋げる取組も

みられる。 

 その内容、連携先としては、以下があげられる。 

 ・自治体や商工会議所等と連携・協力した商品開発や地域の広報活動。 

 ・地域企業の商品開発過程や知的財産の特徴等を内容とする学習用資料を企業と連携して作成。 

 ・自治体や大学等と連携した知的財産関連イベントの開催。 

 

12）校内における他学科との連携 

 校内における他学科との連携も一部の学校においてみられ、例えば、以下のような取組が行われ、知

的財産学習の学校内での広がり・深化がうかがえる。 

・他学科と連携した発明・創作活動の実施。 

  例）・加工に必要な道具を電子機械科の生徒が制作し、スプーン制作をインテリア科の生徒が実施。

（工業） 

    ・機械科・土木科 「課題研究」においての作品製作（工業） 

    ・農業科、園芸科、食品化学科、生活科で連携し、野菜・米の栽培から、加工商品化等までを

連携して実施。（農業） 

    ・水産食品科と海洋技術科で食品製造試作装置を海洋技術科で試作し、その試作装置で食品加

工の試作を行った。（水産） 

 ・学校祭での複数学科合同のものづくり体験会等のイベントの開催。 

 

13）他校との連携 

 他校と連携した活動や意見交換を実施する等により、地域の他校へ知的財産学習を広める取組もみら

れた。例えば、以下のような取組がおこなわれた。 

・県内の知財学習担当教員間での情報交換会・意見交換会を実施。 

・県内外の教員を対象にした公開授業、講演会セミナーの実施 

・他校と連携した知的財産・商品開発 

 例）・他校の調理科と連携し、伝統野菜の栽培を実施食育推進（農業） 

   ・デザイン科と協力し製品のラベルデザイン作成とともに、工業高校と連携し３Ｄプリンタで

ねり製品の枠作り(水産・工業) 
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14）実際の特許・商標・意匠等の出願 

 実際に、特許、意匠の出願に至った学校も複数あるが、パテントコンテスト・デザインパテントコン

テストへの応募を回答している学校が多数有ることから、このコンテストの入賞特典による出願も多く

含まれるものと思われる。 

 このように、アイディアを知的財産へと具体化し、実際の出願・登録に至るまでを体験できることは、

知的財産に関する創造力・実践力・活用力の育成に資する大変有意義なことと考えられる。 

 

15）模擬出願体験 

広く行われているが、特に高等専門学校において取組例が多い。高等専門学校の大半が工業科目専門

であり、高等学校よりも長い５年間の学習課程でもあることから、明細書を書けることが指導上も重要

と考えられる傾向にあり、教員の知識や技術向上に向けた取り組みが積極的に行われた結果が表れてい

ると考えられる。 

 

16）IPDLの利用・検索実習 

すべての校種において、多く実施されている。検索は、特許におけるアイディアの創出や、出願時に

その分野の先願技術を調査することのみならず、商標や意匠にも必要であり、検索実習が日常的の学習

にも使えることが実例としても報告されている。 

 

24）外部のコンテスト・競技会等への参加 

工業高等学校・農業・水産高等学校・高等専門学校でよく実施されており、指導効果の評価も高い。 

例えば、開発した商品や培ってきた技術を競うコンテスト等に応募・出場すること、また商品や技術・

デザインといったものをパテントコンテスト・デザインパテントコンテスト等に応募することにより知

的財産学習について目標を持って計画を立て（Plan）、実行し（Do）、コンテストにより評価を受け（Check）、

これを改善する（Act）ＰＤＣＡサイクルの実現の体験になっているものと考えられる。 

 

27）知的財産（権）に関する検定の受験 

取組としては、昨年度は殆ど見られなかったが、今年度は約 1 割の実践校において資格取得に向けた

指導が行われてきており、資格取得も徐々に取組の中に浸透してきていると考えられる。 
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２－２－２．新たに開発または導入した指導方法 

 

新たに開発または導入されたされた指導方法については、アンケートによれば参加校からは以下のよ

うな事例の報告がなされている。（学習用資料関係については、２－３－３．参照） 

これまでも多くの学校が取り組んでいる地域企業・団体等との連携や他校との連携等は、平成２６年

度も新たに導入している学校がみられる。また、3Ｄプリンタによりアイディアを形にする活動もみられ

た。 

これらの優れた取組は、会合における情報交換や、本報告書での周知により、多くの学校に広がって

いると考えられる。 

 

地域企業・団体等との連携 
加工技術，扱える素材，入手可能な物品等をリストアップすると共に，実験・実習での悩み等をリスト

アップしそれぞれをつないで行く手法としてブレスト，KJ法，マインドマップづくりを学べた。(水産) 

・持続可能な開発のための教育（ESD)を他機関と連携して行う(工業) 

 

他校との連携 
・他校の学生とのテレビ会議を行い交流を図った。（高専） 

 

その他 
・校内のパテントコンテストを全学科の１年生に導入した。（工業） 

・農業体験ツアーの企画、小学校への食育推進事業で連携し、新しい食品開発へつなげる。(農業) 
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第３節 学習用資料の活用状況 

 

２－３－１．本年度参加校で使用された標準テキスト等の種類と利用状況と指導効果 

 

（１）産業財産権標準テキスト等と学校区分による使用状況 

学校区分と使用標準テキストの対応と、テキストの指導効果を、表２－３－１、図２－３－２に示す。 

参加校においては、「総合編」が最も活用され、「指導マニュアル（総合編）」も併せて活用されてお

り、指導の効果も高い。その他のテキストについても活動内容に合わせて効果的に使用されているもの

と思われる。 

 

表２－３－１ 産業財産権標準テキスト等の使用状況（Ｈ２６年間アンケートより）（単位：校） 

  
工業 

（48 校） 

商業 

（19 校） 

農業 

（10 校） 

水産 

（7 校） 

高専 

（16 校） 

合計 

（100 校） 

総合編 
44 18 10 6 16 94  

91.2% 94.7% 100% 85.7% 100% 94% 

指導マニュアル（総合編） 
31 11 7 5 13 67  

64.6% 57.9% 70% 71.4% 81.2% 67% 

事業戦略と知的財産マネジメント 
10 5 5 3 5 28  

20.8% 26.3% 50% 42.9% 31.2% 28% 

「事業戦略と知的財産マネジメント」 

指導ガイドブック 

7 5 4 3 4 23  

14.6% 26.3% 40% 42.9% 25% 23% 
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図２－３－１ 標準テキスト等の指導効果【年間報告会時】（Ｈ２６ 年間アンケートより） 
 

 
（注 1）グラフ中のｎは回答数を示す。 

（注２）小数点第二位で四捨五入しているため、指導方法の各項目の合計は１００．０％にならない場

合がある。 
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２－３－２．補助学習用資料の活用法 

 

 年間アンケートや年間指導報告書によると、補助学習用資料は、知的財産を学ぶ最初の動機づけによ

く活用されている。 

DVDでは、知的財産を学ぶ最初の動機づけとして、「んちゃ！アラレのおしおき！アイデア泥棒をやっ

つけちゃえ！」（企画：特許庁）、「がんばれ！コボちゃん牛乳」（企画：特許庁）（※現在は双方と

も配布は行っていない。）や、知的財産を扱ったテレビドラマや番組のDVDが活用されている事例があっ

た。また、その他にも、前身の事業である「産業財産権標準テキストを活用した知的財産教育推進協力

校 取組紹介映像」DVD（動画は当館ホームページに掲載している。ＵＲＬ：

http://www.inpit.go.jp/jinzai/educate/coop/suisin/intro-move.html）なども活用されている。 

特許電子図書館（IPDL）は、工業系のみならず、各学科の生徒・学生が特許検索のために使用し、商

標検索は、商業系・農業系の生徒の商標検索に活用されている。 

 そのほか、ホームページは、制度等を学習するため、特許庁や独立行政法人工業所有権情報・研修館

のものがよく活用されている。さらに、民間企業・各種団体のホームページ、新聞記事（知的財産権の

侵害事件等）等もよく利用されている。 

 

２－３－３．学習用資料の改良・新しい学習用資料の開発 

 

年間アンケートに記載された、教員・教官が指導しながら新しい学習用資料を開発したり、学習用資

料自身を改善したり、使用法を改良したとの報告事例を以下にあげる。 

各学校において、積極的に指導用資料を改良・開発していることがうかがえる。 

 

・特許の範囲に関して知的財産管理技能検定の内容を踏まえたテキストを作成し、活用・編集している。

（工業） 

・知財関連（工業） 

・IPDL の特許検索から抜き出した簡単にできそうなアイディア特許の説明の資料を作成した。（工業） 

・模擬的出願書類の作成の学習用の事前資料を作成した。（工業） 

・本事業の中間報告会や地域別研究協議会で配布された資料を活用した。（工業） 

・商標の効果の説明プレゼン資料や、特許・意匠を発想するプレゼンを新たに製作した。（農業） 

・知財関連の記事が掲載されている新聞記事等を利用したプリント教材の作成(農業) 

 

年間アンケートに報告されてはいないが、各学校においては、このほかにもオリジナルや既存のもの

を改良した発想訓練・創造演習用資料、指導・プレゼンテーション使用、及び演習用資料を用いて指導

を行っている事例も多いものと考えられる。 
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第４節 学校組織の対応 

２－４－１．知的財産委員会等の知財人材育成の推進組織の設置と活動 

 

（１）委員会の設置 

 知財マインドを持った人材の育成の取り組みは、特定の限られた教員・教官のみの活動では困難であ

り、参加校では校内に知的財産委員会などの委員会を設置して、組織的にその推進に当たるようになっ

ている。 

 なお、現状の校内での推進委員会の設置状況は、表２－４－１に示すとおりで、参加校の８３％にあ

たる８３校に設置されている。平成２６度に新規設置された委員会も２７校ある。また、未設置の学校

も全体で１７校（１７％）であり、知的財産に関する指導を学校全体に進めるために、未設置校におい

ても委員会設置が望まれる。 
 

表２－４－１ 校内推進委員会の設置年度数（年間指導報告書より）（単位：校） 
 

年 H26 H25 H24 H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 
H16

以前 

設置校

合計 

未設

置校 

合計 

（100

校） 

27 校 9 校 11 校 5 校 9 校 5 校 6 校 4 校 0 校 2 校 5 校 
83 校 

（83%） 

17 校 

（17%） 

 
（２）委員会の体制 

委員の人数であるが、表２－４－２に示すように、４～６人、７～９人が多い。この中では学校の管

理者も委員に就任しているケースも多い。 

 

表２－４－２ 校内推進委員会の委員数(年間指導報告書より)（単位：校） 

 

年 3 人以下 4～6 人 7～9 人 10～12 人 13～15 人 16 人以上 
平均人数 

／学校 

合計 

（100

校） 

18 校 21 校 30 校 19 校 7 校 5 校 7.63 名 

 



 

６７ 
 

また、実際に指導にあたる教員・教官の人数は、表２－４－３示すように、１１人以上という学校が

最も多く、全体的な指導教員の増加が見受けられる。 

 

表２－４－３ 知的財産指導教員の人数（年間指導報告書より）（単位：校） 
 

年 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 8 人 9 人 
10 人

以上 

教員 

合計 

平均人数

／学校 

合計 

（100

校） 

6 校 11 校 11 校 7 校 6 校 16 校 6 校 6 校 6 校 25 校 704 名 7.04 名 

 
 

（３）委員会の開催頻度 

校内推進委員会の開催頻度は、月に１回定期的に開催する学校や、学期ごとに１～２度開催する学校

が多い。その他には、不定期に必要のおり開催するという学校や、中には週に一回程度開催する学校も

みられる。 
 

（４）委員会による支援 

支援内容は、年間計画検討、指導内容の確認、計画の進行状況の確認、外部講師講演会・講習会・セ

ミナー等の開催における企画立案及び実施、外部機関との連絡・調整、実践経費の経理の協力、校内に

おける発明コンテストの企画・審査協力など多岐にわたり、学校における知財人材育成の活動を支援し

ている学校が多い。 

 

（５）校内における知財人材育成の推進組織の支援の効果 

複数の教員が参加することにより連絡体制が整備され、校内発明コンテスト等の企画された各種行事 

が円滑に進行していく、また教員間で情報交換等を行う事により意識啓発促進がなされ、それぞれが 

知財学習に関する意識を高めていた。 

以下に、本年度年間指導報告書における効果についての各学校の意見の一例を記載する。 

 

共通理解・情報共有 

・事業取り組みについての共通理解・情報交換ができる。（工業） 

・全科の職員に取り組みの状況を報告するなど、周知することで、本校として知財学習に取り組む意識

を高めることができた（商業） 

・委員全員が知財学習に協力し、指導の資質が向上している（高専） 
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体制の整備による円滑な活動実施 

・学年や各科毎に役割を分担することができ、学校としての運営をスムーズに行うことができた。（工

業） 

事業取り組みについての共通理解・情報交換ができる。（工業） 

・一人で考えるのではなく、複数の教員で考えるような組織となっている。（商業） 

・生徒の創造性の育成にむけて協力しあいながら取り組むことができた。（商業） 

各科の横断的取組の一助となった。（農業） 

 

学校行事等における効果 

・外部講師を招いたアイデア発想法の講義などに担当教員が参加し、指導力の向上に努めた。（商業） 
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２－４－２．知的財産関連学校行事の実施 

 

知的財産関連学校行事の実施について表２－４－２に示す。 

 

表２－４－２ 学校行事（年間指導報告書より）（単位：件） 

行事 工業 商業 農業 水産 高専 合計 

a）校内向けの講演会 30 7 3 5 13 58 

b）企業・機関・税関等への訪問学習 6 4 3 １ 0 14 

c）発表会・展示会（文化祭等） 19 4 5 5 4 37 

d）アイデアコンテスト（パテントコンテスト等） 19 3 5 0 5 32 

e）商品販売実習 0 2 0 0 0 2 

f）対外的に開かれたセミナー 2 2 1 0 1 6 

g）職員向けの研修・セミナー 20 0 4 1 0 25 

i）生徒自身による児童・生徒への知的財産

指導 
1 0 1 1 1 4 

 
最もよく採用されている学校行事は校内向けの講演会であった。訪問学習や講演会においては、外部

講師を活用する例も多く、教員よりもその特定分野に関して精通しているために専門的な観点からの指

導を受けることができる。だが、すべての講演会等を外部講師に依頼するのではなく、日常の取組のを

メインとして、その取組の中で知識・経験が不足している分を外部講師による講演や訪問学習により補

完することが望ましい。 

 企業・関係機関・税関などへの見学・訪問においては、学校行事としては多くみられなかったが、現

在それぞれの取組流れの中で、企業と連携した商品開発・実習などのためのプロセスとして位置づけて

おり、学校行事として特に言及していない学校も多く、実際の数字としてはもっと多く取り組まれてい

ると考えられる。 

次に、生徒・学生による成果の発表に関しては、文化祭等での発表会・展示会、アイデアコンテスト、

商品販売実習等が実施されている。商品開発や販売は、商業高等学校、農業・水産高校で採用されてい

るが、学校行事として特に言及していない学校も複数みられ、実際の数字はもっと多く取り組まれてい

る。 

校内でのアイデアコンテストの開催や当館も主催者の一つであるパテントコンテストへの応募は、工

業高等学校によく採用されているほか、商業高等学校、農業高等学校、高等専門学校においても採用さ

れている。また、今年度は宮城県名取市で開催された産業教育フェアにおいても当館で展示スペースを

設け、ここでも各学校のアイデア・成果を発表し、好評を得た。 

対外的に開かれたセミナーの実施を行っている学校もあり、自校の生徒・教職員のみならず、県内外

の教職員も参加対象として開催し、知的財産学習に精通した講師による講演や、教員による公開指導等

も行われている。当館においても、地域別研究協議会を開催し、本事業への未参加校も含む地域の学校

を参加対象に、取組方法の講義等を行っているが、学校独自にこのような活動が行われることは、知的

財産学習の裾野を広げ、取組を深化するうえで大変有益であると考えられる。 
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 一方、知的財産に関する学校行事を実施しなかった学校も集計上は多い。学校行事の中で知的財産の

内容を含んでいる学校は多くあると思われるが、今後更に教員、生徒が参加しやすい知的財産の学校行

事を企画・実行することにより、知的財産への関心を増し、知的財産を尊重する精神を養うとともに、

これを踏まえた知的財産に関する実践力・活用力育成の取組に繋げていくことが望ましい。 
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Ⅰ．２． 

平成26年度 

年次報告会における 

アドバイザーによる講評 

 
年次報告会 

 

工業高等学校：  平成２７年１月１９日 

農業・水産高等学校：  平成２７年１月２３日 

商業高等学校：  平成２７年１月２７日 

高等専門学校：  平成２７年２月 ２日 

 

 

この資料は、年次報告会において、各アドバイザーの先生方が、お話しになった講評を取り 

まとめたもので、特に、アドバイザーの先生方の許可を得て掲載するものです。 

大きな観点からの講評もあれば、実践的な観点からの講評もありますが、 

いずれも知財マインドを持ち、創造力・実践力・活用力を育む人材育成の実践に有用なものです。 

学校が所属する学校区分の講評だけでなく、他の学校区分の講評も 

役立つと思われますので、ぜひご覧になってください。 
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平成２６年度アドバイザー一覧 
 
項

番 
所属 職名 氏名 

1 全国知財・創造教育研究会 会長 篭原 裕明 氏 

2 愛媛県立新居浜工業高等学校 校長 内藤 善文 氏 

3 鹿児島県立奄美高等学校 校長 満丸  浩 氏 

4 長崎県立佐世保工業高等学校 教頭 梅野 剛 氏 

5 北海道札幌工業高等学校 教頭 新山 雄士 氏 

6 北海道滝川工業高等学校 教諭 新居 拓司 氏 

7 群馬県立前橋工業高等学校 教諭 大久保 哲也 氏 

8 長野県駒ヶ根工業高等学校 教諭 林 厚志 氏 

9 福岡県立福岡工業高等学校 指導教諭 木戸 健二 氏 

10 佐賀県立有田工業高等学校（定時制） 教諭 吉永 伸裕 氏 

11 島根県立出雲商業高等学校 教諭 宇田 聡 氏 

12 指宿市立指宿商業高等学校 教諭 安藤 新 氏 

13 岐阜県立大垣養老高等学校 教諭 中野 輝良 氏 

14 宮城県農業高等学校 教諭 渡部 剛実 氏 

15 大阪府立農芸高等学校 教諭 烏谷 直宏 氏 

16 山口県立田布施農工高等学校 教諭 廣田 正治 氏 

17 国立大学法人山口大学 大学研究推進機構  
知的財産センター 

准教授 
(特命） 

陳内 秀樹 氏 

18 宮城県水産高等学校 教諭 油谷 弘毅 氏 
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19 愛媛県立宇和島水産高等学校 教諭 鈴木 康夫 氏 

20 全国知財創造教育協会 
（元茨城工業高等専門学校教授） 

理事 金子 紀夫 氏 

21 独立行政法人国立高等専門学校機構 
旭川工業高等専門学校 

教授 谷口 牧子 氏 

22 独立行政法人国立高等専門学校機構  
富山高等専門学校 

教授 本江 哲行 氏 

23 独立行政法人国立高等専門学校機構  
鈴鹿工業高等専門学校 

教授 大津 孝佳 氏 
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１－１）篭原 裕明氏の講評 

１）工業高等学校（平成２７年１月１９日） 

アドバイザー  

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 教頭     満丸 浩 氏 

長崎県立佐世保工業高等学校 教頭     梅野 剛 氏 

北海道旭川工業高等学校 教頭     新山 雄士 氏 

福岡県立福岡工業高等学校 指導教諭                         木戸 健二 氏 

佐賀県立有田工業高等学校 教諭      吉永 伸裕 氏 

群馬県立前橋工業高等学校 教諭                            大久保 哲也 氏 

北海道滝川工業高等学校 教諭                             新居 拓司 氏 
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１－３）梅野 剛氏の講評 

１－４）新山 雄二氏の講評 

１－２）満丸 浩氏の講評  
 
工業高校では，基礎学力と専門的な知識，技術，技能の習得に係る教育に重点が置かれていると思い

ますが，最近では，社会人基礎力も身につけなければならないと言われています。この社会人基礎力は，

三つの能力から構成されており，「前に踏み出す力」，「チームで働く力」，「考え抜く力」の三つです。こ

の中で，「考え抜く力」が不足していることが，工業校長会等の調査結果から明らかになっています。知

的財産教育では、正しく「考え抜く力」を養成することができますし，新たな学習指導要領の改訂で話

題になっているアクティブラーニングを先取りして実践していると思っています。今後とも「考え抜く

力」の養成を意識した取組をお願いします。 
また，知的財産教育においても評価は大切な部分かと思います。評価指標は何か，結果をどう分析する

か，指定校でなければ推進できないかなど，様々な視点で自校の知的財産教育を評価して次に繋げても

らいたいと思います。 
 
 
 
各校の実践発表がすばらしく感動いたしました。各校の取組を共有し発展させることで、自校の研究

のさらなる充実につながるものと思います。その意味で、中間報告会・年次報告会の意義は大きいもの

と思います。また、各校が「自立化」に向けて取り組むことの大事さを感じました。指定校として予算

等の支援が終了したときを見据えて、各校が知財教育の「自立化」ができるよう体制を整えることが肝

要だと思いました。今後とも、日本の産業を支える生徒たちのためにより良い知財教育の実践を推進し

て参りましょう。 
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１－５）木戸 健二氏の講評 

知的財産権
（チャンスを活かす）

特許権（発明）
実用新案（形状などの発明）

商標権（マーク）
意匠権（デザイン）

著作権、育成者権など

産業財産権

知的創造力
（発想を形に）

専門分野の知識
発想法・アイデア創出
ものづくり技術

知財マインド
を持った人材

工業高校での知的財産教育

社会貢献
ビジネスプラン
商品化

起業精神
（ベンチャーマインド）

各科目で
直接的・間接的
に触れる

１－６）吉永 伸裕氏の講評 

 
 
 
私は口頭で大まかに以下の内容を話しました。当日はパワポはありませんでしたが付けておきます。 
 本事業の工業高校における発表内容は、主に知的財産権教育とものづくりを通した創造力創出教育の

実践報告です。本事業の目標である知財マインドを持った人材育成には、これら２つの視点に加えて第

３の視点として商品化教育も必要だと考えます。これまでの工業高校教育では物を販売するための知識

や意識については教えられていません。その結果、商業高校や農業高校の生徒は販売を意識したものづ

くりを行いますが、工業高校の生徒は商品になるレベルのものづくりを目指してはいません。そこで、

工業高校の知的財産教育の中に商品化や販売、起業するという視点を組み入れることにより、ものづく

り教育の幅も広がり、ものづくりにおける社会的責任やアイデア創出に対する意欲がより高まると思い

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
今回は E 班のアドバイザーを務めさせていただきました。どの学校も、経験年数に応じた実践を意欲

的に取り組まれており、私自身刺激を受ける内容でした。 
 分科会の中で何度か話題になりましたが、次年度以降の事業採択に明暗が分かれているようです。し

かしその中で次に向かって前向きなプランを紹介いただいた学校も多くありました。アドバイザーとし

て立ち回らせていただいて感じるのは、工業という校種が知財教育事業の中でも学校数が多く取組事例

にも成熟した内容が多いというところです。この人的なネットワークの強固さは大きな強みですが、反

面その部分に頼ってしまい、新規な取組へのアプローチに対しては、実は伸びしろが多いのではないか

と感じています。地域の企業、自治体、そして多校種の教育機関などとの連携を図りながら、新しい刺

激を積極的に受け入れていくことで新しい工業の知財教育のページが開けていくのだと思います。  
私は工業の中では少数派のデザインという分野を扱っています。仲間を少ないですが、その分貪欲に新
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１－７）大久保 哲也氏の講評 

１－８）新居 拓司氏の講評 

しいコネクションを見つけていける立ち位置でもあります。そうした可能性を工業全体で模索していけ

れば、次年度に向けてお互いに共有できる実践を持ち寄れると思っています。そんな襟を正す気持ちと、

ワクワクする気持ちの両方をお伝えして年次報告会のまとめといたします。 
 
 
 
本日は大変お世話になりました。 
工業教育と実社会（企業）とは密接に繋がっており、皆さんが実践している知財教育にぜひ企業のエッ

センスを入れてみてください。そこから新たな展開や出会いが発生し、それが生徒に還元されることで

しょう。今後も皆さんの継続的な活動に期待しています。 
 
 

 
本日の年次報告会では満丸先生と共にＢ班のアドバイザーを務めさせていただきました。学校では私

も生徒に知財教育の楽しさを伝えています。今日の年次報告会で学んだ各学校の素晴らしい実践を持ち

帰って生徒に還元したいと思いました。ここで、新山先生が作成された資料を用いて報告会のまとめを

行います。（別紙添付資料） 
 最初に『何のために行うのか、誰のために行うのか』を意識していますか？ 知的財産教育はご参加

の先生方を中心に、日本の将来を担う生徒を知財人材として育成することが原点です。各校での取組み

は多種多様で構いませんが、その状況により絶えず変化する目標を定めましょう。目標へ向かうのに先

生１人の力だけでは足りませんから「協働」するにあたって情報を共有して理解者を増やす行動をとり

ましょう。授業実践では生徒に合わせ「気づき」を与えるように心がけ、引きのコミュニケーションで

生徒を主役にしましょう。そして最後に知財人材を育成する先生方、授業をしていて幸せですか？ 生

徒たちはとても敏感です。幸せを常に意識して「笑いのある授業」を先生が行えば、生徒は必ずついて

きます。決して無理をせず、できるところから一歩踏み出してしてみませんか。 
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２－１）篭原 裕明氏の講評 

２）農業・水産高等学校（平成２７年１月２３日） 

アドバイザー 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明  氏 

愛媛県立新居浜工業高等学校 校長                         内藤 善文  氏 

岐阜県立大垣養老高等学校 教諭     中野 輝良  氏 

山口県立布施農業高等学校 教諭                 廣田 正治  氏 
宮城県農業高等学校 教諭                    渡部 剛実 氏 
大阪府立農芸高等学校 教諭                   烏谷 直宏 氏 
愛媛県立宇和島水産高等学校 教諭                鈴木 康夫 氏 
宮城県水産高等学校 教諭                    油谷 弘毅 氏 
長野県駒ヶ根工業高等学校 教諭                 林 厚志  氏 
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２－２）内藤 善文氏の講評 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
❶田畑教科調査官がおっしゃっていました。「この開発事業は大切で、文科省としてはありがたく思いっ

ている。今後、未経験校にも広めてほしい」と。大変有難いお言葉です。この開発事業は文科省のお墨

付きであると、自信をもってやっていきましょう。 
❷文部科学大臣の諮問を受けて中央教育審議会が始まりましたが、大きな流れは、「アクティブ・ラーニ

ング」であり、この開発事業はまさにその先行実証的な教育活動であると思います。この開発事業を続

けることで、中教審の議論を動かし、日本の専門教育システムを世界一にしたいものです。行き詰まり

感のある現在の教育のブレイクスルーになると期待されます。 
❸私たちがしている知財教育活動は、正に「知財権（法）に裏付けされた技術開発・商品開発・製品開

発をとおして生徒を育てる教育」、もっと言えば「実社会と結びついた生きた教育」です。イノベーショ

ンの定義は、様々ありますが、私たちの取り組みは、まさに「生徒の創造力を育成する教育手法の発明」

であり、正に「教育のイノベーション」と言っても過言はないと思います。 
❹過去に、工業高校側から企業に対して、「学校ではどんな力を育ててほしいか」というアンケートを取

りました。その結果、意外と「創造力を育ててほしい」という項目が低かったのには、がっかりしてい

ました。この結果に対して、私はずっと疑問をもっていました。「そんなことはないはずである。アンケ

ートの取り方が悪いのではないか」と。 
先日の地方新聞ですが、「県内企業 学生に求める能力『考え抜く力』トップ」という見出しで、
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２－３）中野 輝良氏の講評 

以下のような記事が掲載されていました。「企業が求める人材に関する調査結果によると、中小企業

の経営者は語学力や情報処理能力、業界に関する専門知識よりも、粘り強さや主体性などの内面性

を重視していることが浮き彫りになった」と。これは、大卒者に求める能力の調査ですが、専門高

校の卒業生に求める能力と捉えることもできますので、大いに参考になります。端的に言うと、「知

識よりも内面性を重視する」という調査結果のようです。記事には「『考え抜く力』を備えた人材に

は、月額 6 万円を追加で支払う価値がある。『前に踏み出す力』には 4 万 7 千円、『責任感がある』

には 3 万 8千円」とあります。一方で「『専門知識』に秀でた人材への追加価値は 1万 5千円」とい

う低い額だったそうです。 

この調査結果は、私たちにとって、とても重要だと考えていいでしょう。企業から「考え抜く力

を身に付けなさい」といわれています。現代は、知識基盤社会といわれてはいますが、知識が豊富

というだけでは、単なる「もの知り」です。昔から「読み・書き・そろばん」といわれるように、

授業（座学）で身に付ける基礎学力は何より重要ですが、それだけではもう通用しないという現実

があるのです。よって、開発事業のような教育活動はこれからの日本にとって、とても重要という

ことになります。 

❺今後とも、「生徒を育てるために知財教育をしている」という視点を忘れることなく、一緒に学び、一

緒に交流し、一緒に頑張りましょう。 
 
 
 

先生方、今日1日、そして今年1年、知財教育の実践、お疲れさまでした。 

今年も年次報告会では各校での知財に対する様々な取り組みを聞かせていただくことができました。以

前の年次報告会では取り組みの方向性を見定めるにあたっての不安や、取り組み方が分からないと言っ

た、いわゆる取り組みのスタートを切る段階での悩みや課題が聞かれることが多かったのですが、今年

はどちらかというと次のステップへ各校が進み、具体的な展開方法や定着に向けた取り組み、教科内容

との結び付けなど、ずいぶん取り組みが深化していると感じました。これは先生方が生徒たちと一緒に

「授業を工夫」し、「知恵を絞られてきた」結果ではないでしょうか。ぜひこれからも「先生方が授業

で知恵を出すこと、つまり知財を実践する授業」を大切にして頂きたいと思います。 

農業の観点から、一つだけ申し上げます。様々な工夫された取り組

みが各校で展開されています。言うまでもありませんが、農業という

産業においては、農業生産、つまり栽培･飼育･製造･流通といったベ

ースが基本です。この土台となる基本である「農業生産･農業経営」

の上に立って、その手法論として知財があるわけです。ぜひ各校での

「それぞれの取り組み」をこのベースに重ね合わせて頂くことを大切

にして頂き、農業生産活動の中で実践される「知財活用」を生徒たち

に実践させて頂きますようお願いをいたします。本日の会ではそれぞれの先生方が多くの実践をシェア

して頂き、ヒントをたくさん得られたことと思います。ぜひ今日得られました学びを今年のまとめに、

そして来年度の知財教育のスタートに活かして頂きたいと思います。各校での知財教育の益々の充実を

願いましてまとめとさせて頂きます。ありがとうございました。 
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２－３）廣田 正治氏の講評 

２－４）渡部 剛実氏の講評 

２－６）烏谷 直宏氏の講評 

２－７）鈴木 康夫氏の講評 

 

 
先日、私が出席したある会合で、次のような言葉が紹介されました。それは、小説家、劇作家、放送

作家である井上ひさし先生の「難しいことを易しく、易しいことを深く、深いことを面白く」という言

葉です。指導に慣れない教員は、とかく知的財産教育が難しいというイメージを持つように思いますが、

知的財産を易しく、深く、面白く指導することで生徒の興味・関心はより一層高まり、学習の深化につ

ながると思います。 
本日の研究報告は、各校独自の指導の工夫が随所に見られて大変素晴らしいものでした。今後、各校

を中心として、知的財産教育がますます充実・発展することを期待しています。 
 
 

 

 知財教育の活性化のためには、教員自身がものつくりのアイデアを作り出す様々なコンテストを調査

し、生徒へ嚙み砕いて提供します。このことにより、生徒達の活躍の機会が増えてきます。コンテスト

へのチャレンジは、成果があるときもありますが、失敗することもございます。生徒達と共に考え作り

だしたものは、社会的評価をいただくことができます。ここで、社会との接点が生まれてきて、評価さ

れた試作品や、考え方は企業と連携しての商品化に結びつきます。これらの学習活動を地道に継続して

いくことが重要です。 

 

 

 
本日の年次報告会では教室に持ち帰りたい熱い実践がたくさん見られました。とても勉強になりまし

た。夏の知財交流会や産業教育フェアの成果展示発表会等、参加校も増え生徒の交流の機会も多くなっ

てきております。そこには熱く本音で語る教員がいて、生徒がいる。夢を語り合うことのできる場所で

あり、そういう場所が大切に感じています。 
私自身、本事業において多くの人と出会い、いまのこの年次報告会でも多くの実践から多くのことを

学ばせて頂きながら、成長していきたいと感じています。また、明日から教室に戻り、生徒と夢を語り

ながら頑張っていきたいと思います。本日は本当にありがとうございました。 
 

 

 

アドバイザーとなり初めての年でしたが、アドバイザーというよりも皆さんと同じ立場で実践をして

いるものとしてのお話をしたいと思います。本校は知財教育を始めて3年目でようやく卵が孵化したとこ

ろではないかと感じています。その中で皆さんの発表を伺って新しい世界を知り、また新しいことにチ

ャレンジをしたいという思いが生まれてきました。いつもこの会に参加して思うのですが、参加してお

られる先生方の活動や熱意はすばらしく、いつも「すごい」、「負けたくない」、「つながりたい」と

いう思いにさせられ学校に帰っていきます。多くの方が同じように感じていらっしゃるのではないでし

ょうか。そういった思いを生徒に伝え、生徒を育成していけば生徒もどんどん成長すると思っています。
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２－８）油谷 弘毅氏の講評 

２－９）林  厚志氏の講評 

知財教育に出会ってよかったと思える仲間を学校の内外で増加させていきましょう。本日は誠にありが

とうございました。 

 

 

 
本日は皆様、大変すばらしい実践報告を拝見させていただきありがとうございました。 

いくつかの報告の中で、「取組に自身が持てない」という旨の報告がありました。私自身も、知財教育に

携わりはじめた頃自身が持てずに知財教育を実践しておりました。しかし、中間報告や年次報告、地域

別研修会に出て多くの先生方と知り合い、数多くのすばらしい実践事例を拝見する機会に恵まれてきま

した。そのエッセンスを取り入れ、自校独自の展開ができればと考え、現在も知財教育を実践しており

ます。知財教育は専門教科の各科目を有機的に繋げることができる教育ツールです。しかし、 一人で

できることは限られています。仲間が増えればできることは５倍、１０倍、いや無限大に広がります。

先生方はもう一人ではありません。私も、ここにいる先生方に支えられ、刺激を受けてきました。そし

て今日も刺激を受け、感動し、学校に持って帰るお土産がたくさんできました。これからもこの知財教

育ネットワークを活用して生徒にもっといいものを提供していきましょう。そして、５年、１０年後の

産業を支える人材を育成して参りましょう。ありがとうございました。 
 
 

 
今回の農業・水産高校における年次発表会に出席させて頂き、また工業の分野での報告をさせて頂い

た中で、私なりの視点で感じたこと、学んだことを述べさせて頂きます。 
農業・水産ともに多くの高校での取り組みは、やはり農産物や水産物など「生命」を扱っての工夫に大

変素晴らしい成果が多いと感じました。植物や魚など資源としては貴重な生命であり、また道徳的に見

れば尊い生命を本当に大切にし、いかにより良い食品として昇華させていくか、その一つ一つの商標に

まで深いディスカッションと試行錯誤を重ねることによって得られた結果だと思います。私の所属する

工業高校の生徒達もまた、「産業財産権の基礎」という選択授業の中で、試作の過程では鉄やアルミ、樹

脂といった素材を加工し目標とする機能を持った形にするわけですが、一見無機質な金属の集合体のよ

うに思えるものに、新たな命を吹き込む想いで造り上げていきます。そうやって完成した 3 種類もの作

品が今回特許申請を行うことができました。 
この年次報告会を通じて、農業・水産高校の皆様の大きな成果を残された作品との共通点を 3 つ見いだ

すことができました。 
① まだ誰もやったことないもの 
② 人の役に立つもの 
③ 夢があるもの 
これらの想いが背景にあれば、きっと今回の年次発表会で出された多くの発明が、これからも数多く生

徒の中から沸き上がってくることと思います。 
最後に、この年次報告会の中で多くのことを学ばせて頂きました先生方に、心から感謝申し上げます。 
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３－１）篭原 裕明氏の講評 

３）商業高等学校（平成２７年１月２７日） 

アドバイザー 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 教頭    満丸  浩  氏 

鹿児島県立指宿商業高等学校 教諭     安藤  新  氏 

島根県立出雲商業高等学校 教諭                 宇田 聡 氏 

佐賀県立有田工業高等学校 教諭      吉永 伸裕 氏 
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３－２）満丸 浩氏の講評 

３－３）安藤 新氏の講評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業高校をはじめとする専門高校の役割は，「将来のスペシャリストの育成」，「地域産業の担い手の育

成」，「心豊かな職業人の育成」であることが高等学校学習指導要領解説等で示されています。この中で、

商業科においては知的財産教育を通して「地域産業の担い手の育成」を実践している事例が多くみられ、

素晴らしいことだと思います。 
さて、経済産業省が提唱している社会人基礎力の一つ、「考え抜く力」が，高校生に不足しているという

データがあります。「考え抜く力」は知的財産教育が得意とするところでもあり，是非、日頃からの実践

を通して「考え抜く力」を育成していただきたいと思います。 
 

 

先生方に報告していただいた内容を「発表の３つのポイント」の「視点・工夫・変化」をキーワード

にマインドマップにまとめてみました。各学校それぞれ，特色ある素晴らしい活動報告していただきま

した。その中には，「どうしても上手くいかないんです」「学校が運営していたお店を閉じました」など

活動を進める中での苦労や先生方の苦しい胸の内も話していただきました。発明王と言われる「トーマ

スエジソン」が言った言葉です。「私は失敗したことがない。ただ、1 万通りの、うまく行かない方法を

見つけただけだ。」負けず嫌いとも取れますが，先生方いかがでしょうか？実際，知財教育を進める中で
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３－４）宇田 聡氏の講評 

３－５）吉永 伸裕氏の講評 

上手くいかないことが上手くいくことより，多いのではないでしょうか。上手くいっていたらみんな発

明王になっています。上手くいかないことや「後一歩」という経験をすることで，私たちも生徒たちも

これから成長できると思います。そして，成功につながって行くのではないでしょうか。 
 
 
 
中間報告会、地域別研究協議会でも同じように感じますが、先生方の発表をうかがうと、「もっとおも

しろい授業がしたい」という気持ちがわいてきます。実際には、授業や校務のなか、年次報告階に参加

するのは大変であり、負担を感じられることもあると思います。また、さまざまな制約や課題がある中

で、この１年、何の問題もなく取り組みを進められたという先生は少ないのではないでしょうか。その

ような中で、全国で同じように知財教育に取り組んでいる先生方が頑張っておられるのを感じ、大変励

みになっています。本事業のよいところは、各校で取り組んだ内容については、参加校は自由に使って

もいいというところです。今回の発表でも参考にさせていただきたい取り組みが多くありました。学校

に帰って勉強させていただいたことを実践していきたいと考えています。本日はありがとうございまし

た。 
 
 

 
工業、デザイン教育の分野に身を置いて今年初めて、中間報告も含めて商業の方にアドバイザーとい

う立場で参加させていただきました。それぞれの取組みに共通して感じるのは、商品開発ひとつとって

も、商品を開発することが目的ではなく、それによって生じる様々な場面の経験が生徒を成長させてい

く学びだと認識されて取り組まれていることです。市場主義というか、現場主義の商業ならではで私自

身とても勉強になりました。中間報告の際にも追うひとつ驚いたのは、デザインのニーズが取組の中で

非常に高いということです。学校の中で美術教育と連携しながら取り組まれていたり、他校と連携され

ていることでデザインマインドを吸収されている学校が多いのも素晴らしいことだと思います。 
 ちょうどいま、渋谷のヒカリエで「PtoP Store（Probrem to Product）展」という企画展が開かれて

い ま す 。（ ※ 2014 年 12 月 13 日 （ 土 ） 〜 2015 年 2 月 15 日 （ 日 ） ま で 開 催 。

http://www.d-department.com/event/event.shtml?id=7071510356385261）全国の都道府県で雇用や環

境問題、伝統工芸、地域産業、農業などの課題を出発点に生まれた製品や活動が紹介されています。私

たちが教育の中でフィールドにしている地域に目を向けるにあたって、ヒントになる事例が山ほどあり

ます。ぜひ文献などで研究されてみることをお薦めします。私たちの地域にはまだまだ私たちが取り組

める地域の悩みや財産があるはずです。また来年もここでそうした取組をたくさん伺えることを楽しみ

にしております。 
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４－１）篭原 裕明氏の講評 

４）高等専門学校（平成２７年２月２日） 

アドバイザー 

全国知財・創造教育研究会 会長      篭原 裕明 氏 

元（独）高専機構茨城工業高等専門学校 教授           金子 紀夫  氏 

富山高等専門学校 教授                                      本江 哲行 氏 

旭川工業高等専門学校 教授                       谷口 牧子 氏 

鈴鹿工業高等専門学校 教授                                   大津 孝佳 氏 

岐阜県立大垣養老高等学校 教諭                                中野 輝良 氏 
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９２ 
 

４－２）金子 紀夫氏の講評  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

９３ 
 

４－３）本江 哲之氏の講評 

４－４）谷口 牧子氏の講評 

４－５）大津 孝佳氏の講評 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
この一年間、諸先生方や生徒・学生さんたちから多くのことを学ばせていただきました。 

高専における知財教育は、各学校の取り組み状況に関する報告や、パテントコンテストの審査結果等か

ら考えると、専攻科では、かなり進展していると思います。その一方で、本科生、特に低学年について

は、まだまだするべきことが沢山あると思います。高度な専門性を有する人材の育成を目的としている

高専で、低学年に対し、どのような知財教育を行っていくかについて、さらなる工夫と努力が私たち高

専教員に求められていると思います。 
 

 
 
各校の取組が年々充実されており、非常に嬉しく思います。各校の特徴を活かした取組がされてきて

おり、先生方のご尽力が素晴らしいと思います。また、いろいろと参考になるものがあったと思います

ので、各学校の特性に合わせてアレンジして頂けれと思います。私も、幾つかヒントを頂きましたので、

早速来年度の活動に活かしたいと思います。発想法として、ご参考に TRIZ（トゥリーズ）をご紹介しま

す。これは約 250 万件の特許内容の分析から生まれた問題解決のための発想のヒントを与えてくれる発

想ツールです。「問題」と「解決策」の関係を分析した結果、何かを改善しようとすると何かが悪化して

しまう矛盾を解決するアイデアが特許に結び付いており、問題を解決する発想法を「40 の発明原理」に

分類しました。更に、改善される項目と、悪化してしまう項目を整理し、その問題を解決した 40 の発明

原理の事例を「矛盾マトリクス」という表にまとめものです。本年度の鈴鹿高専の課題研究での発表会

の 17 件の発表の内 5 件の学生達が TRIZ での発想を試みました。獣害対策を考える、ダンゴムシロボッ

ト、ブロックで車を作るにはなどです。特に、1～3 年生生達が熱心に取り組んでおり、嬉しい限りです。

例えば、3D ブロックでエネワンカーを作り、鈴鹿サーキット国際レーシングコースを走るレースに挑戦



 

９４ 
 

４－６）中野 輝良氏の講評 

するために「作りやすさを向上し強度の低下を防ぐには」を検討し、発明原理 1 の分割の原理, 発明原理

3 のローカルな品質の原理、発明原理 10 の予備的作用の原理, 発明原理 32 の色の作用の原理を考察しま

した。1 分割の原理での 3D ブロック、3 ローカルな品質の原理での強度の出るブロックの組み合わせ方

法、10 予備的原理での車体構造の構成方法、32 色の作用では透明なシート等の活用など様々なアイデア

により、大人から「ブロックは落ちるから絶対ダメである」と言われたブロックカーでの出場を果たし、

幼稚園、小学生、中学生、高専生たちの、多くの自信に繋がりました。是非、参考にして頂ければと思

います。何かありましたらご気軽に大津までご連絡下さい。テレビ会議やスカイプなどでも交流させて

頂きたいと思います。また、知的財産学習を発展させてゆくのに、地域の学校との連携が有効的である

と思います。違った専門の学校との交流の中で、また新しい発想や考え方が生まれてくると思います。

来年度は地域別の報告会を充実させるなど、地域での交流が重要になりますので、是非、宜しくお願い

致します。本日はありがとうございました。 
 

 
 
先生方、今日1日、そして今年1年、知財教育の実践、お疲れさまでした。 

私自身、普段は農業高校での教育に携わっておりますので、今日は高等専門学校での知財実践を聞かせ

ていただき、大変勉強させていただきました。私なり（高校教育）の観点から、本日感じたことをお話

しさせていただきます。まず、高専では５年間のスパンで人材育成が出来ると言う強みを十分に活用し

ていただきたいということです。我々、高校現場では３年間しか生徒に実践させる時間がありません。

よく高校現場で知財に取り組んでいらっしゃる先生方から「やっと知財の面白さが分かってきた頃に終

わってしまう」という話を聞きます。それは私も同感です。高専では５年間の「教育」を考えることが

できるわけですから、知財の「活用」まで実践できる時間があるわけです。高専は知識を得る、技術を

身に付ける、そして知財を学び、さらに活用･実践できるということが強みです。ぜひこの３つの観点を

意識して学生の育成をお願いしたいと思います。実践報告をお聞きしておりましたら、各校で非常に高

度で特徴的な指導が進んでいます。ここに知財を確実にリンクさせることができたら、さらに確実な力

を身に付けられます。そして地域の産業人、技術者を間違いなく生みだしていくことにつながると思い

ます。「ものづくり」は「人づくり」です。知識･技術に加えて知恵が出せる、工夫ができる、知財的素

養を持った人材育成、「人づくり」こそが良いものを生みだすことにつながります。ぜひ、高専の学生

が産業の中心となって活躍できるような人材育成、知財実践をお願いして、まとめといたします。あり

がとうございました。 
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各校の取組のタイトル・取組のねらい・関連法 等 （その１） 

学校 

番号 
学校名 タイトル 

展工 01 長崎県立長崎工業高等学校 
工業科生徒の創造性・独創性を育む効果的な指導方法と体制づくり 

～長崎県の工業高校が連携して取り組む知的財産学習～ 

展工 02 大分県立大分工業高等学校 
アクティブラーニングな創造性開発教材「紙テーブル」 

－考えることを止めた？「ＤＡＩＫＯ生」への処方箋－ 

工 01 北海道滝川工業高等学校 創造力の育成と「ものづくり」 

工 02 岩手県立盛岡工業高等学校 特別支援学校と連携した課題解決への知的財産学習活用 

工 03 宮城県石巻工業高等学校 「ものづくり」を通した知的財産の理解と創造性の育成 

工 04 山形県立村山産業高等学校 
環境に配慮し社会に役立つものづくりを通した知的財産学習の理解と取

得を目指す 

工 05 茨城県立勝田工業高等学校 知財学習の定着 

工 06 群馬県立前橋工業高等学校 「ものづくり」をとおした知的財産権学習～地元企業との連携～ 

工 07 神奈川県立向の岡工業高等学校（定時制） 「ものづくり」を通して知的財産の知識を身につけその活用を図る 

工 08 石川県立金沢北陵高等学校 産業財産権標準テキストを活用した知財学習プログラムの実践 

工 09 石川県立工業高等学校 「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

工 10 石川県立小松工業高等学校 知的財産学習を活用した、ものづくり実践と創造性の育成 

工 11 山梨県立峡南高等学校 知るじゃん知的財産 

工 12 長野県松本工業高等学校 ものづくりに活かす知財学習 

工 13 長野県岩村田高等学校 
継続的な知財学習の推進、ものづくりへの興味関心を高め理解を深め

る。 

工 14 長野県岡谷工業高等学校 「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

工 15 長野県駒ヶ根工業高等学校 「いいモノつくって特許取得!」 ～Think & Challenge～ 2nd STAGE 

工 16 岐阜県立岐阜工業高等学校 
映像投影の技術開発を通して産業財産および知的財産に関する権利を

学習する。 

工 17 岐阜県立大垣工業高等学校 ものづくりを通した知的財産権の理解と知財マインドの育成 

工 18 岐阜県立高山工業高等学校 優れたアイディアを商品として開発・販売する手順の研究。 

工 19 静岡県立浜松工業高等学校 本校における知財学習の体勢及び在り方の見直し 

工 20 静岡県立吉原工業高等学校 「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

工 21 静岡県立科学技術高等学校 地域人材と連携した「ものづくり」による知的財産の理解と創造性の育成 
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学校 

番号 

ねらい 関連する法律 

ページ 
知
財
の
重
要
性 

法
制
度
／
出
願 

課
題
解
決 

地
域
と
の
連
携
活
動 

人
材
育
成 

学
校
組
織
・運
営
体
制 

特
許
／
実
用
法 

意
匠
法 

商
標
法 

著
作
権
法 

種
苗
法 

そ
の
他 

展工 01 ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○     Ⅱ－１２ 

展工 02 ○  ○  ○  ○      Ⅱ－１４ 

工 01 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－１６ 

工 02 ○   ○  ○ ○      Ⅱ－１８ 

工 03   ○ ○ ○  ○      Ⅱ－２０ 

工 04 ○ ○ ○    ○  ○    Ⅱ－２２ 

工 05   ○    ○      Ⅱ－２４ 

工 06 ○  ○ ○ ○  ○      Ⅱ－２６ 

工 07 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○   Ⅱ－２８ 

工 08 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－３０ 

工 09 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－３２ 

工 10 ○  ○  ○        Ⅱ－３４ 

工 11 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－３６ 

工 12 ○  ○  ○  ○      Ⅱ－３８ 

工 13 ○  ○ ○ ○  ○      Ⅱ－４０ 

工 14 ○  ○  ○ ○ ○      Ⅱ－４２ 

工 15 ○  ○    ○      Ⅱ－４４ 

工 16 ○  ○ ○ ○  ○      Ⅱ－４６ 

工 17 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－４８ 

工 18 ○  ○ ○  ○ ○   ○   Ⅱ－５０ 

工 19 ○  ○    ○ ○ ○ ○   Ⅱ－５２ 

工 20 ○  ○  ○  ○      Ⅱ－５４ 

工 21 ○   ○   ○      Ⅱ－５６ 
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各校の取組のタイトル・取組のねらい・関連法 等 （その２） 

学校 

番号 
学校名 タイトル 

工 22 愛知県立岡崎工業高等学校 学校設定科目「工業デザイン」で展開する知的財産学習 

工 23 兵庫県立西脇工業高等学校 地域連携を通した知的財産学習 

工 24 兵庫県立姫路工業高等学校 
知的財産学習を通して「ひとづくり」を推進し、より良い「ものづくり」へつ

なげる。 

工 25 山口県立徳山商工高等学校 アイデアを具体化するために必要な行動力を身につける知財学習 

工 26 山口県立小野田工業高等学校 「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

工 27 徳島県立つるぎ高等学校 知的財産権学習の定着と実践 

工 28 徳島県立徳島科学技術高等学校 
考案したアイデアをもとに実物を製作し，ものづくりを通じて知的財産権

を学ぶ 

工 29 香川県立坂出工業高等学校 
平成 26 年度「知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業」に参

加して 

工 30 香川県立志度高等学校 ものづくりの基礎学習を通した知的財産権学習 

工 31 愛媛県立新居浜工業高等学校 
発想力・創造力・発明力を高める学習の実践 ～学校学習の中のあらゆ

る領域で～ 

工 32 愛媛県立八幡浜工業高等学校 ものづくりを通して知的財産を学び、豊かな創造力を養う 

工 33 福岡県立戸畑工業高等学校 「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

工 34 福岡県立香椎工業高等学校 
知的財産学習の定着と指導教員の養成及び課題研究への組み込みを

目指して 

工 35 福岡県立福岡工業高等学校 
各学科の専門を活かした「ものづくり」を通した知的財産権（特許など）の

理解と取得 

工 36 福岡県立小倉工業高等学校 工業技術基礎及び課題研究における産業財産学習 

工 37 福岡県立浮羽工業高等学校 工業技術基礎での知財学習 

工 38 福岡県立三池工業高等学校 ものづくりを通した知的財産学習の実践・発展 

工 39 佐賀県立有田工業高等学校 
全科において知的財産学習を取り入れた、基礎的な理解と知財マインド

の形成。 

工 40 宮崎県立延岡工業高等学校 地域社会と連携し『津波避難誘導灯』の製作を通した特許の取得 

工 41 鹿児島県立加治木工業高等学校 
産業財産権標準テキストを活用し，「ものづくり」をするにあたって産業財

産権の理解を深める。 

工 42 鹿児島県立隼人工業高等学校 基本的知財マインドの定着と創造性の育成 
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学校 

番号 

ねらい 関連する法律 

ページ 
知
財
の
重
要
性 

法
制
度
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課
題
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決 
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域
と
の
連
携
活
動 

人
材
育
成 

学
校
組
織
・運
営
体
制 

特
許
／
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用
法 
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法 

商
標
法 

著
作
権
法 

種
苗
法 

そ
の
他 

工 22 ○  ○  ○  ○ ○ ○    Ⅱ－５８ 

工 23 ○ ○ ○ ○   ○   ○   Ⅱ－６０ 

工 24 ○  ○  ○        Ⅱ－６２ 

工 25 ○  ○ ○ ○  ○      Ⅱ－６４ 

工 26   ○  ○  ○      Ⅱ－６６ 

工 27 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○    Ⅱ－６８ 

工 28 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○    Ⅱ－７０ 

工 29 ○  ○  ○  ○  ○    Ⅱ－７２ 

工 30 ○  ○ ○ ○  ○ ○     Ⅱ－７４ 

工 31 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○     Ⅱ－７６ 

工 32 ○  ○   ○ ○      Ⅱ－７８ 

工 33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○   Ⅱ－８０ 

工 34 ○  ○  ○  ○      Ⅱ－８２ 

工 35 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－８４ 

工 36 ○ ○ ○  ○ ○ ○      Ⅱ－８６ 

工 37 ○  ○    ○ ○     Ⅱ－８８ 

工 38 ○  ○  ○  ○      Ⅱ－９０ 

工 39 ○ ○ ○ ○    ○ ○    Ⅱ－９２ 

工 40 ○  ○  ○  ○      Ⅱ－９４ 

工 41 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－９６ 

工 42 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－９８ 
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各校の取組のタイトル・取組のねらい・関連法 等 （その３） 

学校 

番号 
学校名 タイトル 

工 43 鹿児島県立川内商工高等学校 
生徒および職員の知的財産制度に対する基礎知識を向上させ，知的

創造力を育成するとともに，実践的な能力の習得に力を入れる。 

工 44 鹿児島県立鹿児島工業高等学校 
ものづくりと Web 教材の活用を通した知的財産権の理解と創造性の

育成 

工 45 鹿児島県立鹿屋工業高等学校 ものづくり学習と連携した知的財産学習の推進 

工 46 沖縄県立宮古工業高等学校 
興味・関心が持てる知的学習の展開・ものづくりを通した創造力・実践

力の育成 

展商 01 岐阜県立岐阜商業高等学校 
専門学校間の連携を活かした商品開発をとおした知的財産権の理解

と創造性の育成 

展商 02 指宿市立指宿商業高等学校 地域社会と連携したビジネス学習による知的財産権学習の実践 

商 01 群馬県立前橋商業高等学校 

知識基盤社会が到来し、知的財産に関するより高度で正確な理解が

求められる社会になってきた中で、時代のニーズに呼応できる人材の

育成を目的とする。 

商 02 神奈川県立商工高等学校 
商品開発実習や他分野との連携、企業等外部組織との連携を通した

知的財産学習 

商 03 石川県立大聖寺実業高等学校 
地域企業と連携した商品開発などの商業活動を通して知的財産権を

活用・取得する 

商 04 福井県立福井商業高等学校 プライベートブランドと地域団体商標を学ぶ 

商 05 甲府市立甲府商業高等学校 商業高校における知財学習の継続と在り方について 

商 06 静岡県富士市立高等学校 地元食材 橙（だいだい）を活用した商品開発 

商 07 愛知県立 知立高等学校 
デザインパテントコンテストを通じて、創造力・プレゼンテーション能力

を育成する 

商 08 愛知県立南陽高等学校 
「南陽高校における知財学習」～総合・商業・部活動での知財学習定

着へ向けた実践～ 

商 09 愛知県立東海商業高等学校 オリジナルキャラクターを利用し、知的財産権を学習する 

商 10 兵庫県立神戸商業高等学校 本校開発商品にかかる知的財産権を学ぶ 

商 11 島根県立出雲商業高等学校 ふるさとデザイン学習を通した創造力・実践力・活用力の育成について 

商 12 岡山県立津山商業高等学校 地域をデザインする 

商 13 瓊浦高等学校 商品開発等の創造的・実践的活動を通しての知財マインドの醸成 
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学校 

番号 

ねらい 関連する法律 

ページ 
知
財
の
重
要
性 

法
制
度
／
出
願 

課
題
解
決 

地
域
と
の
連
携
活
動 

人
材
育
成 

学
校
組
織
・運
営
体
制 

特
許
／
実
用
法 

意
匠
法 

商
標
法 

著
作
権
法 

種
苗
法 

そ
の
他 

工 43 ○  ○    ○ ○     Ⅱ－１００ 

工 44 ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１０２ 

工 45 ○ ○ ○  ○  ○      Ⅱ－１０４ 

工 46 ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１０６ 

展商 01 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１０８ 

展商 02 ○  ○ ○ ○   ○ ○    Ⅱ－１１０ 

商 01 ○  ○ ○ ○  ○  ○    Ⅱ－１１２ 

商 02 ○  ○ ○   ○  ○    Ⅱ－１１４ 

商 03 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○     Ⅱ－１１６ 

商 04 ○  ○ ○     ○    Ⅱ－１１８ 

商 05 ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１２０ 

商 06 ○  ○ ○     ○ ○   Ⅱ－１２２ 

商 07 ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○    Ⅱ－１２４ 

商 08 ○  ○ ○ ○   ○ ○    Ⅱ－１２６ 

商 09   ○ ○     ○    Ⅱ－１２８ 

商 10 ○  ○ ○     ○    Ⅱ－１３０ 

商 11 ○  ○ ○    ○ ○    Ⅱ－１３２ 

商 12   ○ ○    ○ ○    Ⅱ－１３４ 

商 13 ○  ○ ○   ○  ○    Ⅱ－１３６ 
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各校の取組のタイトル・取組のねらい・関連法 等 （その４） 

学校 

番号 
学校名 タイトル 

商 14 鹿児島県立串良商業高等学校 商品開発を通した知的財産権の学習と産業人材の育成 

商 15 出水市立出水商業高等学校 知的財産権の基礎を理解する 

商 16 鹿児島県立 明桜館高等学校 「知財人材育成（知的財産学習）推進の工夫と今後の展望について」 

商 17 霧島市立国分中央高等学校 
地域活性化に向けたチャレンジショップの運営を通して知的財産権

を理解する。 

展農 01 岐阜県立大垣養老高等学校 

知的財産学習と専門学習を融合した研究活動の展開 

―地域・企業等と連携した知的財産学習のシステム作りと校内外指

導体制の充実― 

展農 02 大阪府立農芸高等学校 果樹栽培における知的財産学習 

農 01 宮城県農業高等学校 地元の伝統野菜の栽培から６次産業化を目指した取り組み 

農 02 山形県立上山明新館高等学校 
地域資源植物｢食用ホオズキ｣･｢ベニバナ｣･｢夏秋イチゴ｣の栽培と商

品開発を通じて知的財産権を学ぶ 

農 03 長野県北佐久農業高等学校 
地域連携とショップ経営に専門高校生の知的創造力を活かし地域産

業の活性化を目目指す 

農 04 岐阜県立岐阜農林高等学校 ＳＮＳを活用した産学学官連携による商品開発プロジェクト 

農 05 大阪府立枚岡樟風高等学校 
里山保全および食品に関連した商品開発を通じて地域を活性化さ

せる 

農 06 長崎県立島原農業高等学校 
農業専門学習全般に知財学習を取り入れ創造力・実践力・活用力を

育む 

農 07 鹿児島県立鹿屋農業高等学校 発想力をものつくりに生かし，独創的な物を作ろう。 

農 08 鹿児島県立市来農芸高等学校 
地域農業を活性化する人材の育成を目指して～寮学習を中心とし

た知的財産学習の推進～ 

展水 01 宮城県水産高等学校 
学校全体で取り組む、宮城水産高らしい知財学習。知財の力で地域

復興加速！ 

水 01 青森県立八戸水産高等学校 知財学習を通した６次産業化と地域団体商標に関する取り組み 

水 02 秋田県立男鹿海洋高等学校 男鹿おもてなし創作プロジェクト 

水 03 愛媛県立宇和島水産高等学校 
新製品の開発を通して知的財産を学ぶ～知的財産学習の定着を目

指して～ 

水 04 福岡県立水産高等学校 
知的人材育成（知的財産学習）推進の工夫と今後の展望について 
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学校 

番号 

ねらい 関連する法律 

ページ 
知
財
の
重
要
性 

法
制
度
／
出
願 

課
題
解
決 

地
域
と
の
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携
活
動 

人
材
育
成 

学
校
組
織
・運
営
体
制 
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許
／
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用
法 

意
匠
法 

商
標
法 

著
作
権
法 

種
苗
法 

そ
の
他 

商 14 ○  ○ ○ ○    ○ ○   Ⅱ－１３８ 

商 15 ○  ○ ○     ○    Ⅱ－１４０ 

商 16 ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１４２ 

商 17 ○  ○ ○ ○    ○    Ⅱ－１４４ 

展農 01 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○    Ⅱ－１４６ 

展農 02 ○  ○ ○ ○  ○  ○ ○   Ⅱ－１４８ 

農 01 ○   ○   ○      Ⅱ－１５０ 

農 02 ○   ○     ○    Ⅱ－１５２ 

農 03 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－１５４ 

農 04 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○   Ⅱ－１５６ 

農 05 ○  ○ ○   ○  ○    Ⅱ－１５８ 

農 06 ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○    Ⅱ－１６０ 

農 07 ○  ○  ○     ○   Ⅱ－１６２ 

農 08 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  Ⅱ－１６４ 

展水 01 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    Ⅱ－１６６ 

水 01 ○  ○ ○     ○    Ⅱ－１６８ 

水 02 ○  ○  ○ ○   ○    Ⅱ－１７０ 

水 03 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    Ⅱ－１７２ 

水 04 ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１７４ 
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各校の取組のタイトル・取組のねらい・関連法 等 （その５） 

学校 

番号 
学校名 タイトル 

水 05 大分県立津久見高等学校海洋科学校 ６次産業化に対応できる職業人として必要な知的財産に関する学習 

水 06 鹿児島県立鹿児島水産高等学校 
チョウザメをはじめとする各種魚介類の飼育技術や器材開発におけ

る知的財産権等に関する学習 

展専 01 鈴鹿工業高等専門学校 
知財活動（創造・保護・活用）で育てる地域未来産業人材～地域の

課題を学生と取組む～ 

専 01 旭川工業高等専門学校 グローバル化社会に対応した実務に役立つ実践的な知財学習 

専 02 八戸工業高等専門学校 産業財産権標準テキストを創成科目に活用した知的財産学習 

専 03 茨城工業高等専門学校 日常の研究活動からの知的財産創出 

専 04 群馬工業高等専門学校 
技術者が備えるべき技能や人間力を習得するための総合的学習経

験と創造的思考力学習 

専 05 富山高等専門学校 低学年から高学年まで発達習熟度に応じた知財学習の構築 

専 06 福井工業高等専門学校 知的財産学習の全学的取組に向けて 

専 07 長野工業高等専門学校 
知的財産権学習を活用したアイデア創出・課題解決能力の育成と実

践 

専 08 岐阜工業高等専門学校 ＰＢＬ型ものづくり学習における知的財産権データベースの活用 

専 09 和歌山工業高等専門学校 
知的財産権法や制度の基礎知識の習得知財アイデアの創出・創出

したアイデアの具現化・デザインパテントコンテストの応募 

専 10 津山工業高等専門学校 知的財産学習を軸とした地域連携の促進 

専 11 呉工業高等専門学校 高専本科 5 年間を通じた知財学習 

専 12 香川高等専門学校 学生による知財創造を推進する学習プログラムの実践 

専 13 新居浜工業高等専門学校 

技術者としての知的財産権に関する理解を深め、身近なテーマを題

材して明細書作成能力を養い、知財に関する検定試験、各種学外コ

ンテストへチャレンジし、知的財産マインドを育てると共に知的財産

権制度の理解を促進する 

専 14 北九州工業高等専門学校 特許制度及び権利化の手続きについて理解を深めさせる 

専 15 久留米工業高等専門学校 創造工学実験等での成果を特許に結びつける試みに関する研究 
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学校 

番号 

ねらい 関連する法律 
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作
権
法 

種
苗
法 

そ
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他 

水 05 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    Ⅱ－１７６ 

水 06 ○  ○ ○     ○    Ⅱ－１７８ 

展専 01 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    Ⅱ－１８０ 

専 01 ○   ○   ○      Ⅱ－１８２ 

専 02 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－１８４ 

専 03 ○ ○  ○   ○      Ⅱ－１８６ 

専 04 ○  ○    ○ ○     Ⅱ－１８８ 

専 05 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１９０ 

専 06 ○  ○ ○   ○      Ⅱ－１９２ 

専 07 ○  ○    ○      Ⅱ－１９４ 

専 08 ○  ○    ○      Ⅱ－１９６ 

専 09 ○ ○   ○  ○ ○ ○ ○   Ⅱ－１９８ 

専 10 ○   ○   ○      Ⅱ－２００ 

専 11 ○  ○  ○  ○ ○ ○ ○   Ⅱ－２０２ 

専 12 ○ ○ ○ ○ ○  ○      Ⅱ－２０４ 

専 13 ○ ○  ○   ○      Ⅱ－２０６ 

専 14 ○    ○  ○      Ⅱ－２０８ 

専 15 ○ ○ ○    ○ ○     Ⅱ－２１０ 
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学校番号 展工０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長崎県立長崎工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
花田 義晴 

学校情報 
所在地：長崎県長崎市岩屋町41番 22号 

TEL：095-856-0115、FAX：095-856-0117、URL：http://nagasaki-th.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

工業科生徒の創造性・独創性を育む効果的な指導方法と体制づくり 
～長崎県の工業高校が連携して取り組む知的財産学習～ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

【目的】長崎県の工業科を有する学校が一丸となって知的財産教育に取り組むために、県レベル（工業科）における

組織体制を構築する。 

【目標】①「長崎県高等学校知財教育推進委員会」を設立し、指導内容の精査を図り、全国の工業高校の参考となる

ような指導のモデルケースを作成する。②外部講師（弁理士・大学教授等）による職員研修を実施し、職員のスキル

アップを図るとともに、特許・意匠権の出願に向けた審査及び申請手続きができる人材を育成する。③各校が共通し

て利用する創造性教育、知的財産教育の教材（ツール）を確立する。 

（取組の背景）これまでの長崎県内の工業高校について次のとおりである。 

①学校独自で知財教育を推進していたが、県全体への広がりが見られなかった。②県内独自の「長崎県発明創意工夫

コンクール」の優秀作品が特許・意匠等の権利化までに至っていない。③これまでに特許権・商標権の取得実績（大

村工業高校、長崎工業高校）は出せたが、製品化・商品化等の「権利の活用」までに至っていない。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

①「長崎県高等学校知財教育推進委員会」設立。長崎工業高校内に本委員会の事務局を設置。県内４工業高校から本

委員会の委員を１名選出。 

※県内５工業高校：長崎工業高校（事務局）、佐世保工業高校、島原工業高校、鹿町工業高校、大村工業高校 

  ⇒事務局を中心として各学校の委員が自校の中で、知財教育について進めていき情報交換などを進めていきなが

ら連携を図る。 

②長崎県高等学校知財教育推進委員会の開催（第１回～第４回 ７月、１０月、１２月、２月） 

 それぞれ学校での取り組みについての報告や事務局からの連絡など、ざっくばらんな情報交換の場。 

③知財推進委員を対象とした研修会（第１回～第３回 ７月、１０月、１２月） 

 ・第１回 知財教育の進め方  講師：徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部 出口祥啓 教授 

 ・第２回 長崎工業高校インテリア科１年生 工業技術基礎 公開授業  指導者：インテリア科教諭 花田義晴 

 ・第３回 アイデア創出方法や特許申請について 講師：一般社団法人 発明学会 中本繁実 氏 

④生徒・教職員を対象とした知財特別講演会（１２月） 

 「得意」、「大好き」な知識が「知的財産権」になる特許（発明）のヒントは、どこにでもある！ 

講師：一般社団法人 発明学会 中本繁実 氏 

⑤パテントコンテスト・デザインパテントコンテストへの応募（９月） 

 長崎工業高校インテリア科 デザインパテントに２１件応募。うち２件が出願支援対象。 

 長崎工業高校定時制 パテント、デザインパテントに６件応募。 

⑥工業技術基礎における知的財産教育（年間） 

 県下５工業高校において、学校・学科でバラツキはあるが、標準テキストやＤＶＤ、アイデア創出演習などを行っ

ているところもあれば、これから実施していく準備計画をしているところもある。⇒委員会で実践報告 

⑦他校への視察等（７月、８月、１２月） 

 ・地域別研究協議会 福岡県立小倉工業高校（事務局から２名参加） 

 ・知財人材育成・知的財産教育実践交流研修会IN東海・近畿 岐阜県立大垣養老高校（事務局から１名参加） 

 ・第１１回知的財産教育セミナー 鹿児島県立加治木工業高校（長崎県から９名参加） 

成果  今まで長崎県下の工業高校では、知的財産に関する取り組みを行っていたが、単年で終わってしまったり、複数年
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・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

取り組んでもなかなか定着していない状況であった。定着しない理由として、知財を指導する基盤が不安定である点

があげられる。例えば、知財を扱う教員の不足や知財教育は難しいといった概念を多くの教員がもっているところだ

と考える。そこで本事業を通じて３年間で、工業科生徒の創造性・独創性を育む効果的な指導方法と体制づくりを構

築することが目的である。 

この１年間では組織体制を作ることを最優先とした。７月に委員会を設立して学校間、教員間のネットワークをつ

くり、いつでもどこでも情報交換や議論ができる雰囲気作りに努めた。会の設立当初は、会議を開催してもなかなか

意見が出ずに、重苦しい空気だけがあったが、第３回の会議では、各学校の委員と教頭さらに実際に知財の授業を行

っている担当者も参加し、活発な意見交換をおこなうことができた。その時期に加治木工業高校で開催されたセミナ

ーにも長崎県から９名もの参加があった。 

また、次年度では４７年の歴史がある「長崎県発明創意工夫コンクール」を本事業とリンクさせたいと考え、現在 

その運営方式や日程などの検討に入っている。知財に関する生徒の成果発表の場となり得るべく、パテント・デザイ

ンパテントコンテストと関連づけを行っていく予定である。 

この３年間は、各学校の担当者を中心として連携がなければ、長崎県下工業高校の知財教育の定着は不可能と考え

る。これからも多くの方の意見やアドバイスを頂きながら、推進して行ければと思う。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県高等学校知財教育推進委員会の様子（第３回） 研修会の様子（第１回） 

公開授業の様子（第２回研修会） 公開授業の様子（第２回研修会） 

知財特別講演会の様子 知財特別講演会の様子 
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学校番号 展工０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 大分県立大分工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
佐藤 新太郎 

学校情報 
所在地：大分県大分市芳河原台１２－１ 

TEL：097-568-7322 ／ FAX：097-568-7319、URL：http://kou.oita-ed.jp/oitakougyou/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

アクティブラーニングな創造性開発教材「紙テーブル」 

－考えることを止めた？「ＤＡＩＫＯ生」への処方箋－ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 アクティブラーニングな創造性教育で日本の教育界を変える！？ 

（取組の背景） 

□本校の組織「大工の今後を考える会」が緊急報告。本校の生徒を以下のように分析した。 

・まじめだが，元気（覇気）がない ・自ら学ぼうとする姿勢が足りない 

・指示待ちが多く，指導に時間がかかる。 ・家庭学習時間習慣が身についていない。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

今年度，本校機械科において，教科「工業技術基礎」の４つあ

る学習項目の一つを「計測・知財」とし，知的財産教育内容の導

入に成功した。これにより，合計80名の生徒が10名という少人

数で，工業所有権テキストを用いて，知財の概要やモラルを学び

，発想訓練としてBSやMM，「紙タワー」や「紙テーブル」作成

等を行った。 

この「紙テーブル」という教材は公立高校では初の実践と言って

よいのではなかろうか。このアイディアは，スーパーサイエンス

ハイスクール（SSH）に指定されている東京工業大学付属科学技

術高等学校の発表会（東京都港区，2014年 11月 14日）に参加さ

せていただいた際に，報告された内容である。チームを組んだ生

徒も（私も）頭をフル回転しながらペンやはさみを握りしめなが

ら創作活動をして盛り上がったことを記憶している。 

それを本校向けにアレンジしたものが「紙テーブル」である。  

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

紙タワー以上に生徒の心をとらえる力をもっている教材が「紙テーブル」である。紙でテー

ブルを作り，最後に分銅を 10ｇずつを載せていくことで強度検査を行い，一番重い重量を

支えることができたテーブルは高得点を得ることには変わりないが，勝ちとは限らない。

なぜかというと，強度だけでなく，デザイン力とプレゼンテーション力も評価項目に加わ

るからである。スピーチとは，自分の作品をみんなの前で紹介（題名や特徴）するという

単純な内容であるが，これをすることでさらに授業の緊張感が増してくる。生徒はいつに

もまして真剣に授業を受けていた。日頃は覇気がなかった生徒もいきいきとしていた。 

生徒の感想文には「特に頭が疲れた」「考えれば考えるほど案が浮かんできて楽しかった」

という記述があり，効果のほどが読み取れる。 

校長の「次年度は全科に広める！」という強い意気込みもあり，次年度は機械科だけでなく

全科に広めていく。現在，知財教育推進委員会を中心に検討中である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。 

板書はこれだけ！？ 
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生徒の感想文 

 

紙テーブルの指導案（東工大付属SSH発表会資料より抜粋）
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学校番号 工０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 北海道滝川工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
大 島 峰 幸 

学校情報 
所在地：北海道滝川市二の坂町西１丁目１番５号 

TEL：0125-22-1601、FAX：0125-22-1604、URL：http://www.takikawa-th.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

創造力の育成と「ものづくり」 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 ・「ものづくり」と「知的財産」の結びつきを意識して考えさせ、社会で必要な創造力を身

につける。 

・知的財産に関する興味・関心を高めて、モラルやマインドを育成する。 

（取組の背景） 

 「ものづくり」には創造力が必要であり、その活動の中でアイディアを形にする楽しさを学

んだ生徒を育てたい。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１年間の活動 

 

（１） 産業財産権標準テキスト総合編を用いて、身近にある知財を見つけ特許法や実用新案法

についての理解を深めた 

（２） ＩＰＤＬの公報テキスト検索を用いて、多くの公報を見せるとともに先行技術調査を行

った 

（３） 他校の取り組み事例ビデオにより、さまざまなアイディアを見せることで自分たちのア

イディアを考えるきっかけとした 

（４） 紙タワーやパスタタワーなどの創造力を高める体験を行った 

（５） 圧電素子を用いたトランポリン発電と太陽光発電を用いた車いすの研究と製作を行った 

（６）全国産業教育フェア宮城県大会、知的財産地域別研修会において生徒発表 

（７）スーパーサイエンスハイスクール指定校での作品展示 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

成果 

・基礎的な知識をもとに、課題を解決するために自分で考えて行動する姿勢を見せるように 

なった。 

・試作したものをベースに改善点を考え、解決に向けて積極的に行動していた。 

気づき 

・身近なものからでもアイディアを見つけることができることを知り、「新しいものづくり」

をすることができた。 

課題 

・学校としての知的財産の取り組みを確立する。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真           メンバー           想像力を高める取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

トランポリン発電製作風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

車いす製作風景 

 

第２４回全国産業教育フェア宮城県大会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月８、９日に開催された第２４回全国産業教育フェアに参加し製作物の展示、発表を 

行いました。発表については２つのテーマの中から圧電素子を用いたトランポリン発電装

置について発表をしました。北海道の高校として初めての受賞となる「優秀創造力賞」を

受賞することができました。また、全国の高校生の取り組みを見ることができてとても有

効な機会になりました。 
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学校番号 工０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岩手県立盛岡工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
 玉山 明 

学校情報 
所在地：岩手県盛岡市羽場１８－１１－１ 

TEL：019-638-3141、FAX：019-638-8134、URL：http://www2.iwate-ed.jp/mot-h/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

特別支援学校と連携した課題解決への知的財産学習活用 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産教育について職員への啓蒙活動 

 知的財産権についての指導 

 ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ応募に向けて 

特別支援学校との連携と支援 

（取組の背景） 

 知財開発事業３年目になり、先進校の取り組みを参考にしながら本校での知財教育の基本を

構築するため 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

①  年度初めに知財教育推進事業へ参加している事を連絡した。 

②  昨年から課題研究で取り組んできた「感光器」を視覚支援学校へ贈呈する活動を進める。 

③  学校祭で、「ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ品作り」と地域の連携を取り入れた「害獣対策」の製作と効果の検証

を行う。 

④  工業技術基礎での「知財ﾃｰﾏ」の指導方法の改善とﾃｷｽﾄの修正を行う。 

⑤  電気科の生徒を対象に、ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ応募のｱｲﾃﾞｱ創造の夏休み課題出題と、その提出課題を

活用した、工業技術基礎での学習。 

⑥  ３年生対象の知的財産権講演会開催 

⑦  １年生対象の知的財産に関する授業 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

まとめ 

○支援学校との連携では、「感光器」贈呈をきっかけにして、次の連携課題の提案をいただく

ことができたし、支援学校への訪問により、生徒が障がい者をよく理解出来た。 

○障がい者施設を訪問し、支援学校訪問と同じように障がい者の実情を知ることが出来た。 

○新たな知財事業に取り組むには、単年度で完結出来ないものであり、２・３年を目処にして

取り組みを行っていくことが必要である。 

○３年生の講演会講師は地元の企業代表に依頼できた。 

課題 

○学年対象の講演会は恒例となってきているが、適任講師の情報が少なく選出に手間取った。

１年生対象の講演を授業で指導していく事に変更した。 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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３年生の講演会           感光贈呈式記事    学校祭に向けたﾌﾞﾗﾝﾄﾞ作り 

  

工業技術基礎の指導内容改善      地域と連携した工業高校の製作「害獣追い払い器」 

 

 （ 地 域 や 支 援 学 校 と の 連 携 ） 「 感 光 器 」 贈 呈 の 取 組 と 地 域 と の 連 携 に つ い て                                 

  

 

生徒が考えたデザイン！ 贈呈の新聞写真！ 

トウモロコシをタヌキか

ら守る為の装置 

３年生 

講演会の様子 

点字本の説明を受けている様子 
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学校番号 工０３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 宮城県石巻工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
教諭 廣岡芳雄 

学校情報 
所在地：宮城県石巻市貞山五丁目１－１ 

TEL：0225-22-6338、FAX：0225-22-6339、URL： http://ishiko.myswan.ne.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」を通した知的財産の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 地域連携のアイデアで地域を幸せにする。 

（取組の背景） 

 ３年前の東日本大震災で石巻市は壊滅的な被害を受け、地域の復興のために様々な取り組み

が行われている。 

石巻市の工業高校として地域復興のために高校生ができること（アイデア）を考え、そのア

イデアを実現するための取り組みを行う。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・工業高校で学んだ専門知識をどう活用していくかを考え体験させた。 

・物事をいろいろな角度から見ることができるように重点をおいて指導した。 

・従来の「覚える授業」を「考える授業」になるように実習のカリキュラム（内容）を変更し

た。単純作業を減らし、生徒の試行錯誤の時間を増やした。なぜそうなるのか、なぜそう考

えたのか、など実習項目の中に考える部分を追加した。 

 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・「考える授業」へ向けた実習のカリキュラムの変更を行った。生徒の考える時間を増やし、

自分の考えを周りに発表する場を作った。当初の実習は教員が思うように進まず焦ったが、

実習の後半からは積極的な発言も多くなり意欲的な取り組みができるようになった。 

・ここ数年は本校職員のみで知的財産教育を取り組んできたが、外部講師（大学、他校種）の

講座（授業）を行うことで生徒に違った切り口からの指導ができた。知財の教え方（見るポ

イント）なども校種によって異なり、同じテーマでもいろいろな指導方法があることが勉強

になった。このことが本校職員の指導力の向上になった。 

・生徒も普段の授業とは異なり興味関心を持って取り組んでいた。課題の設定を工夫すること

で、知的財産への理解が深化していくことも分かった。 

・地域連携に向けて取り組んできたが内容は十分とは言えない。しかし生徒は自分が学んだ専

門知識が他の分野でも活用できるということを体験することができた。今後この活動を発展

させ、地域を幸せにしていけるように知的財産教育をさらに進めていきたいと思う。 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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農業高校との連携授業 「植物工場」 

   

課題研究 プロジェクションマッピング（防災地図）、LEGO 

 

知的財産講座 

  
1年 工業技術基礎「マイクロプロセッサ実習」 

  

1年 工業技術基礎「スマートフォンアプリ開発」 

   

さんフェア宮城2014    (ビーコンを利用したスマホアプリを開発) 

 

ものづくりコンテスト東北大会 
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学校番号 工０４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 山形県立村山産業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
星川 貴博 

学校情報 
所在地：山形県村山市楯岡北町１－３－１ 

TEL：0237-55-2538、FAX：0237-55-5134 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

環境に配慮し社会に役立つものづくりを通した知的財産学習の理解と取得を目指す  

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

環境に配慮し社会に役立つものづくりを通した知的財産権の理解とその重要性について学

び、特許・商標・意匠のいずれかの産業財産権の取得を目指す。 

（取組の背景） 

工業高校から産業高校への移行に伴い、これまでの校内委員会等がすべて再編されるた

め、産業財産権の推進を平成８年から行っている本校がイニシアチブを取り、産業高校でも

生徒が知的財産に関する教育を受けられるようにする。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

○校内ものづくりアイディアコンテスト 

全校生を対象に、校内ものづくりアイディアコンテストを実施。 

   普段、「何気なく使用」しているものをさらに改良を加えることで、より使いやすい 

製品を考案。提出された作品内から８作品を校内のものづくり委員会で選出、県の 

発明くふう展へ出展する。選出された作品の生徒には知的財産に関する指導を行う。 

○学校イメージキャラクタの製作と商標権取得 

   開校初年度にあたり、学校をまとめる意味からもイメージキャラクタを考案する。 

   ネーミングは生徒・職員から募集し、各種学校行事にも使用する。 

商標権を取得し本物を目指す。 

○ゲーム工学 

簡単な発想訓練を導入として、実際に権利化されているものの理解を図り、生徒目線の

アイディアの創出と制作を行った。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

○校内ものづくりアイディアコンテスト 

   応募数が伸び悩んだ。発明くふう展へ出展するも入賞できなかった。知財の意識付けと

いう面では良かった。 

○学校イメージキャラクタの製作と商標権取得 

   生徒は意欲的に取り組んだ。知財アドバイザーと協力しながら申請し、商標権を取得す

ることができた。またビニール袋、ステッカー、焼き菓子、ポスター、看板などにも利

用された。 

○ゲーム工学 

授業の中で行い、一斉授業で行える半面、年間で行える時間数が限られており、 

今後の課題である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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図１ 校内ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ用紙           図２ 校内ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「ま・ろ～ずちゃん」 

～本校イメージキャラクターの考案と商標権取得の取組について～ 

 

農業高校と工業高校が合併しさらに商業科が加わり産業高校としてスタート。 

「愛されるキャラクターを考案し学校を一つにまとめたい」という思いで生徒達が取り組みました。 

ネーミングを全校生徒・職員に募集し、 

①まろやかに学校がまとまっていこう 

②まろのような眉毛 

③市花がバラ などの理由から 

「ま・ろ～ずちゃん」と命名しました。            

 商標権の取得に関しては、県発明協会の知財               

アドバイザーに相談し、助言をいただきながら                      

スムーズに申請することができました。                                                    

 現在「ま・ろ～ずちゃん」は、等身大の                      

人形、ビニール袋、ステッカー、焼き菓子、                     

ポスター、看板などで活躍しています。                   
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学校番号 工０５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 茨城県立勝田工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
荻野 晃久 

学校情報 
所在地：茨城県ひたちなか市松戸町３－１０－１ 

TEL：029-272-4351、FAX：029-276-1651、URL：http:www.katsuta.th.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知財学習の定着 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 平成23,24年度の2年間にわたる導入段階を経て、知財学習の定着と教科への導入を検討する 

（取組の背景） 

 平成 23,24 年度は各 1 件ずつ本校関連の商標を取得したが、平成 26 年度は 3 年科目「課題研

究」の中で知財各種ｺﾝﾃｽﾄ応募者や知財技能検定受検者の養成により、本校知財学習の定着を図

ろうと考えた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・知財ｺﾝﾃｽﾄ応募養成講習を3年「課題研究」の中で実施した。 

・知財関連図書を購入して生徒の知財知識定着を図った。 

・知財関連知識認知度調査(ｱﾝｹｰﾄ)2年生に実施し、平成23年度の同調査と比較した。 

・「産業財産権標準ﾃｷｽﾄ」を使った2年生徒向け知財講演会を実施した。 

・知財ｺﾝﾃｽﾄ(ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ)応募のための試作品作成に取り組んだ。 

・知財ｺﾝﾃｽﾄ(ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ)応募のための試作品完成度の深化に取り組んだ。 

・知財ｺﾝﾃｽﾄ(ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ)に 2件応募した。 

・弁理士による2年生徒向け知財講演会を実施した。 

・知財管理技能検定3級の内容学習を3年「課題研究」の中で実施した。 

・教員向け知財ｾﾐﾅｰを開催した 

・取組成果を校内研究発表会及び県内生徒研究発表会にて 3 年「課題研究」知財研究班が発表

した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

本校では、今年度からﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄへの応募を始めたが、3年「課題研究」知財研究班 7名が 2

件応募し、そのうち 1 件が入選を果たしたことは、今後の本校知財教育定着への大きな足がか

りになると思われる。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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茨城県立勝田工業高等学校 校舎外観     標準ﾃｷｽﾄを使った2年生徒向け知財講演会 
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弁理士による2年生徒向け知財講演会       問：知的財産について知っていますか 

知財講演会前に実施した2年生徒向け 

知財認知度調査結果(抜粋) 

 

 

特記すべき取組と成果：パテントコンテスト応募に係る取組について 

  

 

本校では今年度からﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄへの応募を

始めたが、3 年「課題研究」知的財産研究班

7 名が 2 件応募し、そのうち 1 件が入選を果

たしたことは、今後の本校知財教育定着への

大きな足がかりになると思われる。 

 

 

 

 

 

                    3年「課題研究」ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ取組の様子 
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学校番号 工０６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 群馬県立前橋工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
大久保 哲也 

学校情報 
所在地：群馬県前橋市石関町１３７－１ 

TEL：027-264-7100、FAX：027-264-7101、URL：http://www.maeko-hs.gsn.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

a）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 c）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

d）地域との連携活動 e）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） a）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

  

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」をとおした知的財産権学習～地元企業との連携～ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

  地元企業との連携をとおし、知財の基礎知識、弁理士の招聘、IPDL 検索、発想法学習を実

践し、ものづくりに必要なアイデアを形にする力の育成を行う。「ものづくり」では知財に

配慮した内容で、種々の工作機械や３Ｄプリンタを活用しアイデアを形にする力の育成を行

う。   

（取組の背景） 

  工業と知財は密接に繋がっており、その基本である「ものづくり」を通じ知的財産教育を

行うことが、知財立国の礎になると考え、テーマ設定を行った。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

（１） 弁理士講演会 

７月に地元企業の弁理士（関東弁理士会より派遣）による知的財産権に対する講演会を実

施した。講義だけでなく、ゼムクリップを題材にした体験型の内容に、生徒もアイデアを形

にする手順を理解することができた。 

 

（２） ＩＰＤＬ講習会 

情報技術基礎の授業にてＩＰＤＬ講習会を実施した。課題研究等でものづくりをするうえ

で必要となる、知的財産権に対する配慮、調べる方法を学んだ。 

 

（３） 課題研究（ものづくり） 

・３Ｄ－ＣＡＤ  アイデアを図面にし、それを３Ｄプリンターにて立体造形を行い、 

コンテストにて入賞 

・マイコンカー  車体の設計製作をし、プログラムやアイデアを出し合いながら作成。

大会にて入賞 

・電気自動車  車体を設計製作し、夏には車体製作の教員研修も実施、アイデアを形に

するノウハウを全県的に広めた。電気自動車大会の開催を行った。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

３Ｄプリンタや弁理士講演会など地元企業と連携をすることができたのが大きな成果であっ

た。しかし、一部の学科の取り組みとなってしまい、全科的な取り組みに発展することができ

なかった。 

来年度は、さらに地元企業との連携を強化し、知的財産教育の裾野を広げる努力をしたい。

工業と知財とは密接に繋がっており、高校では基礎的なことは教える必要があると認識した。         

本年度は地域別研究協議会を本校で実施し、校内での教員研修の機会を設けることができたの

も大きな成果である。 
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「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

   

３Ｄ－ＣＡＤ作品（入賞作品） ３Ｄ－ＣＡＤ作品（入賞作品） 

３Ｄプリンタ作品 （ ぐんまちゃん 許諾第２６－１９０９７２ ） 

弁理士講演会 （ ゼムクリップ製作 ） 
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学校番号 工０７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 神奈川県立向の岡工業高等学校 

(定時制) 

担当教員／ 

教官名 
北川 康弘 

学校情報 

所在地：神奈川県川崎市多摩区堰1-28-1 

TEL：044-833-6544、FAX：044-812-6556、 

URL：http://www.mukainooka-th.pen-kanagawa.ed.jp/teiji/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」を通して知的財産の知識を身につけその活用を図る 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 定時制総合学科における授業展開での「ものづくり」を通した知的財産学習。 

専門教科、部活動だけでなく、学校行事、普通教科を含めた学校全体での知的財産学習を目指

す。 

（取組の背景） 

（背景）本校定時制は工業科から総合学科に改編し 7 年が経過し、選択科目が多くなる中、も

のづくりの選択科目として（学校設定科目・選択）「電子ロボットの基礎」を平成 22 年度に開

講した。部活動においてもロボット製作に力を入れており、大会用ロボット製作以外にイベン

ト用「虫型ロボット」などを製作し企業や博物館から製作依頼されることもあった。生徒が製

作したロボットにどのような知的財産権が発生するのかを考えるとともに、定時制総合学科に

おける「ものづくり」を通して知的財産について学ぶ。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【1年次  総合学科  ものづくりの基礎】 

 創意工夫演習として、生徒独自のアイデアによる風車を製作し、どのようにすれば回転数を

上げられるかを考えさせた。また、デザインについても考えさせた。デコレーション箸を製作

し、デザイン性や機能性を考えさせた。 

【1年次  総合学科   社会と情報】 

 知的財産権に関する資料を用いて、著作権・特許権・実用新案権の意義や必要性を学習し

た。 

【2年次  総合学科    総合的な学習の時間】 

 模倣品による被害などの最近の知的財産に関する問題について、新聞記事や産業財産権標準

テキスト（総合編）、知財に関する DVD、テレビ番組（トレンドたまご（テレビ東京））を参考

に学習した。さらに紙ペン立てや紙タワー、ひと裁ち折り、立体パズルなどの製作により、創

意工夫演習を行った。また専門家による講演も行い、発明の考え方について学んだ。 

【全学年  総合学科   学校行事（学習成果発表会・文化祭）】 

 学習成果発表会では、授業や部活動での１年間の取組みについて、知的財産権を意識したも

のづくりについて発表。文化祭では、本校の知的財産教育の取組みについて展示紹介した。 

【部活動】 

 生徒自ら考案した大会用ロボットやコンセプトロボットを製作すると共に、特許･意匠に関す

る模擬出願書類の作成を行った。製作したロボットのデザインや機構にどのような知的財産権
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が発生するのかを学習した。宇宙エレベーターロボット製作について IPDL検索を行い､どのよう

な特許があるか調べて参考にした。 

【教職員】知財に関する研修会の資料を全職員に提示し、知的財産についての理解を深めた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

（まとめ）特定の専門科目以外の普通教科でも知的財産教育を行えるように工夫した。教職員

への研修に重点を置き、全国で開催される知的財産に関する研修会への参加を促した。そこで

の知識をもとに校内で知的財産教育を行った。また、研修会で得た知識を全職員に紹介した。

授業では著作権、特許権などの知的財産権だけではなく、ものづくりを通した創意工夫演習を

行った。部活動についても同様に特許・意匠に結びつくようなアイデアを考えながらロボット

製作を行った。部活動では、電子ロボと遊ぶアイデアコンテスト大会に出場。宇宙エレベータ

ー記録会に参加。 

（気づき）外部講師による講演を通して、生徒に発明を通して知的財産権についての意識付け

ができた。 

（反省・課題）普通教科においても知的財産教育ができるように心がけたが、まだ十分にはで

きていない。今後はさらに取組みを進め、学校全体で知的財産教育ができるように取り組みた

い。また、パテントコンテストにも応募できるよう生徒のアイデア創出を図りたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

宇宙エレベーター記録会 ロボフェスタ2014で 

東工大広瀬先生の講演を聴講 

知的財産に関する講演 

電子ロボと遊ぶ 

アイデアコンテスト大会 

ペン立ての製作 風車の製作 アンケート結果 

専門家による発明講演 

他校学園祭での知財紹介 ひと裁ち折りの製作 
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学校番号 工０８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 石川県立金沢北陵高等学校 
担当教員／ 

教官名 
宮本 隆一 

学校情報 

所在地：石川県金沢市吉原町ワ21番地 

TEL：076-258-1100、FAX：076-257-9090、 

URLhttp://www.ishikawa-c.ed.jp/~hokurh/hp_hokurh/H22HP/index.html 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

産業財産権標準テキストを活用した知財学習プログラムの実践 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 標準テキスト総合編を活用し、知的財産制度の概要・意義・重要性についての理解を促進

し、知的財産マインドの育成を目的とした実体験型プログラムを開発する。 

（取組の背景） 

 知的財産制度の概要・意義・重要性について理解を促進する。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 ・コンテストや大会への参加を目的とした生徒の創意工夫する態度を引き出す。 

①アイディアの大切さを理解し、アイディアを生み出す手法を体験する。 

 

・技能検定試験の取得を目指すなかで、改善をテーマに課題解決の態度を引き出す。 

①設計・製作及び効率の良い工程の考案を行なった 

 

・知的財産学習をテーマとした小中学校への出前授業を通じて、教えることによって知的財産

制度についてより深く学ぶ。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・セミナー形式で、産業財産権について簡単に触れた。身近な具体例を挙げ、興味・ 

関心を持つよう配慮した。 

 

・システムやロボットの開発や改良に向けてブレーンストーミングやKJ法を活用し 

アイデアを出すことを通じて、創造的発想力が付くよう指導した。 

 

・創造的発想よりも試行錯誤を繰り返して取り組む方が、具体的な対象物が目の前に 

あるためか、生徒の取組に対する意識は高い。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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   ロボット競技大会の様子①                ロボット製作の様子 

 

出前授業親子工作教室の様子①            出前授業親子工作教室の様子② 

 

   ロボット相撲北信越大会３位、４位入賞  

 

 

 

 

技能検定(数値制御旋盤)新聞報道 
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学校番号 工０９ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 石川県立工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
蓮本英樹 

学校情報 
所在地：石川県金沢市本多町２－３－６ 

TEL：076-261-7156、FAX：076-234-8008、URL：http://www.ishikawa-c.ed.jp/~kenkoh/ 
 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・機械システム科第１学年に対して、知的財産教育の基礎を理解させる。 

・機械システム科第２学年に対して、知的財産教育の基礎を定着させる。 

・機械システム科第３学年に対して、知的財産教育の理解を深める。 

・デザイン科や本校の他の５学科に対しても知的財産教育への取組を普及する。 

・知的財産教育の指導員を増やす。 

（取組の背景） 

 知的財産を意識したものづくりができる人材の育成 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【第１学年に対して】 

・工業科目「生産システム技術」にて、知的財産教育の基礎を理解した。 

・地元企業への訪問を実施。 

【第２学年に対して】 

・知的財産管理技能検定の紹介。 

・県外企業（トヨタ自動車㈱）への訪問等を実施。地元企業へのインターンシップ体験。 

【第３学年に対して】 

・工業科目「課題研究」にて、アメリカンフットボールロボットを開発。創造力や開発力を高めた。 

・課題研究発表会を実施し、自発的な発想力やコミュニケーション力を引き出した。 

・パテントコンテストに応募。自らのアイディアを特許電子図書館（IPDL）で調べた。 

・弁理士を招聘し、パテントコンテストと知的財産に関する講演を実施。 

・地元企業への訪問と長期就業体験(デュアルシステム)を実施。 

【デザイン科第３学年プロダクトデザインコース】 

・デザインパテントコンテストに応募。今年は、支援対象に２作品選出。 

【教員に対して】 

・弁理士を招聘し、知的財産教育の理解を深める機会を得た。 

・本校が応募しているコンテスト等を理解し、創造活動や知的財産制度への関心を深めた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

今年度の一番の目標は、機械システム科がパテントコンテストに応募することであった。このこと

で機械システム科の教員及び生徒に対する知的財産教育の基礎定着と、身近な出来事と知的財産の関

係をより意識するようになったと考える。今年度応募した機械システム科の作品は、支援対象に選出

されなかったが、次年度に繋がると確信している。今後もデザイン科等の他科とも協力して知的財産

教育への取組を全校へ普及させていきたいと考えている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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【学校紹介】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

創立者（納富介次郎）写真       本校校章       日本三名園の一つ、兼六園 

 

 

 

【取組内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁理士によるパテントセミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械システム科課題研究作品企業見学    全日本アメリカンフットボールロボット石川県予選 

 

 

 

 

 

 

 

 

デザイン科意匠登録作品①   デザイン科意匠登録作品① デザイン科意匠登録作品② 

日本三名園の一つ兼

六園内に、1887 年に

設立。 

日本で最も歴史のある工業

高校です。平成 26 年度で創

立127年を迎えた。 

弁理士によるパテントセミナー開催！ 

知的財産権の基礎を理解しました。 
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学校番号 
工１０ 

平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 石川県立小松工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
島屋 豊 

学校情報 
所在地：石川県小松市打越町丙６７ 

TEL：0761-22-5481 FAX：0761-22-8491 URL:http://www.ishikawa-c.ed.jp/~komakh/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産学習を活用した、ものづくり実践と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産教育を活用したものづくり実践を通しての創造性の育成。 

学校全体での知財教育活動となる実践。 

（取組の背景） 

 知的財産教育担当者の主導で進めてきた本校の知財教育活動を、学校全体が一体となっての

活動となるよう校内への浸透を図り、創造性豊かな「ものづくり人材」の育成を目指す。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

（１）機械工業見本市（MEX2014）見学 

（２）各種ロボットの設計・製作 

（３）パテントコンテストに向けた取組 

（４）知的財産委員会の活性化 

（５）アイディアコンテスト開催 

（６）各種ロボットの工夫改善および大会参加 

（７）地域別研究協議会参加 

（８）県外の先進校視察 

（９）技能検定への挑戦 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 

工業高校における知的財産教育については、やはり「ものづくり」を通じて製作、開発、 

改良の実体験の積み重ねの先に、知的財産権があり、そこを生徒にも理解させていくことが 

大切である。まさしく我々教員も、さらに学習プログラムの開発、改善に取り組みたい。 

管理職の知財教育への理解が深まることにより、学校全体での取り組みとしての活動 

となり、生徒の理解また学習意欲につながった。この流れをどのように継続していくかが 

今後の課題である。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校  舎               ＭＥＸ見学       ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙﾛﾎﾞｯﾄ製作の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     指導内容の対象と形態            ものづくり技術 生徒のアンケート結果     

 

工業技術基礎の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度より、機械科で工業技術基礎に、３時間×３週（合計９時間）の知的財産演

習を導入し、今年度は２年目の取り組みである。 

 

１週 情報検索・発表演習  

「修学旅行班別自主研修プラン作成」 

２週 創造力・発想力演習  

「BS法・KJ法体験」 

３週 創意工夫演習 

「紙でペンを垂直保持・紙タワー」 

 

取組の様子 

今年度も生徒の反応は良く、それぞれの演習に積極的に取り組んでいる。 

次年度に平成２５年度入学生が３年となり、本格的に知財教育を指導し始めた生徒達が課題

研究でどのような手法・手順でものづくりに取り組むのか興味深い。 

また知的財産委員会主導で研究授業を実施し、校内への浸透を図った。 

 

・自分の考えたデザインやものを形にして自分のものにす

るということが、思っていた以上に手間がかかるというこ

とが分かった。 

・思いついたけどすでに誰かが作っていた、ということも

あったが、最終的に自分だけのものをデザインできたので

よかった。 

・「ものづくり技術」をやってきてひとつひとつのものに

誰かのアイデアとそれを形にするための努力があるという

ことを改めて実感することができた。これから社会にでる

私にとってとてもためになった。 

対象生徒 学年・学科・科目  

 １年 機械科  

   「工業技術基礎」 

 ３年 機械ｼｽﾃﾑ科・電子情報科 

   「課題研究」  

 ３年 電子情報科 

   「ものづくり技術」 

（学校設定科目）  

  

 

機械工業見本市 

見学！ 

全国大会出場目指し 

検討中！ 創立７５周年 
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学校番号 工１１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 山梨県立峡南高等学校 
担当教員／ 

教官名 
柿﨑 敬 

学校情報 
所在地：山梨県南巨摩郡身延町三沢2417 

TEL：0556-37-0686、FAX：0556-37-0213、URL：http:www.kyonanh.kai.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知るじゃん知的財産 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 工業科生徒に対する知的財産教育の導入を行い、知的財産への関心や知識を深める。 

 作品作りを体験させ、アイデアの創出を行う。 

（取組の背景） 

 本校では、平成２５年度に商業科での取り組みが行われた。また、今年度からは工業科にお

ける知財教育への取り組みが始まった。そこで、生徒・教員に知財教育を根付かせることが必

要と考え、基本的な知識の導入に重点をおいて取り組むこととなった。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

☆導入段階の取り組み 

１． デザインフェスタ（東京ビックサイト）の出展見学 

２． 外部講師（山梨大学教授、弁理士）を招いての知財講演会 

３． 教員による知財セミナーへの参加 

４． 教員による知財教育先進校の視察 

☆展開段階の取り組み 

１． 金属材料（シルバーやスズ）を利用した作品作り 

２． 県内施設（湯之奥金山博物館、ぴゅあ峡南）等における体験学習、ものづくり教室の開催 

３． 建築板金の一級技能士を招いての知財講演会および銅板加工の実技指導 

４． 発明学会主催のアイデアコンクールへの挑戦 

５． 各科関連施設および企業の見学 

☆成果発表の取り組み 

１． 本校オープンスクールにおける作品展示 

２． 本校学園祭における作品展示 

３． 山梨県産業教育フェアにおける作品展示および発表 

４． 校内生徒研究発表会における１年間の成果発表 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 大学教授や弁理士の協力を得て講演会を行ったり、地域の施設での体験学習やものづくり教

室を行ったりと、生徒への知財教育の導入としては多くの実践ができた。また、１年間をとお

して知財教育に取り組めたことで、生徒・教員に知的財産について知ってもらうことができた

と感じる。しかし、当初の目的であったデザインフェスタでの作品展示・販売が出来なかった

のは残念であった。今後の取り組みとして、さらなる広がりと定着が行わるように継続してい

くことが重要である。来年度は、実践力や活用力を高められるような取り組みにしていきたい

と考えている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真          デザインフェスタ見学      知財講演会（筒井教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂金掘り体験（湯之奥金山博物館） ものづくり教室（ぴゅあ峡南）  標準テキストによる授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一級技能士による知財講演会および銅板加工の実技指導（谷口氏） 

                                                                       

成果作品の展示（山梨県産業教育ﾌｪｱ） 

 

知財教育先進校視察（福岡工業高） 

および 

知財セミナー参加（加治木工業高） 

 

 

  

知財講演会 

 （志村弁理士） 

山梨日日新聞 

2014.12.26記載記事より 
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学校番号 工１２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長野県松本工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
嶋田和明 

学校情報 
所在地：長野県松本市筑摩４－１１－１ 

TEL：0263-35-1184、FAX：0263-27-6170、URL：http://www.nagano-c.ed.jp/matuko/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくりに活かす知財学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

【３年 機械科 課題研究】 

①知的財産権への理解を深め、発想力と創造力を育成する。 

②特許情報を活用したものづくりを通して、実践力と活用力を育成する。 

【１年 全科 LHR／講演会】 

①知的財産に関する興味・関心を育てる。 

②知的財産権に関する基礎的知識を身につけ、知財マインドを育成する。 

（取組の背景） 

 本事業が３年目となり知的財産教育推進委員会を設置することができた。今後どのように取り

組みを広げていき充実した知的財産教育が行うことができるか課題である。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【３年 機械科 課題研究】 

・標準テキスト（総合編）を活用した知的財産権の理解 

・IPDLを使用した基礎的な特許情報調査 

・アイデア創出法の学習およびアイデアの作成 

・パテントコンテストへの応募およびアイデアの具現化 

・特許情報を活用した作品製作 

【１年 全科 LHR／講演会】 

・弁理士（川北国際特許事務所 川北喜十郎氏）による知的財産権の基礎についての講演・演習 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・３年の課題研究では、昨年度以上にパテントコンテストへ応募する作品点数を多くすることができ

た。この要因には指導する教員が増えたことによることが大きい。そして、パテントコンテストへ応

募するだけではなく、アイデアが実現できるかどうか作品製作を行った。３Ｄプリンタの活用により

、アイデアを具現化し完成した製品の出来具合を確認することができ、設計のノウハウや部品同士の

はめあいなど通常の授業では行えないことが体験できた。また、アイデアを具現化することで更なる

アイデアが創出し、生徒の興味や関心・活用力の向上につながった。さらに、応募した作品のうち２

点が特許支援に選ばれ知的財産権教育の成果として残すことができた。 

・１年生を対象とした知的財産権の講演会では、講演の中に身近な物を通じて発明や知的財産権につ

いて生徒に興味関心を持たせることができた。また、自らアイデアを考える演習を取り入れことによ

り、どのように発明を行うのか、どのような視点でアイデアを出せばよいかなど実践的な体験をする

ことにより、知的財産権をより身近に感じる機会となった。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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パテントコンテストへの取り組み・作品製作 

 

 

    

 

 

   

                弁理士による講演会 

ＫＪ法によるアイデア創出 
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学校番号 工１３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長野県岩村田高等学校 
担当教員／ 

教官名 
小林 章一 

学校情報 
所在地：長野県県佐久市岩村田１２４８－１ 

TEL：0257-67-2439、FAX：0267-66-1450、URL：http:www.nagano-c.ed.jp/ganko/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

継続的な知財学習の推進、ものづくりへの興味関心を高め理解を深める。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・3 年生の課題研究を見据えながら、１年から３年までの段階的・継続的な取り組みを行うこと

で、生徒の意識・知的好奇心を喚起する知財教育を目指す。 

・1 年の産業基礎、2 年の環境地域基礎の学校設定科目で知的財産をしっかり取り入れ、学校と

して継続して取り組む体制を組む。 

（取組の背景） 

 3 年生の課題研究を見据えながら、1 年から 3 年までの段階的・継続的な取り組みを行うこと

で、生徒の意識・知的好奇心を喚起する知財教育を目指す。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・5月29日（木）  1年生約70名  

弁理士による講演会「発明の作り方 校内アイデアコンテストに向けて」  

          知的財産権への興味、基礎知識、発明の作り方についての講演会。 

応募に向けた発想の仕方、描き方の指導をした講演会。 

・校内アイデアコンテスト実施（１年 産業基礎） 

・8月 弁理士による助言 前年度校内アイデアコンテスト表彰者を対象にパテントコンテスト応募 

に向け助言を受ける。 ３年生４名で応募する。 

・11月 28日（金）  2年生約75名  弁理士による講演会 

「発明の作り方 校内アイデアコンテストに向けて」   

            知的財産権への興味、基礎知識、発明の作り方についての講演会。 

･校内アイデアコンテスト実施（2年 環境地域基礎） 

1月課題研究発表会で表彰 

・1月 課題研究発表でのプレゼンテーション  1月  

 製作を通して、知的財産権・著作権を利用した成果の発表 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・学年を通して学習を進めるために、１．２年生では、弁理士の講演で知財への関心・意欲を高めさ

せた。1年生は知財への興味関心を持つ目的で行い、2年生は3年での課題研究を視野に行った。ま

た、2年生はアイデアの内容の充実が図られた。 

・昨年行った、校内アイデアコンテストでの入賞者をパテントコンテストに応募する取り組みは、生

徒の意識も高く、積極的に取り組めて大変良かった。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真１． 1 年生講演会風景                       写真２．マインドマップによる発想訓練  

 

                      グラフ１  １年生アンケート結果   

    

写真３ 2年生知的財産講演会         写真４  2年生自分のアイデアを全体の前で発表 

    
写真５ 年生弁理士による助言風景        写真６ IPDLによる先行特許の検索風景 
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学校番号 工１４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長野県岡谷工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
藤森 萬年 

学校情報 
所在地：長野県岡谷市神明町２－１０－３ 

TEL：0266-22-2847、FAX：0266-24-3448、URL：http://www.nagano-c.ed.jp/okako/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）知財推進委員会を中心として学校全体での知財教育の定着を図る。校内アイデ

アコンテストを有機的に活用し、生徒の創造力・実践力を喚起する。従来よりすすめてきた大

学や企業との連携を深め、自ら考える力と発想力の育成を図る。 

（取組の背景）従来主として機械科を中心として取り組んできた知財教育を校内全体に広げた

いと考え、知財推進委員会を設置し、昨年から取り組んできた校内アイデアコンテストを活用

しその充実を図りたい。また､精密加工技術を産業基盤として発展してきた地元の工業高校とし

て、「ものづくり」を通して創意工夫や問題解決力を体験的に学習させることが重要と考える｡ 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

［1年］ 

① 標準テキスト・IPDLによる系統的な学習展開 

② 知的財産権と特許になる発明の作り方に関するセミナーを実施(1学年5クラス) 

   「知的財産権と発明」 講師 川北国際特許事務所 弁理士 川北喜十郎氏 

［機械科1年］ 

③ 柔軟な発想を引き出す為の授業実施(紙タワー製作等) 

［2年 5クラス］ 

④ 知財とアイデアの創出法に関するセミナーを実施  講師 弁理士 川北喜十郎氏 

［１・２・３年] 

⑤ 校内アイデアコンテストの実施 応募総数９４件（文房具部門、生活改善部門） 

校内入賞作品とアイデアが優れたものをパテントコンテストに応募［機械科３年］ 

⑥ 製図と課題研究における“PDCAサイクルを取り入れたものづくり実践”と連携した実践学習 

・クリーンエネルギーの現状と知的財産についての講義 

・３次元ＣＡＤを用いて、知的創造力や工夫を取り入れた「風レンズ効果と植物由来風力発電

用プロペラ」の設計製作・風洞実験・データー解析と設計へのフィードバック。 

・課題研究の「ものづくり」を通して創意工夫をし発明や特許について学び、アイデアを具現

化させた作品の製作。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・１・２年生は外部講師によるセミナーにより知的財産についての意識や知識を深め、2 年生は

校内アイデアコンテストに向けアイデア発想法を学ぶ。３年生は「ものづくり」を通して知

的財産権と工業所有権の大切さと、創意工夫することの大切さを理解させることが出来た。 

・昨年より校内ものづくりコンテストを始め、今後の充実を図りたい。 

・従来機械科を中心に行っていた知財教育が、本年度より学校全体の委員会組織として位置づ

け、この委員会を通じて学校全体の知財教育の充実を一層図りたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」
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写真1．知財セミナー風景         写真２.植物由来風力発電用プロペラ生徒作品 

 

 

写真3．発想訓練風景（紙タワーの製作）         写真4･5 全校課題研究発表会風景 

 

写真6・課題研究作品(ベルトコンベアの制御)    写真7．課題研究作品(遊星歯車の製作) 
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学校番号 工１５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長野県駒ヶ根工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
林 厚志 

学校情報 
所在地：長野県駒ヶ根市赤穂14-2 

TEL：0265-82-5251、FAX：0265-81-1253、URL：http://www.nagano-c.ed.jp/komako/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「いいモノつくって特許取得!」 ～Think & Challenge～ 2nd STAGE 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・「困っている人」「困っていること」「困っている場面」に積極的に触れ、解決策の 

設計製作過程でのひらめき、アイディアを大切にし、それが出てきた時点で記録、検索しな

がら研究に反映させ、特許申請までを目標とする。 

（取組の背景） 

・知的財産の基礎を学習し、発案から試作、特許取得を目標する。 

・こども発明プロジェクトへの参加 （３学年 機械科 選択授業における生徒） 

・課題研究「航空宇宙研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ」による宇宙特許に関する研究 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 ４～６月 

生徒・教員向けの知的財産権セミナーを開催し、知的財産権制度の基礎知識を講義の中で理解を深めた。 

・知的財産権関連書籍、課題研究での工夫・発明に役立つ技術書籍を購入し、指導に活用する。 

・課題研究において、身近な材料を用いて試作する。その際、よりよい装置を作るための課題把握、解決

策の工夫等を通じて、創造力を養うとともにそれら工夫が知的財産であることを理解させ産業財産権標準

テキストを活用し知的財産権について指導を行った。 

・「産業財産権の基礎」選択授業では、こども発明プロジェクトに参加するための作品を工夫し、試作品

の製作を開始した。  その際、課題研究と同様に、産業財産権標準テキストを活用し知的財産権について

指導。 

・知的財産教育のための補助教材を作成し、活用を行った。 

７～８月 

・「産業財産権の基礎」選択授業及び課題研究において、工夫改善や試作を繰り返し、完成度を高めた。 

・これら試作と並行して、特許出願手続の学習も行った。 

・特許管理士の資格について学習を深める。その際の参考書等を購入。 

９～１２月 

・こども発明プロジェクト参加（山崎知財研究所） 

・高校生技術・アイディアコンテスト応募。（全国工業校長協会） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

１～３月 

・今後も弁理士による講義の中で、外国での特許明細書の作成や、出願手続について指導を受ける予定。 

・課題研究全体発表会において、課題研究の成果と、「産業財産権の基礎」選択授業の研究成果を発表。 

・こども発明プロジェクトの結果、3件が特許申請となり、引き続き改善研究を行う予定。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真１ 特許全体学習風景                 写真２ INPIT HPによる学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ アイディア創作設計      写真４  電子回路設計     写真５  部品加工(旋盤) 

 

特記すべき取組と成果 

 

こども発明プロジェクトに参加し 

以下の３件について出願を行うことが 

できた。 

■ 雨水利用による濾過装置 

■ 雨水利用によるペットボトル洗浄機 

■ 雨水利用によるミストクーリング 

システム 

 

それぞれの発明が、本年度のテーマである 

身近にある 

 

・「困っているひと」 

・「困っていること」 

・「困っている場面」 

 

に積極的に目を向け、 

問題に正面から向き合い 

その解決方法を一生懸命考え抜き 

困っている何かに対して「愛」をもって 

取り組んだ成果があらわれました。 
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学校番号 工１６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜県立岐阜工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
山口 剛正 

学校情報 
所在地：岐阜県羽島郡笠松町常磐町1700 TEL：058-387-4141、FAX：058-387-4019 

URL：http://school.gifu-net.ed.jp/gifu-ths/zennichi/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

映像投影の技術開発を通して産業財産および知的財産に関する権利を学習する。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産権に関する基本的な法制度の理解と、技術開発過程における他社への同権利の侵害

の有無について判定できる能力を養う。 

（取組の背景） 

これまで岐阜工業高等学校で行われた様々な技術開発の成果は、実社会においても有用なもの

が多い。学校や生徒の成果物として社会に提供することは、工業高校の使命の一つであると考

える。 

しかしながら、成果物の提供が知的財産権や著作権に抵触しないという確証はない。 

したがって、他社の利益を損ねることなく、技術開発の成果を社会に提供するには、知的財産

権の学習を既存の教育課程に効果的に挿入しなければならない。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 本事業では幾つかある開発において、映像投影を主題とし、関連する様々な技術に関わる知

財教育を推進することが目的である。 

年間を通じた製品や技術の開発の結果、本年度は特殊なスクリーンの分野でさまざまな成果を

上げることができた。 

製品開発においては ①大型デジタルサイネージ ②インタラクティブデジタルサイネージ 

③浮遊型デジタルサイネージ の三製品である。これらの基礎開発は知財教育の過程(IPDL の活

用などによる)で他者の権利を侵害しないものとして判定している。 

また、開発されたものは様々な場所で披露されており、特に不特定多数の来場者向けイベント

では多くの問題点を発見することができ、製品や技術のブラッシュアップがなされた。 

このように単年度のサイクルの中で PDCA がなされ、実際に生徒自らが製品開発の過程を体験で

きたことは本事業を受けての大きな収穫であり、工業教育には製品開発の過程で知財教育は必

要不可欠なものと再認識できた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

目に見える成果として開発した製品が「第3回高校生ものづくり 技術・アイディアコンテ 

スト岐阜県大会」において最優秀賞となった。独創的なアイディア、高度な技術性などの観点 

から評価を受けた。事業計画では外部有識者のアドバイスを受ける予定であったが、分野が限 

定的でアドバイザーを見つけることができなかった。このことは、従来にない製品の開発の場 

合ハードルが高いことを意味し、はたして知財教育に向く教材であるかは疑問である。 

工業教育においては最終的にカタチにすることが重要であり、それらが可能なデータベースの 

構築を考えてもよい時期に来ている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎に設置した大型デジタルサイ

ネージ(150インチ) 

環境光1500lux、プロジェクター

輝度4000lmで建物内部よりプロ

ジェクションマッピングを行って

います 

インタラクティブデジタルサイネ

ージのデモンストレーション 

スクリーンに映し出されたOSの画

面を、タッチスクリーンのように

扱えます。 

校舎ガラスへの施工の様子。 

プリエチレンフィルムの貼付けと

反射低減(映り込み防止)加工によ

り視認性を高めています。 

インタラクティブデジタルサイネ

ージとモーションキャプチャを組

み合わせた、新しいイベント。 

会場では多くの来場者に楽しんで

いただけました。 
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学校番号 工１７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜県立大垣工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
豆塚 康次 

学校情報 
所在地：岐阜県大垣市南若森町３０１の１ 

TEL：0584-81-1280、FAX：0584-74-9324、URL：http://school.gifu-net.ed.jp/ogaki-ths/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくりを通した知的財産権の理解と知財マインドの育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・Ｈ２４年度に発足した知財委員会を中心に、学校全体での知財教育への取り組みを強化する。 

・ものづくりを通して知的財産権を学び、知財マインドを育成する。 

・パテントコンテストへの参加や、模擬出願の指導を通して生徒の知財マインドを育成する。 

・高いレベルの教育環境を見ることで、知財学習として必要なさらなる学習環境の整備を目指す。 

（取組の背景） 

 ものづくり王国として欠かせない工業製品において、必要不可欠である知的財産権（特に産業財産権） 

について、平成２４年度に発足した委員会を中心に、学生のうちに高度なスキル、マインドの習得を目指 

せるよう、各種イベントの企画・運営、パテントコンテストや知財検定取得を経て、世界に通じる知財マ 

インドを持った生徒の育成を目指す。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

実習（工業技術基礎）、座学 

・ビデオや知財関連ニュース、産業財産権標準テキストを活用し、知的財産に対する生徒の興味、関心を

高め、理解させた。 

・ＩＰＤＬを利用した産業財産権（特許・実用新案・意匠・商標）の検索方法の演習を行った。 

・日本で唯一の知的財産学部を持つ大阪工業大学を訪問し、大学レベルの知財に触れ、進路選択の一助と

もなった。 

・パテントコンテスト出展を目指した弁理士による模擬出願書類作成講演を実施し、特許について更なる

理解を深めた。 

・校内アイデアコンテストのカイゼンも実施し、生徒たちのパテントへの取り組みをさらに浸透させた。 

・1年生向けに知財推進協会の紹介による講師の講演会を実施し、生徒へ知財の概念を浸透させた。 

課題研究・部活動 

・産業財産権標準テキストを活用し、知的財産権について理解させ、知財検定に挑戦した。 

・課題研究作品の製作にあたり、自発的な先行事例検索演習を行った。 

・特別支援学校とのコラボレーションとして児童への支援製作物を通して地域貢献・知財マインドやモラ

ルの習得を図った。 

・高校生技術アイデアコンテストや各種アイデアコンテストを通して知財マインドの育成を図った。 

・缶サットやマイコンカーの製作過程における工夫・改善を行い、大会で成果を出した。（ともに入賞） 

・知的財産関係の講習会へ参加。（日本弁理士会東海支部主催の休日パテントセミナー） 

職員 

・年５回の推進委員会の実施。（今年度あと１回実施予定。） 

・職員研修会の実施。（地元弁理士による先行事例検索演習） 
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成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

（成果） 

学校として６年目、推進委員会も３年目を迎え、指導体制や方法について定着化してきたといえる。 

また、座学ではビデオや新聞記事、発想トレーニングで興味関心を持たせることで導入とし、３年生の

一部が知財検定に取り組む姿勢もみえた。実習では１年生から身近な題材を活用したＩＰＤＬ検索、校

内アイデアコンテストを実施、２年生では日本で唯一の知的財産学部を持つ大阪工業大学を訪問し、施

設や知財の重要性について学び、進路選択にもつながった。さらに地元弁理士指導による模擬出願書類

の作成も実施。３年生は課題研究作品における知財を意識した行動や各種大会に参加して、成果をだす

など、段階を踏んだ指導を構築しつつある。 

（気づき） 

  事業を通じて教員の意識があと一歩のところまで来ている。組織も普通科を迎えてレベルアップし、

様々なイベントを通して委員会メンバー以外でも知財に興味・関心を持った職員がいることも知ること

ができた。職員が興味を持てば、生徒への還元度も大きい。セミナーでも基礎レベルでは物足りない生

徒もいるといった話を聞いた。あとは事業が終わっても継続的な指導ができるよう学校としての成果を

出していきたいところである。 

（反省、課題） 

組織は３年目としてできつつあるが、どうしても受身的となっている。どのように展開をしていけば 

能動的な組織ができるかが今後の課題であり、それこそが学校でパテントコンテストへの応募にも繋が

ると思う。今年は電気科と電子科の２科で応募したが、本校は７学科あるので全学科で挑戦できる環境

を作りたい。だが、知的財産管理技能検定は、ようやく挑戦できる環境になった。教員を含めて早く有

資格者が出ることを望む。最後に、来年の課題として、研究授業などの展開や地元の知財先進校との交

流、地域（地元の小中学校など）との連携などができればと思っている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

写真１．大阪工大知財学部見学（2年生） 写真2．文化祭での校内ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ（１年生） 

写真3．知財講演会の様子（１年生） 写真4．職員研修会の様子 



Ⅱ-50 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

学校番号 工１８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜県立高山工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
門前 雅人 

学校情報 
所在地：岐阜県高山市千島町２９１番地 

TEL：0577-32-0418、FAX：0577-32-9004、URL：http://school.gifu-net.ed.jp/takayama-ths/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

優れたアイディアを商品として開発・販売する手順の研究。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 優れたアイディアを産業に発展させることを視野に入れ、アイディア作品を商品として開発・販売する手順の研究

を行う。 

（取組の背景） 

 昨年に引き続き創造力育成に力を入れ、ものづくりを通じてアイディアを知的財産へ具体化する力を育成する。本

年は昨年以上に知的財産教育を拡大し、学科レベルから工業科レベル、学校レベルでの取り組みへと発展させる。ま

た、優れたアイディアを産業に発展させることを視野に入れ、アイディア作品を商品として開発・販売する手順の研

究も行う。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１ 生徒・職員に対する知財意識向上のための研修を実施 

工業職員の研究組織に知財教育を位置づけ、生徒への知財講演会や職員研修会を企画・実施した。全校生徒を対

象とした、知的財産アドバイザー金子紀夫氏による「知的財産・創造力育成」講演、全職員対象にした、鈴鹿高専

教授大津孝佳氏による「創造力を育てる教育の実践」研修を実施し、職員の意識改革に繋げた。 

２ 授業での創造力育成と知的財産への具体化 

   電子機械科では、２年生実習において実施していた知的財産権教育や発想教育を１年生工業技術基礎にて実施

した。また、３年生の課題研究では、パテントコンテスト等に応募し、県技術・アイディアコンテストでは、優秀

賞を受賞した。また、電気科が今年度より２年生実習で知的財産権教育を、機械科が２年生旋盤実習において個々

のデザインによる製品の製作を取り入れるなど、徐々に知的財産教育の必要性が浸透しつつある。 

３ アイディア作品の商品化に関する取組 

この取り組みは昨年から継続しており、生徒自らデザインし制作した製品が販売されることにより、達成感を味

わい、次製品への制作意欲へと繋げることを目的としている。高山陣屋とのコラボ製品「真向き兔マグネット」や

美濃和紙工房、飛騨春慶塗り、三嶋和ろうそく店とのコラボ製品の「行灯」、独自製品「木製飛行機キ 106」など

を制作し、本校サテライトキャンパス“飛騨の匠工房”（高山市商店街内にある販売ＰＲ拠点）にて、今年７月よ

り商品販売を開始した。（販売商品は、別予算より支出） 

また、バルセロナを中心に活動して見えるデザイナーの角田寛氏による「工業デザインに関わる」講演会を実施

し、本校制作の販売商品についてもご助言をいただいた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 知的財産教育に取り組んで４年目となり、学校全体に発想教育の必要性が理解されつつある。３年生になると、設

計における生徒同士のブレインストーミングやプレゼンがスムーズに行われ、試作や改良をして、また検討を行うと

いった PDCA サイクルができるようになった。工業製品の商品販売については、知的財産ばかりではなく、PL 法（製造

物責任法）やPSE法（電気用品安全法）などに対しても学習する必要があり、生産現場の現実的な活動により近い教育

活動の場になりつつある。 
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写真１ 本校校舎                  図１ 運営組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本校の位置 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ “飛騨の匠工房”にて販売      写真３ 行灯（販売商品）    写真４ 真向き兔マグネット（販売商品） 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 木製飛行機キ106（販売商品）   写真６ コンテストでのプレゼン   写真７ 知財実践交流研修会岐阜 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ 全校知財講演（金子氏）     写真９ 職員研修会（大津氏）    写真10 デザイン講演（角田氏） 

【地域資源の豊富な高山市】 

 岐阜県高山市は、高山祭りや陣屋前朝市などが有名で、観光地として

多くの外国人も訪れます。また、飛騨春慶塗りや一位一刀彫といった伝

統工芸や、赤かぶの漬物、朴葉みそといった、海が無く雪深い地域なら

ではの保存食をはじめ、飛騨牛も人気があります。 

 この地域性を活用した教育活動は、生徒に地域愛や外国人とのコミュ

ニケーション能力を育てることができると考えています。 
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学校番号 工１９ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 静岡県立浜松工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
山本潤一郎 

学校情報 
所在地：静岡県浜松市北区初生町１１５０ 

TEL：053-436-1101、FAX：053-437-9988、URL：http://www.hamako-ths.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

      本校における知財学習の体勢及び在り方の見直し 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・校内アイディアコンテストの実施［全校生徒対象］ 

・知的財産を意識した企業研究の実施［全学科 1 年生対象］ 

・発明協会との連携授業の実施［ｼｽﾃﾑ化学科 1 年生］ 

（取組の背景） 

  本校は本事業に参加をして 5 年目になります。初めの頃は、「学校全体で取り組む知財教育」を大きな目標とし

て様々な知財教育に取り組んで来ましたが、学校及び各学科の事情があるため、はっきりとした大きな成果があ

げられませんでした。そこで、本年度は改めて本校における知財教育の在り方を見直し、当初の目標を意識せ

ずに無理のない知財教育に取り組むこととしました。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

＜校内アイディアコンテスト＞ 

 アイディア創出訓練とパテントコンテストを意識して、他校の実施例を参考に「校内アイディアコンテスト」を初めて実施しました。

大々的にポスターを製作し、副賞も用意しましたが、応募作品が予想以上に少なく、残念な結果となってしまいました。しかし、応

募作品こそ少なかったですが、おもしろいアイディアがいくつもあり、その中の一点をパテントコンテストへ応募しました。 

＜企業研究＞ 

 これまでの本校で実施していた企業研究は、「企業を知る。企業の技術を知る。」と言った感じでした。しかし、今年の企業研究

は、「企業の技術を知る。その技術を自分なりに活用してみよう」という新しいテーマを設け、新商品開発を意識したものにしまし

た。その結果、現実的に可能、不可能は別として、参加した生徒達から多くのアイディア商品が立案されました。 

＜発明協会との連携授業＞ 

 工業技術基礎の 1 テーマとして「知財学習」を設け、各班（8 名）に付き 1 名の知財有識者に講義を行ってもらいました。今回は

、発明協会から 5 名の講師の方が派遣され、5 班それぞれの知財授業が展開されました。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

これまでは、常に学校全体を意識した「知財教育」を行ってきたため、他科の協力が不可欠でした。しかし、本年度は、自分が

出来る範囲で知財教育に取り組んだため、非常にフットワークも軽く、これまでのような負担がありませんでした。 

＜校内アイディアコンテスト＞ 

副賞をつければ、多くのアイディア応募があると思っていましたが、現実はそうではありませんでした。生徒のア
イディアコンテストに対する興味関心を高める工夫が必要です。 

＜企業研究＞ 
  20 名程度の生徒が履修すると思っていましたが、実際は 9 名でした。しかし、やる気のある 9 名が集まったた
め、事前、事後における学習の内容が非常に充実したものとなりました。 

＜発明協会との連携授業＞ 

  自分が在籍をしているシステム化学科の職員の理解があり、既存の実習テーマの 1 つを削り、知財学習を取り入れることが

できました。しかし、生徒の実情にあった授業展開についての打ち合わせを講師の方と十分に行わなかったために、非常にレ

ベルの高い授業が何回か行われたこともありました。今後の大きな課題です。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 



Ⅱ-53 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

校内アイディアコンテスト募集のポスター 校内アイディアコンテスト応募用紙 

優秀アイディア賞の表彰の様子 

弁理士による知財講演会 

（企業研究） 

アイディア創出訓 

（企業研究） 

工業技術基礎の一コマ 

（発明協会との連携授業） 

浜松ホトニクスにて 

（企業研究） 

～弁理士による知財講演会の生徒感想の一部～ 

 ・特許を取るためには「A＋B＝C」となるような組み合わせが必要であることが良くわかりました。 

 ・知的財産で生活をしている弁理士の先生の話を聞くことで、知財に関する知識が深まっただけでなく、 

  知的財産に関する現状がわかり、とても良い経験をさせていただきました。 

・工業高校生として、目指していくべきエンジニアの姿が頭の中に描くことができるようになりました。 

企業研究報告 

（SSH 校内報告会にて） 
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学校番号 工２０ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 静岡県立吉原工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
篠田 直弥 

学校情報 
所在地：静岡県富士市比奈２３００ 

TEL：0545-34-1045、FAX：0545-38-3018、URL：http://yth.town-web.net 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産権に対する理解を深め、創造力と実践力の向上を図る 

（取組の背景） 

 ものづくりの経験があまり無い生徒たちに、ものづくりにおける技術の重要性と役割、また 

 知的財産権への理解を深める。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 

１年生では、紙タワー、エッグドロップ、マシュマロチャレンジなどで発想訓練や多くのア

イデアをまとめる方法（ブレインストーミング法、ＪＫ法）を実施した。アイデアを創出する

と形にする難しさを体験した。 

 ３年生では主に課題研究において、アイデアの創出から問題解決の検討を行い、実際に製作

して形にした。モータの製造やロボット大会へ参加するためのロボットの製作やレーザー加工

機と３Ｄプリンタを用いた製品を製作など、いろいろなものを制作する上で先行技術を調べた

り、既成品の分解、分析を行いものづくりの難しさやアイデアの重要性を体感した。このよう

な活動を通して、知的財産を身近に感じ興味・関心が向上するとともに、問題解決のためのア

イデア創出も積極的な姿勢が見られた。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 

 １年生で実施した発想訓練では、多くの生徒が意欲的に取り組み、ユニークなアイデアも多 

く出された。あわせてアイデアを形にするこの難しさも体験でき、ものづくりに対する考え方 

が少し変化したようである。 

 ３年生の課題研究では、問題解決のために出しアイデアをまとめものづくりに反映させると 

いうことが、ある程度できているように感じた。また、先行技術を調べさせると多くの技術が 

権利で保護されていることを知り、知的財産権そのものにも高い関心を持つ生徒もいた。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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ロボット製作風景       マシュマロチャレンジ風景    マシュマロチャレンジ風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化祭で来校者対象に         

マシュマロチャレンジ         製作したモータ 
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学校番号 工２１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 静岡県立科学技術高等学校 
担当教員／ 

教官名 
安田 倫巳 

学校情報 
所在地：静岡県静岡市葵区長沼５００番地の１ 

TEL：054-267-1100、FAX：054-267-1123、URL：http:www.sths.ed.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域人材と連携した「ものづくり」による知的財産の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

○専門家（弁理士や企業知財部ＯＢ、特許アドバイザ）のアドバイスにより、アイディア創出からそのア

イディアを知的財産として獲得していく過程を学年段階にを追って生徒に体験させる機会を提供する。 

○「ものづくり」を通して、創出したアイディアを権利化・活用していく過程を学習する。 

○校内パテントコンテストを通して、知的財産への意識を高め、優れた創作を奨励し、併せて選考作品を

全国のパテントコンテストへ出品する。 

（取組の背景） 

○教育課程に知財教育を定着させ、位置付けを確かなものとすることを目指して実施した。興味関心を持

つ一部生徒だけでなく、基本的にすべての生徒が知的財産に対する意識を深める必要がある。そのため

には、教育課程の中に位置付けることが重要である。 

○課題研究において、体育館など室内の気温と湿度を計測し、校内に無線で知らせる「熱中症」対策の機

器を創出，開発し，権利化・活用する活動を行ってきた。引き続き、「ものづくり」を通して、創出し

たアイディアを権利化・活用していく過程を学習しる機会を提供する。 

○学校として、知的財産に対する意識が高いとは言えない。さまざまな研修機会を設け、教職員の意識向

上を目指す必要がある。 

○校内パテントコンテストの継続的な実施は、生徒の知財への理解と意識向上に有効である。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

○（物質工学科1年、工業技術基礎） 

企業知財ＯＢ氏を講師として実施した。まず、日本弁理士会発行の優れた発明を紹介した冊子『ヒット

商品を支えた知的財産権』を利用して、身近な発明を概観した。次に、３～４人のグループで、身の回り

の問題点を３０項目程度出し合い、その中から特に解決したいテーマを３つ選んだ。ブレーンストーミン

グを行い、問題解決方法を検討し、プレゼンテーションした。自分たちの考えた解決策に類似した特許・

実用新案がないかどうかをＩＰＤＬ検索した。知的財産の存在に気が付き、意識を高めるために、活動内

容をレポートにまとめた。、 

大学発ベンチャーを訪問し、知的財産活用の現場を見学した。ＳＰＤ（溶液法）による薄膜製造ベン 

チャーについて調査した。 

○（物質工学科2年、知的財産概要（学校設定科目）） 

標準テキスト総合編をもとに、知的財産の概要を、主に特許権、著作権について学習した。創造教育と

して、紙タワー、ゼムグリップをはじめとする各種創作活動を実施した。知的財産の概要を問う定期試験

を3回実施した。 

静岡県発明協会の協力を得て、地域の知財関係者（地元企業知財部１名、企業知財ＯＢ１名、特許コー

ディネータ 1 名）によるリレー講座を 7 回実施した。講師のそれぞれの体験を生かした内容豊かな授業と

なった。各リレー講座のレポートを7通提出させた。 

○（物質工学科2年、実習） 

企業知財ＯＢ１名、特許コーディネータ 1 名を講師として、身近な発明を実際の物品を操作することを

通して、技術内容を把握した。 

体験を通して把握した発明内容を相手に文章で伝える方法を実習した。言葉の守備範囲を意識調整する
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方法で、特許明細書の書き方を演習した。 

特許明細書の書き方によって、知的財産の権利とその範囲が異なってくることを学習した。 

○（ロボット工学科3年、課題研究） 

既存の特許化されたものの調査、機構設計を指導した。 

既存の特許調査をもとに、課題把握、解決策の工夫などを想像させ、それらの工夫が知的財産であるこ

とを理解させた。この活動の中で、モバイル測定ロボット、浮遊物体の試作を実施した。モバイル測定ロ

ボットでは、マイコン制御した環境ロボットを試作し、ＩＰＤＬ検索によって、権利化できる部分を検討

した。浮遊物体を試作し、利用用途を検討し、ＩＰＤＬ検索を通して、同様な着想の特許、実用新案等に

ついて調査した。知的財産的取組の成果を文化祭で展示、発表した。既存の特許の工夫が知的財産につな

がることを理解したので、産業財産権標準テキストを用いて、知的財産の概要を把握した。 

〇（全校生徒） 

全校生徒を対象にして、校内パテントコンテストの実施要項を配布した。応募用のポスターを全クラス

に掲示、応募用紙を配布した。本年度の応募数は、個人、グループを合わせて、87 件だった。8 月 7 日

（木）弁理士 1 名、教員 2 名による校内選考委員会を開き、優秀な作品 5 点を選考した。ＩＮＰＩＴパテ

ントコンテスト応募書類の作成を行った。知的財産を全校生徒へアピールするためには、校内パテントコ

ンテストの実施は有効である。 

〇（教職員） 

静岡県下の知財関連事業を実施している学校での連絡会議を実施し、情報交換を行った。また、知的財

産について指導するために知的財産関連書籍を整備し提供した。本事業が主催する地域別研究協議会へ参

加した。年度末には、本事業の報告書の作成、配布を行った。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

大学進学をはじめとする多くの教育的要求を抱える学校の中で、知的財産教育を継続的に定着させるた

めには、カリキュラムの中に知的財産に関連した教育を定着させる必要がある。事例の積み上げだけでな

く、体系的な扱いを行う必要がある。３年間を通した体系化を考えながら実践を行うなかで、課題も浮き

彫りになってきた 

・卒業後すぐに会社の現業に職を求めていく専門高校の生徒でも、現場での工夫意識が発明になっていく

との話に関心と実感が薄い 

・経験の少ない生徒にとって知的財産に興味を示す生徒と示さない生徒のギャップが大きい 

などである。 

しかしながら、発明では、原理原則が大事であること、発明は誰でもできる可能性があること、中小企

業が大企業と対等に仕事ができるツールでもあること、知的財産の学習はいろいろな授業で学んだことを

生かす場所探しであること、などを繰り返し伝えながら、実践を進めている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

        

図1 プレーンストーミング活動風景   図 2 請求範囲の文章化風景    図 3校内パテントコンテストポスター 

 
 図4 知財教育の体系化（1，2年生） 

 

持ち寄った

身のまわり

の問題点を

まとめた．

（静電気で

吸い付く白

板が優れも

のだった） 

発明内容を文章化して，いく方法 

請求範囲を設定する考え方の理

解に特に効果があった。 

全校生徒が知的財産

に関心を抱くために

有効であった。 
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学校番号 工２２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛知県立岡崎工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
森 忠 

学校情報 
所在地：愛知県岡崎市羽根町字陣場４７番地 

TEL：0564-51-1646、FAX：0564-51-1648、URL：http:www.okazaki-th.aichi-c.ed.jp/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

学校設定科目「工業デザイン」で展開する知的財産学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知財学習を通して発想力を豊かにする。 

 自由な発想から創意や工夫を生かした製品やロゴを作る。 

（取組の背景） 

 今年度より機械デザイン科で知的財産教育を指導するために学校設定科目「工業デザイン」

を開設した。機械デザイン科で学習する内容をもの作りで例えると『自動車のデザインから設

計、製造まで幅広く学習する。』である。そのために機械系のことを柱にデザイン系のことも

学習し、感性を持った技術者を育成することを目的としている。 

 卒業生は自動車関係の製造や設計やデザインの仕事に携わることが多く、そこで創意と工夫

を要求されることが多い。そのために広く知的財産教育を学ばせたいと考えた。  

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

○知的財産の概要を学び理解をする。 

 産業財産権標準テキストを用い、知的財産概要を学んだ。 

 1学期に1回、２学期に２回、弁理士を招いて知的財産講習会を開催した。内容は、①知的財 

 産権の概要について、②特許について、③意匠について、であった。 

○発想力を豊かにする。 

 発想力を豊かにするための手法をグループワークで実践した。内容は、ペーパータワー競技

（どうすれば高いタワーを建てられるか）、ブレインストーミング法とＫＪ法（与えられた課 

 題をどうすれば問題を解決出来るか）であった。 

○創意工夫を生かす 

 アイデアコンテストを開いた。内容は身の回りの生活用品について考え、図と説明文で表現 

した。 

 ロゴをデザインした。自分で起業した会社にふさわしいロゴのデザインである。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

当初は知的財産教育の授業を進めるために試行錯誤を繰り返した。しかし、他校の様子や知財

教育のいろいろな手法や開発事業のことにを理解するにつれて、生徒に興味を持たせることが

できた。３回の知的財産講習会でとく良かったのは意匠権の内容であった。弁理士は意匠権の

専門であるため、具体的でわかりやすい例をあげて指導していただいた。生徒は自分の意見を

述べること、グループの意見を集約して表現することに喜びを感じるようになった。身近な生

活用品の創意工夫についても、興味をもって取り組むことが出来た。反省は、実際にものを作

っていないことである。次年度については学校設定科目「工業デザイン」だけでなく、課題研

究でもやってみたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」
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       知的財産講習会（特許編）           活動風景写真（ＫＪ法－発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｊｈ 

 

 

   表．（例）指導内容              グラフ．（例）成果（指導前後の比較） 

 

知的財産教育のために開設した学校設定科目「工業デザイン」の取組について 

 

 産業財産権の、特許・実用新案についてを機械系の教員が、意匠・商標についてをデザイン系の教員が指

導を行なった。１クラスを２班編制にして、特許・実用新案と意匠・商標を週に１回ずつ学習する形態をと

った。１学期初旬の学習は標準テキストを中心に進めていったが、生徒たちの受けはあまり良くなかった。

具体的なことを掘り下げてはどうかとＬＥＤの発明や製品化や研究者について取り上げたところ、興味を持

って取り組む感触があり、同様のテーマを準備した。２学期は発想力を豊かにする手法やロゴのデザインな

ど実技的な内容の比重が高かった。弁理士による知財講習会も視聴覚機器や生徒が興味を持つ具体的な例を

挙げて指導をしていただき、より理解が深まった。                                            

知的財産権意匠編を受けたときのアンケートより  

 １、どんなことがわかったか。 

  ・商標のサイクルは産業の発達につながるとわかった。 

  ・商標の類似の判断は難しい。 

 ２、どんな感想をもったか。 

  ・商品の名前をつけるときに、いろいろな制約があることを知った。 

  ・音を意匠として登録していることに驚いた。 

  ・誰も思いつかないものを考えるための発想力をはぐくむのは大変だと思う。 

 ３、次回はどんな内容を期待するか。 

  ・意匠や商標について、もっと知りたい。 

  ・意匠権や商標権以外の具体的な話も聞いてみたい。 

  ・特許出願をした人の話を聞きたい。 
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学校番号 工２３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 兵庫県立西脇工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
吉田 道広 

学校情報 
所在地：兵庫県西脇市野村町1790 

TEL：0795-22-5506、FAX：0795-22-5507、URL：http:www.hyogo-c.ed.jp/~nishiwaki-ths/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域連携を通した知的財産学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

ものづくりの学習を通して知的財産制度に関する基礎知識の理解を向上させる。 

地域の企業と連携して、知的財産の講演や企業での特許権の活用方法を紹介し、知財学習の

必要性を認識させ、実践力を高める。 

（取組の背景） 

 課題発見・解決型学習の中で、生徒が自主的に行動できるように積極的に支援している。 

各学年の段階的な知的財産学習の取り組みを通して、発想力や創造力を育て、知的財産権を意

識したものづくりを定着させる。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 知的財産権の基礎知識を理解せると共に、知的財産に対する興味関心を高める。 

講演・セミナー 

１)工場・大学見学を通して産業財産権への取り組みやその活用 

２)大学教授によるデザインの創出セミナー 

３)マーケットの調査や顧客からの要望と特許、実用新案 

４）弁理士による産業財産権学習 

創造力・実践力・活用力を向上取り組み 

１)弁理士を招いての特許模擬出願セミナー 

２)高大連携によるデザインの創造セミナー 

３)特許権学習 

校内(情報・繊維科)コンテストの実施 

各学年コンテストの内容は異なるが、「普段の生活の中でなにげなく見過ごしていたこと、気

がついていたが疑問に感じたことを考え、その問題を解決しよう！」を共通のテーマに統一し

コンテストを実施した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・知的財産権の基礎知識は標準テキストの活用と外部講師の講演やセミナーにより、生徒の知

識力は高めることができた。 

・ＩＰＤＬの有効な活用やブレインストーミング法、ＫＪ法を有効に利用し、問題解決のヒン

トや解決する力が着実に向上してきた。 

・知財に関する成果発表においては、言語力が果たす役割が大きく、その力も向上させるよう

に取り組めた。 

・今後、ものづくりを通して、知財の活用力を向上さると共に、指導者との情報交換や指導者

研修を重ね指導力の向上をはかる。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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県立西脇工業高等学校全景 

 

ものづくり講演      工場での知財学習（尼崎）    大学でのアイデア学習（大阪） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パテントコンテスト講習会                  弁理士による知財セミナー 

 

ロボット製作とロボット競技（兵庫県工業教育フェア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県内の各地域持ち回りで「ふれあいフェスティバル」が開催されている。 平成 26

年度は、但馬ドームをメイン会場に展開された。会場では、学校展示・体験・イベントが

開催された。ドーム内で２足歩行ロボット、自走式ロボット、リモコン式ロボット競技が

開催され、優秀な成績を収めた。また、展示会場 

において工作教室を開き、日頃の技術とアイデア 

で簡単のおもちゃの製作をした。 

 

 

 

 

 

 

ものづくり教室の様子      ２足歩行ロボット大会の様子 

パテントコンテス

トに向けての書類

作成の講習会 

要約および特許明

細の書き方を学習 
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学校番号 工２４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 兵庫県立姫路工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
土井 雅貴 

学校情報 
所在地：兵庫県姫路市伊伝居600番地1 

TEL：079-284-0111、FAX：079-284-0112、URL：http:www.hyogo-c.ed.jp/~himeji-ths/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産学習を通して「ひとづくり」を推進し、より良い「ものづくり」へつなげる。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・知的財産教育を活かした「ひとづくり」 

 ：生徒自らが考えて創意工夫し、失敗の中から成功へのヒントを見い出し、実践できる素養を身に

つけさせたい。知的財産教育では、生徒のアイデア抽出や「気づき」を促すことができる。ま

た、校外での活動を通して視野を広げ、積極的かつ主体的に活動できる生徒を育てたい。 

・知的財産教育を土台とした「ものづくり」 

 ：知的財産教育は権利や創造性を問うだけのものではなく、生徒の能力を引き出すためのツールと

考える。上記の「ひとづくり」をベース(土台)とした「ものづくり」の実践に取り組みたい。具

体的には、二足歩行ロボットや機構の設計や製作、人々の生活に役立つデザインの構築を主題と

して、専門的な「ものづくり」の実践力・活用力を高めたい。 

（取組の背景） 

 本校の強みである「ひとづくりを土台としたものづくり」のベースアップを図るため、知的財産教

育の考え方や手法を活用する。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【導入(4～6月)】 

・校内コーディネーターを中心とした関係者ミーティングを実施。 

・アイデア創出や機構学、ロボット制御、工業デザインの関連書籍を購入。 

・弁理士を招いて、無料出前授業(寸劇)を実施。 

【実践(6～1月)】 

・知的財産教育を活用し、二足歩行ロボットやデザインパテントに関する制作活動を開始。その過程

において、３ＤＣＡＤや３Ｄプリンタを活用。 

・全国産業教育フェア(宮城)に出展する。 

・「情報技術基礎」において、産業財産権標準テキストを用いた授業を実践。 

【まとめ(1～2月)】 

・校内の課題研究発表会において、知財教育を取り入れた研究の取組みを発表。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・「ひとづくり」のときに、生徒に自ら考えさせること、周りへの目配り気配りをさせること、失敗

から成功の種を見つけようとさせることを指導することが、後の「ものづくり」において有効であ

ると気づきました。 

・全国産業教育フェアへの出展・発表においては、準備期間から多大な労力と資金が必要であった

が、それ以上の大きな経験・成果を得ることができました。このような機会を与えて頂いたことに

感謝します。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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正門と本館校舎 姫工の強さの象徴「自転車置場」 

弁理士会による無料出前授業 二足歩行ロボット競技会の様子 

平成26年度知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業「成果展示・発表会」 
 平成26年11月8日(土)～9日(日)に開催された「第24回全国産業教育フェア宮城大会」において、本校の

取組みを出展・発表しました。出展テーマは「アイデアをカタチに！姫工の取組み～「ものづくり」の

ための「ひとづくり」～」とし、出展ポイントを以下の２点としました。 

 ① 課題研究における、電動スケートボード用モーターの設計製作について 

 ② 姫工 6学科の取組み紹介と「ひとづくり」について 

 電動スケートボード用モーターは、パルスによって磁界の向きを変えて制御できる無方向性電磁鋼を

使い、外側に電磁石を配置したブラシレスモーターを製 

作しました。また、ＦＥＴを用いた交流パルス発生回路 

も製作し、回転速度を制御できるようにしました。 

展示ブースにおいて、製作中のモーターの展示と説明を 

行うとともに、本校6学科のものづくり作品も展示し、 

姫工の取組みを説明しました。 

 生徒自身にとって、初めての経験であり緊張すること 

も多かったと思います。しかし、他校の生徒や先生方と 

の交流を通して、自身の研究において大きな成果を得る 

ことができました。ありがとうございました。 
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学校番号 工２５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 山口県立徳山商工高等学校 
担当教員／ 

教官名 
岡田 憲治 

学校情報 
所在地：山口県周南市周陽３丁目１－１ 

TEL：0834-28-0026、FAX：0834-28-0027、URL：http://www.tokuyama-ct.ysn21.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

アイデアを具体化するために必要な行動力を身につける知財学習 

目的・

目標 

・背景 

アイデアを具体化するために必要な、基本的な知識・技術並びに行動力を身につける 

競技ロボットの製作を通して、問題解決のためのアイデアの創出から実際のものつくり、その

応用など知的財産活動に必要となる種々の行動力を実体験する 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・競技ロボットを製作し、大会に出場する 

 大会主催者から呈示される要項に従って競技コートを製作した。 

アイデアを形にする前に必要となる文書化（図面）の必要性について学んだ。 

与えられた材料から、指定された形にするための図面を書き、それにしたがって加工した。 

競技の内容から競技で要求される動作をイメージし、文書にした。 

 ロボットの形をイメージしスケッチしたものをもとに設計図面を描き、ロボット製作を行っ

た。 

・各種のコンテストに参加する 

 弁理士の先生を招聘し、知的財産権の講演と、パテントコンテストの紹介をしていただいた

。 

コンテストの応募作品を夏休みの課題として募集し、３点を選んで応募した 

工業校長協会主催の「高校生技術アイデアコンテスト」に作品を製作して出品した 

・地域の中学校に出向いて、ものつくりの楽しさを紹介する 

廃電線、磁石、電池を使って簡単なモーターを製作した。 

製作の過程を中学生に説明し、製作の手助けを行った。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・ロボット競技に関しては、県大会であと１歩のところで敗退し、全国大会への出場を逃し、

残念な結果に終わった。その後の反省によると、敗因は多々あったが、完成が遅くなり操縦練

習に時間が取れなかったことを挙げているものが多く、設計段階での遅れが悔やまれる。 

・パテントコンテストに初めて応募した。校内で選考した３点を出品したが、結果は落選で 

あった。だだ、弁理士の先生の講演の内容をもとに自らがIPDL検索を行い、中には試作品を 

作るなど想定以上の反応が得られた。来年度に向けてよい経験になった。 

・競技ロボット製作中に浮かんだアイデアを生かして、高校生技術アイデアコンテストに応募

した。このコンテストは試作品すなわち実際に機能するものの製作が必須で、アイデアを実際

に形あるものに仕上げる難しさがあった。 

・中学校への出前授業では、動作原理を理解し、そのうえで実際に動くものを作り、さらにそ

のノウハウを中学生に伝える必要がある。アイデアを形にすること楽しさと、人へ伝えること

の難しさを学んだ。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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ロボット競技への取組がもたらした成果 

 ロボット競技大会は、年度当初主催者より発表される実施

規則に則って実施される。いわゆる問題提起がこのときなさ

れる。大会参加者はこの問題解決のためにアイデアを出し合

い、協力し合ってロボットを完成させ大会に臨む。機構を考

え、図面をひき、加工し組み立てる。試作品を動作させてみ

て不具合を修正する。場合によってはアイデアの練り直しを

迫られることもある。製作しながら操縦も練習し、製作者と

操縦者の間でやり取りも行われる。そしてその規則にもっと

も即したものが優勝（そこには運も必要だが）する。 

この流れは、知的財産における活動において必要とされる

多くの要素を含んでいるといえる。問題を解析し、解決のためのアイデアを出し合い、既存の技術で組み立

てる。試作品を作り不具合を修正する。使い方を工夫することで新たな応用範囲を開拓することと、ロボッ

トの操縦練習はある部分似ている。過去において行われた錬金術がその後の科学史に多くの功績を遺したよ

うに、ロボット製作中に出てきた多くのアイデアはほかに流用できるすぐれたものも多い。今回の取り組み

では、ロボット競技そのものにおいては芳しい結果は得られなかったが、技術アイデア出品作品に応用でき

たことで一定の成果を上げることができた。 

 

授業風景 単極モーター 

技術アイデアコンテスト出品作品 

（ロボットのアイデア流用）） 

1.6IV電線 

＋ 

単３アルカリ乾電池 

＋ 

ネオジウム磁石 

＝ 

モーター 

すごい！ 

回った！ 

パテントコンテスト応募のための事前指導

（弁理士の先生による指導） 

ロボット競技（県大会）の様子 

コ
ン
テ
ス
ト
参
加 

出
前
授
業 
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学校番号 工２６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 山口県立小野田工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
教諭 松井 俊朗 

学校情報 
所在地：山口県県山陽小野田市中央２－６－１ 

TEL：0836-83-2153、FAX：0836-83-2744、URL：http:www. onoda-t.ysn21.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）・標準テキスト総合編を活用し「ものづくり」をするにあたって産業財産権の理解を

深め、特許出願できる創造力と実践力を指導する。 

・部活動、実習の班編制、課題研究の班編制、座学授業により、実物のものづくりを通して、知的財

産について、IPDL検索、申請可能かの試行をおこなう。 

（取組の背景）１年生には、産業財産権標準テキストを利用した講義。パテントコンテスト応募をひ

とつの目標とした。メカトロ部は、全国高等学校アイディアロボット競技大会のテーマに沿った作品

の製作３年生は、課題研究での作品製作 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【１年生全員・工業技術基礎】 

・産業財産権標準テキストを利用した講義。・IPDL（特許電子図書館）の使い方。 

・紙タワーの製作（創造性・コミュニケーション能力の育成） 

【全校生徒】 

・パテントコンテスト応募を目標。外部講師による講義。部活で不便なことを改善する工夫。 

・県のものづくりフェスタへの出展。・中学生の体験入学での興味付け。・中学生への出前文化祭。 

【メカトロ部】 

・全国高等学校アイディアロボット競技大会のテーマに沿った製作。県大会へ出場 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・ 短期と長期の視点に立って実施すべきものがあると考え、短期ではパテントコンテストへ向けての学

習をすること、長期では、ものづくりをすることによって創意工夫を行わせ継続してこの学習を活か

すことである。このことは、将来にわたり自分の研究課題を持たせデザインや芸術、起業家の域まで

発展出来る可能性があると思う。 

・ ものづくりをすることによって創意工夫が必要となりその過程の中で知財が生まれると考えているの

で、この事業は、工業高校の「ものづくり」ができる教育の中では非常に有効である。最近は、もの

づくりのできない生徒や、空間把握のできない生徒が多いが、工業高校（公教育機関）は、現在のも

のづくりの時代に相応の３次元 CAD システムや CAM 設備を備えて未来の技術者を育てなければならな

い。 

・ ＩＰＤＬ検索ができなければ自分で特許の検索をすることができない。ＩＰＤＬ検索が自分でできる

ように指導することが大切。 

・ 鹿児島県の加治木工業高校の第 11 回目の知財セミナーに参加したが、先進校の取り組みを見聞する

ことにより知財の方向性や、取り組みの方法等大変参考になった。来年度も本校の先生に見学にいっ

てもらいたいと考える。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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標準テキストによる講義       紙タワーの製作      パテントコンテスト応募用講義 

   

夏休み親子ふれあい教室（知財について説明）ピカタワー（高学年）    ランタン（低学年） 

 

中学生へのものづくりの体験（ものづくりの興味を持たせるための体験入学） 

 

 

全国高等学校アイディアロボット競技大会のテーマに沿った製作 
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学校番号 工２７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 徳島県立つるぎ高等学校 
担当教員／ 

教官名 
小神 宣彦 

学校情報 
所在地：徳島県美馬郡つるぎ町貞光字馬出６３－２ 

TEL：0883-62-3135、FAX：0883-62-4238、URL：http://tsurugi-hs.tokushima-ec.ed.jp/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産権学習の定着と実践 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

知的財産権教育の定着とパテントコンテストの入賞 

（取組の背景） 

本校は，美馬商業高等学校，貞光工業高等学校の統合よって徳島県立つるぎ高等学校として今年４月 

開校した。昨年度は貞光工業高等学校で本事業に参加し，知的財産教育を行った。昨年度の成果を定着 

させ，また，工業教育，商業教育の中で知的財産権を発展的に学ばせたいと考えた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

①各科専門教科において，産業財産標準テキストを用いて各クラスで授業を行った。 

（知財の重要性・法制度・歴史・現状について学んだ。） 

②課題研究・電気工作部・機械工作部等の部活動で産業財産権について学び，特許開発に取り

組んだ。（知財について深く理解を図り，問題解決能力を養った。） 

③講師を招いて，知的財産セミナーを開催した。 

（実践的に学び，知財への関心を高めた。） 

④アイデアコンテストを開催し発想や思案を募集した。 

（生徒の知財への関心を高め，創造性の育成に取り組んだ） 

⑤知財人材育成・知的財産教育実践交流研修会に参加した。 

（各校の取り組みを知り，交流を図った。） 

⑥徳島大学の協力を得て知的財産事業化演習に参加した。 

（知財についてより実践的な考え方の修得に取り組んだ。） 

⑦パテントコンテストに応募した。 

（目標を持って課題に取り組み，解決する力を養った。） 

⑧マイコンカーラリー，徳島大学地域交流シンポジウム等に参加した。 

（課題に取り組む姿勢を育て，問題解決能力を養った。） 

⑨小テストの実施 

（知財に関する知識の復習とまとめ。） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

地元企業，大学の協力を得て，校内アイデアコンテストを開催した。また，パテントコン

テストに 3 作品応募し，そのうち 1 作品が入賞した。講演会，講習会の開催，生徒交流会へ

の参加を通して，知的財産権に対しての生徒の関心が高まったようである。また，課題研究

・部活動においても生徒たちが積極的に取り組み，在来の唐辛子を利用しての６次産業化へ

の取り組みや，マイコンカーの製作などを通して自ら知的財産権の取得に取り組む生徒も 

育ってきている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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Fig.1 学校正門付近             Fig.2 風力発電装置（電気工作部） 

 

 

 

Fig.3 知的財産セミナー          Fig.4 生徒交流会（大垣養老高等学校） 

 

地元企業連携とみまから 6 次産業への取り組

み 

校内アイデアコンテストを実施の際に，地元企

業に本校生徒に考えてほしいアイデア（ニーズ）

を募集し，アイデアコンテストの前に生徒に公開

した。 

また，今年度からつるぎ高等学校となって，工

業科，商業科の併設の学校に生まれ変わった。昨

年まで，美馬商業高等学校が行ってきた在来唐辛

子（みまから）の栽培，加工，販売に加え，工業

科の課題研究の中で土の乾燥に合わせて，水をや

り，電源のないところでも栽培できる自立型栽培

プラントを製作した。 

                         Fig.5 在来唐辛子栽培プラント（課題研究） 
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学校番号 工２８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 徳島県立徳島科学技術高等学校 
担当教員／ 

教官名 
中島寿美子 

学校情報 
所在地：徳島県徳島市北矢三町２丁目１番１号 

TEL：088-631-4185，FAX：088-631-1110，URL：http://tokushima-hst.tokushima-ec.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上，意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

考案したアイデアをもとに実物を製作し，ものづくりを通じて知的財産権を学ぶ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 アイデアを具現化する際には創造性や課題解決能力が必要であり，このタイミングに知的財産教育

（標準テキスト，IPDL 検索，弁理士や企業の指導等）を組み合わせることで，より効果的な専門教

育を行い，産業界に必要とされる人材を育成したい。 

（取組の背景） 

 経済のグローバル化や国際競争の激化と言った近年の産業構造の変化に対応するために，課題を探

求し解決する力や創造性，規範意識等の能力・資質を習得した人材の育成が求められている。本校は

このような人材を育成するために効果的である本事業に，平成２２年度から知的財産教育に取り組み

今年度も継続して取り組む必要があると考えた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

Ⅰコンテスト応募を中心とした知財教育 

(1) 生徒対象に本事業の開発推進校に選ばれたことを理解させるとともに，担当コースの教科等にお

いて産業財産権等について学習した。 

(2) 校内全体にコンテストを案内し，各コースの課題研究等において新規性が高いアイデアを募り，

発明や意匠をコンテストに応募できるよう促した。 

(3) 実際に発明，特許申請を取り扱う弁理士を招聘して，自らのアイデアを発展させることができる

よう（IPDL検索法を中心に）参加生徒を指導した。 

(4) 校内で集まったアイデアを，文章化・図面化できるように技術指導を行った。 

(5) 「パテントコンテスト応募相談会」を開催し，1 人ひとりの応募用紙を弁理士に確認していただ

き，指導内容をもとに修正・改善して，コンテストへの応募書類を完成させた。 

(6) アイデアを具現化できるよう，各コースにおいて試作品を製作した。 

(7) １月末に成果を展示・発表する。 

 

Ⅱ産学連携型の知的財産教育 

(1) 地元大学や企業，行政機関と連携した産学連携型の知的財産教育を推進するために，生徒対象の

講演会を実施するとともに，生徒２８名で地元企業（日本フネン）を訪問した。 

(2) 日本フネンとは，昨年度に権利譲渡した生徒作品の試作を進めている。また，今年度は共同で知

財提案型コンテスト（商標・特許・意匠）を開催し，応募書類を製作した。→３名の意匠が選出

され，現在３月のプレゼンに向けて調整中である。 

(3) 徳島大学，阿南高専の学生と共に地元企業（四国化工機）を訪問し，得意分野であるパッケージ

関係の知的財産を中心に見学した。四国化工機とは，今後本事業の進展具合によって，さらに連

携を深めていく予定である。 
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成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

本校は，平成２２年度産業財産権テキストを活用した知的財産教育推進協力校に認定されたことを

スタートとして，知的財産教育が定着してきた。以後，パテントコンテスト・デザインパテントコン

テストでは４年連続で合計１３名が特許・意匠出願支援対象として選ばれるなど，一定の成果を上げ

てきたと考えている。今年度は知的財産の学習に取り組む５年目である。今年度は知的財産に関する

知識を高め，豊かな創造力を育成し，特許や商標，意匠権への理解を深め，特許出願に至る創造力や

実践力を養う継続的な指導と環境が必要であると考えて事業に取り組んできた。生徒からは，自らの

アイデアを実際に IPDL 検索，設計，試作，検証し，書類としてまとめることで知的財産を身近に感じ，

知的財産を創造・活用・実践する力が身に付きつつあると感じている。 

また，今年度の事業から，大学・高専・高校，行政機関，地元企業が連携して行う，産学連携型の

知的財産教育の試みが本格化してきた。今後は，より実践的な取り組みとするために企業との連携を

更に充実させていきたいと考えている。 

最後に，生徒が実際に知的財産を創造・実践・活用できるようになるには時間がかかるが，本事業

を有効に活用して，細やか且つ多様な学びの機会をつくることで，これが可能になると思える。今年

度の取り組みを継続して，今後の発展に繋げていきたい。 

「本資料内の写真，イラスト，引用文献等の承諾が必要なものにつきましては，権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁理士による指導の様子   デザインパテントコンテスト応募作品例  試作品を製作している様子 

 

産学連携プロジェクトの取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

この取り組みは，徳島大学出口祥啓教授を中心に，阿南高専，つるぎ高校やとくしま産業振興機

構等行政機関と県内企業が連携して行っているプロジェクトである。本校と徳島大学は，昨年度に

日本フネン株式会社と共同で本プロジェクトを実施した。この時に提案した意匠権を権利譲渡して

今年度は試作品が完成し，製品化へ向けて交渉を進めている。今年度も，引き続きこの縁（取り組

み）を発展させるプロジェクトを実施した。 

「２０１４年度FUNEN知財提案PJ募集」とい 

い，本校と共同で開催して特許，意匠，商標 

の分野で応募した作品から知財になりうるも 

のを発掘するというプロジェクトである。今 

年度３月に現在数点選ばれている作品の中か 

ら一つを選ぶためのプレゼンを行う予定である。 

この取り組みは，学校教育だけでは難しいことを，企業と 

連携することで実現にしようという知財創出システムの試み 

である。できることならば，実際に産業界で活用できる知的 

財産を創出したいと考えている。 

 

 

 

 

日本フネン株式会社にて 

四国化工機株式会社にて 

FUNEN知財提案PJ応募作品 
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学校番号 工２９ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 香川県立坂出工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
教諭 髙鳥 光郎 

学校情報 
所在地：香川県坂出市御供所町一丁目1番2号 

TEL：0877-46-5191、FAX：0877-46-5054、URL：http:www sakakh01@kagawa-edu.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

平成26年度「知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業」に参加して 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

工業技術基礎や課題研究の授業で創造的なものづくりを行い、発想力を身につける。また、

大学との連携を視野にいれ、高度な知識や技術を活用した取り組みを行う。 

（取組の背景） 

ものづくりの中で生徒の創造力を引き出し、自ら学ぶ姿勢を身につけさせることにより、学

校全体の活性化に繋げていく。また、高度な技術を知ることにより学習意欲を高めさせる。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

『工業技術基礎』１年 全学科 

 ・標準テキストを用いての知的財産学習の理解 

 ・発想訓練（紙タワーの製作やストロー斜塔の製作、段ボールの再利用） 

 ・発明くふう展への出品 

『課題研究』３年 全学科 

 ・機械科：ロボットアメリカンフットボールのマシン製作  ゼロハンカーの製作 

 ・電気科：太陽光の活用についての研究 

 ・建築科：生活改善に役立つものの製作 

 ・化学工学科：キチン・キトサンによる生分解性プラスッチックの合成  

  企業見学（三菱重工業：限外ろ過装置） 

『知的財産学習講演会』全学年 全学科 

 演題「うどん県と商標について」講師：うどん県観光交流局観光振興課 井下 朋 氏 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 工業技術基礎では標準テキストでの座学だけでなく、発想訓練など体験的な学習を行うこと

により生徒は興味をもって取り組み、発想力や創造力が身についた。また、発明くふう展で教

育委員会教育長賞を受賞するなど、昨年度からの知的財産学習の効果が継続している。課題研

究では、各科の特色を活かした創造的なものづくりを行なった。制作過程において発生した疑

問点やつまずきに対して、IPDL やインターネットを通して自ら調べ、学習し解決する姿勢が身

についた。また、企業見学を通して特許権や実用新案権に対する理解が深まりものづくりに対

する興味が増した。知財学習講演会では、商標権に関する身近な題材として、うどん県（香川

県の商標）を題材に講演していただいた。生徒は、商標の効果などを学習することで、知的財

産権への関心が高まっていたように思う。 

 今後の本校の知的財産学習の定着のためには、教員のレベルアップは欠かせない。他校での

事例の研究や研修会への参加を継続して活動していくことで、学校全体の活性化に繋げたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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       正門付近                 標準テキストでの学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      紙タワーの製作                 段ボールの再利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボットアメリカンフットボールのマシン       ＬＥＤを利用した光るたすき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 企業見学（三菱重工業：限外ろ過装置）      机に取り付けるドリンクホルダー 
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学校番号 工３０ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 香川県立志度高等学校 
担当教員／ 

教官名 
吉本 剛志 

学校情報 
所在地：香川県さぬき市志度３６６－５ 

TEL：087-894-1101 、FAX：087-894-1102 、URL：http:www.kagawa-edu.jp/shido01 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくりの基礎学習を通した知的財産権学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）技能検定「構造物鉄工」２級や溶接コンクール、パテントコンテスト、ロボット競技会等への取り組みを通して学

校生活で役に立つアイデア作品の発明、工夫、改善を生徒自らできるようにし知的財産に関する創造力・実践力・活用力を深める。 

（取組の背景）学校のある香川県さぬき市周辺の産業は、クレーンや油圧機器、船、液化ﾀﾝｸ、自動車、電線、配電盤などの製造業

を中心として発展してきた。23 年前に工業科が設置された本校は、知的財産教育を柱とすると共にものづくりの基礎学習を通しての

創意工夫やアイデア作品製作時に、自ら問題を見つけて原因を追及し、改善していく力を体験的に学習している。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・社会人外部講師による「ガス切断」「型板けがき」「溶接運棒方法」などの技能教育や「安全・品質・効率」

を基準として問題を見つけ、その原因を探求し、改善していく手法および知的財産についての学習（写真１） 

・産業財産権標準テキストや工業技術基礎教科書を活用した学習と身近な問題のアイデア発想訓練（写真2） 

・技能検定「構造物鉄工」で、角度を調整するための治具の製作を通した「けがき」の基本習得（写真3、4） 

・ガス切断をする際に鋼板が熱変形しないようにするための定規の製作とガス切断の技能習得（写真5、6） 

・技能検定「構造物鉄工２級」課題作品の製作練習によってアイデア作品試作を容易にした（写真7）  

・ワイヤーブラシとたがねの機能を持たせた治具を製作し、作業時間の短縮をする重要性の学習（写真8） 

・生徒が「ガス切断」と「溶接」の技能を駆使して様々な形状のフラワースタンドを製作(写真9) 

・生徒による学校生活で役に立つ物の発想訓練から生まれた落ち葉収集運搬器具製作(写真10) 

・社会人外部講師の教え「ものづくりでは安全第一」から生み出したガス容器固定台製作(写真11）  

・ロボット競技会用作品の考案と特許電子図書館 の活用を行い、競技用ロボットの製作(写真12)  

・廃棄殻がどのように処分、リサイクルされているかの調査を志度漁協の協力を得て実施(写真13) 

・カキ殻をワイヤーブラシで清掃し、学校で利用し終わったチョークを収集しリサイクルする(写真14) 

・カキ殻と廃棄チョークを細かく押し潰すための治具を生徒が発案、製作し粉を製造（写真15、16） 

・カキ殻粉３％を廃棄チョーク粉に混ぜて、水で練り団子にし、金型に押し出してチョークを製作(写真17） 

・リサイクル六角形断面チョーク。持ちやすく、転がりにくく、を目標に生徒がチョークを製作（写真18） 

・金型で押し出す方法をパンタグラフ式ねじジャッキを活用し、リレーシーケンス制御を実施（写真19） 

・本校生徒と職員に実際に利用してもらい不具合の状態をデータ化し、パレート図を作成し分析した（図１） 

・チョーク製造におけるJIS基準に従って、チョーク強度試験やその他様々な品質管理を実施した（図2） 

・リサイクルチョーク製作をする課程で様々な不具合が生じた。その結果と原因を図に書いて調査(図3） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

溶接や組み立てなどの「ものづくり」の基礎・基本と知的財産の意義について学び、授業や様々な部活動、学

校生活の中で役に立つことを考えアイデアを発想する事が出来た。その中でも、教室で普段利用しているチョ

ークに着目し、香川県志度湾で養殖しているカキの廃棄殻を利用することで、リサイクル多角形チョークとし

ての再資源化を試みた。今後の課題は、生徒のものづくりの基礎力向上と製作したアイデア作品についてパテ

ントコンテストなどの大会へ出場し模擬特許資料を作成し改善を繰り返して特許申請を目指すことである。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真 1 改善講習(株)ﾀﾀﾞﾉ 写真 2 知的財産学習 写真 3  構造物鉄工のけがき 写真 4 製作した角度治具 

 

 

 

 

写真 5 ｶﾞｽ切断の基本 写真 6 ｶﾞｽ切断用定規 写真 7 構造物鉄工の完成品 写真 8 たがねとﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ工具 

  
 

 

 

写真 9 フラワースタンド 写真 10 落ち葉収集運搬器具 写真 11 ガスボンベ固定器具 写真 12 ロボット競技会 

 
  

 

 

写真 13 志度カキの廃棄殻 写真 14 殻清掃と廃棄ﾁｮｰｸ 写真 15 カキ殻を粉砕する治具 写真 16 カキ殻とチョーク粉 

 

 

 

写真 17  ﾁｮｰｸ団子と金型 写真 18 六角形断面ﾁｮｰｸ 写真 19 ﾘｻｲｸﾙﾁｮｰｸ成形装置 図 1 品質分析のパレート図 

               

図 2  JIS 基準によるﾁｮｰｸ強度試験結果            図 3 不具合がなぜ起きるかを分析した特性要因図  

 

ﾘﾚｰｼｰｹﾝｽ 

基板 

ﾊﾟﾝﾀｸﾞﾗﾌ式 

ﾈｼﾞｼﾞｬｯｷ方

式押出装置 
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学校番号 工３１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛媛県立新居浜工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
片上 豪太 

学校情報 
所在地：愛媛県新居浜市北新町8番1号 

TEL：0897-37-2029、FAX：0897-37-6440、URL：http://niihama-th.esnet.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

発想力・創造力・発明力を高める教育の実践 ～学校教育の中のあらゆる領域で～ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 「工業技術基礎（実教出版）」を活用し、知的財産への理解を深め、知的財産に関する講演

を聞いたり、校内アイデアコンテストに参加したりすることで実践力を身につける。 

（取組の背景） 

 ものづくりをするに当たって知的財産教育を行うことは重要であり、知的創造力を養うとと

もに知的財産に関する実践力を育成していく必要があるため。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

学校の特色を出すため、平成26年度マニフェストとして設定した。１年生「工業技術基礎」授

業（全学科）、３年生「課題研究」授業（全学科）、学校行事、部活動の中で取り組むなど、

校内のあらゆる機会を捉えて学校全体で取り組んだ。 

１ 知財教育推進委員会、知財教育研究委員会の実施 

２ 「工業技術基礎（実教出版）」を活用した授業 

３ 外部講師による講演会① 

  演題「 知的財産への興味付けとパテントコンテストについて 」 

  講師：川北国際特許事務所 弁理士 川北 喜十郎 氏 

４ 外部講師による講演会② 

  演題「 防災商品の権利化と製造・販売について 」 

  講師:（株）Plus One 代表取締役社長 菊野 宏文 氏 

５ 工業各学科において、それぞれのテーマで課題研究を実施 

実験装置の改良やものづくり等においてアイデア発想法や産業財産権について指導した。 

３Ｄプリンタなどを活用してアイデアを創出し、工夫・改善や試作を繰返し、完成度を高

めた。 

６ パテントコンテストへの応募(夏休みの課題) 

７ 公開文化祭において知財研究成果発表、展示、紙タワーコンテストの実施 

８ 産業教育フェア(宮城県)における「成果展示・発表会」に参加 

９ 知財教育研究授業の実施 

［その他］ 

１ 地域別研究協議会への参加  

２ 先進校視察① 香川県立香川西部養護学校 

３ 先進校視察② 鹿児島県立加治木工業高等学校 

４ 先進校視察③ 福岡県立小倉工業高等学校 

５ 第３回紙タワー甲子園（西条市）参加・支援 
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成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

（まとめ）1 年間の取り組みの中で特色的なものは、校内の研究授業を通した実践的な研修がな

されたことである。また、校内アイデアコンテストの中からパテントコンテストに応募するこ

とができたことは新たな一歩であった。産業教育フェアの「成果展示・発表会」で優秀活用力

賞を受賞するなど成果が上がった。 

（気づき）知的財産教育を推進するために最も重要なことは、教職員の理解と協力体制で 

あり、知財を教えるのではなく、知財の視点で教えるということを共通認識することが大切で

ある。 

（課題）一人一人に考えさせる機会として校内アイデアコンテストを実施したが、今後どのよ

うに継続・発展させていくか、また、知財担当者問題など学校の取り組みが継続されるような

システム作りが今後の課題である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 知財教育講演会     写真２ 知財教育研修会      写真３ 地域別研究協議会 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 知財教育研究委員会  写真５ 校内アイデアコンテスト  写真６ 弁理士指導(パテコン) 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ パテコン出願指導      写真８ 先進校視察    写真９ 知財教育研究授業 

 

 

 

 

 

 

 

写真10 紙タワーコンテスト   写真11 知的財産教育セミナー   写真12 発明・起業講演会 
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学校番号 工３２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛媛県立八幡浜工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
教諭 伊能 孝 

学校情報 
所在地：愛媛県八幡浜市古町２丁目３番１号 

TEL：0894-22-2515、FAX：0894-22-3106、URL：http: yawatahama-th.esnet.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくりを通して知的財産を学び、豊かな創造力を養う 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 ものづくりを通して知的財産を学び、豊かな創造力を養う。また、「知的財産権標準テキス

ト」を活用、講演会等により、興味・関心を持たせる。 

（取組の背景） 

 知的財産権について知っている生徒・教員は少ない。教員の指導力を身に付けることが重要

であり、学校全体で取り組むことにより、生徒の創造力・実践力を養う必要性がある。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 知的財産教育の基礎学習（「標準テキスト」の活用） 

 創意工夫演習でのアイデア発想力の育成（発想力の育成） 

 知的財産教育講演会の開催（知的財産制度の概要、ＩＰＤＬの活用法及びパテントコンテス

トについて、知的財産制度の基礎とアイデア発想法、知的財産教育の指導方法） 

 作品製作による発想力の育成（ブレーンストーミング法・ＫＪ法の実践） 

 地域別研究協議会への参加（教員の指導力向上） 

 先進校への知的財産教育セミナー参加（鹿児島県立加治木工業高等学校） 

 本校教職員対象の研修会（先進校視察の報告会） 

 １年間の成果発表（課題研究発表会） 

 

 

 

 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知的財産について学習することにより、生徒・教職員が産業財産教育の必要性を知ることが

できたと思う。アイデアを発想するには、問題に気づき、取り組むことが重要でアイデアを創

意工夫する過程が大切であることを感じた。 

今後、知的財産教育の必要性を浸透させるには、教員研修・講演会・授業での取り組みを継

続していかなければならないと考えている。 

 

 

 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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先進校セミナー参加         知財セミナー（職員研修） 作品製作（LEDライト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   知的財産教育講演会（１年生）       アイデア発想法の活動状況（紙タワー） 

 

本年度の知的財産教育の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の工業科は１年生が機械土木工学科、電気技術科、２・３年生は機械科、電気技術科、土木

科の３学科、計８クラスの小規模校である。今回の知的財産教育の取組では、１年生講演会、創意

工夫のための授業、テキストや工業技術基礎の教科書を用いての座学を通して、アイデア発想力の

育成を試みた。２年生は当初予定していなかったが、講演会を２学期末に実施することができた。

３年生ではパテントコンテストに参加することを目標に講演会の実施と「課題研究」の中で作品製

作に取り組んできたが、目標を達成することができなかった。しかし、ものづくりを通してパテン

トコンテストに応募するためにＩＰＤＬの活用法を学び、アイデアを発想し、実現することの難し

さを学ぶことができ一応の成果は得られたのではないかと思われる。 

組織体制作りから始まり、年間の計画を立て実践してきたが、全教職員が意識を持って取り組め

るよう期待したが、様々な場面での協力は得られたが実際には一部の教職員だけが活動しただけに

なってしまった。 

今後は１年生では「工業技術基礎」、３年生では「課題研究」の授業の中で知的財産教育を続 

け、また教職員の研修や講演会を実施することで本教育の必要性を理解させることができるので

はないかと考える。                       

スケールと LED を組み合わせ

てみました 

川北先生の講義の様子！ 

積極的に活動し、様々な

アイデアが出ました。 

鹿児島県立加治木工業高等学校 

興味を持って取り組めていました。 
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学校番号 工３３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立戸畑工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
山岸 孝二 

学校情報 
所在地：福岡県北九州市戸畑区丸町３丁目１０－１ 

TEL：093-881-3868、FAX：093-881-5108、URL：http://www.tobata-tech.ed.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

 

「ものづくり」を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 １年：知的財産権についての基本的な学習と「ものづくり」における知的財産権の重要性を理解 

させ知的財産権について興味関心を持たせる。 

２年：知的財産権の基本的な考え方とシステムを学習するとともに、「創意・工夫」を行うため 

の発想力を育成する。 

３年：知的財産権の基本的な考え方とシステムを理解させ、創意・工夫を行いながら課題を解決 

し、「ものづくり」を行う中で活用力を育成する。 

（取組の背景） 

 工業高校生として知的財産権についての知識と興味関心が必要であると感じていた。同様にものづ

くりに必要な創造性の育成で、この価値を知ることは重要であると感じているため。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 １年：生産工場等の施設を見学し「ものづくり」の工夫と製品が特許等で保護されていることを理

解させる。 

弁理士から知的財産権についての概要を講義していただき興味関心を高める。（「産業財産

権標準テキスト」を活用する） 

また、校内アイデアコンテストを実施し、意識を高める。 

２年：台湾修学旅行での現地工場と日系企業の工場等を見学し、海外でのものづくりの工夫や技術

を理解させる。 

また、校内アイデアコンテストの実施要項を説明し、知的財産権について意識を高める。 

３年：創意・工夫を行いながら課題を解決する。また、知的財産権を意識しながら各課題研究に取

り組む。 

      ・ロボット競技、マイコンカーラリーへの参加 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

生徒一人ひとりに考えさせるきっかけとして、校内アイデアコンテストを実施しているが，今後

これをどのように発展させていくかが課題である。知的財産権教育を推進するために最も重要なこ

とは教員の理解と協力である。普通教科の教員との連携をどのように取って行くか、本年度の研修

課の担当が普通教科の教員で、多くの研修会に参加・協力していただきどのようにして、来年度に

つなげて行くかが重要である。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真（改築中）         製作作品写真       活動風景写真 

 

  

入学以前に知的財産に関する学習 

 

 

 

 

 

 

 

○校内研修会の様子（講話）         講義の前と後での知的財産に関する興味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○弁理士による知的財産に関する講義      グラフ：講義の前後での意識の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本年度も校内アイデアコンテストは、コンテスト前に講義を行う等の事前指導を充実させるととも

に，ポスターも生徒から募集し生徒の意識を高めるように工夫をしてきた。 

 また，工場見学等においては現場でのものづくりの技術に直接触れ刺激を受けたようである。更

に，デュアルシステムにおいては就業体験を通して知識や技能もさることながら、社会人のとしての

厳しさも学んだようです。これらの活動を通して「創造」する心の価値を実感していけたのではない

かと感じています。 

 
生徒作製ポスター           デュアルシステム活動風景 

指導後 

指導前 

マイコンカーラ

リーの機体 

ロボット競技大会 
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学校番号 工３４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立香椎工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
柿並 純 

学校情報 
所在地：福岡県福岡市東区香椎駅東２丁目２３－１ 

TEL：092-681-2131、FAX：092-671-0915、URL：http://kashii-tech.fku.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産学習の定着と指導教員の養成及び課題研究への組み込みを目指して 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

○近い将来パテントコンテスト等に応募できるように、知材教育の充実と発展を進め工業技術

基礎での発想訓練の充実、ＢＳ・ＫＪ法の活用、ＩＰＤＬ検索の活用・発明に繋げる。 

○工業技術基礎で培った学習内容を２年生で校内アイデアコンテストや３年で実施する「課題

研究」や作品製作部での「ものづくり」「ロボット作り」に反映できるようにする。 

○香椎商店街等でアンテナショップを開き、生徒実習作品の展示や即売会などからものづくり

の楽しさや新しい作品のヒントをもらえる様に準備を進める。 

（取組の背景） 

本事業に参加して５年目を迎え知的財産に関する他校のセミナーに職員が参加し、「知財」に

関心を持つ教員が出てきつつある。知財教育を実施しているのは、機械科と電子機械科と作品

製作部である。他科にも「知財」に取り組むように要請し体制を整えていく必要性がある。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【課題研究】 

機械科   ・香椎商店街アンテナショップ 

・この世にない物の製作（溶接開先加工治具の製作改良） 

校内生徒研究発表会での発表及びパテントコンテストの申請を行った。 

情報技術科  ・ゴミ箱の製作 

電気科   ・インドアプレーンの製作 

電子機械科  ・衝突防止システムの構築 

【工業技術基礎 実習 座学】 

機械科１年 ・工業技術基礎 知的財産教育（３時間３回計９時間） 

標準テキストを使用して産業財産権・特許権・意匠権の学習 

        創造性の育成、創意工夫の演習（コピー用紙を使用した高いタワーの製作） 

電子機械科１年・工業技術基礎 知的財産教育（１班８名 ３時間） 

        創造性の育成 創意工夫の演習（針なしホッチギスの製作） 

電気科３年 ・実習 知的財産教育 

        実践発表会の内容を紹介し知財の被害に逢っていないか、知らないうちに不

正していないか学習し、各自のイニシャル等を元にデザイン製作を行った。 

工業化学科３年・教科 工業化学 知財教育に絡めた内容を行った。 

【作品製作部】 

・競技ロボットの製作・競技会参加 

・ＷＲＯ（レギュラーカテゴリー全国大会参加、オープンカテゴリー国際大会参加） 
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【文化祭】 

全科２年  ・ピタゴラ装置製作（コンテスト形式）を実施 

【職員】 

・他校で実施されたセミナー、研修会、地域別研究会、全国産業教育フェア参加 

【その他】 

全科１年  ・朝読書の時間に標準テキストを使用して黙読した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・他校で実施されたセミナー、地域別研究協議会、推進事業成果発表会等に延べ９名の教員が 

参加し、新しい情報を入手でき職員の意欲向上に繋がった。 

・校内知的財産推進委員会を６回開催し次年度の目標・課題を検討することができた。 

・各学科で知財に絡んだ工業技術基礎及び課題研究に取り組む体制が整ったことが良かった。 

・パテントコンテストに申請することができた。 

・工業技術基礎で培った知財学習を２学年ではピタゴラ装置製作コンテスト、３年次では課題

研究を通してパテントコンテストに申請するまでの一連の成果が出た。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

１年次の取り組み 

作品製作部 ＷＲＯ国際大会の風景 文化祭 ピタゴラ装置の製作コンテスト 

３年次の取り組み 

（課題研究） 

電子機械科 

衝突防止システムの構築 

電気科 

エアロプレーンの製作 

情報技術科 

ごみ箱の製作 
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学校番号 工３５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立福岡工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
木戸 健二 

学校情報 
所在地：福岡県福岡市早良区荒江２丁目１９番１号 

TEL：092-821-5831、FAX：092-822-5837、URL：http://fths.fku.ed.jp/html/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

各学科の専門を活かした「ものづくり」を通した知的財産権（特許など）の理解と取得 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 ものづくりと知的財産の関係の理解と制度の理解 

（取組の背景） 

 工業高校には「ものづくり教育」が必要であるが、ものづくり教育を行う中で知的財産権の

重要性も生徒達に教える必要がある。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【電子工学科】 

・回転式バーサライタの製作 ： オリジナルな発想で製作し、文化祭で展示と実演を行った 

・インドアプレーンの製作 ： 久留米工業大学主催インドアプレーン競技大会に創意工夫し

た機体で出場し、フリーフライト部門優勝、リモコン部門準優勝した 

・高校生ビジネスプラングランプリへの応募 ： ビジネスプラン名「じょうろ見守り隊」が

１７１７件の応募中ＢＥＳＴ１０に選ばれ、1月 11日に東京大学で発表する。 

・知的財産教育成果物展示・発表会 ： 高校生産業教育フェア宮城の知的財産教育成果物展

示・発表会において、「来場者特別賞」を頂いた。 

・３D プリンターを用いた２足歩行ロボットの製作 ： ３DCAD と３D プリンターを用いて、ア

イデアを活かした2足歩行ロボットの設計を行っている。現在製作中である。 

・自作イルミネーション製作：ﾛﾎﾞｯﾄ競技同好会と共同製作し年末年始に正門周辺で飾った。 

【環境化学科】 

・石炭灰から人口ゼオライトを製造する過程の低コスト・低労力化を図るための取組み 

・石炭灰の有効活用への取組み（組織培養など） 

【染織デザイン科】 

・染色と織物について、方法と構造を学習する。 

・糸の染色を行い、織り機を使って福岡工業高校独自の織物を織る。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

今年度は、私が課題研究で担当している生徒達に多くの課題と発表をさせたが、生徒達の努

力の結果、多くの成果を出すことができた。生徒達は、生徒達が頑張れる環境を与えれば、想

像力や発想力を高めることができるし、ものづくり能力も高められることが分かった。 

 本事業のように、生徒の創造力・実践力・活用力を高めるための支援を行っていただける事

業があるのは、現場教員としては非常に助かる。特に、他校生徒との交流は、生徒のモチベー

ションを高めるとともに、他校の取り組みを参考にすることができ大変有効であった。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」
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【電子工学科】 

 

 

【環境化学科】        【染織ﾃﾞｻﾞｲﾝ科】 

 

 

石炭灰の活用について研究＆実験 経(たて)糸張りの準備、染色作業 

優勝したインドアプレーン 
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学校番号 工３６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立小倉工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
田中 貴美子 

学校情報 
所在地 福岡県北九州市小倉北区白萩町６番１号 

TEL 093-571-1738    FAX 093-581-6761    URL http://kokura-th.fku.ed.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

工業技術基礎及び課題研究における産業財産教育 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）「ものづくり」をするにあたって、一年生を対象に標準テキスト総合編を活用し、産業

財産の理解を深め、創造力や表現力を養うとともに知的財産に関する実践力を育成する。そのために、工

業技術基礎では、発想法も体感させるなど、生徒が自ら創意・工夫できる下地をつくるとともに、外部講

師を招いて知的財産の基礎的知識を講義する。また、課題研究やものづくり部等の活動において、様々な

工夫をさせ、それらの工夫が知的財産であることを実感させる。また、生徒に特許への関心を持たせ、実

際の特許出願を目指す。 

（取組の背景）これからの時代を生き、これからの日本の工業を支えていく本校生徒に知的財産教育を行うことはと

ても大切であり、福岡県内工業高校に知的財産教育を推進していく必要性がある。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

① 校内ものづくり・知的財産教育推進委員会の開催 

② １学年対象・教職員の講演会〔７月１１日（金）４，５限目〕 

川北国際特許事務所 弁理士 川北 喜十郎 氏 

③ 校内アイデアコンテスト募集〔～8月２１日（木）〕 

④ パテントコンテスト・デザインパテントコンテストへの応募準備〔９月〕 

⑤ 知的財産教育セミナー〔１２月〕 

創造性を育むための模擬授業（工業技術基礎）を行い、知的財産教育の推進を図る。 

国立大学法人 山口大学 大学研究推進機構 知的財産センター 

 准教授（特命） 陳内 秀樹 氏 

⑥ 工業技術基礎・課題研究における知的財産教育〔年間〕 

⑦ ものづくり部における知的財産教育〔年間〕 

⑧ 他校の視察〔１２月〕 

鹿児島県立加治木工業高等学校 など 

⑨ 外部との連携 

工業教育研究会（知的財産教育推進委員会）との連携 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

７月の一学年生徒対象の講演会や平成２６年度 ｢知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業｣

地域別研究協議会（九州地区）の本校実施にともない、本校の教職員に対する研修の機会があり、各専門

科だけでなく多くの先生方の協力を得て知的財産教育に取り組むことができた。今後も知的財産教育を本

校の教育の一つの柱として位置づけていくためにも、工業科の科目以外においてもその教育の必要性は重

要でありもっと身近な内容として取り組むことのできる工夫を今後も委員会を中心に検討していきたい。  

また、本年度は各科の協力で授業改善等に向けた新たな一歩を踏み出すことができた。次年度は、「知的

財産権」の内容を取り入れた研究授業を実施する計画も進んでいる。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」
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ものづくり部（ロボット競技）          工業技術基礎での取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別研究協議会（生徒発表および協議） 

     知的財産教育セミナー（模擬授業および講演会） 

 

 

福岡県立小倉工業高等学校の取組と成果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７／２３（水）に本校を会場に地域別研究協議会が実施された。九州地区の先生方が集まる中、

本校での活動を生徒が発表する機会をいただいた。その際に、先生方から生徒たちに対して、課題

研究での取組や発表の内容について高い評価の声を掛けていただき、大いに励みになっていた。 

これらの取組を校内の５科（機械科・電子機械科・電気科・電子科・工業化学科）で共有してい

くためにも、「知的財産権」の内容を取り入れた授業を各科が研究授業として公開することを目標

に校内での推進活動を行った。１２／１９（金）の知的財産教育セミナーでは、専門科だけでなく

国語や数学などの普通科目の担当者を含む全職員が参加できるように企画・運営できた。 

来年度は、各科の課題研究における知的財産権に関する取組について協議していき、例年実施し

ている「課題研究報告会」で生徒に発表させたい。 

 

全国大会出場（福岡県１位） 



Ⅱ-88 

学校番号 工３７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立浮羽工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
川島 淳司 

学校情報 
所在地：福岡県久留米市田主丸町田主丸３９５番地２ 

TEL：0943-72-3111、FAX：0943-72-4343、URL：http://ukiha-tech.fku.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

工業技術基礎での知財学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 生徒に知的財産について重要性を理解させる。 

（取組の背景） 

 １年生はすべての学科において授業として工業技術基礎が必修である。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

知的財産教育推進委員会を中心に工業技術基礎の時間に、８時間の知材教育を行っている。 

CD,テキスト使い基礎から始め、具体的な例を示し授業を行っている。また、授業前には、模擬

授業をして、授業担当の先生の理解を深めている。当然、指導案も作成している。また、特許

検索についてはIPDLを使って学習した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・授業の後に理解度テストを行い理解度を確認している。 

・知的財産に関して難しく考えすぎている生徒に実技を通して学習させることによって理解を

深める事ができた。 

・各科の特色をもっと取り入れたかった。 

 

 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真         デザインパテントコンテストの校内発表 電気科   競技用ロボット製作 

 

 

知的財産管理技能検定 

課題研究 

出願（パテントコンテスト・デザインパテントコンテスト） 

工業技術基礎 

研修会への参加 

     知的財産フォーラムin久留米２０１４ 

     地域別研修会 

     知的財産教育セミナー 

ものづくり教室 

生徒研究発表会 

自動車研究部 

ロボット研究部 

     ものづくりコンテスト 

     各種ロボット大会 

           指導内容               

特記すべき取組と成果 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＪ法や作品を発表させるなど

言語活動を多用することによって

生徒の理解度が深まった。 

 ２５年度デザインパテントコンテストにおいて出願支援対象者に選ばれた生徒が、弁理士 

指導の下、今年意匠権を取ることができた。これで本校から２人目の意匠権登録となった。 

それにより生徒全体の知的財産への興味・関心が高まった。残然ながら今年度は選出される

ことはなかったが、毎年応募していきたい。 

 今年度は数多くの研修会に参加できた。実践報告や知的財産権の最前線で活躍されている

企業の方などの講演に参加し、より多くの知識・技術を生徒へ還元することができた。 

                      

成果 
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学校番号 工３８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立三池工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
古賀 久光 

学校情報 
所在地：福岡県大牟田市上官町４丁目７７番地 

TEL：0944-53-3036、FAX：0944-52-1832、URL: http:miike-tech.fku.ed.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくりを通した知的財産学習の実践・発展 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 産業財産権標準テキストを用いて、知的財産権の概要を把握させ、工業への関連性と重要性を理解

させる。また、ものづくりにおいて創意工夫しながらアイディアをカタチにする実践力・活用力を養

わせる。そして、全ての専門科において生徒が、高校生技術アイディアコンテストまたはパテントコ

ンテストに応募する。 

（取組の背景） 

 工業高校である本校のへの求人職種は従来の生産職から技術職に変わってきている。技術職

に求められる、自分で考え行動できる能力を、本活動で伸ばしたい。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 本校の５つの科全てで本知的財産教育を実施している。本年度は特に、全科の生徒がパテントコン

テストおよびデザインパテントコンテストに初めて応募（計８件）するなど、知的財産教育に関わる

生徒の裾野が広がった。 

１．パテントコンテストおよびデザインパテントコンテストに初めて応募 

昨年度から始めた校内パテントコンテストの優秀者がパテントコンテストに応募した（計７件）。

また、科目「課題研究」の取組みから１件、デザインパテントコンテストに応募した。今後も継続さ

せたい。 

２．知財活動を学校ホームページで外部にアピール 

本校のホームページのトップページにリンクを設け、特許を目指したものづくりをアピールしてい

る。知的財産教育の重要性と楽しさを中学生や企業に伝えることを目的としている。 

３．全科で取り組む 

「知的財産教育に伴うものづくり」や「開発商品等の財産を知的財産権制度で保護する課程の 

学習」は、全科が授業中に取り組んでいる。 

４．知財教育を地域貢献に活用 

  科目「課題研究」のテーマに「校舎を LED で地域のランドマークにする」生徒が現れた。知財教

育を活発にしていく手がかりとなりそうである。 

５．工夫をこらした高性能なものづくり 

工作部の活動において各種競技大会用のマシンの性能を向上させるアイデアを考えさせた。製作段

階でのアイデアや創意工夫の中に特許になるものが存在するかもしれないことを意識させた。中には

全国大会で入賞するものも出た。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・知財教育活動と地域貢献を結びつけたように、知財教育プラスアルファにすると知財教育もさらに

活発になると思う。 

・知財教育は生徒の創造力を開発するだけでなく、教師の技術的指導力を伸ばすきっかけにもなると

思った。生徒のアイデアを形にするときに、教師の技術的指導力の高さが求められる。 
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・課題 ・一人体制で実習しているところは複数で行い、知財教育の指導力を伝えていくことが必要である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

    

     

 

 

 

 

 

学校番号 工３９ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 
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学校名 佐賀県立有田工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
森永 昌樹 

学校情報 
所在地：佐賀県西松浦郡有田町桑古場乙 2902 番地 TEL：0955-42-3136、FAX：0955-41-1002、

URL：http://cms.saga-ed.jp/hp/aritakougyoukoukou/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

全科において知的財産学習を取り入れた、基礎的な理解と知財マインドの形成。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

【機械科】課題研究では、生徒各々が、地域と連携しながら製品の設計・製作が出来る。 

【電気科】工業技術基礎では、意匠の重要性を認識し、意匠の基礎を学ぶ。また、機器では機器にお

ける意匠の重要性を学ぶ。 

【セラミック科】工業技術基礎では、知的財産権の概要を学習し、地域産業における知的財産の重要

性や今後の課題を認識する。       

【デザイン科】製図では、意匠の重要性を認識し、ユーザ志向のデザイン設計や提案が出来る。プロ

ダクトデザインでは、ユーザ志向のデザイン設計や製作、試作、提案が出来る。課題研究

では、地域に存在する製品や催事などのデザイン企画や商品開発、ブランディングの提案

が出来る。また、校外の自治体や生産者との連携が出来る。 

（取組の背景） 

     本校はデザインの専門教育を行う工業高校であり、知財を視野においたワークフローを

学習することは、現代の製造業界より要求されている。また有田という歴史的な陶磁器

産地として地域との密接な関係を築きながら成長してきた本校にとって、地域に根差し

た教育活動の視点が欠かせない。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【機械科】意匠権を中心とした知的財産の基礎知識を学びながら、課題研究の中で、製品の設計や制

作を行った。 

【電気科・セラミック科】知的財産の基礎知識を学びつつ、専門家による講演会を実施し、より幅広

く実践的な知財の世界を知ることができた。 

【デザイン科】製図では、デザインパテントコンテストに応募するアイデアの検討を行い、考案した

意匠は、図面から形状を可視化する技術を習得した。本年度のコンテストでは１名の出願

支援対象者の成果を出した。プロダクトデザインでは、UD の視点からのハンドソープ容

器の提案。図面作成→モックアップの制作を行い、素材の加工、図面通りの形状作成の技

術を習得した。課題研究では、デザセンの二次審査では２グループが全国入選（30 チー

ム）を果たし、1 チームが決勝大会に出場し受賞した。また、地域と連携した取組みであ

る「＠LOCAL３」では、各々が校外の関係団体（個人、地域団体や自治体、生産者など）

の協力を得ながら研究を進めた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知財に関する協力校として取り組み始めて５年目になる。デザインパテントコンテストも本年 

度も１名の出願支援対象者を選出して頂いた。毎年の課題ではあったが、本年度より、本事業 

をデザイン科から学校全体の取り組みとして拡大できた。現在、校務分掌内に校内委員会を組 

織し、運用に至っている。全科の職員に関わってもらうための体制づくりを目指し、本年度は 

本事業の中間発表や各種研修に他科の職員を参加させていただいた。他科の職員において担当 

者が変わっても常に情報を共有、協議できる環境を形成しておかないと、現状の維持はおろか 

本校においての活動自体の弱体化もあり得るため、来年度からは更に学校全体で取り組む組織 

づくりの強化を考えている。 デザイン科では本年度も、ここ数年取り組んでいる課題研究で 

のテーマ「地域連携」が大きな目標であった。これには地域との直接的な接触が不可欠である 

。外部との取材や報告の調整を職員で分担するにも、外部との折衝方法については職員の共通 

認識と、外部の方々に失礼にならないよう生徒への礼法指導が必要である。＠LOCAL はひとつの

プロジェクトでもあるが、一昨年からの継続的な取り組みであり、卒業生のプレゼンテーション 

も聴いているため、スムーズな導入ができた。このように、他科においても先輩の取り組みを 
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引き継ぎ、全校生徒が同じ条件で知財を学ぶ機会を得て、職員を含めての連鎖反応を期待した 

い。そのためには必要に応じてこの事業報告を参考にしながら全校行事を企画し、各科の特色 

を生かした教育活動の手助けになればと思う。また、ものづくりを主とした本校の特色から、 

状況が変わっても、単なるキャリア教育ではない授業成果そのものが実践的な活動こそ生きた 

知財の教材であり、専門教育のあるべき姿として今後も継続していきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 
専門家による講演（電気科）       専門家による講演（セラミック科）  課題研究（機械科） 

 

プロダクトデザイン（樹脂の研磨）   箸置き（石膏鋳込み成形）      ハンドソープボトル合評会 

 

全校行事の取り組み（文化祭モニュメントアイデアコンテスト）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校番号 工４０ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 宮崎県立延岡工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
松元史年 

本年度より、知的財産教育を全校で取り組んでいることから、 

11月の文化祭に向けて各科（セラミック、デザイン、電気、機械） 

の特徴を生かしたモニュメントの形状と装飾・機能の２部に分け 

全校生徒に対してアイデアコンテストを行った。 

テーマは「有田焼創業400年」。来年2016年は有田焼が始まって 

400周年を迎えることから、佐賀県や有田町では様々な行事が行わ 

れている中、地域からの要請に応えての実施である。条件は有田の 

頭文字「Ａ」と「４００」を入れたデザインで、数多くの出品から 

生徒会執行部により審査を行い、形状の部１名、装飾・機能の部に 

９名のアイデアが選ばれ、生徒会に在籍する各科の生徒で作成した。 

完成したモニュメントは、文化祭1日目で全校生徒にお披露目があ 

り、２日目には中庭に展示し多くの来場者の目に触れる機会となっ 

た。今後、依頼があれば出張展示を受付けている。 

                                制作（上）と文化祭（下）の様子 

人力車の制作 

電気専門の教職員による講演 

電子黒板を使った図面と完

成作品の合評会 
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学校情報 
所在地：宮崎県延岡市緑ヶ丘１丁目８番地１号 

TEL：0982-33-3323、FAX：0982-33-3324、URL：http://cms.miyazaki-c.ed.jp/6029/htdocs/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域社会と連携し『津波避難誘導灯』の製作を通した特許の取得 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 津波避難誘導灯を特許化するために知財権制度の基礎学習と権利化・活用を見越したプランの策定を行う 

（取組の背景） 

 本校の位置する延岡市内緑ヶ丘地区は太平洋に面しており、想定されている南海トラフ地震による津波でほと

んどの地区が水没することが予想されている。本校は標高１０ｍの高台にあるため、災害が発生した際には地区

住民の避難場所に指定されている。しかし、学校の周辺には住宅等がないため、夜間は灯りがなく真っ暗な状態

になり、災害が発生した場合に住民の避難に困難が予想されていた。そこで、電気電子科３年の課題研究におい

て津波避難誘導灯の製作に取り組むことにした。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

昨年度は、製作に取りかかる事前調査として、延岡市消防署の防災担当者に話を聞いたり、地域の区長を含めた

非難対象者にも相談したりして情報を収集した。実際に誘導灯を設計するときには、太陽電池パネルや蓄

電池、ＬＥＤライト、コントローラーなどの部品等については、インターネットで検索してスペックを確

定した。また、土台となる部分の構造材は、機械科職員に相談してアルミ材で組むことにした。製品の特

徴としては、昼間に蓄電し、夜はシステムの稼働を地域から見守ってもらえるようライトを点灯し、災害

時は、夜のライト点灯だけでなく、家庭用コンセントと同等のインバーターを備え、液晶テレビやラジオ

をつけたり、携帯電話等を充電するなど明かりと情報を確保できるようにした。また、毎晩点灯して地域

を照らすライトの色については、地域の方々と一緒に点灯実験をして、実際に何色が適しているかを決定

した。これまでの材料費については、延岡市役所を通して延岡市ライオンズクラブにお願いして資金援助

を受けた。平成２５年９月初旬に１号機が運用を開始し、同１０月末には２号機の運用を開始した。 

今年度(平成 26 年度)は、新たな 3 年生 5 名の新チームで取り組みを引き継いだ。3 号機と 4 号機を追加製作し

て先輩たちの苦労を追体験し、この津波避難誘導灯について特許取得できないか考えた。そこで１から 4

号機は屋上に設置する大型のタイプであり、15 万円と高価なため、持ち運びでき、自宅や教室に設置で

きるような小型津波避難誘導灯の製作に取りかかった。発電や蓄電容量は 4分の 1にし、ライトは小さめ

にして災害時にはスマートフォンの充電程度の規格にしたら、3万円と5分の１の価格に抑えられた。 

また、事前に知財教育を行い、２・３年生に予備知識をもたせたあと、地元の中小企業で全国のイオングループ

に「障害者用の駐車スペースを音声案内する装置」を販売している会社の技術者を招き、技術開発の苦労

や知財権取得の講演を２・３年生を対象にしてもらい、意識付けをするとともに、特許取得できないか相

談も行った。 

成果 

・まとめ 

・課題 

・大型の津波避難誘導灯を製作し、マスコミをはじめ多くの方々から注目され、生徒も技術開発の実感と製作の

自信をつけた。また、小型の津波避難誘導灯製作にも成功した。 

・特許が技術開発した製品の利益を守ってくれること、技術と同じくらい大切なものであることを学んだ。一方

で、講演を聴いて必ずしも特許をとらなくても製品を数多く販売して利益を確保できる実践も学んだ。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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○大型の製作風景             ○完成した大型の本体 

   

○大型の津波避難誘導灯4台の屋上設置状況     ○完成除幕式 

  

○中小企業技術者による講演風景    ○イオングループに納入した製品 

  

○持ち運びできる小型津波避難誘導灯       ○配線している様子 
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学校番号 工４１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立加治木工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
教諭 上園 浩一 

学校情報 
所在地：鹿児島県姶良市加治木町新富町131番地 

TEL：0996-62-3166、FAX：0996-62-3168、URL：http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Kajiki-T/Top.htm 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

産業財産権標準テキストを活用し，「ものづくり」をするにあたって 

産業財産権の理解を深める。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

【1年／全学科／工業技術基礎】 

･「産業財産権標準テキスト(総合編，特許編，意匠編）」を活用し，知財教育をすることで，産業財産権やネチケッ

トを理解させ，「アィディア」を「形」にする「ものづくり」学習を進め，パテントコンテスト・デザインパテント

コンテスト等への応募を目指す。 

【3年／全学科／課題研究】 

・日常の身近な課題に着目しアイディアを形にしていく中で，知的マインドを育成するとともに，特許出願の学習を

行い，技術アイディアコンテスト・パテントコンテストの応募を目指す。 

（取組の背景）Ｈ１３年度から今年度まで工業技術基礎を中心に知財教育を行っている。普通教科も参加し，学校

全体の取り組みとしてものづくり教育を中心とした指導に知財教育を取り入れ，創造育成教育を施しながら産業財産

権を指導していく。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【1年／全学科／工業技術基礎】 

・産業財産権テキストを活用し，指導マニュアルに基づいて実証授業を実施する。 

・産業財産権について学習し，特許が身近なものであることを理解させる。 

・指導マニュアルのステップＡ，Ｂ，Ｄを中心に授業を展開した。 

・アイディアの創出から「アイディア」を「形」にする製作を行う。 

・特許電子図書館（ＩＰＤＬ）の使い方等説明して，情報検索や先行技術検索について実習を行った。 

・コンテスト等の応募形式に従い文書作成をさせる。 

・作品紹介のビデオを撮影する。 

・「意匠権ものづくりの強い味方」を視聴し，デザインパテントコンテストにも取り組み応募した。 

【3年／全学科／課題研究】 

・インターネットやＩＰＤＬを活用して，課題解決，発表までの過程を学習した。 

・「アイディア」を創出し「形」にしていく。今までの技術に工夫改善を導入する。 

・アイディアを具体的に文章化させコンテストや特許出願のための明細書等の応募書類を作成させる。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

･ 今年度も工業以外の教科（理科）での公開授業ができたのがよかった。 

･ 知財教育への取り組みが 14 年目になり，職員も変わってきているので職員研修等を通じて意識をもってもらう必要

がある。 

・夏休みに県内企業を訪問し，職員の研修を行うことができた。 

･ 2年生以降の実習へ知財を取り入れるようにしたい。 

 

本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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工業技術基礎での取り組み風景             職員研修風景 

                                               

     

 

 

 
 

 

第 11回知財教育セミナーの様子 

学校番号 工４２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

（株）日本計器 

(株)エルムの見学を行った。 

テキストを使って

産業財産権につい

て理解を示す。 

理科での公開授業風景 

篭原先生による講演の様子 機械工作での公開授業風景 

工業技術基礎での公開授業風景 
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学校名 鹿児島県立隼人工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
齋藤 俊 

学校情報 
所在地：鹿児島県霧島市隼人町内山田1-6-20 

TEL：0995-42-0023、FAX：0995-42-0025、URL： http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Hayato/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

基本的知財マインドの定着と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 基本的知財マインドの定着と創造性の育成 

（取組の背景） 

 これまで行ってきた、活動のロボット製作・治具製作などの中に知的財産の要素は隠れてい

た、という「気付き」に重きをおいて知的財産教育の校内拡散を行っている。そのステップの

一つとして本年度はインテリア科を「知的財産教育実践学科」とし、目標を「全ての実習コー

スで年度末に 10 分間の知的財産的まとめを行う。」とした。指導用資料を制作、共有しインテ

リア科の特性を活かした知的財産教育の確立を目指していきたい。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・全国高等学校デザイン選手権大会、日本高校生デザイングランプリ、高校生の建築甲子園に

参加し、その過程で発案・発想法や意匠権・著作権について学ぶ。 

・外部依頼の木製品試作を行い、その過程で発案・発想法や意匠権について学ぶ。 

・紙タワーを製作し、クラス内で発表する。２回実施することで、「模倣・形状・信頼」から

「特許・意匠・商標」をより深く理解させる。 

・地域ブランディングの専門家方を招き、発案法の実践についての講演を行う。 

・ロボット、加工組立治具について競技会（県大会，全国大会）に参加し、アイデアを披露す

るとともに他校の取組について観察・学習する。 

・産業財産標準テキスト総合編巻末の「知的財産権制度の目的と保護対象」にある携帯電話を

インテリア科の各実習パートの過去製作物に置き換えた資料を作成し学科内で共有した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・地域ブランディングの専門家方の方から、実社会での発案・発想法の使用例を講演して頂い

たことで、必要性と重要性を学校全体で理解することができたと感じている。 

・競技会、コンペ等への参加は、審査員を「クライアント」に見立てながら課題解決の方法を

学び、まとめることができた。デザセンでは昨年度参加した全ての班が一次審査を突破したが

本年度は二組だけが一次審査を突破した。本年度はフィールドワークを実施しなかったため、

ユーザーマインドに立った提案ができなかったように感じる。調べ学習と、発案・発想法の両

輪を大事にしなくてはいけないと再認識した。 

・インテリア科を「知的財産教育実践学科」として、「年度末に 10 分の知的財産的まとめを行

う」という目標で学科内拡散を行ってきたが、コンペ等の出品作品の中には Web から画像を無

許可で転用している作品が見受けられた。「権利を取得する。」ことだけではなく、「権利を

侵さない。」ことについての学習が必要であると感じた。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

Studio-L 山崎氏の講演会とワークショップについて 

 コミュニティーデザイン、地域ブランディングの専門家である山崎氏を講師に講演会とワークショップを
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行った。全国の公官庁と地域住民の意見をブレインストーミングや KJ 法などの発案法でまとめた実例を講

演していただき、改めてブレインストーミングや KJ 法などの発案法の重要性を学ぶことができた。また、

講演中に行った「YES＆」というアイスブレークは、ブレインストーミングの 4 原則の一つ「結論厳禁」の

重要性を気づかせてくれる貴重な体験となった。 

 ワークショップではインテリア科３年生を対象に、「この地域の問題点」をテーマにブレインストーミン

グと KJ 法を行った。グループに分かれ、係を決めるのであるが「なぜなぜ係」があったことが印象的であ

った。否定するのではなく、話を聞き出すために「なぜ？」という係である。司会が進行に気を取られて十

分なファシリテーション能力が発揮できなくても、このなぜなぜ係が潤滑油になり発案の広がりをサポート

するのである。山崎氏曰く、「なぜなぜ係は間違うと嫌われ者になるが、実は一番重要。」とのこと 

だった。ワークショップの最後に、Studio-Lでは１件の依頼に対して、100件の過去事例を調査し、 

その中の 10 件は関係文献の読込、さらにそのうちの３件は現地視察の後に依頼者と会うようにしてい

るという話をしていただき、調べ学習と発案法の両輪が大切であることを再認識した。 

校内に発案・発想の楽しさを理解させた他に、建築設計コンペやデザセンに参加するインテリア科

の特性を活かした知的財産教育の確立へも大きなプラスになったと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隼工祭（文化祭）・隼工展（生徒作品展示会）について 

隼工祭（文化祭）・隼工展（生徒作品展示会）で上記の講演会、ワークショップをまとめたパネルの展

示を行った。さらに、本事業への取組申請の有無に関わらず、生徒作品の取り組んだ課題と創意工夫点を 

「？」と「！」をあしらったプレートを記入し会場に展示した。これは知的財産教育の校内拡散を目的と

して、これまで行ってきた活動の中に知的財産の要素は隠れていた、という「気付き」に重きをおいた取組

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校番号 工４３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

講演会の様子 ワークショップの様子 

講演会のパネル 
制作したプレート 

文化祭の様子 
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学校名 鹿児島県立川内商工高等学校 
担当教員／ 

教官名 
栗田大輔 

学校情報 
所在地：鹿児島県薩摩川内市平佐町１８３５ 

TEL：0996-25-2554、FAX：0996-25-1018 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

生徒および職員の知的財産制度に対する基礎知識を向上させ，知的創造力を育成すると

ともに，実践的な能力の習得に力を入れる。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・課題研究（インテリア科） 

アイデアを元に具体的に製作する。出来上がった作品を使いながら課題や問題点を検討し，さらに新しい技術・意

匠を模索する。また，試作と改良を繰り返すことで創造力を育成する。 

・部活動（エネルギー工作研究部・メカトロ部） 

ロボット競技大会やソーラーボート大会へ参加するロボットやソーラーボートの製作を通して創造性の開発を行

い，特許や実用新案の取得へ向けて活動する。 

・講演会(全校生徒) 

知的財産権に関する基本的な知識を学び，理解させる。 

（取組の背景） 

これまで行ってきた，課題研究やものづくり活動などの中に知的財産の要素は隠れていたという「気付き」から知的

財産権制度の活用方法を理解させ，自分たちが行っている活動の意味をより深く理解できることを期待している。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・知的財産権テキスト(総合編)を活用し，知的財産権の重要性を理解させる。ロボット，ソーラーボート，障害児用

玩具製作における，加工方法や機構等についてアイデアを出させる。 

・講演会の講師として外部有識者（弁理士）や先進校の先生（大学教授）による知的財産講演会を行い，知的創造力

の育成を図る。 

・アイデアを元に具体的に製作する。出来上がった作品を使いながら課題や問題点を検討し，さらに新しい技術・意

匠を模索する。 

・試作と改良を繰り返すことで創造力を育成する。 

・競技会（県大会，全国大会）に参加し，アイデアを披露するとともに他校の取り組みについて観察・学習する。 

・１月の課題研究発表会に向け展示作品製作や研究成果のまとめ活動を行っている。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・今回初めて知的財産権開発事業参加校として，部活動を基本とした取り組みを始めた。年度当初は何か難しいこと

を始めるというような反応であった。しかし，ロボットやソーラーボート，障害児用玩具のアイデアを出し，形にし

て改善するという体験を通して，これまで行ってきた活動に知的財産が隠れているということの理解が進んでいると

感じる。また，講演会終了後のアンケートを覧ると，知的財産に関して興味関心を持ってくれた生徒が多かったこと

に感銘を受けた。 

・講演会は全校生徒が参加し，初めに知財に関する取り組みを導入として実施，具体的な内容を丁寧に講演していた

だいたことで，生徒たちの理解がより深まった。今後は知的財産教育を全校的に行うため，更なる職員研修と校内体

制を作っていく必要がある。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真１ 学校正門前                 写真２ 弁理士による講演会  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 創作作品①                 写真４ 創作作品② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ エネルギー工作研究部            写真６ メカトロ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７有識者による知財講演会（生徒・職員）①   写真８有識者による知財講演会（生徒・職員）② 

学校番号 工４４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 
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学校名 鹿児島県立鹿児島工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
神田 俊治 

学校情報 
所在地：鹿児島県鹿児島市草牟田二丁目５７番１号 

TEL：099-222-9205  FAX：099-222-9206  URL：http:www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Kagoshima-T/top.html 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくりとWeb教材の活用を通した知的財産権の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

知的財産権の授業を実施し，生徒の興味・関心を高め，知識の習得を目指す。また，部活動

では，生徒自らの気づきを掘り起こして知的好奇心をより強く喚起する知財教育を目指す。 

（取組の背景） 

 昨年度からの知的財産教育の取り組みをさらに継続するための体制づくりと指導者できる教

員の増やすことで知的財産教育を推進する。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

  工業技術基礎において知的財産学習を実施する教材として，昨年度作成した校内ＬＡＮを活用

したWeb教材を使用した。今年度は，昨年度担当した教員以外で授業を担当し，ビデオによる

導入など昨年度より改善し，より使いやすい教材となった。 

り 昨年１年生はⅠ類だけで実施したが，今年度はⅡ類でもⅡ類の教員により工業技術基礎の授業

で知的財産教育に取り組んだ。 

部活動や課題研究では，知的財産学習を通して，発明・工夫への意識を高められるよう取り組

んだ。昨年応募できなかったパテントコンテストに３点応募することができた。 

今年度は，当初計画していた総合的な学習の時間を使っての１年全員への知的財産講話だけで

なく，弁理士である卒業生による講演も実施することができた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 工業技術基礎では昨年度作成したWeb教材を使い，昨年度とは違う担当者で授業を実施した。

今まで知的財産権についての指導経験のない教員であったが，教材を使うことで取り組みやす

かったという評価を得ることができ，指導者育成にも有効であった。 

１年生では，中学校の技術等で知的財産権について学習していると思われたが，まだ全体的

には指導されていない状況であった。今後も中学校での指導内容を確認しながら，工業技術基

礎での指導内容を検討していかなければならない。 

部活動や課題研究での取り組みでは，生徒の知的財産に対する理解度が深まり，発明・工夫

の意識が芽生え，意欲的に活動するようになった。 

今年度は，パテントコンテストに部活動２点や課題研究１点を応募することができた。結果

は入選しなかったが，生徒は応募したいという意欲が高まり，来年度は，入選を目指して早め

に準備・製作に取りかかりたい。 

本校は類系システムのため，１年生の工業技術基礎で知的財産権の学習を実施する場合，後

半のテーマで実施する必要がある。しかし，後半は系決定後に実施できなくなる場合もある。

来年度は，Ⅰ類とⅡ類での実施時期を再度検討しなければならない。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真（航空写真）                   卒業生による講演会 

 

 

       知的財産講演会                Ｗｅｂ教材 メインメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      事前アンケート画面               事前アンケート集計結果画面 

 

 

 上記アンケートでは，授業の最初で事前アンケートをとり，生徒が入力した結果をリアルタイムで確認で

きるため，生徒の反応がすく分かり，授業の導入に有効であった。また，授業のまとめでも，生徒評価を同

様にとることで，授業の振り返り，より生徒の理解を深める指導に効果があった。 

リアルタイムで集計結果

がわかる。 
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学校番号 工４５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立鹿屋工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
小倉 潤 

学校情報 
所在地：鹿児島県鹿屋市川西町４４９０番地 

TEL：0994-42-2165、FAX：0994-42-4524、URL：http:www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kanoya-TH/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ものづくり教育と連携した知的財産学習の推進 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・工業技術基礎において，知的財産について学び，ものづくりと産業財産権について興味関心

を持たせ，理解を深めさせる。 

・自らアイデアを出し，問題を解決していくことによって，新しいものが生まれていくことを

体験させる。 

（取組の背景） 

・パテントコンテストで入賞し，また特許出願から取得までの経験を生かし，今後産業界に必

要な人材育成へとつなげたい。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

◎工業技術基礎での取り組み 

(1) 知的財産権の概要，意義とその重要性について学習する。 

(2) IPDLの活用方法を修得するとともに，実際の特許について知る。 

(3) 発想力，創造力の育成（ブレーンストーミング，KJ法，問題解決手法等） 

 

◎課題研究での取り組み 

(1) 身近な課題から改善のアイデアを出し，パテントコンテストに応募する。 

(2) 創意工夫したものづくりを経験し，その成果を発表する。 

 

◎部活動での取り組み 

(1) ロボット競技大会に向けて，創意工夫した機構を検討し，ロボットを製作する。 

 

◎知財セミナーの実施 

(1) 外部講師を招き，全生徒，全職員対象のセミナーを実施。 

 

◎職員研修 

(1) 他校で行われるセミナー，講演会への参加。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・パテントコンテストへ５件応募した。 

・知的財産権に対する意識を高めることができた。 

・アイデアを出すところから，形にするところまで，創意工夫をしたものづくりを経験させる

ことができた。自ら考え，行動し，改善する力をみに付けさせることができた。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真１ 工業技術基礎（ブレスト，KJ）        写真２工業技術基礎（IPDL検索） 

 

 

      

   写真３ 課題研究（アイデア検討会）       写真４ 課題研究（アイデア商品試作） 

 

      

写真５ メカトロ部（ロボット製作）       写真６ 知財セミナー（本校体育館） 
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学校番号 工４６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 沖縄県立宮古工業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
友利 悟 

学校情報 
所在地：沖縄県宮古島市平良字東仲宗根968-4 

TEL：0980-72-3185、FAX：0980-72-8041、URL：http://www.miyako-th.open.ed.jp/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

興味・関心が持てる知的学習の展開・ものづくりを通した創造力・実践力の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 【工業技術基礎】 

 授業を通して知的財産について興味・関心を持てるように概要説明・問題解決を行う 

 【課題研究】 

 ロボットやマイコンカー製作を通して、「考える」ことの重要性を理解させる。 

 地域の伝統文化（宮古島方言）を継承したいという課題解決をするために今まで学習してきた事や各々

のアイディアを活かしたコンテンツ製作を行い地域に貢献することを目的とした。 

 【電子情報技術】 

 知的財産の概要を把握し、日々の生活から課題を発見し、発明品を創造して書類作成を通して、特許権

に関する実践的な知識の習得を目指す。 

 【部活動（ものづくり部）】 

 各種ものづくり関連の競技の中から課題を発見し、解決する力を養い知的財産に関する実践的な知識の

習得し、その知識により独創的なものづくりを行う。また、学んだことを Web コンテスト等向けにコンテ

ンツ作成し、発信することで知的財産について理解を深める。 

（取組の背景） 

 興味・関心が持てるように普段取り組んでいる身近なものづくりを通して知的財産とのかかわりと創造

力と実践力の教育を目指した。 

 対象の生徒は、電気情報科の1年生、3年生とものづくり部の部員である。1年生では、工業技術基礎 

で、知的財産についての概要説明課題解決を行わせた。 

 課題研究では、課題を見つけ、解決方法を考え、課題解決を行う実践力の育成を目指した。 

 部活動では、日々の活動の中で知的財産について考えるように意識付けを行った 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 1年生は、知的財産について概要を理解してもらうため、DVDやテキストを利用して授業を行い、その 

後、紙タワーやエッグドロップを行い課題解決の手法を学び、体験する。 

 課題研究では、ロボットやマイコンカー作成を通して創造力の育成と知的財産との関連を意識しさせ 

る。また、地域の課題である文化の継承（宮古島方言）について解決方法を考え、地域や観光客向けに

Androidアプリとして作成・発信して行く。 

 電子情報技術では、日々の生活から課題を発見し、発明品を創造して、書類作成を通して特許について

考える機会とする。また、自ら考えたものを 3DCAD で作成し地域企業に依頼して出力してもらい知的財産

に関する理解を深める。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

 知的財産に関して興味・関心をもってもらうことに重点を置いた。紙タワーやエッグドロップでは、 

アイディアを図や文章でまとめさせ、実際に作成し、発表を行った。生徒の反応はよく今後も続けていき

たい。 
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・反省 

・課題 

 地域の課題にスポットを当て宮古工業高校ならではの解決方法を考え Andorid アプリを通して地域の課

題解決に挑んだ。課題もあるが、宮古島産業まつりで展示した際には地域の方の評判もよく、継続して

作成し、改良を加えて行く必要があると考えている。また、地域のホテルにアプリの紹介を置いてもら

い、地域の無料情報誌に掲載された。今後は、成果をIT津梁まつりでもプレゼンテーションを行う。 

 電子情報技術では、デザインパテント・パテントコンテストを目指して授業を展開したが、思いのほか

書類作成に時間を要してしまい提出までこぎつけることが出来なかった。今後は、年度の当初から取り

組みを行い提出できるように授業計画を調整して行くことが課題である。 

 サッカー部から交代ボードが欲しいと声が上がった。一緒に考え作成しないかと声かけをしたところ、

部員で交代ボードを作成した。学校としても課題解決に自ら動くようになってきた。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1．工業技術基礎の様子     写真2．課題研究の様子       写真3．電子情報技術の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真4．宮古島産業まつり      写真4．宮古島産業まつり      写真4．宮古島産業まつり 

（例：特記すべき取組と成果）サッカー部の取り組みと地域の課題解決に向けた取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、授業やものづくり部だけでなく課題解決に向けてサッカー部も交代ボードを作成した。 

交代ボード作成・宮古島サッカー協会への寄贈について、新聞にも取り上げていただいた。 

また、課題研究では、若者や観光客に方言をどのように伝え、残していくかを高校生の視点から解決しようとアプリ作成を行

った。宮古島産業まつりでは、評判もよく「製品化して欲しい」との声、「音声でも聞けるようにして欲しい」、「観光地も紹

介するようにして欲しい」などの要望の声もいただいた。今後の継続課題として取り組んでいきたい。アプリについて地

域の無料情報誌に取り上げていただいた。複数のホテルにアプリの紹介を置いてもらうことが出来た。 
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学校番号 展商０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜県立岐阜商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
後藤 有喜 

学校情報 
所在地：岐阜県岐阜市則武新屋敷１８１６－６ 

TEL：058-231-6161、FAX：058-233-3195、URL：http://www.kengisho.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

専門学校間の連携を活かした商品開発をとおした知的財産権の理解と創造性の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・展開型を採択している学校等の連携・交流会の実施、共同アイデア創出授業の実施 

・各種アイデア発想法の研究と実践 

・企業との協働によるスマホアプリ開発・企業における知的財産マネジメントの調査 

・韓国の商業高校との商品・ソフトウェア開発 

（取組の背景） 

 本年度より本校では別組織による会社を設立し、商品を開発・販売することを学校活動の大

きな目標に掲げている。また、韓国の商業高校と連携協定を結び、共同で商品開発やソフトウ

ェア開発を目指している。これに伴い、他校との専門高校の特性を活かしたアイデアの発想や

商品開発、実際に開発した商品の販売をとおして知的財産権を学ぶ機会、企業による知的財産

マネジメントを学ぶ機会が必要であると感じ、流通ビジネス科を中心に取り組まれてきた本事

業を学校全体に広げ、知的財産教育を基礎とした商業教育の展開が急務であると考えた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

５月～・スマートフォンアプリ開発に関して企業と共同でアイデア創出を実施 

７月～・アイデア発想法の講義（外部講師を招聘したビジネスプランや商品アイデアの発想

法の講義）を教員の研修も兼ねて実施 

８月 ・大垣養老高校で行われた知財人材育成・知的財産教育実践交流研修会への参加 

９月 ・アイデア発想法の講義の成果として、生徒達が考えた商品アイデアについて企業

から関係者を招いた公開プレゼンテーションを実施 

   ・遠隔地と商品・ソフトウェア開発を行う上でＳｋｙｐｅを利用した共同授業の実施

可能性を探るため韓国ソンイルｅビジネス高校との交流授業を実施 

１０月 ・韓国ソンイルｅビジネス高校の教師・生徒来校、新商品企画の発表・アイデア出

しなどの共同授業を実施 

１１月 ・宮城さんフェア・知財交流会への参加 

１２月 ・韓国ソンイルｅビジネス高校を訪問、アイデア出しなどの共同授業を実施 

    ・有田工業デザイン科より講師を招聘し、デザインについての実習を実施 

    ・全学科あげて県商工会議所青年部連合会主催「ビジネスプランコンテスト」に応募 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・他校との交流や連携、アイデア発想法の講義を通じて、知的財産を生み出すことができる創

造性や探求心などを育てていないことに気付くことができた。 

・取り組みを通じて生徒のコミュニケーション能力や課題解決能力が向上した。 

・アイデア発想法の講義を教員研修も兼ねて実施、スキルアップとノウハウの蓄積ができた。 

・機動力のある組織的な実施体制を確立する必要がある。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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         スマートフォンアプリ開発の様子           アイデア発想法の講義の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開プレゼンテーションの様子       Ｓｋｙｐｅを利用した共同授業の様子 

 

韓国ソンイルｅビジネス高校との共同アイデア創造授業の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今年５月に本校と韓国ソンイルｅビジネス高校との間で、商業教育における教育課程、文

化、人的交流に関する協力のためのグローバルパートナーシップ協定が締結された、１０月に

訪日、１２月の訪韓があり、共同授業が実施された。当初はアイデア出しなどのグループワー

クにおいて言語の壁や文化の違いなどが障壁になると考えられていたが、アイデアを出し合っ

てまとめ上げるという明確な目標が定めら 

れている中で、工夫してお互いの意志を伝 

え合い、スムーズにコミュニケーションを 

とり、課題をこなすことができた。わずか 

半年ほどであるが、アイデア発想法の講義や 

知財交流研修会などを通じてコミュニケー 

ション能力や課題解決能力が身に付き、初 

対面で言語や文化の壁があってもチームビ 

ルディングができる力が育って来ているこ 

とがうかがわれた。今後、共同での商品開 

発など本格的に進めていきたい。 

                   ソンイルｅビジネス高校での共同授業の様子 
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学校番号 展商０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 指宿市立指宿商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
江口 和喜代 

学校情報 
所在地：鹿児島県指宿市岩本2747番地 

TEL：0993-25-2204、FAX：0993-25-4527、URL：http://www12.synapse.ne.jp/ibusyo 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域社会と連携したビジネス教育による知的財産権学習の実践 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）地域ニーズを把握する農・水産・商工団体等と連携して，生徒による課題の探

索，探索された課題を解決する考案・発明・創作等を促し，知財を活用した課題解決を体験で

きる取組を展開する。こうした取組の中から地域発の商品やサービスの展開に繋げ，「オリジ

ナル商品開発」や「デザインパテントコンテスト」等の取組による知的財産権・産業財産権取

得等に展開していく。  

（取組の背景）本校のビジネス教育は，体験や実学を伴いながら，企業や社会と提携し実践的

な取り組みを推進してきた。これら「ビジネス教育の実践」は，今後次の大きな柱を中心に，

伝統的に培われてきた内容（事業）を推進していく計画である。 

流通ビジネス[指商デパート,販売実習,中国語･韓国語の活用]・観光ビジネス[ＩＣＰ活動,ＪＲ
九州との連携,観光協会や観光課との連携,フリーマガジンの作成,中国語･韓国語の活用]・食ビ
ジネス[指商レストランの運営,農産物の流通･加工･貯蓄,ＪＡや商工水産課との連携] 

よって，各教科や実施してきた内容を上記の大きな柱別に分類し，体系的，系統的な形で専門

分野を進めていく。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

◎「株式会社指商」事業部企画・販売実習 

○アイデアコンテスト・指宿ＰＲ活動報告会 

 地域活性化につながる企画立案。プレゼン会を実施。「株式会社指商」の事業計画に活用。 

○「株式会社指商」のぼり・ミニ横断幕デザインコンテスト 

 のぼり・ミニ横断幕のデザインを企画立案，コンテスト実施。 

○指宿地域活性化オリジナル商品開発 

 地元特産品を使った商品開発，お土産として販売を計画。指宿お土産プロジェクト事業部を組織。そら

豆スイーツを集め，パッケージングしたお土産「いぶすきそら豆スイーツ」を開発。 

○株式会社山形屋（百貨店）より依頼を受けての販売実習 

指商開発商品や地域特産品等の販売実習を，企画立案，仕入･販売計画の作成。事前講習会にて講義と

実践練習を実施。指宿の特産品５８品目を２日間延べ６２名の生徒が参加して販売実習を実施。 

○第２５回指商デパート 

 生徒が取引企業と話合い，仕入から販売・決算までをおこなう本校のキャリア教育の集大成。第２５回

を記念して，大抽選会やご当地キャラクターとの記念撮影・握手会を実施。今回もレストランを営業。 

○薩摩今和泉駅観光看板作成 

薩摩今和泉駅の看板作成依頼を受け，デザインを募集。担当者による選考会，美術部に依頼し看板制

作。薩摩今和泉駅に設置予定。 
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◎そらまＭＥＮプロジェクト２０１４ 

 そらまＭＥＮ開発者谷門理香氏とそらまＭＥＮストラップ製造･販売のコピオン様の協力を得て，そら

まＭＥＮオリジナル商品を開発。知的財産権を踏まえ，制作や契約等について学習･実践。 

○そらまＭＥＮ2014プロジェクト開発商品契約 

 開発商品のロイヤルティー付物品売買取引契約・商品化許諾契約を締結。 

○そらまＭＥＮ2014プロジェクト開発商品指商デパート販売 

 そらまＭＥＮ2014プロジェクト開発商品を指商デパートにて販売。 

◎ＩＣＰ（指宿・茶いっぺ・プロジェクト）活動 

 指宿活性化のため，鹿児島の「おもてなし」の心「茶いっぺ」の精神で，観光客へ指宿の良さを発信。 

○お茶の入れ方講習会 

 専門家から作法や茶の淹れ方等，本格的なおもてなしの研修。「知覧茶」の知的財産権の学習。 

○ＩＣＰ 花いっぱい運動への参加 

ＩＣＰ活動の一環として，花いっぱい運動に参加し，菜の花の苗植えを実施。 

○ＩＣＰ 指宿枕崎線開通８０周年記念イベントへの参加 

ＩＣＰ活動と地域貢献活動の一環として，山川高校等と連携して，おもてなし活動を実施。 

◎フリーマガジン『ＩＢＵＳＨＯＷ』vol.４ 

 知的財産教育と開発商品・指商デパートの広報，指宿の地域活性化のための情報発信として活動。 

○フリーマガジン『ＩＢＵＳＨＯＷ』vol.４ 制作講習会，取材・制作活動 

講習会を実施。夏休み期間を利用して取材・記事起こしなどについての講義。「歴」をテーマに取材。 

○フリーマガジン『ＩＢＵＳＨＯＷ』vol.４ 営業講習会，営業活動 

営業講習会を実施。編集の仕方・協賛企業（広告）の開拓などについての講義。営業活動を実施。 

◎ファミマ選手権向け商品企画・開発 

「指商デパート」に向けて，オリジナル商品を企画・開発。 

○ファミマオリジナル商品開発に向けての商談会 

試作品をもとに，味や製法・価格等の検討を実施。パッケージデザインは，再検討。 

○ファミマ開発商品パッケージデザイン検討会 

キャラクターについてはオリジナルのキャラクターを制作し提案。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

本校では，商業教育の各科目の中で知財教育を実践している。「地域活性化」をキーワード

に，本校独自の特色ある取り組みを展開している。今年度は，「株式会社指商」の設立３年目

にあたり，これまでの本校での活動をさらに発展させた取り組みを行った。「地域活性化アイ

デアコンテスト」，鹿児島山形屋での販売実習，「株式会社指商」のぼり・ミニ横断幕デザイ

ンコンテストや「いぶすき観光サミット２０１４」・「そらまＭＥＮプロジェクト２０１４」

によるそらまＭＥＮオリジナル商品開発など知財教育も各科目を指導する担当者で積極的に取

り組まれている。指宿市・指宿市観光協会・地元企業などと連携することで，指宿地域活性化

オリジナル商品「いぶすきそら豆スイーツ」を開発するなど横への広がりも出てきており，地

域活性化に貢献できたという手応えを感じている。また，フリーマガジン「ＩＢＵＳＨＯＷ」

は第４弾を発行することができた。昨年よりもより生徒の手による，取材から記事の編集・広

告募集までを行い，成果を上げることができた。「そらまＭＥＮプロジェクト２０１４」によ

るそらまＭＥＮオリジナル開発商品の契約において，ロイヤルティー契約が締結できたこと

は，知的財産教育における大きな成果であり，昨年以上に知財教育に商業科だけでなく全職員

が生徒と供に取り組み，知財教育の大切さが浸透しており，理解も深まっている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 



Ⅱ-112 

 

学校番号 商０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 群馬県立前橋商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 

諸星 尚紀 

（他7名） 

学校情報 
所在地：群馬県前橋市南町4丁目35-1 

TEL：027-221-4486、FAX：027-243-2175、URL：http://www.maesho-hs.gsn.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知識基盤社会が到来し、知的財産に関するより高度で正確な理解が求められる社会に

なってきた中で、時代のニーズに呼応できる人材の育成を目的とする。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・産業財産権標準テキストを活用し、知的財産権の理解と知識を深めさせる。 

・商標登録、特許等の出願を念頭におき、創造力と実践力および活用力を身に付けさせる。 

・グループ学習を通し、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を身に付けさせる。 

・地元企業との連携した新商品開発を通して、知的財産権を意識させ、起業家精神を育む。 

（取組の背景） 

 起業実践（学校設定科目）がビジネス総合科５クラスでの展開となり、今年度で６年目となった。

昨年度も新商品開発に知的財産に関する教育を取り入れてきたが、非常に効果的であったと感じてい

る。今年度も、これまでどおり知的財産教育を継続して取り入れることにより授業の幅を広げるとと

もに、より一層内容の充実を図っていきたいと考えた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

○ガイダンス 

・これまで取り組んできた内容を伝え、知的財産の存在を知る。 

○ＫＪ法・ブレーンストーミングの実習 

・グループ学習により生徒同士のコミュニケーションを取らせ、今後の授業展開を円滑にするために

行った。 

・プレゼンテーション能力を身につけさせるために、模造紙を使用した発表とプレゼンテーションソ

フトを用いた発表を行った。 

○講義と実習 

・本校の卒業生が開発した「爽ぷるん」に類似した商品が発売されていることを例にとり、知的財産

権の重要性を身近に感じさせ学ばせることができた。知的財産権について大変興味を持って取り組ん

でいた。 

・産業財産権標準テキストについては総合編と商標編を使用した。 

・知的財産に関して、テキスト等では補いきれない今起きている状況をテレビ番組や無料動画サイト

等を利用し補足した。 

○商品開発 

・企業（ローソン）の方に来ていただき、商品開発の説明をしていただいた。 

・企業と協力して、新商品開発を行い、商品名やパッケージ選考について知的財産権の実情にふれる

ことができたことは大きな収穫であった。 

・クラス単位での新商品開発を行った。グループワークで新商品案の検討および試作を行い、販売促

進の方法を考えさせた。その際に、意匠権や商標権について意識付けを行わせた。 



Ⅱ-113 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

起業実践（学校設定科目）について、より一層内容の充実を図る必要性を感じつつ日々試行錯誤し

ながらの授業展開であった。創造力や実践力・コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力等

を育成することが本科目の目標であり、その手段として主に新商品開発を取り入れている。グループ

ワークやプレゼンテーション・販売実習等、新商品開発の過程における様々な経験や知的財産権の学

習は、進路先でもきっと役に立つものであると思う。この事業により、テキストやＤＶＤ資料を用い

られたこと、知的財産講義やＩＰＤＬ実習を行えたこと等は、知的財産の知識を深めるだけでなく、

授業の幅を広げ生徒の様々な能力を高めるうえで非常に有効なものであったと思う。 

毎週行った会議で各クラスの進度の調整をすることや、報告・相談をすることが授業を展開する上

で大変役に立った。来年度に向けて指導体制を整えて、より充実したものにしたいと思う。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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社会人講師      

 

 

 

 

 

 

 

 

                              あったらいいな文房具 

 

 

 

 

生徒の考えたビジネスプランが一般のコンペ

ティションで最終審査まで通過。 

当日は 1,000 名を超える聴衆の中でプレゼン

テーションを行いました。 
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学校番号 商０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 神奈川県立商工高等学校 
担当教員／ 

教官名 
本田 達也 

学校情報 
所在地：神奈川県横浜市保土ヶ谷区今井町７４３ 

TEL：045-353-0918、FAX：045-353-1565 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

商品開発実習や他分野との連携、企業等外部組織との連携を通した知的財産学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 商品開発実習や他分野との連携、企業等外部組織との連携を通して知的財産権の知識の定着

を図る。 

（取組の背景） 

 商業と工業・農業分野との関わりを学習し、その中で知的財産権がどのように関わっている

か考え、本校で浸透していない知的財産教育を生徒・教員ともに理解する必要性があると判断

し、本開発事業を申請した。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

（商工部） 

 オリジナルの石鹸やオリジナルタンブラーの製作を行った。化学科・機械科と連携し、製品

を作ることにより、工業製品のデザイン、意匠権等の知的財産権について学習することができ

た。また、地域企業と連携し、チョコレートのパッケージデザインについて考察するととも 

に、フェアトレード等についても学習した。 

 

（課題研究・農業関係） 

 農作物の作成から商品についてのブランド化、マーケティングを通じ広告デザイン等につい

て考えさせた。 

 

（商業部） 

地域の和菓子店と共同で和菓子の開発を行った。ごま餡を使用した「ごっちゃん」を制作 

し、商品開発やネーミングについて学んだ。 

 

（マーケティング） 

 パテントコンテストへ参加することにより知的財産権を身近に感じることができた。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

実践を通じ、机上の学習だけでは学びきれない知的財産権を実習や産業界との連携で生徒が

身近に感じることができた。しかしながら校内の認知度や協力体制が固まっておらず、きちん

と組織化し、整備する必要があると感じた。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真           活動風景写真          創作作品／開発商品写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      指導風景                    オリジナルロゴの制作 

 

商業の枠組みを超えた知的財産教育の取組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業が様々な分野で関わっている知的財産教育 

商業と工業・農業分野との関わりを学習し、その中で知的財産権がどのように関わっているか考

えた。商業の枠組みにとらわれず、販売するもの、生み出すもの、様々なものに知的財産権が関係

していた。商業・工業連携の部活動「商工部」ではオリジナル石鹸やオリジナルタンブラの制作を

行った。製品を作ることにより、工業製品のデザイン、意匠権等の知的財産権について学ぶことが

できた。 

課題研究「農業関係」においては農作物の 

製作とともに商品のブランド化・流通販売に 

ついて考えた。パッケージやロゴ製作を通じ 

知的財産権について学習することができた。 

 これらの取り組みにより「もの」を生産す 

る側に知的財産権が大きく関わっていること 

が学習できた。 

 

                       （例）取組の様子の写真 

ゴマ餡を使用 
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学校番号 商０３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 石川県立大聖寺実業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
山田 浩司 

学校情報 
所在地：石川県加賀市熊坂町ヲ７７ 

TEL：0761-72-0715、FAX：0761-72-8133、URL：http://www.ishikawa-c.ed.jp/~daisjh/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域企業と連携した商品開発などの商業活動を通して知的財産権を活用・取得する 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

知的財産を踏まえつつ、ものづくりや商品開発等の場を通じて創造性や実践的な能力を身に付ける。 

「商品開発」を通して、知的財産権についての知識、理解を深めることにより、生徒の創造性の育成に努

める。 

（取組の背景） 

知的財産権の内容において、少しは知識がある生徒が対象である。しかし、生徒、教員とも具体的な事

柄や実務的な内容については、ほとんど知識がなく今年度は生徒と一緒に学習することを目標とした。過

去、お菓子の商品開発については前例があったが、継続される商品の開発まで至っていない。商品開発（

ものづくり）をとおして、生徒の創造力、実践力、活用力の育成を目的として指導した。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 

５月 １年生を対象に弁理士による知的財産権講話（講演会）の実施 

９月 １年生を対象に地元企業４社について企業における知的財産の状況について学習する目的で 

企業見学 

４月～１１月 

「商品開発」として、企業と連携し、特産品「加賀棒茶」を使ったお菓子づくりの実施。 

    「商品開発」として、「鉛筆」のデザインの考案。 

８月 デザインした「鉛筆」についてデザインパテントコンテストに応募 

９月 加賀棒茶を使ったお菓子について文化祭にて試食会を実施 

１１月 石川県産業フェアにて商品開発したお菓子の試食、販売実習の実施 

２月 石川県商業生徒発表会にて商品開発に関する成果発表 

 ９月～ 「工業技術基礎」「情報技術基礎」「マーケティング」「商品開発」の授業において 

「知的財産管理技能３級」取得を意識した授業を実施 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 

商品開発を実施するにあたって、郊外活動を多く取り入れた。地元産業の方々から助言指導を受け体験

型・課題（問題）解決学習をすることができよかったと感じている。知財学習をとおして生徒の学習意欲

の向上や創意工夫がみられた。商品開発では、導入段階で弁理士の方を積極的に招聘し、特許電子図書館

（IPDL）での検索方法や知的財産権の取得について講演会等を実施すればより効果が得られたと感じる。

現状では、開発した商品の本格販売まで達成することができない。いくつかのハードルをクリアしながら

今後より本格的な販売実習などの体験学習を実現したい。「知的財産管理技能３級」の受験に関しては、

当初は授業選択者全員を受験させるつもりであったが、シラバスとの兼ね合いなどの面から今年度は希望

者受験とした。 

企業見学や講演会ついても、企業側からの説明もあり、生徒達にとっても理解しやすいものであった。 

また、中間報告会等の機会をとおして、先進校の先生方とのつながりが大きな成果の一つである。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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弁理士による講演会     知財についての企業訪問      小学校での実演授業 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

   県産業フェアでの販売実習           商品開発での地元企業との打ち合わせ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 商品開発での地元企業との打ち合わせ       ３Ｄプリンタを活用した試作品の作成 

 

＝＝ 商品開発の取り組み ＝＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に商品開発については、学習成果が現れたと感じている。２つの商品について開発を行った。１つは地元特

産の「加賀棒茶」を使用したお菓子（和風シュークリーム）の開発である。お菓子づくりにおいては過去２度商

品開発を実施した実績がある。しかしながら、過去の商品については単年度のみの開発、販売であり継続性がな

かった。継続して製作可能な商品をイメージしながら開発を行うことができた。 

また、鉛筆の製作においては、明治初期に加賀市に良質な黒鉛が発見され、高品質な鉛筆を製造する工場があ

った。その製品が明治１６年のアムステルダム万国博覧会にて第一級第一等賞を獲得したという歴史を学び鉛筆

のデザインに取り組むこととなった。情報ビジネス科の生徒は図面を描くスキルや鉛筆の作り方もわからない状

態でのスタートとなった。地元の短期大学や地元木工職人の協力を得て試作品の完成にまでたどり着くことがで

きた。そのデザインをデザインパテントコンテストに応募することもできた。当初、同コンテストに応募する予

定はなかったが、この事業を通した横のつながりからコンテストについての知識をいただき応募できたことは本

当にうれしく感じられる。 
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学校番号 商０４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福井県立福井商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
伊東 輝晃 

学校情報 
所在地：福井県福井市乾徳４－８－１９ 

TEL：0776-204-5180、FAX：0776-24-5181、URL：http:www.fukusho-ch.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

プライベートブランドと地域団体商標を学ぶ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産権に関して、地元企業や各種団体が課題にどう取組んでいるかを講演等から学ぶ。

企業訪問やフィールドワークを通して、助言指導を受けながら課題解決策を探っていく。生

徒自らの気づきを掘り起こして、知的好奇心をより強く喚起する知財教育を目指す。 

（取組の背景） 

 県産業支援センターや提携企業の助言指導を受けて、校外での学習活動に取り組む。体験型

課題解決学習を通じて、商業教育がより深化できるよう努めていく。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・商業科目に関わる知財活用の実例を教材とするとともに、発想を豊かにする学習を取り入れ 

て、生徒が自ら創意工夫できる下地をつくる。 

・行政・産業界や学識経験者から本校の取組みへの助言指導を受けたり、知財に関する教員研

修を行ったりして、授業改善に努める。 

・地元企業と提携して商品開発等を行い、校内外での販売実習も行う。 

マーケティング手法を取り入れて販売実績を分析し、開発商品の改良を図る。 

・先進的な取組みをしている他校へ訪問・聴取・調査を行い、適宜情報交換を進める。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・商品開発については、企画提案から試作品制作依頼にとどまらず、販促グッズ制作や販売 

実習まで拡げることができた。一定期間かけて複数回の販売実習を行うことができ、販売 

状況を提携企業とともに分析して、マーケティング手法を取り入れた工夫改善に取り組む 

活動ができた。これまでの開発商品のバージョンアップやパッケージ改良などにも取り組 

み、より実践的な知財学習を行った。 

・開発商品の商談会参加や商業高校フードグランプリコンテストへの出品など、校外での学 

習内容をパネルにまとめて展示発表を数回行った。また、福井県立大学のゼミナール発表 

会に参加して、論理の組み立て方も学習できた。 

・校外学習では多方面から励ましの声や意見を聞くことができ、生徒の学習意欲や関心は大 

いに高まっていった。気づいた課題を解決しようと生徒自らが創意工夫したり協議したり 

するようになり、自発的に学びを深めることができた。 

・地域団体商標やプライベートブランドを参考に、開発した本校応援キャラクター「ＡＣＥ 

 くん」を活用した販売促進活動を継続して行い、手応えを十分感じることができた。こう 

した活動を通して、課題解決型体験学習のシンボルとしてキャラクターイメージが定着し 

てきた。さらに、食料品以外の商品開発や知財の権利化にも対応できるよう、より進んだ 

デザイン学習ができるよう授業改善を図りたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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オリジナルパンの校内販売実習を製パン業者の助言指導を受けて行った講演会「東北復興の現状」 

 

 

 

 

 

 

 

「福よかそば」第２弾を、商談会を経て試食販売や館内告知を行った。 

ＡＣＥくんの羽根からペンダントデザインを考え、 

山梨県立甲府工業高校の制作協力を得て完成した。 

地元宝飾販売店で展示会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

福井名物「ソースカツ丼」せんべいのラベル図案 初稿から完成品まで。 

「福井の知名度ＵＰセット」の夏休み限定ネット販売の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学の調査では、衣食住などの経済指標から福井県は幸福度ランキング全国第１位の都

道府県と認定されている。一方、福井県がどこにあるか日本地図で正しく示すことができな

い小学生の割合が全国で最も高く、知名度最下位と位置づけられている。昨年度の県ブラン

ド営業課職員による講演での指摘を受け、本校生徒が知名度向上策を検討してきた。今夏、 

３年生の商業科目「課題研究」２単位の「商品開発」 

講座において、これまでの開発商品を組み合わせて 

「福井の知名度ＵＰセット」として８月限定のネッ 

ト販売に取り組んだ。提携企業先での製造・梱包や 

販売実習、ふくい産業支援センターの指導を受けた 

Ｗｅｂページ制作などを経て、キックオフを開いて 

地元新聞やＴＶニュースに取り上げていただいた。 

産官学民連携の下、地域ブランドの発信を兼ねて、 

課題解決型の知財学習を実践的に行うことができた。 
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学校番号 商０５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 甲府市立甲府商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
秋山 盛富 

学校情報 
所在地：山梨県甲府市上今井町300 

TEL：055-241-7511、FAX：055-241-7512、URL：http:www.kchs.city.kofu.yamanashi.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

商業高校における知財学習の継続と在り方について 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 本校は平成 22 年度から本事業に参加させていただいております。これまでは外部講師を活用

した講演会の実施と部活動で知財教育について取り組んできました。平成 25 年度からは課題研

究（知的財産権学習パート）や学校設定科目「商品開発」において、通年で知財を扱う授業が

新たに実施できることとなりました。これらを踏まえ、平成 26 年度は本校における知財教育の

継続と在り方について考えることを目的・目標としました。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 授業における活動（商品開発・課題研究） 

１．産業財産権標準テキストを使って産業財産権について理解させる。 

２．東京税関、日本科学未来館、特許庁を見学させて、知的財産（権）について知識を深めな

がら知的財産について、学ぼうとする意欲や創造しようとする意欲を高めさせる。 

３．意匠（権）について学習を深めさせるため、デザインパテントコンテストに応募させる。 

４．商品開発の手順について理解させる。（アンケート調査の企画・実施） 

５．卵保護材の試作をとおして創造力を高める。※課題研究選択生徒のみ 

部活動における活動（マーケティング部） 

１．知財教育の紹介のために、成果展示発表会でこれまでの成果を発表させる。 

２．これまでの成果物を使って学校外部と交流を行う。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

昨年度から2名で授業を担当するようになりました。本年度、もう1名の教員が授業を実施し

た際に、著作権の部分で「こういう扱い方もあるのか」と気づくことができました。やはり１

人だけでなく、多人数で事業を展開していった方が成果が大きいと感じました。 

 なかなか大きな成果を出すことができませんが、授業選択者の中で、デザインパテントコン

テストへ応募できた割合が昨年度よりも向上したり、知財見学会として２年連続東京税関様や

特許庁様を訪問させて頂くことができたり、継続することができつつあります。 

 卵保護材の試作では、本当に生徒が真剣に取り組んだり、成功や失敗といった結果を受けた

生徒の表情を見ると、授業の計画や準備、実施をしてよかったと思います。成果展示発表会に

も参加させて頂き、座学で知識を伝達することも大事なのですが、生徒が主体的に活動するい

きいきとした姿を見ると、本事業を実施してよかったと思います。本校で知財を学んだ生徒が

社会でどのように活躍していくかは、まだわかりませんが、本事業の名称である知的財産に関

する創造力や実践力や活用力は今後社会で益々求められる能力であると考えます。社会の要請

にこたえることができるのも知財教育の強みである感じました。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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身近にある教材（クリップ）      東京税関を訪問       特許庁にて検索実習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新商品開発のためのアンケートの作成と実施            卵保護材の試作 

 

部活動（マーケティング部）における取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き、成果展示発表会に参加させて頂くことができました。部活動で今年度までに

取り組んできた、農業高校で山梨県の特産品であるぶどうジュースを試作したこと、本校オリジナ

ル商品で現在も定期的に販売している「甲商まんじゅう」を開発したこと、意匠・商標・著作権の

学習の一環としてご当地かるたを開発したことを説明し、成果物も展示しました。また、これらに

加えて今年度実施した、ぶどうプリンの試作、「自転車の盗難を防ぎたい」という身近な課題解決

のための学習の取組を成果物とともに展示しました。さらに、学園祭である学級が有名キャラクタ

ーと本校がコラボしたタオルとストラップを作成し、それらの展示も行いました。 

 実際に参加した生徒は「来年も参加したい」という感想を 

持っており、担当者としても来年度に向けて、新たなことに 

挑戦していきたいと考えています。全国の取組を知ったこと 

で普段の生徒の学習への取り組み方も変化し、学習の面にお 

いても成果をあげています。 

 

 

                             成果展示発表会の様子 

知的財産見学会の様子！ 
生徒にとって身近な現物

は効果があります。 

「商品開発」

の授業で、本

校生徒を対象

に商品の企画

・アンケート

の実施を行い

ました。（創

造力） 

卵保護材を試作し、４作品中目的を達成でき

たのは１作品でした。 

防犯用ステッ

カーを作成し

配布！ 
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学校番号 商０６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 静岡県富士市立高等学校 
担当教員／ 

教官名 
新明 正樹 

学校情報 
所在地：静岡県富士市比奈１６５４ 

TEL：0545-34-1024、FAX：0545-38-3223、URL：http:www.fuji-ichiritsu.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地元食材 橙（だいだい）を活用した商品開発 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

  ビジネス部の商品開発力を活かした、地域連携ならびに他学科との協同 

（取組の背景） 

  商品開発のプロセスを学び、新商品の活用に全学科で取り組む 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 17歳が考える美容と健康 その名も「押忍（おす） 本気(マジ)ッス！」 

いろんなものと組み合わせておいしく楽しく飲める新感覚飲料。 

 

地元富士市で昔から生産されている橙は、天然クエン酸がたっぷり。名前こそ知られ

ているもののその味・香りを知っている人はほとんどいません。 

 

吉商本舗ではこの地元特産品を世の中に宣伝することを使命とし、これまでに、ぽん

ず、飴、アイス、麺つゆなどの商品開発、販売をしてきました。その香りは気分高揚効

果が認められています。今回は化学的にも一歩踏み込み、いま注目されている希少糖を

使い、健康に目を向けた商品を考えました。 

 

①橙果汁 富士市のエコファーマーが育てた橙を、まだ実が青い１１月に搾汁。橙の香

り・天然クエン酸の酸味が引き立ちます。 

②希少糖レアシュガースウィート 今注目されている希少糖。体脂肪を低減、砂糖の消

化吸収を穏やかにします。コクのあるスッキリとした甘味です。 

③富士山伏流水 祝世界文化遺産登録、やっぱり富士市ですから。地下３００ｍから汲

み上げた富士山の伏流水を使用。ミネラル豊富です。 

④ＤＨＣ赤沢海洋深層水 静岡県伊東沖で日本最深の８００ｍから採水、年代測定で 

１０００年前の海水とされるあのＤＨＣの海洋深層水を使用。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

全国産業教育フェアに出品 

 地元のスーパー（アピタ）にて、専門の販売コーナーを設置した。 

 全国各地の高等学校より、商品の委託販売の申込をいただいた。 

 他学科との協同で、商品の活用法について検討できた。 

 まだ未発見の地元に埋もれる一品を求めて、更なる実践につなげたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 



Ⅱ-123 

  「押忍（おす） 本気(マジ)ッス！」と だいだい  

 

 酸味と香りが豊な柑橘で 

お正月飾りのだいだい でも有名 

 

静岡では特に東部地区で栽培が盛ん 

 

これまでの果汁を使用した飴を商品化 

している。 

 

 

 

 

 

ビジネス部を中心に試食会を重ね 

 

全学科の生徒から寄せられた意見を元に、

数種類のメニューを選出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業教育フェア（宮城大会）での交流 

 

全国商業高等学校 校長会（静岡大会）に 

おいて研究発表をおこないました。 

 

全国各地の高校より商品の委託販売の 

申し出をいただきました。 
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学校番号 商０７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛知県立知立高等学校 
担当教員／ 

教官名 
山本 智彦 

学校情報 
所在地：愛知県知立市弘法２丁目５番地８ 

TEL：0566-81-0319、FAX：0566-81-5297、URL：http:www.chiryu-h.aichi-c.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ｄａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

デザインパテントコンテストを通じて、創造力・プレゼンテーション能力を育成する 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 全学年でデザインパテントコンテスト応募に向けての取り組みをし、入賞を目指す 

（取組の背景） 

 一昨年、２年生で入賞者が１人出たことにより校内（教員・生徒）の知財教育に対する関心

度が高まった。昨年は一昨年を上回る応募したが入賞者を出すことができなかった。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 ２年「マーケティング」（選択科目）３クラス70名の取り組みのみを紹介する 

（導入） 

・１年生で全員がデザインパテントコンテストに応募している（グループでの取り組み） 

・各班でペットボトルから商標・意匠を考える（ホワイトボードと赤・青の付せんを活用） 

（展開） 

・各自「ゴーイングマイデザイン用紙」の作成（各班で内容の検討） 

・Ａ４用紙に「六面図」を作成→弁理士さんへ郵送→講評および優秀作品の選出 

・弁理士による検索実習よりも講評に生徒は興味を持つ（専門家からのコメントに一喜一憂） 

・高校生が開発した商品から商標・意匠（デザイン）を考える 

  愛媛県新居浜商業高校プロデュース「白いもキャラもっち」を購入 

（整理） 

・デザインパテントコンテストへの応募 

・ロングセラー商品の研究 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

１年生で知財の概要を理解しデザインパテントコンテストへ応募した生徒たちが、再度２年

生でデザインパテントコンテストへ応募することにより中身の濃い知財教育ができた。ホワイ

トボードと付せんは班活動の教材として大変効果があった。ペットボトルから商標・意匠を考

える取り組みでは試飲まで行い、価格・デザイン・知名度・品質等まで検討させるべきであっ

た。「白いもキャラもっち」の試食および商品・デザイン・パッケージの検討は大変盛り上が

り中身が濃く刺激的な知財教育になった。 

デザインパテントコンテストへの応募は昨年の量（69 作品）から質（23 作品）へ転換した。

大切なのは弁理士さんとの連携であり、継続的・段階的な指導を受けることである。弁理士さ

ん（専門家）の的確な指導・助言があればコンテスト入賞も夢ではない。 

一昨年の入賞者１人に続き、今年は２人の入賞者を出すことができた。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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弁理士講演会（検索実習） 

ペットボトルの検討！長所は青、短所は赤に記入 

ペットボトルから商標・意匠を考える 

コンテストに向けて六面図の作成風景 

生徒に好評だった 

「白いもキャラもっち」の商品研究 
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学校番号 商０８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛知県立南陽高等学校 
担当教員／ 

教官名 

柘植 政志 

本宮 伸治 

学校情報 
所在地：愛知県名古屋市港区大西二丁目99番地 

TEL：052-301-1973、FAX：052-302-6624、URL：http://www.nanyo-h.aichi-c.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「南陽高校における知財学習」～総合・商業・部活動での知財学習定着へ向けた実践～ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 一昨年、昨年と行ってきた取組を継続し、「総合的な学習の時間」における意匠権を活用し

た問題解決学習の授業の定着と、商業科の商品を開発する授業に、知財教育の手法を活用し、

商標権についての学習を行う。 

（取組の背景） 

 これまで行ってきた知財教育の取組を単年度で終わらせることなく、定着を図りたいと考え

ている。問題解決学習は昨年度に引き続き「総合的な学習の時間」において、進路指導部で研

究をしている。平成２７年度に実施される「商品開発」の授業に先駆けて、商業科目での知財

教育の導入を実施したいと考えている。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 1学期 

 ２年生の総合的な学習の時間では、大学教授による意匠権に関する講習会を行い、意匠デザ

インを考えさせ、クラス、学年の発表会を行った。 

 授業では、商品発想法や商標について講義を受け、オリジナルブランド開発を行った。商品

開発に関しては、環境配慮型商品にするため、カーボン・オフセットについて学習を行った。 

 夏休みおよび２、３学期 

 総合的な学習の時間で行った発表をもとに、意匠デザインをデザインパテントコンテストへ

応募した。 

 授業では、環境に配慮した商品とするために、カーボン・オフセットクレジットを創出して

いる現場の見学会を実施し、開発した商品に対して自ら選んだカーボン・オフセットクレジッ

トを購入し、二酸化炭素排出量ゼロの商品を企画した。また、新商品の試作や、モニタリング

等を実施した。開発商品の商品名については、IPDL 検索を行うなど、商標権についての学習を

深めている。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

総合的な学習の時間に関しては、昨年度より内容が充実したものとなった。担任の授業の中

で各教科の特色が意匠権の授業に現れていた。福祉科の教員であれば福祉機器関係を、家庭科

の教員であれば、調理器具を元に授業を展開するなど、教員の学びに非常に高い効果があるこ

とが分かった。また、この意匠権を活用した新しいデザインを考える取組を通して、生徒も自

分達に身近な問題を解決する能力を育成することが出来た。授業に関しては、昨年度まで取り

組んできた環境配慮型商品開発を授業で実践するだけでなく、商品の発想法を学習し、新商品

開発を行うことで、商標に関する学習を深めることができたと考える。今後もこの取組の定着

へ向けて教員の協力体制の構築を行いたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 



Ⅱ-127 

 

 

 

 

 

 

 

意匠権について外部講師による講演   意匠権についての授業         意匠の考案         

 

 

 

 

 

 

 

生徒考案デザイン         意匠学年発表会      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エッグドロップ               ブランドに関する授業  カーボン・オフセット証明書 

 

商品発想法と知財教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、昨年度まで行ってきた環境配慮型の商品開発を授業内で実施した。その際に心がけたの 

が、商品の発想法を学ぶということである。まず、紙タワーやエッグドロップなどの授業を 

行い、１枚の紙から工夫次第で様々なものが生まれることを実感させた。その後、思いつきでは

ない、商品の発想方法を学習させた。「マトリックス」や「エクステンション」、「トランスファ

ー」など、企業で実際に使われている発想法のテンプレートを活用することで、生徒達の発想法を

養うことが出来た。また、商標の力をさらに実感させ 

るために、オリジナルブランドを考案させ 

ることにした。全ての開発商品に、同一の 

オリジナルブランドのロゴを入れることで、 

商品の統一感が生まれ、ブランドの力を実 

感させることができた。さらに今年度もカ 

―ボン・オフセットを実施し、環境配慮型 

商品として温室効果ガスゼロの商品を提案 

し、環境配慮型の商品名の考案を行った。         環境配慮型商品 

 

生徒間の情報共有や教員

への周知に効果がありま

した。生徒や教員の中で

発表会に向けて競争心も

生まれました。 

卵を梱包した機体を落下さ

せている様子 
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学校番号 商０９ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛知県立東海商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
黒瀬 喜人 

学校情報 
所在地：愛知県東海市大田町曽根１番地 

TEL：0562-32-5158、FAX：0562-33-7531、URL：http://www.tokai-ch.aichi-c.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

オリジナルキャラクターを利用し、知的財産権を学習する 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 オリジナルキャラクター「まちづくり応援大使」の５つのキャラクターを活用した商品開発

を通し、知的財産権を学ぶ。キャラクター（とまてぃーぬ）の２体目の着ぐるみ化。 

（取組の背景） 

 本校の課題研究から誕生した、５つのキャラクターをいかにして活用するかという背景があ

った。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【４月】とまてぃーぬ着ぐるみ化 

・「とまてぃーぬ」の着ぐるみが完成。生徒集会で生徒にお披露目を実施した。 

【５月】アンティークにおける商品開発 

・地元有名パン屋と共同で、新商品の開発を行った。 

【７月】弁理士 外部講師 知的財産権の授業 

・弁理士を招聘し、商標登録について具体的な事例を基に講義やグループワークを行った。 

【１１月】東海秋祭り 物品販売 

・東日本大震災被災地の釜石から商品を仕入れ、２日間にわたり物品販売を実施した。 

【１２月】外部講師 知的財産権の授業 

・クロックスによる知的財産権授業を実施した。 

・ルイヴィトンによる知的財産権授業を実施した。 

【１月】財務省名古屋税関中部国際空港 知的財産権関係見学 

・知的財産権のまとめとして中部国際空港にある税関の見学会を実施した。 

【１月】東海フラワーショウ２０１５ 物品販売 

・地元商工会議所と協力して、東海商業高校の取り組み発表や物品販売を実施した。 

【２月（予定）】課題研究発表会 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業は本校では２年目の実施となった。昨年

度同様、各方面からの協力を得ることができ、生徒にとって様々な経験をすることができたと

思われる。今年度は課題研究１７名での実施ではあったが、次年度以降の「商品開発」の授業

での取り組みができるよう校内での調整が必要である。 

本年度は、本校生徒が考案した「まちづくり応援大使」の５つのキャラクターの１つである

「とまてぃーぬ」が２体目の着ぐるみとなり大きな成果がでた。現在、各方面で活躍をしてお

り、認知度がさらに向上したものと思われる。 

 実習がメインとなったが、次年度以降は座学の要素も大きく取り入れたいと考えている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎風景  「とまてぃーぬ」お披露目 

 

 

 
「まちづくり応援大使」キャラクター  弁理士による知的財産権授業の様子 

 

 

 

ゆるキャラグランプリ活動  東海秋祭り販売実習 

 

 

 
ルイ・ヴィトンによる知的財産権授業  東海フラワーショウの販売実習 
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学校番号 商１０ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 兵庫県立神戸商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
熊谷 好紘 

学校情報 
所在地：兵庫県神戸市垂水区星陵台４－３－１ 

TEL：078-707-6464、FAX：078-707-6466、URL：http://www.kobechs.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

本校開発商品にかかる知的財産権を学ぶ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産権に関する知識の定着および、知的財産権の活用方法の習得 

（取組の背景） 

 本校では、商業教育の一環として「県商生活」という販売実習、また常設実習店舗「アンフィニ」

の運営を行っている。数年前より、地元企業と連携しての商品開発に取り組んでおり、商品の開発・

ネーミング・パッケージデザインといった知的財産にも関係する知識が必要となっている。これらの

活動を通じて、知的財産について興味・関心を持つ生徒の育成に努めたいと考えた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

○１年生を対象に、知的財産権に関する基礎的知識の定着を図るため、弁理士による知的財産に関す

る講演会を行った。 

○３年生の課題研究及び産業調査部で商品の企画書を作成し、神戸製菓専門学校様に協力を依頼して

商品のレシピ作り、また神戸凮月堂様を始めとする連携企業様への企画商品のプレゼンテーション、

商品の試作品作成、パッケージデザインなど商品開発を行った。 

○弁理士の先生を招き、商標権に関する講演(商標の役割・登録要件について)を行った。商品のネー

ミングに関する知識を学び、ネーミング技法の習得、ネーミング実践を行った。 

○２年生「商品開発」、３年生「課題研究」において、ルイ・ヴィトンジャパン知的財産部から講師

を招き、商標権・意匠権についての講義を行った。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

各学年、１年次において知的財産の関する講演会を実施しており、またビジネス基礎の授業でも知

的財産に関する学習を行っているため、大まかには知的財産に関するイメージを持っているが、具体

的な知識にはつながっていなかった。そのなかで、弁理士に依頼して行った講演会では、生徒が利用

している商品や、有名企業のロゴマークを例に挙げて説明してくださった。また、ルイ・ヴィトンか

らは、正規商品とコピー商品を持ち込んで、実際に生徒がそれらを観て、触れて比較できる機会を作

っていただいた。商品開発を行った際にも感じたが、やはり生徒は実体験に基づくものとそうでない

ものでは、知的吸収に大きな差があるようである。今年度は校内行事や施設利用の関係で予定してい

た事業の多くを実施できぬまま終えてしまったが、次年度も本事業に参加させていただけるなら、今

年度の反省と収穫点を活かし、より多くの生徒が知的財産権について学ぶ機会を作っていきたい。 

本校では、まだまだ知的財産学習が定着したとは言い難い状況であり、学校として知的財産教育に

どのように取り組むかを考えていく必要があると感じている。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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学校風景 常設店舗 アンフィニ 

 10 月末を 

もって閉店 

【 商 品 開 発 】 

企画書 

神戸製菓専門学校にてレシピおよび試作品作成 

神戸凮月堂にて商品試作 完成品 

 パッケージデザイン

も生徒が担当 

【 講 演 会 】 

１年生知的財産講演会 ３年課題研究 知財講演「商標権について」 

３年課題研究・２年マーケティング  知財講演「ルイ・ヴィトンの知的財産権」 
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学校番号 商１１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 島根県立出雲商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 

宇田 聡 高橋 恭子 

三島 武徳 

学校情報 
所在地：島根県出雲市大津町２５２５番地 

TEL：0853-21-0016、FAX：0853-21-0228、URL：http: uda-satoshi@edu.pref.shimane.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ふるさとデザイン学習を通した創造力・実践力・活用力の育成について 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

１）学校全体 継続的に知財教育を実施できるよう、担当者が代わっても継続できる体制をつくる。 

２）課題研究 商業美術（中心となる科目） 商業科と芸術科とのチームで指導し、企画やデザインを通して、課題

把握、解決などの試行錯誤を繰り返すことにより、創造力や実践力を養うとともに、それらの工夫が知的財産権であ

ることを理解させる。 

（取組の背景） 

 商業科と芸術科（美術）との取り組みは４年目、本事業による取り組みとしては３年目になる。これまで地域の課

題に向き合い、探求型学習をとおして、デザイン志向をみにつけることを目標に活動している。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

○テーマの模索  ・発想法を取り入れた基礎演習  ・地域の産業を調べる   ・まとめ 

○ 地域の産業・技術の体験をともなった学習 

・ 斐伊川と出雲風土記、神有月と万九千神社の学習         ・ 木綿、藍の栽培 

・ 出雲藍板締め技法と藍染体験（島根県立出雲古代歴史博物館）   ・ 森と間伐の学習 

○ 木育の学習 

・ 島根根の森についての特別授業      須山政樹 氏 （須山木材代表取締役社長） 

・ 森と間伐についての特別授業       野田真幹 氏（NPO法人 もりふれ倶楽部理事・事務局長） 

○ 想像力・発想力育成のための特別授業   奇二正彦 氏 （生態計画研究所 主任研究員 立教大学講師） 

○ 発想力、デザイン志向とマーケティングに関する教員研修  奇二正彦 氏 （生態計画研究所 主任研究員 立教大学講師） 

○ 昨年度から継続した取り組み   ・ 出雲木綿の研究  ・ 木育おもちゃの研究      ・ 出雲藍板締めの研究 

○ 知的財産権に関する学習     ・ 標準テキストを使用して基本的な内容について学習   ・ 期末試験を実施 

○ 合板1枚作品コンペ （夏季休業中） 

○ テーマ別にわかれて企画・商品開発に取り組む 

○ 一畑電車出雲大社駅 販売実習・市場調査（10月19日） 

○ 販売実習 「出商デパート」（11月29日 30日） 

○ 活動のまとめと発表（課題研究発表会）（1月24日） 

○ 木育・おもちゃサポーター養成講座 企画・運営（１月31日、2月1日） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

1年「ビジネス基礎」で、知的財産権・商標権に関する基礎的な内容を学習し、2年「マーケティング」、3年「課題研究」につなげ

ていくようにいたいと考えている。 

木育おもちゃのキャラクターについては、権利化の必用を生徒か感じる状況があり、生徒のなかから商標登録したいという意見が出

てよかった。主体的に取り組み、創造的な能力や実践的な態度を伸ばしていくには、何を、どのように取り組んでいけばよいか、こ

れからも考え、実践していきたいと考えている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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テ ー マ の 模 索                地 域 学 習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一畑電車出雲大社駅 販売実習・市場調査           商 品 開 発 

 

 生徒の１年間の感想レポート（抜粋） 

 私たちは１年間、出雲をキーワードとして企画をたてて活動をしてきました。テーマやキーワードを決め

るにあたり、出雲についての調べ学習や意見交換、マッピングといった知識を深める機会もたっぷりありま

した。地元といっても、目を向けようとしなければ、知らないことばかりだと痛感させられました。この思

いを、もっとほかの人にも感じてほしいという思いが私の中で芽生えました。 

 主な活動としては、私たちは出雲の森を活かした木育の向け、２つの企画をたてました。しかし、企画を

たてるにあたり、私たちは森についての知識が不足していました。そのため、様々な分野で森に携わってお

られる専門の方々に講演会をしていただき、森について１から勉強を始めました。人の手入れが行き届かな

い森が増えたこと、森を健康に保つには伐採も大切だということ、自然のふれあいは子どもたちにとても大

切だということなど、沢山のことを教えていただきました。そこから、まず手始めに、全年度の先輩方が進

めておられた「もりっころ」の商品化や、合板をつかったデザインの学習からすることにしました。「もり

っころ」は、自分たちでデザインを考え、ついには販売にこぎづけることができました。今は商標権の取得

に向け改良を行っています。木育おもちゃ「もりっころ」は販売に至り大きな前進をしました。市場調査を

した結果からみても、今後も続けていくべき企画です。（以下省略） 
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学校番号 商１２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岡山県立津山商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
片岡 和昌 

学校情報 
所在地：岡山県津山市山北５３１ 

TEL：0868-22-2421、FAX：0868-23-8492、URL：http:www.tusho.okayama-c .ac.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域をデザインする 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 標準テキスト総合編を活用し、商業高校の専門性を活かして地域や企業と連携し、「地域を

デザインする」をテーマに、知的財産権を学ぶ研究活動を実施し、事業を校外への発展型とす

る。デザインを中心とした産業財産権についての理解を深め、商業デザインの創造力と産業財

産権を守るための実践力を指導する。 

（取組の背景） 

 地域と連携して、商品開発から地域ブランド戦略など、地域を元気にする企画をする。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１）企業とタイアップした新製品の開発 

商品開発に関する知識を修得し実践能力を身につけるため、企業に商品化・販売していただけ

る商品づくりを目標に、「弁当・惣菜・スイーツ」のテーマから選び、自ら考案してきたアイ

ディアを具現化する。 

２）チャレンジ！商店街ポスターデザイン 

商店街と連携して意匠制度に関する実務能力の修得を目指すため、商店街のポスターを制作 

し、商店街中心部にある展示スペースで飾り、各店舗に掲示した。 

３）津山の文化遺産、産業遺産を受け継ぐための手段としてのＰＲ商品を考案した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

成 果  

・商品開発に取り組んだ成果としてとして発売に向け改良の検討が進むことになり、生徒のア

イディアが認められた。 

・商店街にポスターを掲示するとともに、広く公開して生徒のスキル向上や学習意欲の喚起を

引出せた。 

・企業へのプレゼンの大切さに気づき、商品化の難しさ、考え、工夫する大切さを学んだ。 

課 題   

地域の諸団体と連携し事業を進めてきたが、これらの事業の関連性を成果として共有化を図

っていくべきだった。また、知財教育をとおして、地域と連携し、本校から地域を元気にして

いける企画を提案できるよう、今後も新たな学習環境の創造を考えていきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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□商店街ポスターデザイン 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津山の特産物を利用した商品の提案 

試行錯誤しながら作成しています 

商店街の中心部 

でポスター展を 

開きました。 

12/12～12/15 

各商店の店頭に掲

示しています。 

 12/1～1/9 
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学校番号 商１３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 瓊浦高等学校 
担当教員／ 

教官名 
阿部 泰宣 

学校情報 
所在地：長崎県長崎市伊良林２－１３－４ 

TEL：095-826-1261  FAX：095-825-5245  URL：http:www.keiho.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

商品開発等の創造的・実践的活動を通しての知財マインドの醸成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 商品開発等の創造的・実践的な活動を通して知的財産に関する基礎的な理解と知財マインド

（創造の意欲や創作を大切にするマインド）を醸成する。 

（取組の背景） 

 過去 3 年間本校独自で取り組んできた商品開発において、本校オリジナル商品の完成を目指

す。同時に販売実習の実施を目標とし、実践的な体験により生徒の自発的学習態度を引き出す

ことを心がけ活動を進めてきた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

（導入） 

5月：昨年度までの商品開発の振り返り。 

5月：知的財産に関する基礎的内容の学習。（「産業財産権標準テキスト総合編」を活用） 

6月：山口大学 陣内秀樹 准教授による特別授業の実施。（アイディア創出法・商品開発等） 

 

（展開） 

6・7月：和菓子・洋菓子をテーマにした商品開発。 

7月：職員研修（地域別研究協議会への参加） 

8月：職員、代表生徒研修 

（知財人財育成・知財教育実践交流研修会ＩＮ東海：岐阜県大垣養老高校） 

8月：中間報告会参加 

9月：・アイディアコンテストの実施。 

（パテントコンテスト応募へのチャレンジ） 

・アイディアコンテスト優秀作品のブラッシュアップ。 

・パテントコンテスト応募へ向けての試作品製作。応募作品のブラッシュアップ 

10月：開発商品（和菓子・洋菓子）のブラッシュアップ。 

11月：販売実習の計画と実施。 

 

（まとめ） 

1２月：先進校視察。（指宿市立指宿商業高校） 

1月：今年度の取り組みの総括。 

1月：年次報告会参加。 

1・2月：校内発表会の準備と実施。 
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成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知的財産に関する創造力・実践力・活用力開発事業への取り組み初年度にあたり、手探りで

のスタートとなった今年度だったが１年間を振り返り、担当教員にとっても、生徒達にとって

も大変有意義な学習活動を展開できたと実感している。過去３年間、本校独自で商品開発に取

り組んできたが、今年度開発事業に参加し、全国の先進校との交流を通し、多くの刺激を受け

たことで、本校オリジナル商品の完成や、本校初の販売実習を実施することができた。また、

初のパテントコンテストへの取り組みにおいて、応募者の中から特許出願支援対象発明に該当

する入賞者を出すことができた。これらの実践的な経験から、生徒達は発想の大切さ、自分で

考え行動することや周囲の人達と積極的に関わることの重要性を学び取り、自分達の取り組み

や学習への自信を深めることができたと確信している。高校卒業後、知財教育を通して学び、

身につけたことが次のステージで生かされ、社会を担う貴重な人材となってくれることを期待

している。 

生徒達の発想の豊かさや、実践的な教育活動の機会を与えることで成長していく生徒の姿は

我々教員にとっても多くのことを示唆してくれた。今年度の知的財産教育を通じ、日常の教室

の中や、学校生活の中では気付かない生徒の潜在能力と、様々な活動機会の創出が生徒達の可

能性の伸展に大きな役割を持つということを感じた一年であった。 

今後の課題として、①校内での支援体制の確立、②今年度情報ビジネス科 3 年を中心に行っ

た知財教育を情報ビジネス科全体（１～３年）への取り組みに広げていくこと、③アイディア

創出法等、教員の指導スキルアップが考えられる。 

先進校の活動や研修会等を通じ出会った多くの先生方の取り組みを大いに参考にさせていた

だき、次年度以降の活動をさらに充実させていきたいと考えている。 

 「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真１）6月：特別授業         （写真2）商品開発：アンケート調査  （写真3）商品開発：お菓子製造 

                         

 

 

 

 

 

 

（写真4）商品開発：お菓子製造    （写真5）開発商品：「瓊姫」     （写真6）開発商品：「原石シュー」      

   （写真７）  

  販売実習 （写真８） 

   ：ポスター  販売実習 

   ：長崎駅前にて 
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学校番号 商１４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立串良商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
深田 信平 

学校情報 
所在地：鹿児島県鹿屋市串良町岡崎２４９６番地１ 

TEL：0994-63-2533、FAX：0994-63-2534、URL：http://www.minc.ne.jp/kushirashoko/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

商品開発を通した知的財産権の学習と産業人材の育成 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

「知的財産権についての理解とアイディア創出による知的財産権への具現化による人材育成」 

 まずは，全校生徒が知的財産権について知ることを第一の目標とする。そして，アイディア

を創出することや商品開発を通して，商標権の重要性などを理解し，より実社会に近い形での

商品開発を行う。 

（取組の背景） 

 昨年から本校でも商品開発に取り組んでいるが，商標権などについては詳しく学習を行って

いなかったのが実情である。今後，商品開発を更に進めていく中で（商品開発から得られる学

習効果・地域活性化），知財教育は必要不可欠なものであり，教師・生徒も知的財産に関する

知識が必要なことと機会を設けることが必要と感じたため。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

＜ 活動経過 ＞ 

① 全校生徒・職員に対する意識づけ（研修会の実施・全体での説明会実施） 

② 知的財産権合同LHRや地域別研修会，先進校視察を実施 

③ 知的財産（商標権・著作権）講演会実施 

④ 知的財産権に関する授業実施（課題研究２５名）（ビジネス基礎１２７名）等 

⑤ 中学生体験入学等での紙タワー実施・知的財産権に関する授業実施 

⑥ 地元企業と連携した商品開発 

⑦ デザイン販売戦略セミナーへの参加 

⑧ 試作品のアンケート・知財関連のアンケート実施  

⑨ メディア出演（新聞・ラジオ） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

＜ 活動の成果 ＞ 

 知的財産に関する取り組み一年目となる本校では，当初の目的・目標をすべて達成できたと

は言えないが，職員や生徒の知的財産に関する意識，認知度は高まった。このような機会を設

けることが知的財産教育の推進につながると考える。商品開発を通して知的財産権について学

ぶことで，コミュニケーション力・向学心・そして知的財産に関する知識が身に付き，視野を

広げることに繋がった。生徒からも将来は商標登録をしていきたいという意見も多数ありこれ

からの取組が重要であると感じた。これからも職員の研修の場を設け，生徒に還元していきた

い。 

 商品開発にあたって初めて商標検索を行った。（IPDL 検索）生徒も積極的に様々な商品名な

どを検索していたが，職員も初めてのことだったのでよい機会となった。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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＜試作品製造・試食風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜知財に関する講演会・説明会実施） 

     

 

 

 

 

   

 

＜知財に関する授業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜実際の商品＞ 昨年 → 今年の試作品 → 今年の完成品 

 

 

 

 

 

 

＜知財教育の取組について＞ 

① ペーパータワーやエッグドロップ 

  教科商業の科目「課題研究」や「ビジネス基礎」で取り組んだ。グループでアイディアを考察・検討・

実践することで創造力・実践力が身につき，効果的に知的財産教育につなげることができた。中学生体験入

学等でも実施し，本校に対するイメージの払しょくと商標権や著作権の関連を効果的に学習できた。今後は

更に教員研修を増し，知財教育への意識を高 

め中学生体験入学や出前授業等にも積極的に 

取り組んでいきたいと思う。 

② 事前の説明会実施 

 講演会などの開催以外に全体に向けた説明 

会の実施が効果的だった。来年度は，知財に 

関する新聞などを発行したい。 
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学校番号 商１５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 出水市立出水商業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
水間 悦郎 

学校情報 
所在地：鹿児島県出水市明神町２００ 

TEL：0996-67-1069、FAX：0996-67-4345、URL：http:www12.synapse.ne.jp/izumisyo/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産権の基礎を理解する 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 昨年度に引き続き商業科１年生全体で知的財産教育に取り組む。学年進行で知的財産教育を

進める。１年生では基礎を見に付けることに重点を置く。 

（取組の背景） 

 新学習指導要領による新課程で商業科は商品の企画・開発・広告を学年進行で学習すること

になり，継続的に知的財産教育を導入することができるようになった。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・授業「知的財産の基礎」・「意匠権」「商標権」の学習 

  標準テキストを用い「知的財産の基礎」・「意匠権」「商標権」についての授業を実施 

・隼人工業高等学校知的財産教育合同ＬＨＲ視察 

  先進的な取組を行っている学校の取組の状況を視察 

・新商品開発 

  地元の特産物を生かした「かぼちゃ肉まん」の試作と地元キャラクター「わらびなちゃん 

  」の制作と地元スポーツ大会の企画・運営 

・鹿児島県高等学校生徒商業研究発表大会出場 

  生徒商業研究発表大会において「課題研究」の取組を発表 

・「タワー作り」に挑戦 

  発想法の習得の一環として「マーケティング」において「タワー作り」を体験 

・出水商業デパートにおける広告の在り方と商品の販売 

  著作権・商標権を侵害しない広告作りの在り方と商品の販売 

・市来農芸高等学校知的財産教育講演会 

  知的財産の意義や先進的な取組を行っている企業の取組状況を聴く 

・課題研究発表会 

  「課題研究」の１年間の活動を１・２年生に発表 

・報告書の作成 

  １年間の活動報告書を作成 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

３年目の参加で，前年度の取組を継続的に取り組むことができた。しかし，鹿児島県内の推

進校に比べるとまだまだ取組内容が充実しているとは言えないので，来年度はさらに内容を充

実させたい。 

  開発商品「かぼちゃ肉まん」を作る過程で，商標についてＩＰＤＬで検索を行うなど教諭

が研修で学んだ内容を生徒に還元できたことなどは本事業に参加した成果であると思う 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真１ 合同ＬＨＲ視察               写真２ 新商品の試作風景 

 

        

写真３ 地元キャラクター（「わらびなちゃん」） 写真４ 新商品の試作（「かぼちゃ肉まん」） 

 

 写真５ 地元スポーツ大会の様子 

 過疎傾向にある蕨島地区（コミュニティー）を盛り上げよう！と発想法（「ブレーンストーミング」等）

を活用しアイディアを練ることになった。そのアイディアの一つとして，地元小学校や自治会とワークショ

ップなどを重ね連携を深める。その結果として，小学生が発案した原画を高校生がキャラクター化（写真 

３）や蕨島スポーツ大会（写真５）開催に至った。 
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学校番号 商１６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立明桜館高等学校 
担当教員／ 

教官名 
九田泰好 

学校情報 
所在地：〒891－1105 鹿児島県鹿児島郡山町100番地 

TEL：099-298-4124，FAX：099-298-4125，URL：http:www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Meiokan/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上，意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

「知財人材育成（知的財産学習）推進の工夫と今後の展望について」 

目的・目標 

・背景 

（目的・目標） 

 知的財産権の理解と知識を段階的に深めさせることを目的とする。その手段として，産

業財産権標準テキスト等の活用や地元にある魅力的な素材やネットワークを活用し，鹿児

島県や本校が所在する地域のイメージアップ活動を実践するとともに高校生の視点から創

造・活用・発信できる能力の育成を図る。 

（取組の背景） 

①  校内の知的財産権への普及・理解を促し，併せて知的財産権に対するモラルやマイ

ンドを育てる取組 

②  科目「課題研究」を中心に各科目における実施内容・指導方法等の取組を通した問

題解決などから創造力や実践力育成の取組 

③  将来社会人としての実践的な活用力を育てる視点からの取組 

④  外部講師（企業・大学・知財専門家等）による支援や指導事例による取組 

⑤  地域や企業との連携や活動，その活動を通した知財や専門学科の分野の実務体験，

他校との連携 

活動の経過 

(知財との関連） 

本校は課題研究調査研究班(名称:チャレンジ明桜館事務局!)の活動を通し，知的財産教

育に取り組んでいる。学校 PR と地域活性化を目標とし，地元商工会・こいやま八重の会(

地域おこし団体)と連携し活動を展開している。 

【平成24年度】 

地元の印刷業者の協力を得て，印刷物やパッケージを題材に効果的な広告媒体と知的財

産権について学ぶ。結果，学校 PR クリアファイルが完成し，学校説明会や体験入学など

で配布し好評を得ている。 

【平成25年度】 

本格的に地域行事へ参加し始める。地元ゆるキャラ「天ガラもん」を題材にした商品開

発と販売，地域応援ソング「みんな大好きこいやま」作詞，地元アイドル「おじゃこい隊

」結成，地域観光マップ作成に携わった。 

【平成26年度】 

地域イベントにおける企画・受付・販売・ガイドの役割と併せて参加賞としてのノベル

ティー作成から知的財産権（意匠権・商標権）を学んだ。 

また，地元企業による商品開発に関する研修会を通して，今後地域イベントで活用して

いきたい地域活性化商品の試作品を作成した。 
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【知的財産に関する講座】 

ＬＶＪグループ株式会社ルイヴィトンジャパン（平成25年度） 

ｱﾝﾀﾞｰｱｰﾏｰ日本総代理店 株式会社ドーム（平成26年度） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

これまでの活動を通して，生徒達にも徐々に知的財産に対する意識が芽生えつつある。

今後も学校 PR と地域活性化を目標として活動を展開していくなかで，さらに知的財産教

育について学びを深めさせたい。そして，最終的には地域から喜ばれる地域財産の創造ま

で到達できたらと考えている。本校と同様，地域おこしをテーマとして知的財産教育を展

開している他校の活動もこの事業を通して，参考にしていきたい。 

さらに，この活動で得た知的財産権教育の成果は，地域行事を通して地域へ還元するよ

うに心掛けている。 

また，この２年連続知的財産教育に関する講座を商業科の生徒へ実施している。この講

座は大変意義深いと感じているので，継続的に計画・実践していきたい。 

「本資料内の写真，イラスト，引用文献等の承諾が必要なものにつきましては，権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校舎風景】                                      【文化祭での販売（商品開発したｶｯﾌﾟｹｰｷ）】                  【地域活性化イベントの参加賞】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鹿児島県生徒商業研究発表大会】                                                                                                  【株式会社ドーム知的財産教育講座】 

 

 

 

 

 

 

 

【オリジナル商品製作活動風景】 

【チャレンジ明桜館事務局！      イメージ図 生徒制作】 

  
 

 

 

  



Ⅱ-144 

学校番号 商１７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 霧島市立国分中央高等学校 
担当教員／ 

教官名 
島田 聡吾 

学校情報 
所在地：鹿児島県霧島市国分中央１丁目10番 1号 

TEL：0995-46-1535、FAX：0995-46-1536、URL：http:www.mct.ne.jp/users/kokubu-chuo/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域活性化に向けたチャレンジショップの運営を通して知的財産権を理解する。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）知的財産教育を通して地域を活性化する。 

（取組の背景）産業財産テキストを活用する中で，必要な知的財産権を理解し，学校・学科の

特徴を活かした人材を育成する。また，地域との連携も視野に入れた商品開発を行う。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【４月】知的財産教育推進委員会，学科（ビジネス情報科）で昨年度までの流れの確認と今年 

度の実施計画の検討 

チャレンジショップオリエンテーション（意義と手順の確認） 

【５月】実施計画（商品開発・販売実習・ＩＴショップ運営）についての検討・具体化 

    生産者農家研修の実施（商品開発使用の材料の生産者による） 

【６月】販売実習，おもてなし実習スタート 

「知的財産教育ＬＨＲ」の実施（岐阜県立大垣養老高等学校 教諭 中野輝良 先生 

「君たちの将来きっと使えるアイディアをかたちに。知的財産をかたちに。」 

    本校で知的財産ミニセミナーを開催 

鹿児島県生徒商業研究発表大会で取組の成果を発表（優秀賞受賞） 

【８月】中間報告会への参加 

【９月】地域連携商品開発の準備等，販売・おもてなし実習（駅・イベント） 

【10・11月】開発商品の試作，販売・おもてなし実習（駅・イベント・文化祭） 

      観光・特産品ＰＲのぼり・のれん・台巻きのデザイン 

【12月】 職員研究の実施 

全国知財・創造教育研究会 会長 篭原 裕明 先生 

                「全国における知的財産教育の現状と課題」   

【１月】年次報告会への参加，生徒による校内研究発表会 

【２月】販売実習予定（商店街祭り），次年度に向けた活動総括 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 昨年同様楽天ＩＴショップ運営を通して肖像権商標権を常に意識して取り組むことができ 

た。おもてなし活動ではＰＲグッズの作成（のぼり，歓迎旗）のキャラクターデザインを通 

して著作権，商標権，意匠権，などを総合的に学習した。 

産学官連携でおもてなし商品の開発を行ない，霧島茶のパッケージデザインや霧島茶を使用し

た金平糖を考案し商品化された。しかし，スマートフォンのアプリ開発は実施されていない。 
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☆チャレンジショップの活動を通して，知的財産を学ぶ生徒たちの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的財産教育講演会        生産者農家研修         商品開発の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ななつ星列車に乗車された海外からの観光のお客様におもてなし活動。  

 

 

 

              

楽天ＩＴ学校で，インターネットサイト運営についての授業を受け，最終的には，企画書やページのデ

ザイン案を完成させ，各班がプレゼンテーションを行い，生徒たちが作ったページが完成し，宿泊プ

ランと焼酎のセットの 販売を開始しました。 

 

 

① 商品開発について 

②おもてなし 

③ＩＴショップ 
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学校番号 展農０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜県立大垣養老高等学校 
担当教員／ 

教官名 
神谷沙江・中野輝良 

学校情報 
所在地：岐阜県養老郡養老町祖父江向野1418-4 

TEL：0584-32-3161   FAX：0584-32-2915   URL：http://school.gifu-net.ed.jp/oyourou-hs/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産学習と専門学習を融合した研究活動の展開 

―地域・企業等と連携した知的財産学習のシステム作りと校内外指導体制の充実― 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

〔１〕知的財産教育と専門教育の融合を図り、系統的に学習できる体制とシステムを構

築し、定着を確実なものにする。特に従来からの食品科学科だけでなく、他学科

への知的財産教育の導入と定着を進める。  

〔２〕校内だけでなく地域・企業と連携した知的財産学習の実践をスムーズに進められ

るよう、体制の充実を図る。  

〔３〕本校だけでなく他校の指導者・生徒間とも情報交換や研修を通して知財教育の効

果を高められるよう、ネットワーク作りと充実を図る。 

（取組の背景）本校が知的財産教育に取り組みを開始してから５年目となることから、学校内

・校外連携などこれまでの取り組みを整理し、知的財産教育が学校全体に定着できるようシ

ステムを構築したい。また、本校が持つノウハウを活かして他校との連携ネットワークを構

築し、知的財産活用や教育の充実に取り組むことが重要であるとの観点から実施に至った。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・知的財産教育のカリキュラムへの落とし込みと全学科における知的財産教育の位置づけ 

・知的財産セミナーの開催による全校生徒・全職員の知的財産学習・研修の推進 

・プレゼンテーション教材の作成による知的財産学習の支援 

・知的財産に関する指導力向上に向けた知的財産教育研修会（指導者向け）を年間４回実施 

・模擬企業「Bicom」による知財学習生徒リーダーの養成と全校・他校への情報発信 

・地域・企業と連携した商品開発や販売実等における知的財産活用実践学習の推進 

・知的財産教育推進委員会の設置による校内指導体制の組織化と指導支援 

・全国で知的財産教育に取り組む各校指導者・生徒向けの知財研修機会の確保と開催 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・校内においては「知的財産教育の全校体制への移行・定着と推進」を目標に掲げ、先行指導

実績のある食品科学科をベースにして各学科への情報発信と指導支援を行った。具体的には

校内知財教育研修会において知財教育の意義や指導例について模擬授業形式の研修を行い、

指導法の普及に努めた。また各科への出前授業も実施し生徒・指導者ともに知財を学んだ。 

・模擬企業｢Bicom｣では企業効果が更に高まるよう、複数年にわたる企業経営に取り組みを進め

たほか、地域・企業と連携した商品開発や普及活動も実施し、知的財産学習の効果を深めた

学習とした。またBicom生徒により他学科・校外への知財学習成果の発信も積極的に行った。 

・「知的財産に関する各種研修会・交流会」を本校主催で多数開催し、全国で知的財産を学ぶ

生徒・指導者間のネットワークの構築ならびに実践内容の充実に資することが出来た。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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模擬企業 Bicom の活動でリードする   

大垣養老高校の「知的財産学習」 
 
 
 
 
 
 
 

パンの製法改善を研究 営業戦略会議で討論中 みかん酵母の分離培養 地域での販売普及活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コンビニ×オリジナルパンの開発 

 

  

■座学でのグループワーク・創造性を生み出す    ■養牛専攻生による飛騨牛の肉質改善と販売実習 

 

■知財教育成果販売体験実習で開発商品の販売    ■産フェア生徒交流・研修会での情報交換会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のBicomは 

ｉ 創造研究所を設立！ 

大垣養老高校で広がる・知的財産学習の可能性 
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学校番号 展農０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 大阪府立農芸高等学校 
担当教員／ 

教官名 
烏谷 直宏 

学校情報 
所在地：大阪府堺市美原区北余部５９５－１ 

TEL：072-361-0581、FAX：072-361-0684、URL：http:www.osaka-c.ed.jp/nogei/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

果樹栽培における知的財産学習 

目的・

目標 

・背景 

１）知財学習効果の広がり：学校設定科目「園芸流通」の定着を目指す。 

２）学校力向上：知財学習を通じた外部連携の実践 

３）やる気向上：「より専門的にタイプ」学習における生徒の専門性の深化と情報発信 

４）6次産業化：農産物に付加価値をつける手法を身につけ、都市における農業関連産業人を育成 

「大阪だからできること、大阪しかできないこと」を生徒と模索しながら、都市部における農業高校

生がこれから学ぶべき「農業の６次産業化」にも対応できる教材として、知財学習を位置付けたい。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

〇座学に関して 
・今年度から知財に特化した 2 年生の学校設定科目「園芸流通」を設置して、知財学習をハイテク農芸科のカリキュ

ラムに組み込んだ。標準テキスト(総合編)を活用した思考型授業に取り組んだ。 

○課内実習に関して 
・レポート提出など小課題を通してアイデアを出させ、KJ法で整理、｢困ったこと｣を図案化して見える形にさせた。 

・本校「農芸ポーク」や先進事例校など商標化した事例をIPDLで検索するなど活用して身近に感じる教材とした。 

・自主製作PPT教材を用いてグループワークやワークショップ等の小課題をより多く与えて、ブレインストーミングを

通じて問題解決能力の涵養を図った。 

○課外活動に関して 
・プロジェクトテーマに従い、試作、実験、調査活動を行った。 

〇連携した知財学習 
・高校生による出前授業として小中学校で紙タワー選手権を実施した。 

・地域別研修会や知財交流会へ本校生徒を幹事運営側として多数派遣することで、本校生徒間に知財学習における縦

の繋がりが生まれると共に、学校種や国を越えた仲間との横の繋がりも生まれた。 

・ハイテク農芸科全学年で知財セミナーを実施、弁理士による講演やパテントコンテスト・デザインパテントコンテ

スト、全学年において紙タワー選手権大会も実施した。 

〇研究授業との連動 
・大阪府立高校と企業の連携による人材育成事業と連動した知財学習を展開した。 

〇産官学連携 

・地元ワイナリーや地元企業との体験実習や連携した新商品開発プロジェクト、出前授業を実施した。 

・商業デザイナーと連動して授業を展開、商標案や農場生産物用の販売促進用看板、包装紙を作製した。 

・学校農場生産物に共通の商標をつけると仮定して商標案を考えさせ、ラベルのデザインを考え、宮城県での全国産

業教育フェアにおける知財の成果展示発表会でも発表した。 

・農場生産物の販売実習を実践する中で農場生産物を効率よく販売する方法を考えさせ、知財交流会や地域での販売

活動を通して、販売戦略を活用することのできる知財マインドの育成と活用力を養った。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

都会を一地域としてとらえ、大阪特有の人的ネットワークを活用した具体的な教育手法の取り組み

として、今年度、弁理士による講演や小中学校への出前授業、外部連携先との共同研究や専門家によ

る授業等、これまでの知財学習をブラッシュアップさせて取り組んだ。学校設定科目「園芸流通」に

おいても、大阪府立高校と企業の連携による人材育成事業と連動し、地域人材を活用した授業に取り

組み、担当教員が変わっても継続して実施できるようなシラバス作りや教材作りを目指している。大

阪ならではの多くの人的ネットワークを活用して、知財学習を今後も展開していきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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図１．学校設定科目｢園芸流通｣   図 2．知財学習がメディアで注目  図 3．夏の知財交流会での販売 

 

図 4．知財開発プロジェクトが大阪府学生科学賞最優秀賞  図5．高校生による出前授業の様子 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業を継続してきたことで、知財学習を行っている全国の高校の中では「大阪に農芸あり」との認識が

高まっているように思う。教員は校種を超えて全国の教員と連携がとれ、近年は韓国の高校とも連携でき

るようになった。新たな若手教員も加わり、生徒は思考型授業の中で授業や学校生活に熱心に取り組んで

いる。大学進学率の向上や外部の受賞なども増え、何より知財学習の成果として人間的な向上が見えるよ

うになった。知財交流会や全国産業教育フェア成果展示発表会においても生徒が交流会を通して学びを深

め、生徒間のつながりが生まれていることが何より意義深いことである。 

プロの授業でデザイン

の力が生まれました 

図6.新しい評価システムの開発 

図7.プロによるデザインの授業 

生徒のアン

ケートを授

業にフィー

ドバック 

知財学習を通して多く

の仲間ができました！ 
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学校番号 農０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 宮城県農業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
渡部 剛実 

学校情報 
所在地：宮城県名取市高舘字東金剛寺1番地 

TEL：022-384-2511、FAX：022-384-2512、URL：http:www.miyanou@myswan.ne.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地元の伝統野菜の栽培から６次産業化を目指した取り組み 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 県内の伝統野菜の栽培から新しい商品開発、流通販売、食育推進を目指して、産学官民連携

で、地域を活性化させていく。  

（取組の背景） 

 東日本大震災によって、県内の伝統野菜の生産が大きな打撃を受けた。生徒達のアイデア、

農業や食の力、商品開発で地域農業の活性化を目指して、地産地消や、新しい商品開発で地域

を盛り上げようと取り組みました。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

（１）食品化学科 

①生徒のアイデア創出から、商品化を目指した各種コンテストへの応募 

 「ご当地、絶品うまいもん甲子園」へ出場、酪農学園大学スイーツコンテスト、 

全国食育王選手権出場、カゴメ・カルビー株式会社との野菜栽培と食品作り実施 

３年連続での出場、商品化への道が開ける。 

②生徒のアイデアで米粉や地元の野菜を活かし、小学校との食育推進事業を実施 

（２）生活科の経過 

 ①仙台の伝統野菜の栽培（ＪＡ全農宮城、みやぎ生協、味の素株式会社） 

  「仙台白菜」海外への流通拡大を目指した日本と韓国との合同栽培実施 

 ②伝統野菜を使った商品、漬け物開発への取り組み 

  ＪＡ全農宮城直営のレストランにおける販売食数が昨年の５倍の5000食に拡大。 

 ③全国高校生みんなＤＥ笑顔プロで、耕作放棄地の再生、野菜栽培、商品化、流通拡大実施 

（３）農業科の経過 

 ①環境保全米の栽培から、日本酒の商品化、販売へと取り組み 

  商品名「復興太鼓」のデザインと商品の販売を実現 

 ②被災地域へ鉄コーティングされた種籾を使用し、稲作栽培で貢献した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

成果（１）本校の学科間連携で、知的財産教育の展開の幅が拡大してきている。 

（２）産業界、民間企業、官公庁、市民とのネットワークにとどまらず、海外へのネットワー

クも機会をつかんでいること。 

（３）生徒のアイデアを具現化するために、各種コンテストに定期的に応募し、入賞すること

ができた。その結果、商品化への道へのきっかけをつかむことができつつある。 

課題（１）学校内の更なる拡大と、協力体制をより一層強化させ、知的財産教育を学校全体で

取り組んでいくこと。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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（１）商品化されたメニュー  （２）うまいもん甲子園出場   （３）各種コンテスト入賞 

 

 

 

 

特筆すべき取り組みと成果について 

（１） 震災で被災した地域を野菜で再生させ、収穫する。この野菜を活かした商品化を目指して、活用方

法を検討しました。耕作放棄地、後継者不在農地の有効活用から、伝統野菜の栽培を実施 

地域農家、ＪＡ全農宮城、宮城大学、官公庁と連携し、伝統野菜の拡大を推進 

収穫できた野菜の有効活用で、各種コンテストへ応募、震災復興へ貢献 

 

（２） 仙台白菜の栽培本数の拡大 → 昨年度の１００００本から１６０００本へ拡大 

日本国内の流通拡大から、海外への拡大を目指し、日本と韓国総領事館、ＪＡ全農みやぎ、 

みやぎ生協、味の素株式会社、岩沼市と連携し、定植会、キムチ作りを実施。次年度以降の 

国際的な拡大の土台となった。 

 

（３） カゴメ株式会社、カルビーとの連携で、食品化学科、園芸科、生活科の生徒で連携し野菜の栽培か

ら、収穫、加工品作りまでの一連の流れを実施。 

 

本校は、生徒のアイデアを具現化するための取り組みとして、様々な商品開発へ直結するコンテストへ応

募し、創造力を高めさせる指導を展開しています。特に、今年度は、全国うまいもん甲子園へ出場すること

ができました。食品化学科の生徒達の研究グループが出場し、「カラフルオムライスボール」を提案するこ

とができています。 

 

産 学 官 民 一 体 と な っ た 国 際 交 流   生 徒 の ア イ デ ア で 商 品 化 に 成 功

      

 

特に、食品作りへの意欲に

効果がありました。 
生徒のアイデアが形とし

表すことができた。 

全国大会出場 

「カラフルオムライスボール」 
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学校番号 農０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 山形県立上山明新館高等学校 
担当教員／ 

教官名 
遠藤忠樹 

学校情報 
所在地：山形県上山市仙石650番地 

TEL：023-672-1700、FAX：023-672-1702、URL：http:www.meishinkan-h.ed.jp  

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域資源植物｢食用ホオズキ｣･｢ベニバナ｣･｢夏秋イチゴ｣の栽培と商品開発を通じて 

知的財産権を学ぶ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 標準テキスト(総合編)(商標編)を活用し地域資源植物｢食用ホオズキ｣と｢ベニバナ｣｢夏

秋イチゴ｣の栽培と加工食品づくりから商品開発を行うことで、知的財産権の理解を深

め、商標登録ができる創造力と実践力を指導する。 

（取組の背景） 

 地域資源植物を活用し栽培と加工食品開発を行い、商品化することで商標登録できる

オリジナルのデザインを自ら作成すること、完成度を高め商標として学校のブランド化

につなげていくことを重視している。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 目標である知的財産権については、加工食品製造実習とおして商品開発を行い商標の

重要性を学んだ。また、標準テキストを活用して知識広げた。さらに、知的財産権につ

いて昨年度実施した弁理士(水野特許商標事務所 水野博文 氏)の先生より分かりやす

まとめられた資料と弁理士会よりいただいた冊子を活用して１年生と２年の計７９名で

商標について学習した。商品化した菓子類は地元のイベントを中心として、首都圏(東

京都)まで範囲を広げて普及活動を実施した。知的財産についての学習指導法について

は、地域資源植物を活用して実践的な取り組みを継続することが大切であると考えてい

る。生徒への定着を図り商標の完成と登録を行いたい。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

商標マークについては、東北芸術工科大学やデザイナーより直接指導を受け、完成度

を高めることができた。また、開発した加工食品を商品化(だんご本舗たかはし)普及活

動でのアンケート調査や販売実習を実践した。商標は重要であり、オリジナリティであ

ることは知的財産として商標登録まで行うことが大切であると考えようになってきた。 

知的財産権に関する知識と活用する実践力は、未来を担う高校生に必要である。今後

も継続して実施する。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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                            スポンジラスク ラベルデザイン 

 

      

   山形県知事 吉村美栄子様へ商品の紹介 

   （ジャム、ロールケーキ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

｢食用ホオズキ｣｢夏秋イチゴ｣｢ベニバナ｣を活用した商品開発の取組について 

 

地域資源植物で伝統野菜でもある｢食用ホオズキ｣｢夏秋イチゴ｣｢ベニバナ｣の栽培から 

加工食品開発と商品化をめざす実践的な取り組みの中で、地域から学ぶことは多かった。 

取り上げたものはいずれも知名度が低く、地元中心となってしまいがちである。 

しかし、高校生の取り組みに地元菓子店の技術指導とＮＰＯ法人上山まちづくり塾、農家

の方々、上山市役所観光課より紹介していただき、イベントへ参加し普及活動を実施でき

た。 

参加３年目となった｢アグリフード EXPO2014 東京｣での商談会では、商品の品質と購買

力を高める商標(ラベルデザイン)は、いかに大切であることをバイヤーの方より生徒達は

実践的に学んだ。 

生徒自ら考え作り出したものは商標として出願して認められれば知的財産となることを 

学んできた。 

 

                        

目を引くラベルデザイン

は効果がありました。 

産業教育フェア宮城 

知財学習紹介展示 
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学校番号 農０３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長野県北佐久農業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
上原 一善 

学校情報 
所在地：長野県佐久市岩村田９９１番地 

TEL：0267-67-4010、FAX：0267-66-1452、URL：http:www.nagano-c.ed.jp/hokuno/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域連携とショップ経営に専門高校生の知的創造力を活かし地域産業の活性化を目指す 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 
産業分野（特に農業分野）の知的財産学習を基礎から行い、創造性教育を展開する中で、

地域連携とショップ運営に専門高校生の知的創造力を生かし、地域産業の活性化を目指す。  

（取組の背景） 

地元商店街と連携して空き店舗を高校生チャレンジショップとして活用し、学校の農産物

及び加工品の販売を行い、農業の６次産業化に関する学習に実践的に取り組んでいる。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

（活動の経過） 

・平成 25 年度入学生より、学校設定科目「産業基礎」を設置し、産業人基礎力として学ぶべき

事項に知的財産学習を取り入れ、「産業財産権標準テキスト」を活用して、知的財産権・産

業財産権の基礎を品質管理と関連付けて学んでいる。 

・平成 26 年度２学年においては、1 年次の「産業基礎」の学習内容をさらに発展させ、地域資

源の活用法や特許となる発明に関して具体的に考え提案ができるような授業展開を想定して

商業・工業的な学習内容を取り入れ、発想・創造の間口を広めている（6時間／70時間）。 

・平成 26 年度３学年のコース別学習においては、地域との連携活動や高校生チャレンジショッ

プにおける店舗販売を通じて生徒の知財意識の高揚と知財マインドの普及を目指し、農業各

分野の産業技術学習の学びから、創意工夫や付加価値、意匠や商品開発・品種改良について

理解を深めている。 

（知財との関連） 

・知財学習と農業の６次産業化及び品質管理に関する学習を関連付けて学ばせている。 

・知財教育から企業倫理と社会規範、品質管理等にも学習の領域を広げ、産業人基礎力を備えた

人材の育成に結びつけ、卒業後においても自立型人材の育成の素地となるようにしたい。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

（教材開発にチームで取り組む） 

・平成 25 年度入学生向けに作成した知的財産教育教材のさらなる内容の充実を図るために、

「産業基礎」教科担当者内で分担を決め教材作成にあたっている。多くの職員が知財の教材

作りに携わり授業で実践することで、職員の意識付けと系統だった指導体制の基礎が構築さ

れつつある。２年次の「環境地域基礎」においても同様である。 

（課題研究での諸活動に「知財」を意識する） 

・「産業基礎」「環境地域基礎」の学習内容をさらに発展させ、地域資源の活用法や特許とな

る発明に関して具体的に考え提案ができるような授業展開が「課題研究」でなされるように

創造性開発に力点を置いた授業展開を図ることが課題である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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図１ 北佐久農業高校校舎    図２ 発想訓練（１年生４月の授業）  図３ 外部講師による知財講義 

 

    図４ 学校設定科目「産業基礎」の２学期授業評価アンケートの集計結果（１年生118名回答） 

◆地域と連携し、地域資源を活用した商品開発を目指して<食品サービス科の取り組み>◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年から地元商店街との 

連携により、空き店舗を「高校生の 

ための就業・起業体験」スペースと 

して活用する高校生チャレンジショ 

ップが企画されている。このショッ 

プは高校生が経営者となっており、 

高校生の力でこのショップを運営し 

なければならないため、集客のため 

にも、新企画・新商品の開発におの 

ずと力が入る。この「チャレンジシ 

ョップ」というステージは、販売し 

たり、新提案商品の消費者アンケー 

トを行ったり、研究成果発表の場に 

使用されている。日頃の学習と知財 

の関連・動機付けの場となっている。 図５ 連携開発商品（上段左右）   図６ 市の農業祭で共同開発した 
ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの成果（下段）    「米粉カレーうどん」を販売 
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学校番号 農０４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜県立岐阜農林高等学校 
担当教員／ 

教官名 
小野 卓也 

学校情報 
所在地：岐阜県本巣郡北方町北方１５０ 

TEL：058-324-1145、FAX：058-323-1650、URL：http://school.gifu-net.ed.jp/gifu-ahs/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ＳＮＳを活用した産学学官連携による商品開発プロジェクト 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

農業高校での産学学官連携による商品開発プロジェクトを通じた知財学習において、ＳＮＳの活用

と効果に関する考察を行った。 

（取組の背景） 

３年次の課題研究において、地域と連携した商品開発のプロジェクト学習に、生徒の発想を

具現化し権利化する学習活動を取り入れ、かつオープンイノベーションを狙い、他校（工業・

水産高校等）の生徒との協働プロジェクト（学学連携）に発展させた。その協働プロジェクト

において、ＳＮＳを情報共有及び発想ツールとして生徒に活用させた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

本校本学科は「食で地域を元気にする」という理念を持ち、佐賀県立有田工業高等学校デザ 

イン科は「デザインで地域を元気にする」という理念を持ち教育活動をしている。平成２４ 

年度から両校間で知財教育連携商品開発プロジェクトの調整を行い、平成２５年度を開始年 

度とした。活動内容は、本校で３２年間製造をしているみかんジュースのブランディングを 

試みた。本校内で使用した「ＬＩＮＥ」と、両校間で活用した「ｆａｃｅｂｏｏｋ」の２つ 

のＳＮＳについて、実践の結果（特に生徒及び授業者の感想や気づき）を比較考察した。 

活動は５月からスタートし、６・７月本校における活動の紹介、８月夏合宿について、 

９～１０月有田工業高校のラベル作成内容について、１１月産業教育フェア展示発表につい 

て、１２・１月贈答品の作成にＳＮＳをツールとして活用した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知財教育に効果が認められる内容は特に４つ考えられる。１.研究活動時間と機会の確保。 

２.研究活動の可視化。３.部活動との両立、４.情報リテラシー向上である。  

第１に研究活動時間と機会の確保については、飛躍的に研究活動時間を延ばし、活動機会を

増やすことができた。ＳＮＳの活用は、科目「課題研究」等における、主体性の高い反転授業

とも言える。自発的な創造や発想が書き込まれ、グループ活動が自然に展開された。活動が進

むにつれ教師側はファシリテーターとしての役割を果たすようになった。第２に研究活動の可

視化についても、ＳＮＳは有効であった。特にｆａｃｅｂｏｏｋはグループ内のやり取りはク

ローズドでかつ、だれがどのタイミングで発言したか記録されるので、オンラインミーティン

グ等の機能に加え、記録簿として活用することで、研究ノートを補助することができた。お互

いの創造性を刺激し、時間をおいて見直すことでアイデアを創出し、さらにアイデアの上に新

たな発想を生む機会が増したと考えられる。第３に本校は文武両道で活動したいと願う生徒が

多い。そんな意欲ある生徒に環境を整備し、部活動の時間を確保しつつ、研究活動に参加させ

て部活動中に進んだ話し合いの内容を共有させるのにＳＮＳは非常に効果的であった。第４に

情報リテラシー向上については、ＳＮＳの弊害が問題視されているが、本校では必ず「既読」
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したら必ずコメントするなど、それぞれの教師が使用に当たり生徒にルールを提示した。活動

中は適切なタイミングで助言を挟むことで、その効果的な使用方法を学び活用する力が身に着

いたと考えられる。ＩＣＴ機器を活用する意義があることを実感した。 

今回の活動が進化した理由の一つに、ＳＮＳのグループに外部アドバイザー（自治体職員や

デザイナー）に参加して頂いたことが挙げられる。生徒同士の対話の中に、ピンポイントで的

確な助言が加わる事で、ラベルデザイン・ネーミングを生徒が自身の力で創出・完成する推進

力となった。ＳＮＳが作りだす弱い結びつきは、初期的な人間関係の形成と広く情報を収集で

きる事に特徴があるが、反面、暗黙知が伝わりにくいためプロジェクトの進行を逆に妨げる可

能性があるとされている。今回、これを防ぐために私たちは、交互に現地で強い結びつきを要

所に入れていたこともプロジェクト成功の秘訣であったと考える。最後に、このＳＮＳ活用は

汎用性が高く、どの学校でもできる手応えを掴んでおり、また他者の発想にも自分の発想にも

価値を置く、集合知の大切さを体験的に見出していることを特筆したい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

本校校舎写真         活動風景写真         商品販売の様子写真 

表．本校と有工生徒の書き込み時間帯    グラフ．             書き込みの内容の変化 

（特記すべき取組と成果）異校種間連携の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人と人が関係性を持つことそのものが資本になり得る※１参考文献」というソーシャルキャピタルの考えは、専門高校

におけるプロジェクト活動においても確認することができた。具体的には、第一に人と人との関係性からもたらされるこ

と、第二にその関係性が人の行動に影響を与えるということである。知的財産教育で繋がった他校教員間との縁を大切

に、養老町みかん農家を元気にする意志と、有田工業高校で育まれたブランディング力そして本校の実践力がコラボレ

ーションすることで、運も味方につけ、地元愛という想いを形にすることができた。商品の持つ価値が高まり、本校の校内

販売のみであったみかんジュースは「ますろう」というネーミングとパッケージで生まれ変わり養老町長にも認められ、 

養老の滝「滝開き」での販売、滝までの街道にある商店や高級旅館 

と温泉宿泊施設での販売、さらに岐阜県の特産加工品として、 

岐阜県を飛び出し、愛知県内量販店にてＪＡ全農岐阜の協力と 

岐阜県の協賛商品として販売した。今、体系的に語られる経営学の 

文脈に沿う形で、日本の専門高校のプロジェクト学習 

の場面で成果が出ていると考えられる。                        

合宿協働作業の様子の写真 

養老の滝開きで初販売！ 

合宿が暗黙知の共有に特に効

果がありました。 

※１ 世界の経営学者はいま何を考えているのか 知られざるビジネスのフロンティア（p151） 英治出版 入山章栄 

「ますろう」セット！ 
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学校番号 農０５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 大阪府立枚岡樟風高等学校 
担当教員／ 

教官名 
橋本 英昭 

学校情報 
所在地：大阪府東大阪市鷹殿町18-1 

TEL：072-982-5437、FAX：072-982-5411、URL：http:www.osaka-c.ed.jp/hiraokashofu/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

里山保全および食品に関連した商品開発を通じて地域を活性化させる 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

① 知財を利用して準絶滅危惧種国蝶オオムラサキの存在を地域に広め、地域を活性化させる 

② 地域と連携して食品の商品開発に取り組み、オリジナルブランドを立ち上げる 

（取組の背景） 

①  地域資源である生駒山に生息するオオムラサキを、知財を通じて保全する 

②  本校の農業教育は始まったばかりである。地域に農産物を通じて情報を発信し活性化する 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

全体 

 初めて授業で知財教育を取り入れた 

 パテコンに応募した 

野菜販売 

 模擬企業化（ネーミング・ラベル作成） 

 野菜販売を合計5回行い、知財を活用 

 野菜ジャムの商品化（試作・アンケート・ラベル） 

オオムラサキ 

 ポストカード作成 

 デザイナー講習によるロゴ制作 

 アイシングクッキーの商品開発 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

全体 

 知財に関する授業を1年かけて行い、課題解決能力、コミュニケーション力、発表力を指導

した。ポイントは「褒める」「生徒の気付きに気付く」「日頃の意識付け」である。課題

は、知財教育の校内浸透である。今年度は計画していた指導を十分に行えなかった。系列

内、学校内全体で取り組み解決を目指したい。そのために、指導のマニュアル化、成果な

どを示していきたい。 

野菜販売 

 野菜販売により知財を模擬的に活用できた。また、野菜ジャムの商品化に向けてアンケー

ト調査、試作を行った。今後、保健所の販売登録を行い、地域で販売する。課題は金銭問

題。本校の体制では、授業中での販売ができない。管理職とともに解決を目指す。 

オオムラサキ 

 多くの方にオオムラサキを知っていただくため、商品化に向けて取り組みを行った。今後

は、幼稚園での保全啓発のため、絵本の作成に取り組む。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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kj法による発想と議論・発表 デザイナー講習で作成したロゴ 商品化に向けての試食と話し合い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発した商品およびラベル 指導後のアンケート結果 

 

特記すべき成果と反省について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 
「知的財産の活用＝儲ける」と位置づけ、模擬会

社を授業内で設立した。その中で、野菜を販売す

る「知財活用授業」を行った。生徒が会社名、ロ

ゴ、役職を考え、販売を実現させたことで達成感

は大きなものとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創造した知的財産を活用（野菜販売） 

反省 
 校内で知財委員会を設立できなかった 

各系列（学科）で実施できないと返答。校

内で知財教育の「可視化」「研修」を行う

ことが課題。 

 

 1学年のみの指導に留まってしまった 

実施年度内に、知財教育のシラバスおよび

教材を作成し「誰でも指導できる体制」を

作る。 

 

 教師の指示が多く、生徒の考える機会

を少なくしてしまった 

授業の失敗を恐れて、教師の指示を多く入

れてしまった。生徒に考え行動させ、「失

敗させる授業」が必要。 

半数以上の生徒が、知財を身近に感じ

普段から意識するようになった 
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学校番号 農０６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 長崎県立島原農業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
齋藤 孝 

学校情報 
所在地：長崎県島原市下折橋町４５２０ 

TEL：0957-62-5125、FAX：0957-63-2289、URL：http:www.news.ed.jp/shimabara-ah/ 

 

ねらい 

（○印） 

a）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  c）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

d）地域との連携活動 e）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） f）学校組織・運営体制 

関連法（○印） a）特許・実用 ｂ）意匠 c）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイト

ル 
目的・目標

要約 

農業専門教育全般に知財学習を取り入れ創造力・実践力・活用力を育む 

目的

目標 

背景 

（目的・目標） 

①農業経営に知財教育を活かす実践力の育成 

②総合的な研究活動で問題発見・解決能力を身につける。 

③部活動での活動にて、実践力を身につける。 

④全員参加型の知財教育学習の実践。 

⑤他校への知財教育の普及 

（取組の背景） 

 本校は、平成１６年度から知財教育を展開している。部活動からの研究活動でスタートした取

り組みが、現在では全校生徒が参加するなど、学校全体で知財教育を行っている。今年度はこれ

までの取り組みの継続と他校への普及を目指して取り組んだ。 

活動

の経

過 

(知財

との関

連） 

①農業経営に知財教育を活かす実践力の育成 

 「アグリビジネス」・「農業経営」での展開 

 知的財産（産業財産権）とは何か。特許・商標とは。農業への活用法などを学んだ。 

 

②総合的な研究活動で問題発見・解決能力を身につける。 

 

科目「課題研究」での実践→古新聞や飼料袋の再利用（固形燃料作り） 

             竹と笹によるサイレージ作り など 
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③部活動での活動にて、実践力を身につける。 

 「米粉で枇杷タルト」と「しいたけ菌床」の研究は、農業クラブ全国大会プロジェクト発表「

食料・生産」の部、「環境」の部でそれぞれ最優秀賞を獲得。さらに、枇杷タルトではパテント

コンテスト「特許庁長官賞」を受賞 

 
④全員参加型の知財教育学習の実践 

 「校内アイデアコンテスト」を実施した。２点パテコンへ応募。 

食品加工部（４点）・畜産部（１点）も応募したがすべて入賞ならず。 

 
⑤他校への知財教育の普及 

 長崎県下農業系高校における知財教育研修会の開催 

 

 長崎県下で初めて知財教育の研修会を実施。（諫早農業・西彼農業・北松農業・大村城南）か

ら、４０名超の先生方の参加をいただいた。 

成果 

まとめ 

気づき 

反省 

課題 

知的財産教育については、一過性のものではなく、じっくりと時間をかけて実施することに 

より、身についてくると考える。３年間を継続した形で取り組むことが大事であり、学年が 

上がり、学習内容がより専門性になるにつれてこの知財教育は効果的に働いてくると感じる。 

卒業生はこの知財で身につけた力（創造力・実践力・活用力）を産業人として活かしているの 

も現状である。工業高校や商業高校と同じように、農業高校や水産高校での知的財産（産業財 

産権）は必ず必要になる。高校での取り組みを、地元の農家への波及させることも本校の役割 

であると思う。以前より本校でも行っていたが農業の分野での波及を行うにはさらに時間をか 

けて行っていきたい。 

来年度は本事業への参加ができないが、これまでの取り組みをしっかりと振り返り、いろんな 

ところへの波及を目指していきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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学校番号 農０７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立鹿屋農業高等学校 
担当教員／ 

教官名 
土器屋 浩信 

学校情報 
所在地：鹿児島県鹿屋市寿２丁目１７―２ 

TEL：0994-42-5191 FAX：0994-42-4900  URL：http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Kanoya-A/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

発想力をものつくりに生かし，独創的な物を作ろう。 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

この地域で栽培していない作物の栽培技術の確立，他がまねできない独創的なアイデアでのものつ

くり。 

（取組の背景） 

多くの職員が，知的財産教育に係わることで多面的に物事を捉えることができる。また，いろんな

場面に知的財産教育が係わってくる中で，生徒の物のとらえ方や考え方に変化が現れる。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１ 知的財産とは何か。特許や，商標について学び，権利について学習をする。 

 ・標準テキスト総合編を利用し特許や商標登録についての歴史を知り，また，どんな物に特

許が係わってきて，特許と商標登録がどう違うのか理解を深めた。「権利」とは何か。権利

が「ある」「ない」では何が違うのか。これらが生活と密接に関係していることを改めて知

る機会にもなった。 

２ 各学科の特性を生かした知的財産教育に取り組み 

 ・農業科・・・・・栽培技術の確立や６次化産業を意識した新たな商品開発 

 ・農業機械科・・・工作機械や溶接技術を応用した新しい物作り 

 ・畜産動物学科・・新しい食品（パンの製作）のアイデア 

 ・緑地工学科・・・バラの栽培技術や特許に関する学習 

 ・生活科・・・・・商品開発とパッケージデザインの開発 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

１ 学校全体で知財教育に取り組むことを目標にしてきた。農業高校における知財教育は食品

加工に偏りがちだが，栽培方法や珍しい作物の栽培確立などを目標として取り組んできた。 

２ パンを包んでいるパッケージを利用した学習では，どこにでもある何気ない商品に多くの

情報が記載されており，そこには商標登録のマークなどがあることがわかった。 

３ 植物の品種改良は多くの時間を必要とするが，成功した場合は差別化商品として扱いパテ

ント料を取ることが理解できたと思う。 

４ 生産から販売までの６次化産業を実施する為に効率的な作物の栽培や加工品目の選択など

が見えてきた。 

５ 生徒は多くのアイデアを持っているが，表現の仕方や他の商品と結びつけて考えることが

苦手であると感じた。ブレーンストーミングなどを日頃から授業に活用していくことも必要

と感じた。また，６学科すべてで取り組む形で進めていたが，教材や取り組む教員の意識の

違いでなかなか思うように進めることができなかった。生徒と共に教員自身も知財教育の学

習を進める必要性を感じた。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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学 校 の 風 景 ば ら  品 種 「 篤 姫 」 

栽 培 圃 場 の 整 備 ブドウ園の日常管理の様子 

ト マ ト の 収 穫 前 の 測 定 ト マ ト ケ チ ャ ッ プ の 試 作 トマトケチャップパッケージの

試 作 品 

ア ボ ガ ドの 栽 培実 験 

ア ボ ガ ド の 種 

学習の様子

と成果作品 

プ ラ ン タ ー 台 

旋盤の技術と溶接の技術を生

かした作品 

（農業機械科，生物工学科） 

生 徒 の ア イ デ ア 
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学校番号 農０８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立市来農芸高等学校 
担当教員／ 

教官名 
郡山 かおり 

学校情報 
所在地：鹿児島県いちき串木野市湊町１６０番地 

TEL：0996-36-2341、FAX：0996-36-5035、URL：http:www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Ichiki/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

地域農業を活性化する人材の育成を目指して 

～寮教育を中心とした知的財産学習の推進～ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

    将来の地域産業活性化に貢献できる人材を、知財を通して育成する。学年毎に１年〝何？〟→ 

〝おもしろい♪〟→３年〝達成!!〟という段階的に発展していく体制作りの定着を図る。 

（取組の背景） 

   本校の知財の実績として、「いちきポンカレー」の商品開発、かごしま伝統野菜「養母スイカ」

の普及活動がある。地域農業の問題点に着目し携わっていく過程で、知財と関連づけている。本

年度より農務分掌から教務のなかに「知的財産係」として設置され、農業２名、家庭１名、国語

１名、数学１名の計５名で構成し、学校全体として運営する。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１ かごしま伝統野菜「養母スイカ」の普及活動 

  養母地区での生産者は、昨年３軒→今年１軒に減少し、存続自体が危機的状況にある。本校でも優良

種の自家採取や加工品開発、苗の提供などを目標とした活動を行ってきた。普及と成果発表を目的とし

て、鹿児島県農業クラブプロジェクト発表（文化・生活）に参加し、最優秀賞を受賞し、県代表として

九州大会に出場した。 

２ 弁理士 小木智彦氏による知的財産セミナー 

  鹿児島県発明協会の紹介で専門家の弁理士を招へいし、農業関連と知的財産の実践例や知財マインド

を持った人材としての心構えなどの内容で、本校の教材も盛り込んで講演いただいた。 

３ 全国産業教育フェア（宮城）知財成果展示・発表会への参加 

  「養母スイカ」プロジェクトの継承の意図も含め、２年生に参加させた。先輩たちの資料をもとに全

て自作したもので出場し、結果は悔しい思いで帰ってきたが、来年への意気込みは大きい。 

４ コンテストへの参加 

  さつま日置農協新規栽培品目しまなすの名称募集を学校全員で応募した結果、“Best な環境でしか育

たない幸せをくれるナス”という由来で1年男子生徒が命名した「ヴィーナス(美茄)」が採用された。 

５ 校内における知財の発展学習 

 ①農業経営科の学科朝礼で、本校の加工品ラベルを用いて知財についての講義を実施 

 ②｢課題研究｣｢総合実習｣での商品・技術開発など 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知財にも関連のあった「養母スイカ」の研究を３年生が発表し成果をあげたことで，１・２年生の後輩

たちが自分たちも何かをやってみたいという意欲を喚起させた。また、知財セミナーにより、知財につい

て生徒たちの理解が深まりその後の商品開発に積極的に取り組むようになった。その成果として、ネーミ

ング採用、産フェアへの参加、授業において知財に繋がるような苦労や不便さを解消する手段に関するア

イデア創出について取り組むようになった。生徒の活躍・活動できる環境づくりが必要である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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[写真１] 養母スイカ農家さんへ報告   [写真２] 県農業ｸﾗﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ最優秀賞受賞   [写真３] 養母スイカの校内試食会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[写真４]農業経営科朝礼での知財講義  [写真５]さつま日置農協産しまなすの名前募集   [写真６] 課題研究での商品開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[写真７] 知的財産教育セミナー（本校 [グラフ１] アンケート：印象に残った内容は何でしたか。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[写真８] 全国産フェア(宮城)展示ブース    [写真９] 全国産フェア成果発表        [写真10] 生徒作 養母スイカの模型 

 

 

 

参加型、既知の内容は印象

に残る。 
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学校番号 展水０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 宮城県水産高等学校 
担当教員／ 

教官名 
油谷 弘毅 

学校情報 
所在地：宮城県石巻市宇田川町1－24 

TEL：0225-24-0404、FAX：0225-24-1239、URL：http://miyagisuisan.myswan.ne.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

学校全体で取り組む、宮城水産高らしい知財学習。知財の力で地域復興加速！  

目的・目標 

・背景 

（目的・目標） 

①全校生徒を対象に、発想訓練を実施し「考えること、創造すること」のハードルを下げる。 

②全校生徒を対象に、知財学習を展開し産業や生活の中の知財を身近なものにする。 

③先行して学習しているコース（学科・類型）、および部活動では一歩掘り下げ、ものづくりや 

商品開発に挑戦する。 

（取組の背景） 

 東日本大震災から４年が過ぎようとしているが、地域の復興は遅々として進まない状況である。

このような状況でも、特徴ある専門教育を展開し、地域に貢献できる人材を輩出していなければな

らない。自ら考え行動し、具現化できる力を知財教育と水産教育で育成するために本事業に参加し

ている。 

活動の経過 

(知財との関連） 

①1 年生の科目「水産海洋基礎」内で紙タワーを実施。創造力やものづくりの面白さ、難しさを感

じられる授業を展開した。 

 また、文化祭では全校生徒対象に紙飛行機による発想訓練と紙タワーコンテストを「アイデアバ

トル」という形で展開した。この企画には教員も参加し、全校で発想することの面白さ難しさを共

有し、「考えること、創造すること」のハードルを下げることに努めた。 

②全校生徒を対象に知財に関するモラル、マインド醸成を図るため「クラス T シャツを作る際に注

意すべき点」について著作権や商標権について講話を実施した。 

③栽培漁業類型では新たな養殖法開発の視点から魚の飼育と野菜の水耕栽培を組み合わせたアクア

ポニクスの研究に乗り出した。 

調理研究部では地域の専門高校および地元企業と連携して、地域復興に役立つ商品開発を行った。 

 情報無線研究部では、発明に繋がる科学的思考力を身に付けるため、基礎的な理科実験を多く実

施した。その結果、アイスクリームメーカーや綿あめ製造器を制作し、学校開放イベントで展示実

演した。また、学校の問題点を洗い出し、自在ぼうきのほこり取り機の開発を行った。このほこり

取り機は校内清掃でも用いられ、改良が重ねられた。これらの取組みは産業教育フェア知財成果報

告会で発表し優秀創造力賞を受賞した。また、ほこり取り機に関してはパテントコンテンストにも

応募した。この際、弁理士を招きIPDLや申請書類について指導を受けた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 3 カ年かけて全校生徒が発想訓練や知財を学習して産業界に出ることが被災地域産業の活性化に繋

がると信じて今年度展開型 1 年目をスタートさせた。今年度は校内への知財学習浸透を意識して実

践した。全校生徒対象に発想訓練や知財講話を実施し、教員にも参加してもらうことで、「考える

こと、創造することの大切さ」や「専門高校生が知財を学習する意義」について教員にも考えても

らうきっかけを作った。このことから教員側には来年度以降の各専門学習にも知財学習が活用でき
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ることの共通理解を図った。各専門分野においても、課題研究の手法に地域連携や地域課題解決が

取り入れられるようになって来ており、過去3年と今年度の実践成果が現れ始めている。 

このような、ボトムアップ型の展開と合わせ、先行的に知財学習を行っている学科や部活動では

さらに一歩踏み込んだ形で知財学習に取り組むことができた。このことは、プルアップ型の展開と

言える。ボトムアップ、プルアップ型両者の知財学習が有機的に機能することができれば、中間層

が引き上げられ、専門分野全体での学習や産業理解もさらに深めることができるだろう。 

 次年度は知財学習をさらに有機的に機能させるためにも、教員間の連携を密にしながら知財学習

の意義を見失わないように注意して取組みを続けたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

   

    綿あめ製造器の実演説明     アクアポニクス 

  
他校・地元企業と連携した商品開発と商品 

 

          

      

 

 

 

 

紙タワー（1年生専門科目内）      文化祭での発想訓練コンテスト（宮水アイデアバトル 紙飛行機による発想訓練・紙タワー） 

↑ 知財教育担当者による知財講話 ↑            専門家を招いての知財講話資料↑ 

プルアップ型で牽引 

ボトムアップ型で 
ハードルを下げ、 

知財基礎力定着 

宮水高らしい知財学習 
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学校番号 水０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 青森県立八戸水産高等学校 
担当教員／ 

教官名 
柳沢 幸恵 

学校情報 
所在地：青森県八戸市白銀町人形沢６番１号 

TEL：0178-33-0023、FAX：0178-33-7559、URL：http://www.sanpachi-n.asn.ed.jp/~suisan/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知財学習を通した６次産業化と地域団体商標に関する取り組み 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・１学年は標準テキスト総合編を活用し、知的財産権の理解を深めるとともに、創造力の育成を図る。 

・２学年は身近にある知的財産を調査し、その知的財産の詳細についてＩＰＤＬを活用して調べることができるよう

にする。 

・３学年では、実践学習を通して問題解決能力を高めるとともに、どのように社会でその成果が認められるかを産業

財産権の観点から理解する。 

（取組の背景） 

 学年ごとに目的及び目標を立て、短期的な指導から長期的な指導まで取り組むことにした。１年生には知的財産権

と学科の学習内容が融合するよう指導を行い、２年生に対しては、知的財産権を考えるにあたり、技術的な面を取り

扱うことにした。３年生には、身に付いている実践力を更に高めさせるような指導を行った。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【１年水産食品科】 

①クラスや学科について、学科で学ぶ学習内容などを話し合い、それぞれの意見を発表し合うことで、柔軟な発想力

を身に付けることができた。 

②標準テキストを使用し、その中でも地域団体商標について主に取扱い、青森県の地域ブランドの付加価値について

理解度を深めさせた。その学習により、学校製品に対する意識を高めさせ、発想力を形に変える力を身に付けさせた

いと考えた。 

【２年水産食品科】 

①標準テキストを用い、身の回りにある商標について調査させた。それを基に、学校製品に活用するための商標につ

いて考えさせ、ＩＰＤＬを利用して調べさせた。 

②学校製品のラベルデザインを考案させ、そのデザインを活用することができた。 

③生徒のレシピが生かされ、外部機関との協力で、生徒考案のレシピを地域の方々にＰＲすることができた。また、

その取り組みによって、生徒に幅広い実践力を身に付けさせることができた。 

【３年水産食品科】 

①６次産業化をテーマに、実習船で漁獲された水産物を活用し、試作実習に取り組むことにより、原料に対する思い

を深めさせ、そしてその原料を生かし、より付加価値を付けさせるための今後の活動の前がかりと考えた。 

②外部機関への訪問により、ものづくりの醍醐味や製品としての付加価値向上の手法についてより効果的に学ぶこと

ができた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

 今年度初の知的財産教育担当教員として、ほんの一握りだけかじったに過ぎない。しかし、わずかでも

この知的財産教育に携わることにより、何よりも生徒の柔軟性に驚かさせることが多く、そのことが一番

の教員としての財産となった。この知財教育を効果的に行うことができれば、生徒に身に付けたい力を３

年計画で組立てるとともに、更に将来へつなげることができると感じた。今年度は手探りの実施となって
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・課題 しまったが、またこの活動に携わる機会が得られるのであれば、より指導力の向上と生徒の能力を伸ばす

ための創意工夫に励み、取り組んでみたいと考える。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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学校番号 水０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 秋田県立男鹿海洋高等学校 
担当教員／ 

教官名 
大高 英俊 

学校情報 
所在地：秋田県男鹿市船川港南平沢字大畑台４２ 

TEL：0185-23-2321、FAX：0185-23-2322、URL：http://www.kaiyou-h.akita-pref.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

男鹿おもてなし創作プロジェクト 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 男鹿産や秋田県産の食材を活用し、男鹿に訪れる観光客の方々へ「おもてなし弁当」を提供

する。 

（取組の背景） 

 平成26年 10月に国民文化祭が秋田県で開催される。男鹿市でも各イベントが開催、訪れた方

々に、男鹿の食材をふんだんに使ったお弁当でおもてなしする。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 本校は平成１６年４月に開校し、今年度創立１１年目を迎える、普通科と水産科からなる総

合制高校である。水産科には海洋技術コースと海洋開発コースからなる海洋科と、食品技術コ

ースと食品管理コースからなる食品科学科が設置されている。 

 今年度、「第 29 回国民文化祭・あきた 2014」が開催されるにあたり、男鹿市に訪れる方々に

食でおもてなししたいという気持ちで弁当開発に取り組んだ。男鹿市では、この開発した「お

もてなし弁当」を国民文化祭開催中に各会場でお弁当を提供する。 

 メンバーは、男鹿海洋高校生徒4名（職員2名）・男鹿市役所職員8名と地元飲食業関連企業

6社と協力して開発に取り組んだ。 

 弁当のメニューは、男鹿市の食材をたくさん使ってＰＲする方向で進めた。しかし、すべて

の食材を男鹿市内で準備するのは難しいため、秋田県産の食材及び男鹿市企業の加工品を利用

することとした。本校の食品科学科で開発した試作品を試食しながらメニューの検討を重ね 

た。また、パッケージのデザインとネーミングを本校生徒のアイデアが採用されることになっ

た。ネーミングは、「男鹿めぐみ御膳」（パッケージは写真参照）となった。 

 国民文化祭終了後、アンケート結果や今後の弁当の利用方法などを検討した。市役所からの

提案で、今後もこの弁当を使用して男鹿市をＰＲしていきたいが、高校生の開発した弁当をど

のように取り扱うかが議論された。パッケージの意匠や弁当の商標登録などを男鹿市で進めて

いく方向で今後検討する予定である。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

生徒が考案したものが商品化される喜びと、周りの生徒に与える影響は大きい。発想力・創

造力を生徒が発揮してくれた。マスコミにも取り上げられることで、生徒の積極性がいっそう

向上したと思われる。男鹿市役所職員との会議では、生徒が自分の意見をはっきり述べる姿が

見られ、成長の様子が伺えた。 

男鹿市役所職員との打ち合わせは、放課後が中心であったため、時間的な制約がある中、よ

くここまで商品化できたと感心している。パッケージデザインなどは自宅に持ち帰ってから完

成させることができた。今後も地元企業や市役所と連携を密にしていきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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校舎写真             活動風景写真       ﾊﾟｯｹｰｼﾞ／開発弁当写真 

 

 

・ワークシートによる計画，立案           ・積極的な活動と熱心な取り組み 

・発想法による訓練                 ・失敗を恐れない 

・試食アンケートと改善案              ・生徒同士のアドバイス，話し合い 

・記録                       ・創造力と生産技術の向上 

・まとめ方                     ・アンケートからの改善 

  

 

 

 

 

 

       指導内容                   成果（指導前後の比較） 

 

新商品の開発の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年次に座学にて知的財産権についての講義と特許情報活用演習・IPDL 検索を実施した。また、KJ

法や BS 法を用いて新商品に関する意見交換を行った。3 年次から「課題研究」の時間で従来のアイ

デアや技術を組み合わせたり、改良を行い新商品の開発に向けて取り組んでいる。 

知的財産に関する学習を実施して 3 年が経過するが、以前の課題研究では生徒の発想力・創造力

を引き出すのに苦労した経験がある。この事業に 

取り組んでからは生徒の変化と同時に指導する教員の変 

化が感じられるようになった。 

地元企業や男鹿市役所と連携することにより、 

いろいろな情報や発想を生徒たちは感じることが 

でき、創造力を豊かにすることができた。 

本事業で取り組んだ研究内容は、  

・災害復旧缶詰の研究 

・ハタハタ餃子 ・ｼｰﾌｰﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

・ハタハタの押寿司 などである。             取組の様子の写真 

90%以上秋田県産食材 

半分は男鹿産食材！ 

男鹿市役所でメニュー

・ネーミングの会議！ 

本校のキャラークター 

デザインが完成 
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学校番号 水０３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 愛媛県立宇和島水産高等学校 
担当教員／ 

教官名 
鈴木 康夫 

学校情報 
所在地：愛媛県宇和島市明倫町1丁目2番 20号 

TEL：0895-22-6575、FAX：0895-25-0791、URL：http:www.uwajimasuisan-h.esnet.ed.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

新製品の開発を通して知的財産を学ぶ～知的財産学習の定着を目指して～ 

目的・目標 

・背景 

（目標）１知財を扱える教員の増加、２学校全体で知財推進に取り組む、３知財に関す

る基礎知識の定着を図る、４新製品開発・新技術開発を通して地域にも知財マインドを

広げる、５アントレプレナーシップの育成 

（取組の背景）本事業３年目となり、昨年度までは導入期として知財マインドの種をま

き、芽を出すことを目標に行ってきた。本事業を始める以前より地域との連携をした研

究を行っており、活動に知財のエッセンスを加えてよりよい教育活動を行おうとしてい

る。 

活動の経過 

(知財との関連） 

１ 知財を扱える教員の増加 

研究授業の中で知財要素を取り入れた授業やホームルーム活動を積極的に行い、校

内の教員に知財に触れる機会を作った。また、地域別研究協議会にも若手を中心に複

数の教員を参加させ、知財教育について触れる機会を作った。その結果として、普通

教科でも知財を取り入れた授業を試みた教員が出てきた。 

２ 学校全体で知財教育に取り組み 

校内の連携を積極的に行った。海洋技術科Ｅコースで食品製造機器（移動式石窯）

を試作し、その石窯を水産食品科が利用して県民の集いである「えひめ・まつやま産

業まつり」で県庁農林水産部漁政課、県内の料理研究家と連携をしてマダイ入りピザ

を作って販売し、魚食普及活動にもつなげた。 

 水産増殖科が新養殖技術を利用して育てたマダイを水産食品科が開発した「鯛めし

の素缶詰」に加工し、残ったカマの部分は本年度の知財学習で開発した「マダイのか

ま季節のみかんソース」として利用し、残った中骨は本事業で開発した「魚醤油製造

試作機」を利用して「マダイの魚醤油」を１月製造する計画を立てている。また、 

「鯛めしの素缶詰」のラベルデザインは松山南高校砥部分校デザイン科の生徒が手掛

け、道後温泉ホテル茶玻瑠で砥部分校デザイン科の生徒と販売実習を行いその成果を

愛媛県知事に知事会議室で報告した。 

３ 知財に関する基礎知識の定着 

 ＤＶＤの利用や他校の教材を参考に、商標や意匠に関する基礎知識の定着を図っ 

た。知財マインドを養うために様々な場面でアイディア創出法を積極的に取り入れて

活動を行った。また、県主催の高校生に対する知財セミナーを活用し弁理士を招き権

利についての学習も行った。 

４ 新製品開発・新技術開発を通して地域にも知財マインドを広げる 

新製品開発には地域と連携を行ったものが多く、連携先の企業、団体が開発の見学
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などに来られる際に、ブレーンストーミングや KJ 法などのアイディア創出法を取り

入れた内容を行った。 

５ アントレプレナーシップの育成 

 日本政策金融公庫の「高校生ビジネスプラングランプリ」に数点応募し、ベスト

100賞に「マダイのカマとシーズンオレンジの商品で愛媛県をPR」が選ばれた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

目標を 5 つ掲げて事業に取り組んだが、知財に関する基礎知識に関しては他の 4 つの

目標に比べて達成度が低かった。今後の課題として、権利関係の基礎的知識を教員自身

が身につけ生徒に伝達できるようにする必要がある。他校と連携をして製品開発を行っ

たが、お互いの生徒が意見交換をする機会が少なく、うまくいかない場面があった。他

の先進事例のようにSNSの有効活用などを今後視野に入れる必要があると感じた。 

アイディア創出法を取り入れた授業においては、教員では考えつかないようなアイデ

ィアが出ることもあった。今までの伝達型授業と組み合わせることによって非常によい

教育が行えるようになった。                           

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学官連携で行っているマグロ解体実演販売は 

本年度で3年目となり、多くの知財マインドを取 

り入れて活動をしている。まぐろ缶詰実習で魚体 

処理をする技術を地域活性化につなげられるので 

はないかという発想から、地元の水産会社、愛媛 

県農林水産部と産学官連携を行い、県内外の百貨 

店、量販店、イベントなどでマグロ解体を披露し 

ている。この催しをよりよくするために、マイン 

ドマップ用いて解説や実演のアイディア創出や、 

反省などを行い常にブラッシュアップを行ってい 

る。この取り組みにより、他の本校製品を多くの 

場所で販売できるようになるという効果もある。 

養殖現場で異校種連携学習 

缶詰の専門家との製品開発 

ＫＪ法を利用したアイディア創出 

移動式石窯の試作 県知事への缶詰販売報告会 

27時間テレビでマグロ解体を披露 

新製品開発のためのマインドマップ 
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学校番号 水０４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福岡県立水産高等学校 
担当教員／ 

教官名 
大山 欣丈 

学校情報 
所在地：福岡県福津市津屋崎４丁目４６－１４ 

TEL：0940-52-0158、FAX：0940-52-5023、URL：http.//suisan.fku.ed.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的人材育成（知的財産学習）推進の工夫と今後の展望について 

目的・目標 

・背景 

（目標）水産業と知的財産との関わりを学習することで、地元企業・市場・漁協との連

携の中に知財を活用する創造力や実践力を生徒に養わせ、新たな角度で水産業の一端を

担えることができる人材育成をおこなう 

（取組の背景）豊かな海を取り戻すための取組として「豊かな海づくり‐プロジェクト 

 T‐」を推し進めている。里山より海に流れ込む豊富な栄養をスムーズに海まで到達さ

せるためには、里山の整備が必要である。そこで、津屋崎近郊の山の整備に取り組んで

おり、自生している竹の間伐・伐採を生徒と共に実施している。この取り組みの中で廃

材として出てくる大量の竹を地域活性化のために有効利用できないかと検討した。そこ

で知財の重要性を認識し、地域との連携活動などを考える。 

活動の経過 

(知財との関連） 

年間の取組として伐採した竹の枝を利用した漁礁の作成、竹と共に海水を煮詰めた竹の

風味のある「竹塩」、様々な行事で利用できる竹コップの作成などの商品を開発し、そ

のネーミングや意匠、キャラクターの募集等を生徒とともに行い、産業財産権を教員・

生徒共に学びながら決定した。これに次いで既存の実習内容から考案した「うき守り」

は、商標の申請まで行った。また、成果発表に力を注ぎ、「地元小学校での環境学習」

「市の生涯学習講座開設」「北部九州環境シンポジウムで発表」などへ参加をした。こ

れにより、賛同される団体や個人からの申し入れを数件頂き、連携を進めた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

水産業と知財の関わりや産業財産権を授業で扱い、また弁理士の先生より講義をして

いただいたことで、生徒の意識が高まり発言や行動に積極性が見られるようになった。 

プロジェクトを広報するための方法として、生徒と考えたキャラクターの募集には多数

の応募があり、その中から選出し決定した。このキャラクターは、リーフレットへの掲

載やさまざまな場面で活躍をしている。「うき守り」は、神社などの宗教法人との契約

となると学校や生徒の宣伝につながらないということがあり、現在話が止まった状態で

ある。このことから連携先の選出も検討すべきであると考える。 

広報活動は、功を奏し大学からは「九州工業大学」「福岡工業大学」「福岡女子大学」

の３校と福津市うみがめ課と話を進めているところである。連携内容は、今後の検討課

題である。         

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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○郷育カレッジ（福津市生涯学習講座風景） 
 

 
 
 
 
 

○キャラクター決定                                                                       ○竹漁礁 

海竹くん 

（かいちくん） 
 
 
 
 竹丸くん 

（たけまるくん） 

 

○北部九州環境シンポジウム発表                                     ○竹コップ 

 
 

 

 

 

 

○弁理士による講義・演習  ○竹塩 

 

 

 

 

 

○うき守り（商標登録申請中） 

 

 

 

 

 

 

 
○「うき守り」商標登録について 

当初は、プロジェクト活動に参加していただいた方々やイベントで、記念に持ち帰っていただこうと考え

たものである。しかし、その浮環の特性より「浮く・助ける・救命する・沈まない」などが連想できるこ

とからお守りにできないかと考え、文化祭で試験販売を行ったところ非常に人気が高く、近くの神社から

も声をかけていただくほどになった。一般販売にあたって「商標登録」を検討し申請中である。 
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学校番号 水０５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 大分県立津久見高等学校海洋科学校 
担当教員／ 

教官名 
吉渡 正満 

学校情報 
所在地：大分県臼杵市大字諏訪２５４－１－２ 

TEL：0972-63-3678、FAX：0972-63-3679、URL：http://kou.oita-ed.jp/kaiyoukagaku/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

６次産業化に対応できる職業人として必要な知的財産に関する学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

１．水産業振興につながる知的財産権について学習する 

２．地域と連携した発案や開発等を通じて地域振興を支援する 

３．教職員の知的財産に関する指導力の向上に資する 

 

（取組の背景） 

地元水産業の元気を回復させることで地域のにぎわい創出を目指している。学校の行う創造

的な活動を知的財産の視点から考え、地域を担う職業人の育成につなげたい。  

 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１．弁理士による体験的講義に生徒、職員が参加（身近に感じるた

め実習製品の商標登録シミュレーションを実施）し、知的財産

に関する理解度を確認するとともに学習意欲の向上を図る。 

２．標準テキストを用いて、知的財産に関する基礎・基本について  

理解を図る。            【ＫＪ法での発案】→  

３．アイデアが提案しやすい集団づくりを行う（紙タワー体験による指導） 

４．集団で発想、発案の練習を行い（ＫＪ法）、これに基づく新製

品開発や新技術の習得に向けた実習に取り掛かる。 

５．コンテストへのチャレンジ。 

６．地元ブランド水産物を用いた新製品（防災缶詰）を県や市と連 

携して完成させた。      【市長による第１号製造】→ 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・生徒、教職員ともに知的財産についてのイメージがつくれた。 

・知的財産について、生徒の興味・関心が高まったことで、新しい 

取組みに着手できた。 

・知的財産権を取得する方法（申請）については、さらなる学習機 

会が必要である。 

・知財マインドをもって指導できる教職員の育成が急務となった。 

学校力向上のために、今後も取組みを継続させたい。        【マグロの解体ショー】 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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【弁理士による講義（５月）】  【生徒の変化】 

 

専門家からの説明は「目からうろこ」の連続でした 

知的財産に関する認識不足を実感しました 

【コンテスト出品（９月）】 

 

コンビニ企画にチャレンジし、入賞しました 

【かぼすブリ防災缶詰（１１月）】 

 

地元ブランドの養殖魚を使用してつくりました  

〔知財教育の必要性〕 

初めての取組を振り返り、大きな成果とこれからの課題がみえてきまし 

た。生徒は知的財産に関してとても興味をもって取り組むことに気がつ 

きました。外部からの大きな評価の有無に関わらず、自らのアイデアを形 

にし、それを発表する過程を繰り返すことで、考え方の幅が広がり、人間 

的な成長も感じられました。                     【生徒発表大会】 

          そして、この成長を継続的に支援するため、より多くの教職員が「知財

マインド」をもって指導できることを目指し、研修会へ積極参加していた

だき組織的な取組の定着につながるよう準備を進めております。 

         知的財産に関する取組を通して学校力を向上させ、地域や産業を支援する

活動の中で生徒の生きる力の育成に努めてまいりたいと考えます。 

【地域別協議会】 
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学校番号 水０６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鹿児島県立鹿児島水産高等学校 
担当教員／ 

教官名 
町頭 芳朗 

学校情報 

所在地：鹿児島県枕崎市板敷南町６５０ 

TEL0993-76-2111，FAX：0993-76-2112 

URL： http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Kagoshima-F/# 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上，意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○

印） 

ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タ

イ

ト

ル 
目的・

目標要

約 

チョウザメをはじめとする各種魚介類の飼育技術や器材開発における 

知的財産権等に関する学習 

目

的

・

目

標 

・

背

景 

（目的・目標） 

・栽培工学コース２，３年生は，平成 25 年度に続き，チョウザメをはじめとする魚類を継続飼育す

る技術を確立し，その過程における製作物やアイデアに対して発生する産業財産権，すなわち特許

権や実用新案，意匠権，商標権について理解と学習を深めることを目的とする。 

・1年生は，この取組を全学科で行うための第 1段階として，これまでの経緯も含めて知的財産権の

基本について学習する。 

（取組の背景） 

・平成２３年度から実施してきたダイビング器材を使用した導入授業については工夫を加えて継続

して実施した｡また，そこから「ブレスト」「ＫＪ法」を使用したマインドマップ作りについても同

様に継続して実施した。 

・ＩＰＤＬ活用については，他学科（情報通信科）との連携を図った。 

・科目「課題研究」においては，使用水量の削減や水質改善を目的に大型濾過槽の設計と製作を行

った。生徒達にはこれまで以上に高度な知識を要求することになったが，事前に計画やスケジュー

ルについても２年生の２学期から取り組ませる等工夫をして，その過程での発見や気づきを大切に

した。 

・指導者側の背景として，他学科，あるいは学校全体としての取り組みになるように校内での普及

を図った。 

活

動

の

経

過 

(知

財

と

の

関

・1 年生（全学科）においては科目「水産海洋基礎」の中で知的財産権の基本について学習した。具

体的には単元「水産業と海洋関連産業」の中で担当者による講義や実習等を計画した。 

・従来，コース内で実施してきたアイデア募集に関しては募集枠を全校へと拡大し，他学科生徒の

参加やアドバイス等，科・コースから全体での取組への基礎とした。 
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連

） 

 

砂袋を使って遮光幕を張る   腹腔内のエア抜き       チョウザメのムニエル  

・大型のチョウザメに関して，キャビアの抱卵は確認できているが，諸事情によって製品化を見送

っている状態である。 

・周辺器材として，飼育水槽の工夫と併せて大型濾過槽の作製を行った。 

 

新型の大型濾過槽（3.5ｔ）   透明標本          タツノオトシゴ種苗生産 

・水質の維持を図る目的で大型の濾過槽を作り，改良を行った。生徒にアイデア募集をする際に提

案したことは，タンク本体には廃品利用の 3.5ｔポリタンクを利用すること，のみである。それ以外

の，濾材，内部設計，配管，ポンプの位置などはすべて生徒が考えて作ってみなさい，という形で

あった。濾材に木炭を使用すること，配管にポンプを使用することなく，エアレーションの力だけ

で水を循環させる「エアリフト」など生徒ならではのアイデアが創出され，それを形にしていく過

程で，ものづくりに伴う創造する喜びを味わうことができた。 

・停電時やポンプの故障に備えて，作製した濾過槽であるが，工夫した点や新しいアイデアを上げ

それを元に模擬登録の指導を行い，知的財産権の勉強になった。 

・魚介類の標本作りに取り組んだ。今後「安価に透明標本を作る」という課題ができた。 

・地域の企業･団体から講師を招聘して指導を仰いでいる。大学の先生や，タツノオトシゴの養殖を

きっかけに地域興しに取り組んでいる方に来ていただき，生徒にとっては知財教育だけにとどまら

ず進路に関しても考えを深める良いきっかけとなった。 

成

果 

・

他 

・知的財産権に関する教育を推進していくことで，魚類飼育に対する興味・関心を引き出し，発想

力を高める工夫をした。また，このことを将来の進路指導に生かす良い機会とした。 

・チョウザメについては，本事業を通して得たデータと経験を生かし飼育を継続し，キャビアの製

造及び種苗生産技術の確立を目指した。併せて知的財産権についての理解と活用についての学習を

深めた。 

・地域との連携として，鹿児島県水産技術開発センターや財団法人鹿児島県環境技術協会，県下の

各漁協，大学（鹿児島大学）と連携した。 
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学校番号 展専０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 鈴鹿工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
大津 孝佳 

学校情報 
所在地：三重県鈴鹿市白子町 

TEL：059-386-1031、FAX：059-386-1790、URL：https://www.suzuka-ct.ac.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知財活動（創造・保護・活用）で育てる地域未来産業人材 

～地域の課題を学生と取組む～ 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）  

地域産業の抱える課題に、学生達がアイデアで挑戦し、解決に向け取組み、そのアイデアを明

細書にすることや学会発表等を通じて、取組みを発信することで、地域産業を理解し、未来に

向けた価値創造の産業人材育成を目指す。 

（取組の背景）  

三重県・三重県教育委員会・鈴鹿市・鈴鹿市教育委員会、地域自治体、地域企業と取り組む「みえ

サイエンスネットワーク」を活かし、高専生が、地域の抱える課題にアイデアで挑み、解決する過

程の中で、地域産業の理解と、未来を担う産業人材に育てる。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

① パテコン説明会開催、学生にコンテストの周知を図り、6月末を締切りとして、募集を行った。（4月中旬） 

② 課題研究履修希望者を募り、全学科全学年から43名の学生が応募した。（5月） 

③ 第１学年の全学科開講科目「情報処理Ⅰ」において、各学科毎にIPDL検索の演習（公開特許の検索）を行うとと

もに、著作権、意匠権について講義した。（5月～6月） 

④ パテントコンテストの応募が１年生から専攻科１年生まで701件あり、知的財産委員会の担当教職員８名で2段

階の審査を行い、優秀作品を決定した。（7月～8月） 

⑤ 中学生エネワングランプリに挑戦！にTRIZによる課題解決に取り組み、3Dブロックを用い充電式電池40本で鈴

鹿サーキットを走るエネワンカーを幼小中連携（チーム白子）で製作し、大会に挑んだ。（8月） 

⑥ 日本動物学会にて、5件発表し優秀賞を受賞（9月）、実験動物代替法学会で最優秀賞を受賞（12月） 

⑦ 3年生全学科対象に、日本弁理士会東海支部より8名の弁理士の方が寸劇形式で、講演会を実施し、特許の概要と

社会での知的財産（特許・商標）の活用について学習した。（11月） 

⑧ 課題研究受講生を対象に、外部講師により特許明細書の作成要領を講義するとともに、役に立つアイデアを創作

（創造）し、活用方法を考えさせる課題を課した。特に本年は商標・意匠を学んだ（１0月～1月） 

⑨ 専攻科学生を対象に、日本弁理士会の知財教育を実施して頂いた。（12月） 

⑩ 全国パテントコンテストにて、1件受賞（出願支援対象者）した。（12月） 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・入学早々からIPDL検索の習得とパテントコンテストへの参画により、知財への興味を持たせた。 

・一般教育担当教員による低学年へのフォローが充実した知財教育への学内協力体制を充実させた。 

・知財教育やパテントコンテストを継続して実施できるようになり、今後、アイデアの量から質への向上を図る。 

・課題研究等、地域の課題に創造力と実践力および活用力で対応できる人材育成を実施している。 

・地域との連携により、鈴鹿サーキットを創造教育のキャンパスとして活用している。 

・地域の幼小中連携による創造教育や、地域専門高校との知財学習連携などを推進することが出来た。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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三重県社会教育実践広場参加   全 3年生対象知財セミナー      校内パテントコンテスト表彰式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     表．知財教育ロードマップ          グラフ．パテントコンテスト応募件数  

（特記すべき取組と成果）TRIZの実践：中学生エネワンブランプリに挑戦！の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネワンは、 「モノづくり」と「エネルギーマネジメント」を通して未来の創造に挑戦し、次世代エ

ネルギーカーに関心を持ってもらおうと 8 月 3 日に鈴鹿サーキットで開催される充電式単 3 乾電池 40 本

での走行レース。国際レーシングコース（１周 5.8 キロ）を 3周して合計タイムを競う。アップダウンが

激しく“過酷”と言われる鈴鹿のレーシング 

コースに、幼稚園・小学生・中学生で出るには 

どうするかをTRIZで考え、製作の容易さと強度 

の両立を図り、3Dブロックでのエネワンカーを 

提案し、120名の幼・小・中・高専の子供達と作 

り、実際にレースでの走りを子供達にみせること 

が出来た。また、「デザイン賞」を受賞できた。 

3Dブロックを用いた創造教育の実践とともに 

地域産業を理解し、未来の地域を担う産業人材の 

育成が楽しみな活動が創生できた。          鈴鹿サーキットにて（車検の様子） 

日本弁理士会 

寸劇形式で知財講演の様子！ 
全員参加が特徴の校内

パテントコンテスト 

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

開発推進校事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
授業（法学I・法学II)(4年生全学科）

専攻科1年生対象知財セミナー

3年生対象知財セミナー（全学科）

発明クラブでの創造性実験ワークショップ

校内パテントコンテスト
　　　　　　提案件数（件）

28 12 6 232 493 667 1283 704(前期末 9月→8月）

課題研究（全学科1～5年生）
　　　　　　　受講生数（人） 22 30 21 34

新1年生対象入学時知財セミナー
224

全1年生IPDL検索「情報I」
224

パテントコンテスト受賞
（アイデアコンテスト）

★
1件

★
1件

★
1件

★
1件

★
1件

（２件）

地域の課題に学生が取り組む

学会・コンテスト応募（受賞）
3

（1）
3

（3）
６

（６）

（学校行事化）

（新学習指導要領対象学生フォロー）

発泡ガラス、透明骨格標本、中学生エネワンGP、3Dブロック

（展開型） 前期日程の変更がありました

が、一昨年並み応募があり、

本年も全国入賞しました。 

ダンゴムシロボット・サイエンス 

リーダー・すずかテラスが発表 
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学校番号 専０１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 旭川工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
谷口 牧子 

学校情報 
所在地：北海道旭川市春光台2条2丁目1－6 

TEL：0166‐55‐8000、FAX：0166‐55‐8082、URL： http://www.asahikawa-nct.ac.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性   ｂ）法制度・出願    ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究） 

ｄ）地域との連携活動 e）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ）ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用   ｂ）意匠  ｃ）商標  ｄ）著作権  ｅ）種苗  ｆ）その他（条約 ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

グローバル化社会に対応した実務に役立つ実践的な知財学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 授業を通して、本質的に、知財がグローバルなものであることを理解させる。 

（取組の背景） 

急速にグローバル化が進展している国際社会において、即戦力となるエンジニアとなる可能性の高い学生たちに 

知財の重要性について理解させる。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

・主に、高学年の授業において、産業財産権標準テキスト総合編を用いて、産業財産権の基礎、作権の基礎を学ぶ。 

・産業財産権と著作権の相違を学び、育成者権について学ぶ。（実家が、農業を営んでいる学生が少なくないため） 

・知財と関わる独占禁止法・不正競争防止法・ＰＬ法の基礎を学ぶ。知財に関わる条約を学ぶ。 

・国際取引（貿易）における知財の法的な諸問題について学ぶ。（ここに重点を置いて取組む） 

まず、知財の問題の解決には、条約を適用するが、条約で解決できない知財に関わる問題には、抵触法である国際私

法を適用する必要があることを学ぶ。 

・ＫＪ法やブレーンストーミング、プレゼンテーションを採り入れて、知財を学ぶ。 

・ＩＰＤＬ検索実習を行い、基本的な、特許の明細書を書くことが出来るようにする。 

◎高学年について 

・座学形式で、条約や国内法の基礎を学ぶ。 

知財の問題の国際的な解決には、抵触法である国際私法に対する理解が必要不可欠であること学ぶ。 

・演習形式で、ＩＰＤＬ検索を行う。 

◎低学年について 

・これまで通り、日本における知財政策や知財に関するリテラシーを学び、身近な地域の知財に関する調査を行わせ

て、知財に触れることが出来るようにする。 

・2年生地理 防災をテーマに、考えられる災害対策のアイデアを創出。 

◎クラブ活動（発明研究会）について 

・パテントコンテスト等や知財検定に取組む。 

・発明研究会の学生に、他高専（富山高専）の学生と共同で、イノベーションをテーマとしてチーム学習を実施し， 

知財創出までの流れを学ばせる。  

・学校祭等で、活動の成果を発表。 

◎弁理士のような知財の専門家を招いて、知財に関する講演等を実施する。 

有志学生を、地域の知財セミナーに参加させる。または、地域の企業を見学させる。 

成果 

・まとめ 

取組により得られる効果 

①低学年については、知財に関するリテラシーの基礎がかなり身に着いたと考えられる。また、身近な地域の 
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・気づき 

・反省 

・課題 

知財を調べることにより、知財が地域の産業に及ぼす影響に気づくことが期待される。 

②知財と抵触法（国際私法）との関わりの基礎を学ぶことにより、知財がグロ―バルな性質を有するものであること

を認識できるようになった。 

③②の効果によって、知財に関する諸条約の重要性を理解できた。 

④ＩＰＤＬ検索実習を行うことにより、特許や意匠の出願書類を、ある程度、独力で作成する力が身についた。 

⑤ブレーンストーミングやプレゼンテーションを行うことにより、人前で、落ち着いて声を出せる 

ようになった。自分のアイデアを的確に、ほぼ、他人に伝えられるようになった。 

⑥知財を学ぶことで、自己の権利を保護する努力と、他者と権利を尊重する必要性を理解できるようになった。 

⑦まさに、知財教育は、全人教育であり、これまでも、これからも、学生の成長に役に立つものである。 

⑧クラブ活動:発明研究会では、仲間と共同で、アイデアを練っていくと、チームワークが身についた。 

気づきと課題 

・本科低学年における知財教育をどのように展開するのか。 

・高専における一般教育科目で、どのように知財に取り組むのか。 

・高専での一般科目と専門科目を、どのようにリンクさせて知財教育を進展させるのか。 
「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

                    表彰式写真 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理授業風景写真  

 

 



Ⅱ-184 
 

学校番号 専０２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 八戸工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
工藤 憲昌 

学校情報 
所在地：青森県八戸市田面木上野平16-1 

TEL：0178-27-7281、FAX：0178-27-9379、URL：http:www.hachinohe-ct.ac.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

産業財産権標準テキストを創成科目に活用した知的財産学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）電気情報工学科第 4 学年の「創成実験」（2 単位：通年科目）において、PBL に

基づいた教育と並行して、テキストを基にした講義、討論ならびに特許検索を行い、知的財産

思考の育成を図る。また、第５学年の選択科目「知的財産権」（1 単位：後期開講）では、標準

テキストを用い、基礎的事項（知的財産権とその必要性、特許上の発明の要件等）、検索実習

に加え、卒業研究等の内容について簡易的な明細書作成体験を通じて、体系的な知財思考の育

成を図る。 

（取組の背景）これまで、学生が企画立案し各種の方式検証や実験を通して、創造性を高める

ことを目的とした電気情報工学科第 4 学年の「創成実験」において、PBL に基づいた教育と並行

して、知的財産創成思考を育成してきた。また、この経験をもとに体系的に知的財産権につい

て学習する第5学年に選択科目「知的財産権」を導入してきた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 第４学年：電気情報工学科４年（45 名）を対象に、「創成実験」の時間を利用して、知的財

産権の概要について教育を行った。この科目の流れを以下に示す。 

1)ガイダンス(科目の趣旨説明、各グループの計画作成) 

2)アイデアを発想しレポート作成 

 知的財産権の基礎の講義、パテントマップ、技術分野の課題、IPDLの簡易検索の実習 

3)アイデアの実現に向けた設計・製作（この期間を長く取っている） 

4)IPDL検索(教員が検索方法を概説し、学生が各グループのアイデアについて調査) 

5)発表会(学科の教員により成果物の評価を行う) 

6)レポート提出 

 この間、講義・演習では、知的財産権の導入基礎(産業財産権教育用 DVD の放映、知的財産権

とは何か、目的、要件）について説明を行った。また、カド消しや犬型ロボット（アイボ）、

学生の希望するキーワードなどを身近なものを例にしてテキスト検索（後日FIについても説 

明）の説明を行った。また、教員のアドバイスのもとに、学生の企画物（通年で完成させるも

の）のキーワードをブレーンストーミング形式でグループ毎に考えてもらい、特許情報のテキ

スト検索の実習を行った。表示件数の絞込みの方法について基本的なことを学び、明細書の内

容を表示してもらった。この他に、該当の技術分野の出願状況や問題点にふれてもらった。外

部講師による講演会についてであるが、「初めての特許出願」という設定でストーリー立て 

て、1回目は、「知的財産権の制度と利点」(7月 17日)で、知的財産権、産業財産権制度の概要

を説明頂き、2回目は「知的財産権の検索方法と事例紹介」(9月 25日)で、産業財産権の事例、

テキスト検索実習についての演習を八戸市在住の弁理士に方に行って頂いた（学生 80 名強参加

）。学生のアイデアを 3 点選択して外部講師（弁理士）へ技術相談を行った(12 月 8 日)。外部
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講師の方との意見交換を通じて（解決すべき課題等の設定がユニークなどのコメントあり）、

学生が技術内容を客観的に捕らえるようになってきたと感じている。 

第 5 学年：全学科の選択科目である「知的財産権」では、標準テキストを用い、基礎的事項、

検索実習に加え、卒業研究等の内容について簡易的な明細書作成を体験してもらった。事例の

DVD 放映、パテントマップの紹介、明細書作成体験を通じて、該当の技術分野の出願状況や問題

点がある程度把握させることができたと考えている。各学科の教員から該当分野の事例を紹介

してもらう時間を設け、できるだけ実例やデータを紹介するように努めた。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

1)電気情報工学科 4 学年の科目「創成実験」において、知的財産権の導入基礎、キーワードの

検討、それに基づいたテキスト検索、知的財産権の利活用、権利侵害とその対応についての教

育を、講義・演習、講演会を通して行った。講演会では、事前に演習を多く入れ双方向になる

ようお願いしていたため、学生からも多くの質問が出された。成果物の完成に多くの時間をと

られたものの、入門的なものであるが IPDL 検索もできたため、当初の指導の目標はほぼ達成

できたと考える（なお、今年度も学生の成果物で高齢者向けの支援ロボコンに参加する予定で

ある）。 

2)第 5 学年の「知的財産権」では、特にパテントマップの紹介を通じて、該当の技術分野の出

願状況や問題点がある程度把握させることができたと考えている。また、一昨年度と大きく異

なり、受講人数が 32 名となったので質疑応答が活発にでき、双方向的な授業を実現でき、内

容の深度化ができた。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 外部講師による講演会 
 

写真２-技術相談-コメント 
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学校番号 専０３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 茨城工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
飛田 敏光 

学校情報 
所在地：茨城県ひたちなか市中根866 

TEL：029-272-5201、FAX：029-271-2813、URL：http://www.ibaraki-ct.ac.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

日常の研究活動からの知的財産創出 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

・専攻科生が日常行っている研究活動から発明を見いだし、特許明細書を作成させる。 

・作成した特許明細書の中から、特許性等が高いもののを育成、出願に結びつける。 

（取組の背景） 

 高専専攻科生は、日常的に研究活動を行っており、種々の発明要素が発案されているが、こ

れを発明に結びつけるような、教育は少ない。企業は日常の研究・開発活動の中から発明要素

を見つけ出し、これを権利化することが、重要な活動となっているが、高専の教育の中では知

的財産取得の意識は決して高くなく、発明に対する学生の意識も十分ではなかった。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 茨城高専に専攻科が設けられて以来、専攻科学生に特許を執筆させる活動を行っていた。当初は、日常

生活の中から個人のアイデアを、執筆させることが多かった。その後、卒業研究、特別研究の内容を題材

にした特許を執筆する割合も多くなったが、学生を共同発明者とする場合の規則の整備が十分ではなく、

学生の執筆した特許が出願されることはなかった。今回、高専機構本部でも学生を共同出願者とする場合

の規則の整備が行われるようになり、これに合わせて、日常の研究活動から発明を見出し、出願に結びつ

ける活動を行うこととした。 

・H24､25年度 ブレーンストーミング等により、受講生全員に特許調書、特許明細書を執筆させる。 

（H24年度 36件、H25年度 43件） 

・H26 年 2 月 専攻科 1，2 年生に教員に権利を譲渡する形の譲渡書を提出してもらい、執筆した特許の出

願を可能にした。 

・H26年 4月～5月 特許の重要性、特許調査の方法等の授業を行い、学生個々の卒業研究、特別研究の説

明を元に特許となるような発明要素を見いだす活動を行う。（特許調書34件） 

・H26年 6月～7月 特許出願書類の書き方、出願手続き等の授業を行う。（特許明細書34件） 

・H26 年 12月～H27 年 1 月 19 日 H25 年度と H26 年度の学生執筆特許の中から 6件を選び、弁理士に添削

および講評を依頼。5年生向けに、卒業研究での開発品を用いたアイデア発想を行う。 

・H27年 1月 19日 学生と弁理士の先生による教職員共同での特許講習会開催参加者39名。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・本活動を通し、特許事務所との連携による学生執筆特許の出願への道筋を付けることができ

た。（共同研究による特許２件出願、２件の学生との共同出願を準備中） 

・授業により、専攻科 1 年生 34 名全員から卒業研究、特別研究の内容から見出した発明に関す

る特許調書、特許明細書の提出があった。 

・教職員と合同で特許講習会を開催。参加者39名。教員の意識向上が課題。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 



Ⅱ-187 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年分の特許明細書と特許調書            開発品を用いたアイデア発想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模型を用いた講習風景 

 

 

      特許講習会の状況                 模型を用いた講習 

 

 

 

高専３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、本開発事業により、特許事務所との関係を密にすることができ、学生の執筆した特許明細

書の添削や、特許講習会を実施することができた。これにより、学生が執筆する特許の質の向上を

図ることが可能となった。 

また、教職員、学生が執筆した特許の出願 

の際に、少ない負担で特許出願を行っていた 

だくための協力体制も確立できた。 

特に、特許講習会では、模型等を用いて、 

実際に実用化された発明、収益をあげた発明 

を身近な例を挙げて解説していただき、参加 

者は、熱心に聴講、質問し、学生の知的財産 

に関する意識の向上が図れた。 

 

 

                         模型を用いた講習風景 

開発したものをユニバーサルデザイ

ンに応用する方法について検討 

模型を用いた説明に熱心

に聞き入る学生 
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学校番号 専０４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 群馬工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
黒瀬 雅詞 

学校情報 
所在地：群馬県前橋市鳥羽町580 

TEL：027-254-9000、FAX：027-254-9080、URL：http:www.gunma-ct.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

技術者が備えるべき技能や人間力を習得するための総合的学習経験と創造的思考力教育 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

①  技術者が求められる論理的思考力を身に着けるための情報処理を実践する 

②  志向性を示す態度を身に着けるための倫理観をチームワークで養う 

③  創造性思考力を身に着けるための総合学習を体験する 

（取組の背景） 

従来，知的財産権に関する制度を中心に座学を 5 年生で行ってきたが，2 か年での体

制化を導入するため，4 年生には知的財産権の活用による効果を体験させる取り組みを

25年度より始めた。 

そこでは，設計課題を解決すると同時に，特許権と意匠権を付与する課題を与え，そ

れらを活用するための資本を計算させ，IPDL 検索によって経過情報を知ることで，経費

を算出させて，知的財産を活用するにはどの程度の予算が必要か，経済的観念を身に着

けさせるよう試みた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

5 年次には，26 年度から必修科目として新たに「知的財産権概論」を設定し，大学学

習単位の認定科目として取り組むこととする。学習単位の取組は本校では初めての試み

となり，座学による制度を学修した後，パテントコンテストを主眼にした実践的な創成

学習に取り組む。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

4 年生：3D-CAD と３D プリンタを活用し，設計に活用した箇所を報告書で示し，1 分ビ

デオを作成してプレゼンテーションを行う． 

5 年生：学修科目として家庭学習時間を加えて，知的財産の意義を学んだ．同時に，知

的財産のサイクルを実感し，技術の活用と創生を習得する．成果としてパテントコンテ

ストへの17件応募し，2件採択された．これは全国29件中の2件である． 

 

反省事項と課題は以下である． 

7 年間にわたり，知財教育に取り組んできた成果として，機械工学科の個々の学生が知的財産

権の重要性を理解して卒業することができ，パテントコンテストの応募もシステムとして構築

できた． 

設計に関わる愛好会ができ，機械工学科の平成 26 年度以降の入学生については，知的財産教

育を必修化することもできた。今後，群馬高専の知財教育の取り組みが発展的に改革されるこ

とを期待したい． 

「本資料内の写真，イラスト，引用文献等の承諾が必要なものにつきましては，権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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授業の様子               創作作品         開発作品図面 

 

   

動画作品例（パテントコンテスト応募作品）  

 

表．パテントコンテスト応募採択状況 

 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

応募数 1 1 9 8 23 8 17 

採択数 0 0 1 0 1 0 2 

特許査定数 0 0 0 0 1 0 - 

 

7年間の知的財産権教育の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

7 年間にわたり，知財教育に取り組んできた成果として，機械工学科の個々の学生が知的財産権の重

要性を理解して卒業することができ，パテントコンテストの応募もシステムとして構築できた． 

この間，写真に示すように本校出身の弁理士である中村希望氏に非常勤講師として携わっていただ

いた．当初，座学のみの授業であったが，実用的な教育をめざし，グループワークや明細書作成，

パテントコンテスト応募に関わる実習的な取組にも協力していただいた． 

 その成果として，上の表のようにパテントコンテスト 

において採択され始めるようになり，その指導の下で， 

学生による独自の応募体験も実施できた． 

高等専門学校では，知的財産教育の重要性が指摘され 

はじめ，学年を問わず，知財立国を支えるための教養が 

求められるようになり，様々な取組が行われるよう 

になった．本校でも独自の取組を定着させることが 

でき，次の展開が求められると考えている． 

                     非常勤講師による授業の様子 

5 年知的財産権概論の座学

検索時の様子 
旋盤加工時のアタッチメント 
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学校番号 専０５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 富山高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
本江 哲行 

学校情報 
所在地：富山県富山市本郷町13 

TEL：076-493-5498、FAX：076-493-5488、URL：http://www.nc-toyama.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

低学年から高学年まで発達習熟度に応じた知財学習の構築 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

低学年への取組みでは、従来通り、知財マインドの育成を重視した実験や講義等を実施すること

で、知的財産権の意義や技術者にとって知財知識の必要性について理解させることを目指す。 

高学年（4、5 年生）への取組みでは、就職活動に知財知識を活かす目的で平成 25 年度に実施した

IPDL 講習会を継続的に開催することで、学内での定着化を図るとともに，イノベーションをテーマ

としたチーム学習を他採択校と実施を試みる。 

このように学年進行に適した知財教育を実施することを試みる。 

（取組の背景） 

 本校では、統合前の本郷キャンパスでは，平成 18年度の知財 GP 採択や本事業等により、実体験型

基礎教育を通して知財マインドを育成する知財教育を学校全体の一貫した教育プログラムとして実施

してきた。 

統合に際し，学科構成や領域が変化したことにより，知財教育の連続性と学年進行に対応したカリ

キュラムを構築する必要がある． 

そのため，本事業で，従来から実施してきている取組を見直すとともに，学年進行に適した知財教

育を実施することを目指す。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 【学年進行を考慮したカリキュラム】 

低学年（1 から 3 年生）では，知財マインドの育成を重視した実験や講義等を実施することで、知

的財産権の意義や技術者にとって知財知識の必要性について理解させることを目指す。 

○1年生（物理） 

学生が主体的となって小中学生に対する物理実験の教材開発を行うと共に、知的財産制度の意義に

つていの講義を実施した。効果として，教材開発を通して創造性を育むことができる。また、ものづ

くりと同時進行で知的財産制度の意義について学ぶことで、知財マインドの醸成を効果的に行うこと

ができた． 

○1年生（技術者倫理） 

 標準テキスト総合編を授業の講義に活用し，知財に関する，知識，制度に関する定着を目指した。

試験の結果から，ほとんどの学生に知識の定着が確認できた． 

 

 高学年（4，5 年生）では，低学年で学んだ知財に関する知識や制度を展開する力を育成すること

を目指す． 

○4年生（機械システム工学実験Ⅱ） 

 機械システム工学科の学生は，4 年生から総合的な設計や実験を行う機会が増える．システム工学

実験では，掃除機のルンバを教材にし，ＩＰＤＬ検索の研修と特許マップを作成する授業を行った．
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学生とっては，1 つの製品に多くの知財が存在し，技術者として，知財の必要性と知の重ね合わせと

大切さを学んだ． 

○5年生，専攻科生（課外授業） 

旭川高専と連携し，ご当地特許を調べ，コラボレーションすることを試みた．本校の学生は，5 年

生と専攻科生，旭川高専は，発明研修会の学生で実施した．本校の学生の学年や所属が異なることか

ら進捗状況が一致せずコラボレーションまで進めることができなかったが，学生同士の交流は，お互

いを認め，自分の意見を伝える必要があるため，知財人材育成には有効であるとい手ごたえが得られ

た． 

 

 専攻科では，知財を保護，活用する力を身につける必要がある．そのための授業や講習会を実施し

た． 

○専攻科1年（MOT入門） 

 講師に山口大学の佐田先生を招き，身近にある製品の特許や特許になるための必要なパラメーター

に関する実例を挙げ紹介してもらった．効果として，知財の活用，重ね合わせの必要性を理解した． 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

 学生の発達状況に応じた授業を展開することにより，継続的な知財人材育成教育を実施でき

ることが確信できた．また，学生は，外部講師（弁理士，先輩，他教育機関教員）や他高専の

学生と接することにより，視野が広くなるとともに学習に関し良い刺激を得られることが確認

できた． 

 しかし，より効果を上げるためには，複数年の準備が必要なことも明らかになった． 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MOT入門 

     

  

 

パテントマップ                  旭川高専との交流        
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学校番号 専０６ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 福井工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
川本昂 石栗慎一 

学校情報 
所在地：福井県鯖江市下司町 

TEL：0778-62-8267、FAX：0778-62-8267、URL：http:www.fukui-nct.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産学習の全学的取組に向けて 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）従来、電気電子工学科中心に行ってきた知的財産教育を他学科に広げ、全学的な取組に

する。さらに、指導者の層を厚くして持続的な取組ができる体制を構築する。知的財産を創造・活用する

能力を学生に実践的に身につけさせる取組を段階的、系統的に行う。 

（取組の背景）知的財産マインドを持ち、知的財産の創造・保護・活用という知的創造サイクルを支え

る人材を育成・確保することは電気電子工学分野に限らず、情報通信工学、機械工学、物質化学、環境・

建築土木工学分野においても必要であるとの学内合意が得られた。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

ものづくり知的財産教育を全学的なものとするために１年生全員と５年生全員を対象に知的財産講習会を実施した

。電気電子工学科の学生へのものづくり知的財産教育は、段階的、系統的に実践した。 

（1）導入過程   １年生約 206 名を対象に高島敏郎弁理士を講師に招き、知的財産に関する講習会を開いた。一方

、５年生176名を対象に「知っておくべき知的財産の基本とその企業活動の実際」について講習会を開き、特許は発明

を守るためにある、また特許をとるまでの留意点などについて学んだ。 

（２）実践過程   10 月 10 日に、３年生対象の光る、鳴る、動くをテーマにした電気電子創作コンテストを行っ

た。同日実施した４年生対象のものづくりアイデアコンテストでは、弁理士の先生を招いて講評と知的財産に関する

講義をお願いした。３年生は個人で作品を製作したが、４年生は 3、4 名で構成するグループに分かれて製作した。３

年４年ともにコンテストの実施に先だち、知財に関する基礎知識の復習を行うとともに、全員に「発明考案アイデア

出しシート」と「報告書」を提出させた。２年生のものづくりアイデアコンテストは１月19日に実施した。 

（３）完成過程   ５年生は「技術者基礎」という座学の中で、特許出願から裁判に至るまでの手続き，特許出願

書類の説明、特許請求範囲の作成演習、重要判例に関する講義を通して知財学習の総まとめを行った。 

（４）発展過程   専攻科２年の「電子機器工学」受講生は、自分の特別研究に新規性、進歩性があるかどうか先

行調査を行い、特許請求範囲の作成を行った。また、学習内容を反映した鳥獣撃退対策コンテストを 6 月 10 日に実施

した。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

（1）導入過程  １年生全員対象の知的財産講習会は、「特許とお金」の関係についての話もあり、多くの学生が知

的財産に関する興味・関心を持った。５年生全員対象の知的財産講習会は弁理士の先生が仙台高専出身ということも

あり、関心を呼んだ。また、３大特許要件、特許権の効力、技術(発明)と技能、特許ポートフォリオ、発明コンセプ

トの抽出など話の内容が本質的で広範囲に及んだ。 

（２）実践過程   学生はものづくりアイデアコンテストに先立ち、知財講義、アイデアの発案、先行調査、発明

考案アイデア出しシートの作成、製図、実施計画作成、作品の作製・改良・完成というプロセスを経てものづくりを

完成させた。学年進行につれ作品の質が向上している。発明考案アイデア出しシートを繰り返し作成しているため、

従来技術との違い、従来技術の問題点、問題解決の手段は何か、発明の作用・効果という見方が定着してきた。 

（３）完成過程   「技術者基礎」の受講者の７割以上の学生がものづくりアイデアコンテストを通して特許を持

つことに関心を持ち、講義で知的財産の権利化の実務について学んだ。 

（４）発展過程   特別研究を題材に受講生全員が特許の請求範囲を書けるようになった。鳥獣撃退コンテストで

は 9 割の学生が学習した光・磁気センサの特性を生かした提案をした。また、アインシュタインの発想法など各種発

想法と知財創出の関係について学修した。知的財産が日本の科学技術の発展に重要であることを認識した。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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図１．２年生のアイデアコンテスト掲載      図２．４年生のアイデアコンテスト 

 

 

図３．１年生の知財講習会   図４．５年生の知財講習会     図５．専攻科請求項作成授業      

 

 

 

 

 

 

 

図６．電気電子創作作品    図７．ブンブンゴマ発電器     図８．アイデア発電機 

 

（例：特記すべき取組と成果）全学的取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校番号 専０７ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

知的財産教育委員会において知的財産教育を全学的に取組むためのモデルカリキュラム並びに知財

学習を推進する体系について討議を重ねた結果、体系が構築でき、次年度から全学で段階的に知的財

産教育を実施することになった。 

知的財産教育を全学的な取組みとする第一歩として、１年生と５年生全員に知的財産講習会を実施

することができ、関係する教員の意識を向上させることができた。 

電気電子工学科では、アイデアコンテストを取り入れた体系的ものづくり知的財産教育が確立して

３年目、その定着を図ることができた。詳細は「工学教育」の2014年１月号に掲載されている。 

電気電子工学科では、知的財産教育を実践できる教員を３名に増やすことができた。 

鳥獣撃退コンテストやアイデアコンテストを実施するに当たり、地域と連携することができた。そ

の成果の一部がＢＳフジのドキュメンタリー番組として全国に放映される。 
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学校名 長野工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
北山 光也 

学校情報 
所在地：長野県長野市徳間７１６ 

TEL：026-295-7007、FAX：026-295-4950、URL：http:www.nagano-nct.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産権学習を活用したアイデア創出・課題解決能力の育成と実践 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 「産業財産権標準テキスト」を活用し、IPDL による調査を行い、技術者として必要な産業財

産権に関する知識を身に付け、アイデア創出・課題解決能力を育成し、ものづくりや特許明細

書執筆を通してそれらを確実に実践していく。また、知財教育に関する学内学科間の連携、学

校間の連携、地域企業との連携を模索し、知財教育のさらなる展開について検討する。 

（取組の背景） 

 知的財産立国を実現するため、高専として、創造性・独創性に優れたエンジニアを育成し、

社会に排出する役割を果たす必要がある。 

 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【４年機械工学科・創造工学実習】 

「産業財産権標準テキスト 総合編」を用いて、特許権、商標権、意匠権について講義した。 

特許情報検索・収集・分析法についての講義、グループミーティングによるアイデア創出・明

細書の書き方についての指導の後、開発するロボットの構想企画・設計検討を実施した。IPDL

を活用し、開発するロボットに関する知的財産について調査を行った。また、ロボットの加工

・組立・改善を通してアイデアを実現させ、報告書としてまとめさせた。 

【５年電子制御工学科・創造性開発工学】 

「産業財産権標準テキスト 総合編」を用いて、特許制度、特許となる発明、出願から特許取得

までの流れ、先行技術（特許・非特許文献）の調査法を講義した。 

卒業研究に関わる技術課題を与え、先行技術調査を基にパテントマップを作成し、分析させた

上で、課題を克服できる解決策（アイデア）を考案・実現させて明細書などを執筆させた。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

従来の取組を継続し、「産業財産権標準テキスト」を活用し、IPDL による調査を行い、技術

者として必要な産業財産権に関する知識を身に付けさせることができた。 

 ロボットの開発、卒業研究を通じて、技術者に必要なアイデア創出・課題解決能力を育成す

ることができた。 

 また知的財産教育のさらなる展開について検討した結果、地域の若手経営者グループとの連

携が可能となり、次年度からは実在ニーズに基づくアイデア創出による製品開発を通じた知財

教育を行う予定である。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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写真1. プレゼンテーション 

 

写真2.公開競技会 

 
写真3.製作したロボット 
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学校番号 専０８ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 岐阜工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
富田 勲 

学校情報 
所在地：岐阜県本巣市上真桑２２３６－２ 

TEL：058-320-1211(代)、FAX：058-320-1220、URL：http:www.gifu-nct.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

ＰＢＬ型ものづくり教育における知的財産権データベースの活用 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 電気情報工学科の学生に知的財産権の重要性を教えると共に、知的財産情報（特に特許）の

検索法を学習させる。また、本校で行っている PBL(Project Based Learning)型のものづくり授

業において、知的財産情報を(特許権等を侵害しないようにしつつ)有効に活用し、創造的な作品

を企画・製作させる。作品の発表会では、利用した知的財産情報を示させ、これと製作作品の

差異を明確に述べさせる。このような方法により、学生のものづくり技術の水準・質を向上さ

せる。さらに、作品に対する評価・助言を弁理士から頂き、知的財産的な観点から作品を見た

時の重要点を理解させ、創造的なものづくり教育を行うことを目的とした。 

（取組の背景） 

 電気情報工学科では、PBL 型のものづくり教育において、問題解決型の課題を与え、その解決

過程で学生の創造性を育んできた。無から有を生み出すのは、学生にとっては容易でないた 

め、知的財産権のデータベースを参考にさせた。しかし、発表会では、それと異なる創造的な

作品を発表させることを目標にした。ものづくりの楽しさを教えるのが目的であり、そのドラ

イビング・フォースとして知的財産データベースを活用させようと考えた事が背景にある。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

計画(導入) 

知的財産教育を行うに当たって、産業財産権標準テキストを配布すると同時に、IPDL（特許電

子図書館）の利用法の講習会を行った。これをグループによる作品の企画・製作時に活用する

ように指導した。 

実施(展開) 

ＩＰＤＬを利用したＰＢＬ型ものづくり授業を実施し、課題・テーマを与え、作品の企画・

製作を行った。その後、作品発表会を行った。発明やアイデアなどに関する知的財産関連の書

籍を活用し、発表資料や報告書をまとめさせた。発表審査会に弁理士を招聘し、各作品への評

価・コメントを頂いた。 

まとめ(整理) 

ＰＢＬ型ものづくりを実施した学生のプレゼンテーションや報告書から産業財産権の調査結

果の利用状況も確認した。学内の発表会では各作品への評価・コメントを弁理士から頂いた。

これを学生にフィードバックし、知的財産情報の有効活用とものづくりの関係性を強化した。

また、知的財産的な観点から見た場合の優秀作品を弁理士に選んでいただき、知財賞を与える

ことにした。 

 

 

成果 成果 
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・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

予定通りに各学年の PBL型ものづくり授業を実施し、弁理士による作品への個別アドバイスも

得た。これを有効活用し、作品の完成度を向上させた。オープンキャンパスのような本校ＰＲ

イベントでは、学生の創造的な作品を精力的に紹介することができた。また、図書館に設置さ

れた知的財産関連書籍のコーナーは多く利用されるようになった。 

気づき・反省・課題 

学生は、自分の作品が一般に公開され、自ら展示説明し、高い評価を得ると自信を持つよう

である。しかしその反面、作品の評価が予想に反して低いと自信を失い、その後のやる気にも

大きく影響することが分かった。創造性を育む教育では、作品の創作過程で様々なアイデアを

検討し、それに関連する知的財産情報も調べ、創造的な”脳力”をアップするのが重要なこと

であって、結果として得られる作品の評価は（少なくとも初段階では）あまり重要とは思われ

ない。しかし、学生にとっては評価結果が（あたかも試験の評点のように）最も重要な事にな

っているようである。今後は、この視点を変化させることに努めたいと考えている。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

 

写真１．電気情報工学科４年生の作品例 

 
写真２．電気情報工学科５年生のコンテスト例 
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学校番号 専０９ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 和歌山工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
後藤 多栄子 

学校情報 
所在地：和歌山 県御坊市名田町野島７７ 

TEL： ０７３８-２９-８３１０、URL：http://www.wakayama-nct.ac.jp/ 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ）       

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産権法や制度の基礎知識の習得 

知財アイデアの創出・創出したアイデアの具現化・デザインパテントコンテストの応募 

 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

平成 25 年度の取り組みである本科 5 年生対象の知的財産権の授業(選択科目)をベースに平成 26

年度も知的財産権教育の活動の中核として、知財の基礎力を学生に習得させる。低学年（1 年生

から3年生）の指導を総合美術同好会(顧問)を追加した。 

デザインパテントコンテストへ応募する。 

 

 

（取組の背景） 

 平成25年度の事業成果に基づく。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

授業で習得した基礎知識をベースに知的財産のアイデアの創出へと導いた。 

創出アイデアを形にした。 

知財に力を入れている企業を訪問し現地調査研究として、市場調査を行った。 

知財コンテスト(デザイン)応募した。 

 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

知識の習得はほぼ目標の基礎知識としてほぼ全員が習得したと定期試験の結果から言える。 

アイデアはいろいろ持っているが、それを形にするプロセスの指導にさらに工夫が必要だと感

じた。 

すばらしい作品だと思って、先行調査をしっかり行ってみると、同じような作品がみつかっ 

た。模倣したのか、たまたま同一または類似の作品となったのかは不明であるが、学生たちに

よるしっかりとした先行調査を行わせることが課題の一つである。 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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学 生 と 知 財 活 用 を 企 業 で 学 ぶ
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学校番号 専１０ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 津山工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
香取 重尊 

学校情報 

所在地：岡山県津山市沼624-1 

TEL：0868-24-8200、FAX：0868-24-8219、 

URL：http://www.center.tsuyama-ct.ac.jp/Web/welcome.htm 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

知的財産学習を軸とした地域連携の促進 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

地域の産業界･行政や小中学校などと連携した知財教育体制の構築を目指す。 

（取組の背景） 

津山高専は岡山県北部における唯一の工学系高等教育研究機関であることから、県北地域では

理科教育の拠点であり、また産業の面では地域産業を活性化するための重要な産学連携拠点と

なっている。また、地元企業に就職する学生も多く、地域からの期待は大きく、産業と教育の

観点から地域と連携した知財教育の構築を目指す。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 近年、全国的に課題となっている少子高齢化は岡山県の津山圏域においても例外ではなく、

地域産業を担う理科系人材の育成は重要な課題となっている。津山高専では、ロボットコンテ

スト、講義やアイデアシートの作成などを通して自分の考えを形にすることを学び、5 年間とい

う高専独自の学年制度を活用した、一貫教育システムの構築を目指している。本科では主に知

的財産の基礎を学ぶとともに創造することの楽しさを体験できるように工夫し、専攻科ではよ

り専門的な知材についても学べるような教育システムの構築に取り組んでいる。具体的には、

年間数回に分けて、近隣の特許事務所から弁理士や企業の知的財産部を経験したコーディネー

タに、知財の基礎から実践的な内容を含む講義を行ってもらっている。また、知財部門委員会

を設置し、本委員会では学内の特許案件についての審議を行うだけでなく、委員に対してテキ

ストを配布し、各学科での知財教育に役立てるよう指導している。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

『津山ロボコン』や専門家による講演会、アイデアシートの作成や各種アイデアコンテストへ

の応募については、例年開催していることもあり学生も意欲的に取り組み、定着していること

が伺えた。今年度はこれらの定着した活動を軸に、学生が主体的に取り組むためにはどのよう

な取り組みが必要かを検討して、小中学生や高校生を対象とした実験教室の創作と運営を取り

入れた。また、海外での実験教室の実施など、今までにはない試みを行った。小中学生を対象

とした実験教室では実験機材の製作からデモンストレーションまでを行い、創作することの難

しさと指導することの楽しさを体験し、学習することができた。海外での実験教室では語学の

壁があるために、伝えることの難しさを体験したが、伝わったときの喜びを同時に体験するこ

とができ、学生の学習意欲の向上につながった。これら一連の活動はすぐに成果の見られるも

のではないが、今後地域産業を担っていく人材育成に貢献できていると考えられる。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

◇ 科学トライアングル （8月 31日） 
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 岡山県内の大学（岡山大学、岡山理科大、倉敷芸術科学大学）と連携し、科学実験教室を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ コンピューターを用いた特許検索実習の様子（12月 12日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ タイでの導電性高分子の実験教室指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 『津山ロボコン』（12月 14日）          ◇ 技術交流プラザ 企業PR会（12月 9日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校番号 専１１ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

小学生に実験指導をする学生 

（電気電子工学科5年生） 

レーザー光線の実験を楽しむ 

小学生とその保護者 

船曳弁理士の指導により特許検索実習をする学生たち 

（機械工学科4生） 

学生に化学の講義を行う廣木准教授 

（知財部門委員） 

導電性高分子の実験指導を行う 

津山高専の学生（3年生） 

審判は津山高専の教員（知財部門委員）が担当 

6チームが参加 （一般高校の部3位） 

津山高専技術交流プラザ主催 

企業 PR階の様子 

プリンセスチュラポンサイエンス高校 

で化学実験教室を実施 



Ⅱ-202 
 

学校名 呉工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
黒木 太司 

学校情報 
所在地：広島県呉市阿賀南２－２－１１ 

TEL：0823-73-8466、FAX：0823-73-8474、URL：http: http://www.kure-nct.ac.jp 

 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

高専本科5年間を通じた知財学習 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

本科1年生から5年生までの学生を対象として、年次進行で低学年から授業の中にクサビ状に

知財教育を導入し、専攻科進学後の応用研究、特別研究における知財創生、技術者としての倫

理観向上を目指す。 

（取組の背景） 

これまでの本校知財教育は、専攻科カリキュラムの中で「知的財産権論」の授業を通じて実

施していたが、著作権、商標権などは本科低学年時に学習したほうが良く、本事業を契機とし

て本校知財教育の充実を図ってゆきたいという学内の要望があった。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

【本科 1 年生】「知的財産権制度の概要」と「産業財産権制度の概要」を理解することを目的

として、「具体的物品による技術的要点の見出し方の実践」を目標に演習を通して学習する。

またマイコン教材を用いたものづくり実習の中で各作品の知財性を醸成する。 

【本科 3 年生】「産業財産権情報の必要性」を理解することを目的として、「特許電子図書館

の活用と操作方法の体験」を演習を通して学習する。 

【本科 4 年生】「収集した知財情報の分析と加工」の習得を目的として、グループによるパテ

ントマップ作成、分析、討論、ブレーンストーミングを実施し、エンジニアリングデザインの

初歩を学習する。 

【本科 5 年生】「研究テーマの絞り込み実践」を目的として、自らの卒業研究に対する知財性

を把握する。また「外部専門家による産業財産権の権利取得に関する講演会」聴講を通じて、

知財を切り口とした産業界の動向を把握する。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

上記の活動を通して、以下の成果を得た。 

・ 著作権の重要性の把握。(著作権は学生の身近に存在し、些細な行動でも法に触れてしまう

ことなど) 

・ IPDLは誰でもがアクセスできるツールであることの確認と、その利用方法の習得。 

・ IPDL を活用した情報分析とパテントマップ演習によるエンジニアリングデザイン教育の習

得。 

・ 弁理士業務の理解と知財戦略の重要性の確認。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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講義の様子 模倣品の事例紹介 

著作権のはなし（1年生） 
 

 

   
特許第４１９０６２５号 

【発明の名称】排湯機能を有する 

      即席麺容器用蓋材 

検索の様子 特許権の事例調査 

IPDL実習（3年生） 
 

 

 

情報分析の様子 グループディスカッション 

パテントマップ演習（5年生） 
 

 

 

知財と弁理士の役割を学習 商品開発とアイデア創出を学習 

弁理士・外部専門家による講演会（3，4，5年生） 
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学校番号 専１２ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 香川高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
三崎 幸典 

学校情報 
所在地：761-8058 香川県高松市勅使町３５５ 

TEL：0875-83-3141、FAX：0875-83-6389、URL：http://www.kagawa-nct.ac.jp/ 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

学生による知財創造を推進する教育プログラムの実践 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 本事業参加における取組目的は、学生に知財の基礎を教育し、発明活動を積極的に支援する

香川高専独自の教育システムを維持・発展させていくことである。 

（取組の背景） 

  課外活動として知財創造に経験が豊富な学生を活用した学生主体の知財創造推進教育を実

施する。特許出願を支援する学生組織を維持・発展させていく。本校では特許取得経験のある

学生がいる。彼らは知財出願に関して十分な手続能力がある。すでに特許出願し、知財を取得

した経験を持つ学生らの組織を作り、新規の学生らからの発明相談や特許申請書類の執筆に関

する相談に取得済み学生が答える。発明活動に参加する学生は創造ノートを活用や試作を支援

して学生への創造を促すこととした。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 正課における活動として、弁理士を招聘し、学生向けの知的財産セミナを開催し、知財に関

して学生が興味を持つようにした。4,5 年生に対し、ラボノートの使用方法に関する講演会を行

い、知財に関するより高度な興味を持たせた。セミナ及び卒業研究の時間において、先行技術

調査の重要性を説明し、研究内容について特許検索を行わせた。 

課外活動として知財創造に経験が豊富な学生を活用した学生主体の知財創造推進教育を試行

的に実施する。特許出願を支援する学生組織を構築し、特許出願やパテントコンテストへの応

募を支援した。 

 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

電子システム工学科 4 年生に知財に関する講演会をとして行った。さらに自由に特許検索が出

来るよう特許検索の方法を指導した。卒業研究では特許検索を研究内容や研究方針に取り入れ

られるように指導した。課外活動として学生のアイディアをもとに特許出願できるかどうかを

調べさせ、特許の申請書類を作成させ、弁理士の指導のあと、出願させた。発明にはオズボー

ンのチェックリストに追加する形で独自に作成したチェック表を活用してアイディアの創造を

支援した。そのほかにも試作を支援や発明の疑似体験を指導し、学生を発明へと導いていっ 

た。最終的にまとまったアイディアは、すでに特許出願・取得経験のある学生ら６名にティー

チングアシスタントらからの指導により特許申請書類の原案を作成し、最終的に弁理士に指導

受ける形式にすることで指導する弁理士の負担を軽減するよう工夫した。 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 



Ⅱ-205 
 

1年
2年
3年
4年
5年

1年
2年

専
攻
科

本
科 ・発想法伝授

・取得済み学
生が出願を
支援・弁理士
が最終確認

セミナー
卒研

知財に関する
講演会

知的財産
教育（講義）

発明導入 知財基礎
研究活動におけ

る実践
知財創造推進の

支援

・発明マインドを
育成
・作る楽しさを体
験

・特許に関する
基礎知識を習得

・ 問題発見・解
決能力の育成
・ 研究方法・研
究態度を学ぶ

・発明伝達力

・課題発見力

・課題解決能力

特別研究

発
達

過
程

教
育
効
果

課外活動

課外へと誘導

図１．正課と課外における特許教育の関係

創造工学演習,
基礎工学実験

正課での基礎教育と動機づけ

1年
2年
3年
1年
2年

3年
4年

高専

 

【正課での指導】 

 継続性を持って特許教育を実施するには、各学年に対応した正課として系統的に教育を行うこと

が望ましいが、既存の科目を置き換えることは難しい。そこで、正課の学習内容の一部を修正して、

学年に応じ、「発明導入」、「知財基礎教育」、「研究活動」の 3 段階で知財教育を発展させて、「

基礎教育」と「発明への動機づけ」を行っていくこととした。これらの各段階における教育目標と学

年別の特許教育の発展内容との関係を図 1 に示す。本取組の特徴は、特許取得まで挑戦してみたいと

思う学生は各教育段階の中で任意の段階（学年）で、課外活動へと移行し、発明手法などに関して支

援を受けることができるように工夫した。各段階における詳細な教育的特徴を記す。第一段階は 1，2

年生を対象にした「発明導入」段階である。創造工学演習および基礎工学実験はレゴを用いたPBL学習

形式になっており、個々人の設計や考え方に応じて作りこんでいく経験を通して作る楽しさを体験し

てもらい、発明マインドを育成する。高専の多くはこのようなPBL科目を備えており、そのような科目

に適用可能である。第二段階では、3、4 年生になると、特許に関する基礎知識を習得することを目的

として、知財の専門家による講演会を聴講で

きる。もしくは専攻科生の場合は講義を選択

できるようになっている。第三段階は「研究

活動における実践」である。研究活動を通し

た特許教育は非常に実践的であり、かつ長時

間にわたり指導することのできる機会である

ため、学生にとって非常に有意義である。 

 

【課外での指導】  

正課において動機づけを受けた学生を集め、教員は弁理士とも相談しな

がら発明活動を支援していく。全学年にわたり毎年 15 名程度が年度をまた

ぎながら課外活動として発明支援を受けている。学生らは出願した後に、

ものづくりコンテストなどへ参加させ、開発能力も高めさせている。独創

性や有用性を試すものづくりコンテストとの親和性は高い。 

 

 

(b)4,5年生に対し研究前指導実施(a) 創造工学演習の実習風景

図2.本科における動機づけ

図3．課外活動の様子。弁
理士への発明相談を行っ

ている
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学校番号 専１３ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 新居浜工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
中川 克彦 

学校情報 
所在地：愛媛県新居浜市八雲町７－１ 

TEL：0897-37-7700、FAX：0897-37-7842、URL:http://www.niihama-nct.ac.jp/ 
ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

技術者としての知的財産権に関する理解を深め、身近なテーマを題材して明細書作成能

力を養い、知財に関する検定試験、各種学外コンテストへチャレンジし、知的財産マイ

ンドを育てると共に知的財産権制度の理解を促進する 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標）経営工学では、標準テキスト（総合編、特許編）を活用し、技術者としての知的財産権に

関する理解を深め、企業における知的財産権の活用の重要性を理解させる。一方、有機工業化学、食品化

学においては、愛媛県の地域特産物（製紙、農産物、水産物、林産物）を題材して知的財産権の理解を深

めると共に、明細書作成能力を養い、本科 3 年生は、H26 年度初めて地元企業のデザイン担当者による工

業デザインの講義を受講し、デザインパテントコンテストへの応募する。一方、本科 5 年生は、パテント

コンテスト、知的財産管理技能検定3級受験、キャンパスベンチャー（CVG）へチャレンジする。一方、専

攻科へ進学した学生は、先端技術の特許など動向について地域企業講師等により知的財産に関してより深

く学び、企業における知的財産権の活用の重要性を再認識させ、知的財産管理技能検定のハイレベルであ

る2級、パテントコンテスト、CVGへのチャレンジを推進する。 

（取組の背景）平成 14 年度より専攻科生を対象とした知財教育推進活動を継続して行い、本科との連携

を目指し、平成17年度より5年生を中心とした卒業研究、講義などを実施し、学年を通した専門基礎科目

の科目間連携を目指している。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

 (1)生物応用化学科の知財教育活動として、1)本科 5年生は、「愛媛県特産物を活用した商品」を 

テーマとした特許明細書を作成し、パテントコンテスト、デザインパテントコンテストへ応募する 

ことを、2)専攻科生は、自分で課題設定したテーマの特許明細書を作成し、パテントコンテストおよびキ

ャンパスベンチャーグランプリへ応募することを、3)本科 3年生は、夏休み前、工業デザインに関して地

元大手企業、デザイン担当者による講義を受講すると共に、学内教員による意匠を重点項目として導入し

た講義を実施し、「デザインパテントコンテスト」へ応募するレポート作成を課題とすることを、4)本科

4年生は、専門基礎科目の講義内容と産業との関わりについて、IPDLによる特許検索実習しレポート作成

することを、5)さらに、夏季集中講義では、特許以外の産業財産制度である意匠、商標、活用、著作権、

育成者権(種苗法)、不正競争防止法について講義を行い、3級の問題を演習、解答を行い、知的財産管理

技能検定・2級、3級へチャレンジを目指す. などの講義目標、趣旨説明を行う。 

(2)学校全体の知財教育活動として、本科５年、知財共通科目「経営工学」では、昨年度の講義時間数を

1.5倍に拡大した講義形式を継続実施し、外部非常勤講師による地場産業の技術動向、求められる技術者

像、技術者から経営者へなどのたくさんの事例を学び、知財の重要性を理解させた。 

(3)学内、地域における知財推進活動として、 

1)平成 26 年 11 月、知財管理技能検定講習会を地元企業の技術者を対象として 4 回開催し、6 名の参加が

あり、11月 30日（日）、新居浜高専で初めて知財管理技能検定試験が開催された。 

2) 平成 26年 12月 5日（金）、新居浜高専第一会議室において、『知的財産を使って新規事業を実現しよ

う！』と題する講演で、大手企業の知的財産部門でご活躍され、現在は特許事務所代表を務める弁理士の
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方による知的財産セミナーを開催し、学生・教職員及び地元企業の方など、約１２０名が出席し、大変有

意義な講演会となりました。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

1. 成果 講義における質疑応答、プレゼン発表における質疑応答、記述式小テスト（レポート）、夏季

集中講義、明細書の作成などにより学生の到達度は指導目標をほぼ達成した。そして、熱心に取組んだ

学生は、知的財産管理技能検定・3級合格、パテントコンテスト、デザインパテントコンテストへ応募 

したが、特許支援対象者として6年連続、選出されなかった。キャンパンスベンチャー(CVG)では9年 

連続、2 次審査通過者として選出された。 2. 気づき 本科から専攻科への継続的な知財教育カリキュ

ラムを受講している専攻科生は、特許などを身近な対象として捉え、その到達度は予想以上のレベルに

達していることが、各種外部コンテストへの応募や知財管理技能検定などの資格受検において多大な成

果により確認できた。さらに、知財に取り組む専攻科生の姿勢が本科生の模範、目標となり、本科にお

ける「知財教育環境の醸成」に貢献している。一方、専門基礎科目を担当する教員間の知財教育推進の

共有化も大切である。 3. 反省および課題： 比較的取り組みやすい「デザインパテントコンテスト」

へ多数の応募を計画し、地元大手企業の工業デザイン担当者による特別講義を実施したが、支援対象者

として選出されなかった。その理由は、今年度から前期末試験の終了後、夏休みとなるセメスター制の

実施により、本校の教育特色である「学寮」が早期にしかも長期間閉鎖され、学生との密な個別指導を

行う機会が激減したことによるものと考えている。この対策について本科 3 年から 5 年生の知財系科目

担当教員間で考え、来年度への知財推進活動に繋げたい。来年度は、5 年生および専攻科生の就職活動時

期が変更となるため、新たな課題が生じると想定されるので、その対応について現在、新たな教育方法

を試行している。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

                     

 

    

 

 

 

 

 

 

  写真 1. 工業デザインの特別講義        写真 ２. 工業デザインの特別講義 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真３．紙タワーコンテスト     写真４．パテントコンテスト応募テーマの 

                            学科内コンテスト 
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学校番号 専１４ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 北九州工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 
廣瀬孝壽 

学校情報 
所在地：福岡県北九州市小倉南区志井5-20-1 

TEL：093-964-7266、FAX：093-964-7214、URL：http://www.kct.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

 

タイトル 
目的・目標要約 

特許制度及び権利化の手続きについて理解を深めさせる 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

 身近に発明があること、将来関わる仕事にも発明・特許が関係していることについて認識

し、知的財産法の基礎を学習する。 

 知的財産の基礎、企業活動における特許戦略の重要性について実例を通して学ぶ。また、IPDL

を使った特許調査を実践する。 

（取組の背景） 

 ４年生になって初めて法学及び知的財産を学ぶこととなる。知的財産法の基礎から学習し、

特許戦略の重要性を理解できるところまで到達するかが課題であった。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１．＜特許の基礎＞ 発明をした場合にその技術の特許を取得できると独占的に使用できる

など、特許の基礎から学習する。 

 ２．＜他の高専生の特許＞ 過去に他の高専生が取得した特許を確認し、自分達でも頑張れ

ば特許を取得できることを認識する。そして、アイデアを出して、発明に挑戦する。 

 ３．＜IPDL 検索＞ 初心者テキスト検索から実践し、Ｆターム検索についても学習する。特

許出願には出願・公開・特許取得などの段階があり、公報にも種類があること等も学習する。 

 ４．＜レポート作成＞ 他の高専生の特許公報を一つ選択して熟読し、どのような発明であ

るかを分かりやすく説明する「発表」をおこなう準備として、レポートを作成する。また、発

明に挑戦し、IPDL検索によって類似発明を調査し、この調査レポートも作成する。 

 ５．＜発表＞ 第一に、他の高専生が取得した特許を分かりやすく解説する。第二に、自分

で発明に挑戦して、IPDL検索によって調査した類似発明を報告する。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

指導方法で最も注意したことは、学生に「発明の楽しさ」を知ってもらうことであった。 

 最初は「特許の基礎」や「IPDL の検索方法」を教員が教えたが、学生が受け身になる一方通

行の解説授業は学生に「難しい」と思わせてしまう危険性もあると感じた。 

 教員による解説は最小限にして、すぐにIPDL検索を実践させた。 

 誰がどの特許公報を担当するかを選択させ、１カ月以上の調査期間を与えた後に発表させ 

た。クラスメイトに向けて発表するということもあり、多くの工夫が見られ、学生にとっての

学習効果は高いと感じた。（今年度から、２年生にもグループ発表を実践させた。） 

 学生自身の発明に関しては、教員の想像できないユニークなものもあり、創造力を高める学

習効果は高いと感じた。 

 学習内容を発展させ、パテントコンテスト参加などを今後の課題としたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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第二に、自分で発明に挑戦して、IPDL 検

索によって調査した類似発明を報告すると

いう発表をおこなった。パンクしにくいタ

イヤなどの身近な発明から、宇宙太陽光発

電などの高度な発明もあった。 

 公報の文章は難しいが、よく調べていた

学生もいた。何よりも、発明しようとする

ことで創造力が高まったことは、学生にと

って大きな学習成果となった。 

 

第一に、他の高専生が取得した特許を分か

り易く解説するという発表をおこなった。

レポートは丁寧に作成しており、また、発

明を具体化した商品の使用方法などについ

て調査して説明していた発表者もいた。 

 「請求項１」を完全に理解することは難

しいようであったが、特許になる発明を知

ることができたことは、学生にとって大き

な学習成果となった。 
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学校番号 専１５ 平成26年度 実践事例報告書様式４ 

学校名 久留米工業高等専門学校 
担当教員／ 

教官名 

原田 豊満 

松山 清 

学校情報 
所在地：福岡県久留米市小森野1-1-1 

TEL：0942-35-9300、FAX：0942-35-9307、URL：http://www.kurume-nct.ac.jp 

ねらい 

（○印） 

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関連法（○印） ａ）特許・実用 ｂ）意匠 ｃ）商標 ｄ）著作権 ｅ）種苗  ｆ）その他（       ） 

タイトル 
目的・目標要約 

創造工学実験等での成果を特許に結びつける試みに関する研究 

目的・

目標 

・背景 

（目的・目標） 

産業財産権制度の概要を把握し、特許電子図書館の検索方法を習得した上で、課題研究テーマ

をもとに発明を発掘、展開、把握し特許明細書を作成することで、産業財産権に明るい人材の

育成を行うとともに、有望な特許についてはパテントコンテストに応募する。 

（取組の背景） 

久留米工業高等専門学校では、創造工学実験などで自主的にテーマを企画立案し、学生の創造

性を伸ばす教育を実施しており、これらの成果を特許に結びつけることが可能である。 

活動の

経過 

(知財と

の関連） 

１．標準テキストでの講義と小試験   産業財産権の授業では、最初は DVD「発明って何だ」

による簡単な説明を行い、その後、講義を実施する。産業財産権標準テキスト（総合編）を利

用し、特許、商標、意匠および出願から審査および登録までの法律的な内容の講義、指導マ 

ニュアルに記載された小試験を実施した。 

２．発明の掘り起こし（発明発掘演習）   学生が各自実施している課題研究の内容から、

従来技術→解決課題→課題解決のための着想→解決手段を掘り起こし、発明のアイデアを整理

した。 

３．特許検索実習（外部講師）  IPDL を活用し先行技術調査を行い、関連特許１００件程度

を検索させた。特に F ターム検索、FI 検索などについて学習し、技術動向等の調査を行う。更

に類似特許数件を選び出し、自分の特許との相違点を明確にして、新規性、進歩性についての

認識を行った。 

４．パテントコンテスト用発明提出書  課題研究により試作または実験した内容をもとに、

発明提出書を作成した。 

５．特許明細書の作成（弁理士）   弁理士の指導のもと、特許請求範囲、並びに明細書図

面を作成し、各自の模擬出願書類を完成させた。これをもとに学内の発明コンテストにて発表

し、優秀案件はパテントコンテストの応募案件とした（産業財産権特論）。 

成果 

・まとめ 

・気づき 

・反省 

・課題 

・まとめ 前期学内発明コンテスト（平成 26 年 9 月 5 日開催）発表件数：8 件、優秀案件につ

いては、平成 26 年度パテントコンテストに応募中。後期学内発明コンテスト（平成 26 年 1 月

30日開催予定）発表予定件数：１２件 

・課題 弁理士などの外部講師に指導を行ってもらうことで、学生の課題（明細書など）に対

する作成意欲が向上しているように感じる。ただし、補助事業に採択されなかった場合の外部

講師の謝金の確保等が必須となるため、補助事業に頼らない学内の仕組み作りを検討する必要

性がある。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 
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図 1 創造工学実験で試作した「吸着剤を用いたガス含有量測定キット」と実験データ（学生が提案し

た研究したテーマを特許明細書にまとめることができた。） 

  

図２ 学内発明コンテスト（中間発表会）の様子（左図）、弁理士および特許流通アドバイザーによ

る質問（右図）（外部講師の招聘により、学生の理解度が向上した。） 

 
図３ 学生によるFIおよびFターム検索による特許課題の絞り込み（FIおよびFタームを理解すること 

で、特許検索における言葉の揺れの問題などを解決できることを学んだ。） 


